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第1章研究の目的と方法

1司　研究の背景と目的

1－1司　研究の背景と目的

　認知症高齢者グループホームは、年々増加する

認知症の高齢者のための支援策の重要な柱であ

り、国は平成12年度から5か年計画の高齢者保

健福祉施：策ゴールドプラン21で、平成16年度ま

でにその数を3200か所とする計画を打ち立てた。

短い期間に大量に整備するというこの計画自体

も政策的にグループホームが重視されているこ

とを示している。ところが実際には、計画を大き

く上回り整備されて、平成18年の3月には7000

箇所を超えている。，

　また、平成14年忌らは、特別養護老人ホーム

のユニットケア化の整備に対し補助金が支出さ

れるにともない、小さな単位における認知症高齢

者のケア環境は、よりいっそう一般化するものと

思われる。このような急激でかっ形式的に大量供

給される状況の中で、今一度グループホームの本

来の意義に立ち戻って、その効果が発揮されるよ

うな整備がなされることが重要である。

　認知症高齢者グループホームの特徴のひとつ

は、家庭的な環境において普通の日常生活を営む

ことにある。しかしグループホームにおける生活

が一般社会の普通の生活に近づくためには、地域

社会との自然な交流による地域生活が展開され

ることが必要である。痴呆性高齢者グループホー

ム入居者にとって、日常生活はグループホームの

建物内で完結するわけではなく、地域生活も重要

な生活の一部となる。実際、認知症高齢者グルー

プホームは、普通の住居のように住宅地の一角に

設けられるものが多く、地域とは切り離して考え

ることのできないものである。そこで本研究では、

グループホームをはじめとする認知症高齢者の

ための施設と地域社会との関係のあり方につい

て考察するために、とくに地域環境において、入

居者が施設内では味わえない生活としてどのよ

うな総合的な経験をしているのか、またそれによ

ってどのような効果を生みだしているのかにつ

いて考察しようとしている。

第1章研究の目的と方法

1－1－2　明らかにすべき研究課題

　具体的には、以下の点を明らかにすることが本

研究の課題である。

　1．日常的に買い物外出などで、商店街など地

域資源を活用している場合、そのあり方について

考える。周辺地域における商店街での様々な生活

行為やその活用のされ方の実態を捉え、今後のさ

らなる活用の可能性などを考察する。

　2．グループホーム居住者・スタッフの地域資

源活用状況認知症高齢者グループホームの住人

としての居住者およびスタッフが、周辺地域をど

のように活用しているのか、地域環境条件や運営

方針などの違いにより異なるその実情を明らか

にする。

　3．周辺住民の施設に対する意識地域住民の、

認知症高齢者およびグループホームに対する認

識が施設立地によってどのように影響されてい

るのか、その意識構造を捉える。

　4．大規模施設の地域との相互浸透のあり方に

ついて考える。特別養護老人ホームなどの大規模

施設と周辺地域との相互の交流や一体となった

活動を把握し、それがユニットケアや地域におけ

るサテライトユニットによることの有効性など

について考察する。

1－2　研究の方法

1－2－1　研究の方法

　先に設定した研究課題に対応して、具体的な研

究の計画を以下のように設定した。

　A　グループホーム居住者・スタッフの地域資

源活用状況、とくに買い物外出行動についての考

察。これには、具体的な利用者や職員、地域の人々

など様々な人たちの実際の人間関係構築の仕組

みを会話等の具体的な行動から詳細に捉え、エス

ノメソドロジカルな分析をおこなった。

B．周辺住民が施設に対して抱いているイメー

ジの分析・考察。このために、地域の人々や職員

等に、そのイメージについて把握するためのアン

ケート調査やヒアリングを行った。実際の写真を

選びすることによって、そのイメージについての
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第1章研究の目的と方法

推察をおこなっている。

　C．新しい動向としての施設と地域との一体化

の動きの把握。このため、制度にならない自発的

な試みとしての、「宅老所」的な施設の実態をケ

ーススタディし、地域との関係性構築の成立過程

を分析した。さらに、具体的に地域に浸透する施・

設利用者のための独自の空間づくりに関わって、

その過程から得られた様々な知見についてまと

めている。

　第6章「周辺地域住民のとらえるグループホー

ムの認識」について、それぞれ述べる。

　最後に、

第皿部「認知症高齢者のための居住施設と地域と

の相互浸透」に関する研究として、

　第7章「地域密着型小規模多機能施設の動向」

を概観した上で

　第8章「施設外小規模リビングの試み」をとり

あげ、最近の動きについての考察を加えている。

1－2－1　本研究の構成

　以上のような研究課題とそのための調査等の

結果として、本研究では、全体を3っの部で構成

した。

　すなわち、第1部が、主として買い物外出の実

際の行動から抽出できる様々な事柄や現象につ

いての考察、第H部が、グループホームと地域と

の関係性について、とくにその施設のイメージの

形成についての考察をおこない、さらに第軍部で

は新しい動きとして地域と施設とが一体の関係

になりつつある動向を捉えている。

　本報告所は全部で8つの章から成っており、最

初の第1章が全体の概説と目的を述べた序論的

な部分として、その他の主要な内容は3つの部と

それに対応した7っの章部分から成り立ってい

る。

　各章の内容との関係で再び3つの部を整理し

てみると、まず、

第1部「認知症高齢者と外出・商店街利用行動」

に関する研究として、

　第2章「認知症高齢者グループホーム居住者の

外出行動」に関して考察し、

　第3章「特別養護老人ホーム居住者の買い物外

出行動」についてそれぞれの考察をおこなう。

　次に、

第皿部「認知症高齢者グループホームの地域との

関わりに関する研究」として、

　第4章「東京23区内グループホームの地域と

の関わり」、

　第5章rグループホーム職員の周辺地域に対す

る意識構造」
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第2章　認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

2－1　研究の目的と方法

2－1－1　研究の背景と目的

　東京都福祉局発行の「認知性高齢者グループホ

ーム開設の手引き」には、認知性高齢者グループ

ホームの理念が記されており、その中には次のよ

うな内容がある。

　『グループホームには、次のような特徴がありま

す。

　　・地域と繋がりのある生活の場

　　・グループホームは、地域社会に溶け込むこと

　が大事とされています。

　入居者が地域社会の一員として生活すること

は、入居者にとってはこれまでの「普通の生活」

を送ることを意味し、また地域社会にとっても今

後は避けて通れないであろう高齢化に対する拠

点を地域内に確保することになります。

　また、運営の面でも地域全体での見守りなど

の支援が確保できれば、入居者は今まで以上にホ

ームの外で、自由に生活するごとも難しくないと

考えられます。』

　1995年度から推進され始めた認知性高齢者の

ためのグループホームであるが、東京都は認知性

高齢者の支援を都の重点的な課題として位置づ

け、認知性高齢者が、地域で尊：厳を保ちながら生

活できるように支援する政策を掲げている。また

平成12年度から5か年計画の高齢者保健福祉施

策ゴールドプラン21でも深刻化する認知性高齢

者に対処するため、任地性高齢者支援対策を重要

な柱の一つとしており、平成10年度には103か

所であった認知性高齢者グループホーム数を平

成16年度までには3200か所とする計画をうち出

している。

　超高齢社会へと進んでいる現在、数多くの施策

の中では高齢者を地域社会全体で支えることの

大切さや意義が話されてきているように思われ

る。特に認知性高齢者グループホームは普通の住

居のように住宅地の一角に設けられるものが多

く、地域とは切り離して考えることのできないも

のであるはずだ。一年置そのようなグループホー

ムに関して今までどのような研究がされてきた

のか調べてみると、そのほとんどはグループホー

ムの中で行われている生活行為やケアまたはそ

の計画手法に関する研究であった。

　しかし認知性高齢者のためにある幾つかの施

設、例えば特別養護老人ホーム、老人保健施設、

老人病院、精神病院、と考えた時に認知性高齢者

グループホームが他の施設と明らかに異なる点

が先に抜粋した理念に掲げられているように“地

域社会の一員として生活すること”ではないだろ

うか。施設の中で生活を完了せざるを得ない場合

には体験できないようなことを、グループホ「ム

の入居者たちは地域社会の中で“普通に”暮らす

ことで体験しているはずである。このことは認知

症を抱えた高齢者自身にとってもちろんの事で

あるが、そのグループホームが存在する周りの地

域にとっても意味のあることであると思う。

　そこで本研究は、実際にグル「プホームの入居

者たちがどのような仕方で地域という、グループ

ホーム以外の場所で「生活している」のか、また

彼らがそこでどのような経験をしているのかと

いう実態を調査を通して探ることによってグル

㌣プホームの地域におけるあり方について考察

することを目的としている。このため本研究では

特に、実際の日常生活における外出行動に着目し、

その際に生起する社会的相互作用を分析するこ

とにより、グループホーム居住者自身の主体的な

行動を抽出することを試みている。

2－1－2　研究の方法

G）調査の対象

　大都市の中で商店街などの地域資源を活用し、

運営やケアのあり方に先駆的な試みを行ってい

る東京都内の3っの認知性高齢者グループホー

ムを対象に調査を行った。その概要を表2－1に示

す。

　これら3っのグループホームは、ともに入居者

が目常的な生活の能力を最大限に引き出すため

に地域の中で普通に生活するということを積極

的に実践しているところであり、入居者がそれぞ

5
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れ自分たちの食べたいものを決め、買い物へ行き、

食：事の支度をすることで日常の生活を組み立て

ている。実はKIホームは1999年4．月開設時には、

他の多くのグループホームのように食事の仕度

を職員が主導的に行っていたが、このような考え

方をもとにこのグループホームのあり方を変え

たのが2001年初め頃であった。それまでの問は

入居者が自らの食事の献立を決めることも、その

ために付近の商店に買い物へ行くこともほとん

どなかった様である。

　〈各GHの地域環境＞

　KOホームでは150m先に何でもそろうスーパ

ーがあり、200m以内には小規模な商店街がある。

また周囲には比較的公園が多い地域である。

　KIホームは駅から約600mのところにあるの

だがその道のり150mほどにわたって商店街とな

っている。商店街の中に小さなスーパーがあるが

この店だけで買い物が完結するほどの品物はな

い小規模なものである。

　FUホームの周囲にはスーパーがなく、FUホー

ムから約600mの所にあるスーパーも比較的小さ

なものであり、そこへ行く間には交通量の多い大

きな道路を渡る必要がある。周りには墨田区役所、

会社や飲食店の入っているビルが立ち並んでい

る。また1kmほど行くと浅草で、百貨店や浅草

寺がありたくさんの観光客などで賑わっている。

　〈各GHと地域との関わり＞

　3つのGHに共通していることとして町内会へ

の加入が挙げられる。町内会へ加入することよっ

て回覧板が回り、地域の様子がわかるとともに地

域の活動に参加することも可能になっている。実

際、より都会的な環境ではあるがFUホームの入

居者達は町内会の行事として地元のお祭りや盆：

踊りに参加できている。また、毎日の外出行動で

頻繁にその前を通ることで交番のお巡りさんに

顔を覚えてもらい、顔なじみになっている様子が

KOホームとFUホームで見られた。グループホー

ム開設や改築の際に、地元の住民にグループホー

ムを見学してもらうなどの取り組みを行うこと

によって得られたものもある。KOホームでは例

えば布団が干しつぱなしになっていることを隣…

近所の人が伝えに来ることや、FUホームでは食

表2－1グループホームの概要

運営主体　開設年i入居楼

KOホーム 医療法人社団i19993i8名（女性）

KIホ・一ム NP・法人1gga4
堰i6名（女性）1人入院中）

FUホーム
社会融法人i2・・1．5i9名（女性）
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事の差し入れを持って遊びに来た事もあったよ

うだ。KIホームでは近所の人がボランティアで

週2日の夕食作りに参加している。 表2－3FUホームの入居者の身体状況

身体状況
1度に可能な

@運動量〈入居者の身体状況〉

^動機能に関わる身体状況について、KIホー

?とFUホームの入居者に関しては回答が得られ

ｽ場合にのみ表2－2、表2－3に示す。

@　表2－2KIホームの入居者の身体状洩

入居当

@時

右側軽度麻痺

@杖歩行

FUホーム周辺

ｲく短い距離
3Aさん

現在
右側軽度麻痺

@杖歩行
500m位

入居当

@時
なし

3Bさん
身体状況

1度に可能な

@運動量 現在， なし

2Aさん

入居当

@時
なし

50－100m

@歩行
入居当

@時
なし

3Cさん
現在 なし 1km位 現在 なし

入居当

@時
なし

　2Km以上

i電車移動可）

入居当

@時
なし

2Bさん 3Dさん

現在 なし
　2Km以上

i電車移動可）
現在 なし

入居当

@時
なし 1km位

3Eさん

入居当

@時
なし

2Cさん

現在
2001年末入院

Q002年始退院
室内のみ

現在 腰痛

入居当

@時
膝痛 1km位 3Fさん

入居当

@時
なし

2Dさん

現在 膝痛 2km位
現在 なし

膝痛

?痛
3Gさん

入居当

@時
なし

2Eさん

入居当

@時

つかまり歩き

ｺ内歩行（5m

@　位） 現在 なし

現在
三三

?痛

手引歩行

ｺ内（1m） 入居当

@時

体力の衰えよ

@　り
@杖歩行

FUホーム周辺、

ｲく短い距離
3Hさん

現在 なし 500m－1．3km

31さん

入居当

@時
膝痛

現在 膝痛
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（2）調査の方法

　調査は2001年10月から12，月にかけて、各グ

ループホームにつき3～4日間で行った。調査で

得られた外出記録数を表2－4に、外出時間とその

時の天候を表2－5に示す。

〈事前調査〉

　スタッフへのヒアリング調査によりグループ

ホーム近辺の住宅地図を利用しながらそれぞれ

のグループホームの入居者が利用する商店、公園、1

施設等をあらかじめピックアップした。それらと

グループホームとの位置関係、またそれらを利用

する際に入居者が主に通る経路を知り、実際に歩

いて交通量や景観をチェックした。

　外出行動を制限するような入居者の身体状況

を把握した。例えば腰痛や膝など関節の痛みがあ

る場合、外出できるとしても距離や時間などに制

限が伴う。

〈追跡調査〉

　調査の日は一日入居者とともに時間を過ごし、

行動を追跡調査した。基本的には10分おきに入

居者の行動を調査シートに記録。グループホーム

から出るときには地図を利用し、入居者の足跡を

たどり、何らかの会話や行動が見られたときには

その位置と内容を記録していった。

　外出以外の時間帯でグループホーム内で過ご

している間はグループホームの大まかな様子（食

事など）を記録しておき、外出につながるような

話や行動が見られた場合にはその内容を詳しく

記録し一日の文脈の中で外出行動がどのような

位置づけなのかを捉えられるようにした。特に外

出にかかわる話が出た時はスタッフ側から出た

話なのか入居者が自発的におこなったものなの

かなどに注意して記録した。

　グループホーム外で過ごしている時は、入居者

がどこにいるのか、何をしているのか、誰と何を

話しているのか、何に関心を示しているのか等で

きるだけ詳しく記録。ここでも入居者の話や行動

が自発的なものなのかどうかに注意して調査し

た。また外出している時間がどのくらいなのかも

把握するようにした。

表2－4外出記録数

1Aさん 1Bさん 1Cさん 1Dさん 1Eさん

5 5 6 1 5KOホーム

i全8回） 庶杢ん 1Gさん 1Hさん 『 一

4 1 4 一 一

£Aさん 2Bさん 2Cさん 2Dさん 2EさんKIホーム

i全7回） 2 1 1 3 2

3Aさん 3Bさん 3Cさん 3Dさん 3Eさん

0 3 2 1 0KOホーム

i全6回） 3Fさん 3Gさん 3Hさん 31さん 一

0 0 1 2 一

表2－5外出時間と天候

日付・天気 2002／11／27晴（風強め）

時間

11：30－　i　13：50－　i　17＝40－
@　　　　　　　i12：40　　　　16：30　　　　18：10

日付・天気 2002／12／11快晴
　KO

zーム
i全8回） 時間

日付・天気 2002／12／12　晴時々曇り

時間

日付・天気 2002／11／21快晴

時間
11：50－　i　11：50－　i　14：30－

P3100　　　　13：40　　i　15：10

日付・天気 2002／11／25　晴時々曇り
　KI

zーム
i全7回） 時間

14：20－i　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　i　　　　　　i16：00　　　　　　　　…

日付・天気 2002／12／3晴

時間
14・30－i15・50－i16・30－

P5：30　　　　16：30　　　　　17：10

日付・天気 2002／11／30　曇り時々雨

　FU

zーム
i全6回）

時間

11：40－　i　15：30－　i　15：50－

P2：10　　　　16：20　　　　16：20

日付・天気 2002／12／14快晴（強風）

時間
11・30－i14・00－　14・00－

P2・10；15・20　15・40
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　今回はこのような調査を一日中ある特定め入

居者だけにしぼって追跡するのではなく、グルー

プホームの全体的な流れをつかみその中で外出

する行動が見られた時に、その入居者に付き添っ

たりあるいは距雌を置いて見守りながらの追跡

調査を行った。なお、このような後方見守りの方

法は、調査対象となったグループホーム職員の日

常のケアのあり方として定着しており、居住者の

自主性と尊：厳を最大限尊：重しかっ自立能力を引

き出す手法となっている。

〈アンケート調査〉

　グループホームを開設する際に行った取り組

みと開設後の状況に関する簡単なアンケート。ア

ンケート内容は以下に示す項目である。

2－2　外出行動の実態

2－2－1　外出行動の概要

　各ホームで見られた外出行動は表2－6の通り

だが、大半を占めている買物のための外出として

はスーパー、パン屋、八百屋など食：料品の買物が

多い。調理のための材料の購入にはあらかじめ計

画性が要求され、統合する能力が要求される。他

は散歩や見学、食：料品以外の買物など、運動を目

的としたものや楽しみのための外出行動となり、

地元の神社へのお参りや浅草松屋デパート、仲見

世への買物など地域の立地条件の特色を生かし

た外出先となっている。

　　　　　はい　いいえ　　　i
H㌔騨篠懸潔場合具体的なi
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表2－6調査記録一覧表

ホーム名 日付 外出の目的・概要

近くのスーパーと商店街のパン屋へ昼食の買物

11／27 隣の病院で行われた防災訓練を見学し、その後公園を散歩

近くのスーパーへ夕食の買物

KOホーム

外出を希望する入居者とコーヒーを飲みに行き、帰りに商店街とスーパーで昼

Hの買物
12／11

隣の病院の木からクリスマスツリー用の枝をもらいに行く

近くのスーパーへ夕食の買物、店内はスタッフが離れて見守る

近くのスーパーとパン屋へ昼食の買物
12／12

地元の大師へ散歩、お参りとお団子を食：べにいく

近くのスーパーと商店街のパン屋へ昼食の買物、帰りに八百屋に立ち寄る

11／21 商店街へ買物、途中薬局と雑貨屋に入り八百屋まで行く・

隣の神社へお参り

KIホーム 11／25 商店街のスーパーと八百屋へ夕食の買物

商店街の肉屋と八百屋、スーパーで夕食の買物

12／3 近所を散歩

：散歩に引き続き、商店街の八百屋へ買物

お客さんを見送りに浅草駅へ

11／30 スーパーへ夕食の買物

入居者同志で近所を散歩

FUホーム 散歩を兼ねてスーパーへ昼食の買物

12／14
クリスマスプレゼントを買いに浅草松屋デパートへ

クリスマスプレゼントを買いに行くと言って浅草仲見世へ行き、お参りと甘味

?へ
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2－2－2　KOホームにおける外出行動

01－11－27　1Aさん，1Bさん，1Cさん，1Eさん，スタッフ　昼御飯の買い物

外出時間：50分

熏s距離：660m

11：30 全員にスタッフが午後の予定を言い、二時までにお昼を終える必要があると説明。スタッフがみん

ﾈに「お昼，何がよいでしょうね。」と問いかける。

40 スタッフが一人一人に何を食べたいのか聞いて書き留め、買い物に行く準備をする。1Aさん，1Bさ

�C1Cさん，1Eさんが買い物に行くことになり、スタッフがそれぞれに身支度をしてくるようにと

ｾう。

50 GH出発。

@スタッフが出てくるまではどっちの方向に進むのかを全員分からないがスタッフが「パン屋はあ

ﾁちなので」と言うと1Aさんと1Bさんで先頭を進む。

A角は自然に曲がる。近所の人とすれ違い「こんにちは」と声を掛けられる。

12：00 スーパー到着。顔なじみの店員が親しみを込めて「いらっしゃいませ」と笑顔で挨拶。

Bスーパー内で買い物はスタッフと一緒に固まって行う。

10 スタッフが1Bさんに1Eさんとうどんを探してきて欲しいとお願いする。1Bさんはだいたいの場所

ｪ分かる様子でほとんど迷わずにうどんコーナーへ。1Bさんと1Eさんでどの太さの麺がよいのか

ﾇのくらいの量がよいのか相談して決める。

20 スーパー出・発

Cクリーニング店内から店員と客が一行を見守っている様子。

Dパン屋到着。すでによく分かっている店員が皆の動作に合わせて自動ドアを手動にして迎える。

ｻれぞれが自分の食べたいパンを選ぶ。1Bさんと1Cさんはすぐに決まりなかなか決められない1E

ｳんを待っている。店員が笑顔で対応。

30 パン屋出発

E玄関先にみかんの皮を干している家を見て「何に使うのかしらね…」等

F横断歩道はないがここを渡ればGHまで直進で行けるため1Bさんと1Eさんは渡りたがる。スタ

bフが「危ないから信号で渡ろう。」と言い、信号まで行く。

40 GH到着
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01－11－27　1Bさん，1Cさん，スタッフ　防災訓練見学，散歩

外出時間：1時間40分

熏s距離：1．1㎞

50 近くの病院で行われる防災訓練を見学に行くので、スタッフが全員にコートを着て身支度するよう

ﾉと言う。

14：00 折りたたみ椅子を持参して出発。

@病院前の公園で椅子に座ってはしご車の演出などを見学。公園内にはたくさんの子供が遊びに来

ﾄいる（30人くらい）。

10 見学中…近所の人も孫を抱いて見学に。入居者さん達に気付き笑顔で挨拶。

20 見学中…全員夢中になってみている。はしご車が高く上ると歓声。

30 見学中…通行中の女子高生たちが、並んで椅子に座って見学している入居者さんたちを見て笑顔。

40 見学終了。拍手喝采。スタッフが「せっかくだから散歩していきましょう！」とかけ声を掛ける。

A公園内を全員で歩き始める。その様子を見た小学生くらいの男の子が「わあ、たくさんだあ！」

PCさんが男の子の方を見て嬉しそうに笑顔。

50 ③スタッフが1Bさんと1Cさんだけ違うルートに誘う。

C1Cさんが犬を連れた人に挨拶をする。

15：00 ⑤イチョウを拾ったりしながら公園内をゆっくり歩く。寒桜が咲いているのを見てスタッフが「向

ｱうの団地にも咲いているんですよ。」と言う。1Bさん「ああ、そうですが。…花がちつちゃいん

ﾅすねえ。」スタッフが「冬だから縮んじゃったんじゃない？」と言うと1Bさんが「私みたいに

ﾋえ。」と笑う。

10 ⑥少し休みながら，1Bさんが「明日も来ますよ。明日はほうきを持って。」

20

30 ⑦押しボタン式横断歩道。スタッフに言われてボタンを押した1Cさんは信号が変わってびっくり

ｵた様子。

40 ⑧落ち葉、モミジやケヤキの木に感激。

50 ⑨1Cさん「ここは子供の遊ぶところ？」と尋ねる。公園には葉が全部落ちてしまった木が多く、1B

ｳんが「もうちょっと早い時期に来たかったねえ。」と言う。

16：00 ⑩犬を散歩中の人と1Cさんが「かわいいワンちゃんですね。」　「ありがとう」と会話。　「夕暮れ

ﾉなると涙が出てくるよ」と1Cさん。1Bさんが「なぜ？」と聞くと「わかんね。」と笑う。

Jスタッフに歌を教える1Bさん。1Bさんが1Cさんに「今度はあなたの話を聞かせてください。」

ﾆ言う。1Cさん「何をだよ。」と言い、突然歌い出す。　（東京音頭）全員で歌う。

10 歌いながら歩く。

Kクリスマスの飾りを付けている家があり、　「きれいですねえ」と1Bさん。

20 ⑬スタッフがここへ来たら（GHが）分かりますか？」と尋ねる。1Bさん「わかりました。そこが

iと指を指し）…名前忘れちゃいました。」スタッフに教えてもらう。

M病院の外来の看護婦さんが通り「こんにちは」と挨拶をしていく。1Bさんはスタッフに「どなた

ﾅすか？」と聞いている。他の入居者さんが洗濯物を取り込んでいる様子が見え、手を振る1Bさ

�ﾆ1Cさん。

30 GH到着。スタッフに言われて家の周りにある花に水をやる1Cさん。

12



第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－11－27　1Aさん，1Fさん，スタッフ　晩御飯の買い物

外出時間：30分

歩行距離：285m

17：40

50

i8：00

10

スタッフが1Aさんに買い物をお願いする。1Fさんにも声を掛ける。1Aさん自分から上着を取りに

行く。出発

①向かいの家の人が子供と一緒に外に出ていて「お買い物ですか？」と声を掛ける。ぴょんぴょん

飛び跳ねている子供を見て1Aさんが「かわいいねえ。」1Fさんが「元気だね。がんばってね。」

と。

スーパー到着

②買い物はスタッフとの協力で行い、スタッフが二人にお願いして品物を取ってもらいかごに入れ

ていく。

1Aさんがレジ担当。

買ったものを袋に詰める作業を二人で協力して行う。

スーパー到着

③1Fさんは自分で曲がるが1Aさんは直進しようとしてスタッフが教える。

GH到着
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第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－12－11　1Hさん，スタッフ

外出時間：30分

熏s距離：285m

12：00 1Hさんがスタッフと一緒に外出（本人は頬紅を買ってくると言っていたような、、）

@学校から専門学校生がたくさん出てきている様子を見て「これは何？何かあったの？」「聞いて

ﾝようか」と言って学校の名前を見，専門学校であることを確認。

10 ②「どっち行く？」　「こっち（直進方向）行ったことないもん。こっち行くとバス通りでしょ？」

ﾆ言いながら直進する。

20 ③整体の店を見て「三二さんだろう。」

C「どこ行くの？珈瑳屋さん？どっかこの辺にあるのよ。ここ（ケーキ屋）は違うもんね。」「あ

ｻこは？」と寿司屋を指さす。スタッフが「行ったことありますよ。」というと「行ったことある？」

ﾆ。

D珈甲屋が閉まっているのを見て「あ～、閉まっているんだあ。」

Eスタッフが「電器屋行こうか？」という。

30 ⑦電器屋の前で「こんな所入ったことない。」と言いあまり入ろうとしないが「ええい！ここまで

?たんだ、せっかくだからちょっと見ていこう。」と。店内で見取り図を探しレジの店員に「どこ

ｩ休むところありますか？」と聞き休憩スペースを教えてもらう。

x憩スペース（自販と椅子）に行くが「こんな所じゃねえ」と嫌がる。

Xタッフが「たまには洒落た所じゃなくて。」と言うと「まあいいか。」と座って休憩。

40 休憩中は自分の地元の話などをする。

50 GHからスタッフに電話があり買い物を頼まれる。

d器屋出発

13：00 ⑧「スーパー行こう。スーパー、家の先の。」と指を指す。

10 ⑨スタッフがパンを買う必要があることを言うと「パンどこで買うの？」と。スタッフが「パン屋」。

PHさん「専門店があるの。」と。曲がり角で「こっち？あそこ魚屋さんでしょう？あそここっち行

ｭと四つ角に出るんだよね。」など指を指しながら道を確認している。

I呉服店前で「和泉屋さん、、、ここなんかで見たことあるよ。」

Jパン屋到着。「いらっしゃいませ」と笑顔の店員。1Hさんは自分の三時のおやつを選ぶ。「ここ

ﾍカツサンドがおいしいのよ」

20 ⑫スーパー到着。

Xーパーではスタッフからにんじん、キャベツ、ジャガイモを買ってくるように頼まれる。かごの

?を見て何を買う必要があるかしきりに確認しながら買い物。レジではどこに並んだら早いのかじ

ﾂくり観察して並ぶ。レジに並んでいる間肉が足りないのではと気がかりで「焼きそばの肉が足り

ﾈければシチューの肉を使っちゃおう。」と言いながら隣に並んでいる人と目が合い、笑顔。レジ

ｪ終わりカートを運んでいると店員が「ああ，良いんですよ。お使いになりませんか？」と片付け

驕B軽く会釈をする。店を出る。

30 ⑬家のそばで工事中。警備員に「ご苦労さん」という。GH到着

匙
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第2章　認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

Ol－12－11　1Cさん，スタッフ

外出時間：20分

歩行距離：200m

13：30

40

50

スタッフが1Cさんを誘って近くヘクリスマスリース用の枝を取りに行く

①1Cさんにリースに最適なまっすぐの枝を探してもらい切り取る。1Cさん楽しそうに探すがなか

なか良い枝が見つからない。

②作業中に下校中の中学生7－8人の集団を見かけ1Cさんが「ほら，見てご覧。みんなきれいな

格好しているよ一。」　「あんな頃があったのねえ」とスタッフに話しかける。

枝を取り終わり1Cさん「寒いねえ～！」と言いながら帰宅。

GH到着

01－12－11　1Aさん，1Bさん，1Cさん，1Eさん，スタッフ　　晩御：飯の買い物

外出時間：50分

歩行距離：290m

17：50

18：00

10

20

30

40

夕食のメニューが決まり買う材料をメモしたスタッフが1Aさん，1Bさん，1Cさん，1Eさんを買い

物に誘う。

出発

①スタッフが出てくるまでは家の前で，1Bさんが「八百屋はどっちの方へ行ったらよろしいのでし

ょうかねえ」と言い，四人で「どっちかしら。」とキョロキョロする。

②スタッフ「こっちだよ」と曲がるよう促す。

③信号を渡ったところで1Bさんがスタッフに「先生！どこまで行くんですか？」と。スタッフが

指を指しながら「そこです。」と同時に1Eさんが「くるまやさん（スーパーの名前）でしょう。」

と答える。

④1Cさんは一人でどんどん先へ進み皆より早く店へ到着して入り口で待っている。

⑤店内ではスタッフが買い物リストを四人に渡しお願いして離れる。四人はあまり品物を入れずに

ほぼ店内を一周し、再び野菜コーナーに戻って相談しながらリストにある半分くらいの品物をかご

に入れる。

スタッフが合流し残りの品物を入れ、漬け物コーナーで漬け物を選ぶ。店員がスタッフと1Bさん

に商品の紹介。四人置も試食をして好きなものを選ぶ。1Eさん「それ辛いんでしょう？私、辛いの

だめ。」

1Aさんと1Bさんがレジで会計をする。待っている間1Cさんは店にいる小さな子供を微：笑んで見て

いる。

店を出る。

⑥1Bさんがスタッフに「あっちですか？」と確認。スタッフが「そうです。」と答えるとその後は

先頭を歩き角も自分から曲がっていく。

GH到着
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第2章　認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－12－12　1Aさん，1Bさん，1Cさん，1Eさん，1Fさん，1Hさん，スタッフ　　昼御飯の買い物

外出時間：50分

熏s距離：680m

12：00 全員でりんごを食べながらスタッフが「じゃあ，ちょっと食べながらお昼に何を食べるか考えよう

ｩ。」と言う。相談、それぞれの食べたいものが決まる。

10 「みんなで買い物に行って、、、その後暖かくなるって言うから日向ぼっこにでも、ね。」

PHさんが自分のメニューがみんなと違うため買い物について「別れちゃうんでしょう？」とスタッ

tに聞く。スタッフは「うん。でも途中からね。それまでは一緒ね。」と答え，1Aさんに「1Aさ

�C一緒に行きますか？」と尋ねる。1Aさん「はい！」

20 買い物に行く人が身支度を始める。1Bさんが1Hさんに「そんな寒い格好じゃだめよ。」

@先に外に出て待っていた1Cさんが学校から出てきた専門学校生を見て「あらあ、いっぱいねえ」

o発。スタッフが「あっちだよ」と皆の進む方向を教える。

A脇を通る専門学校生が1Hさんに挨拶。1Hさんはスタッフと話し中ながらも目で挨拶。

B警察の掲示板を見る。“探して下さい”の顔写真を見て1Hさんが皆に「この人を探しているん

ｾって」と言い，どういう理由でいなくなったのかという自分の推測を話す。

30 ④角の店が閉まっているのを見て1Bさんが「閉まつちゃったんですね、、、あそこは確か八百屋

ﾅしたね。」

D花屋の前を通りシクラメンの花を見て皆口々に「きれいだねえ」

40 ⑥パン屋到着。店員が自動ドアを手動に切り換えて迎える。

ｻれぞれが自分の欲しいパンをトレイに乗せてレジに持っていき袋に詰めてもらう。

PEさんは別々の袋に入れてもらうようにお願いする。先にパン屋を出て待っていた1Hさんが、あ

�pン60円の表示を見て「そんなにするの？高くなったねえ、昔は、、、」と話す。1Eさんは店

�ﾉ丁寧に「ありがとうございました」と礼を言う。パン屋出発。

Fさっきと同じ花屋の前で再び皆「きれいだねえ」と感心する。

G団地内にある木を見ながらゆっくり歩く。1Bさん歌い始めるが歌詞が分からなくなり1Cさんに

ｷく。1Cさんが歌い、皆歌い出す。

50 スーパー到着

H店内では1Aさんがカートを押し、1Bさんがかごを持つ。1Hさんは品物を入れたり出したり。1C

ｳんも手伝う。

13：00 1Aさんと1Hさんがレジ担当。待っている間1Cさん，1Eさん1Fさんが赤い帽子をかぶった小さな

q供を見て「かわいいねえ」とにこにこ。お母さんが「ありがとうございます」

Xーパー出発

I1Bさんと1Hさんが先頭だがスタッフに「こっちでしょう？」「こっちよね？」と確認。

10 ⑪八百屋の店頭の果物を見て1Hさん1Bさん1Eさんが感想を言いながら曲がる。　GH到着
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第2章言忍白白高齢者グループホーム犀住者の外出行動に関する考察

01－12－12　1Bさん，1Cさん，1Eさん，1Fさん，1Hさん　　散歩

外出時間：1時間20分

熏s距離：1．8㎞

14：40 食事をしながらスタッフが午前中から話題に出ていて皆乗り気だった大師行きの話をする。

u食べ終わったらみんなで、大師まで、ねえいいんじゃない？お茶とお団子でも食べてさあ。」

50 1Hさんがお団子の話から地元の浅草のおいしいお団子屋の話や雷おこしの話をし、みんな聞いてい

驕B

15：00 全員食べ終わり、1Bさん、1Hさんが洗い物など片付けを始める。スタッフがそのままでよいから

ﾇ1Hさんに「みんなを連れてお団子食べに行ってきて。」とお願いする。

PHさんはスタッフが行かないことが不安なのか嫌がる。スタッフ「大丈夫よ一！」「みんなで、ほ

轤ｨ団子食：べてくればいいじゃな一い！」などと言って盛り上げる。

10 それぞれ自分の身支度を始めるようにスタッフが指示をする。

20 1Bさん，1Cさん，1Eさん，1Fさんの支度はでき、外に出て椅子を出して1Hさんを待っていても

轤､。

30 1Hさんは自分が皆を連れて行くことに戸惑っているのか支度に手間取りなかなか部屋から出てこ

ﾈいがようやく支度を済ませて出てくる。決心した様子で自分からスタッフに「何人行くの？何

l？」と尋ねる。スタッフは1Hさんにお賓銭のお金などを渡し、　「ここ右曲がってま一つすぐ、

ﾜ一つすぐだから！」と行き方を教えてみんなを送り出す。

@店先に掛かっている洋服を手に取ってみたりする。

40 ②先頭は1Hさんと1Fさんで，1Hさんは家二軒分くらい後ろを歩く三人を気遣って振り返りながら

烽ｭ。

B信号待ちで五人そろって歩く。

C1Hさんが電器屋を指さしながら他の四人に何かを説明しながら歩いている様子。

50 ⑤1Hさんが大師の話などしながら歩き、1Bさんが話し相手になっている。

E大師到着

F1Cさん，1Fさん，1Hさんが先頭を行きお参りをするために先に階段を上っていく。

16：00 ⑧後から階段の下まで到着した1Eさんが足が痛いので階段は上れず、1Bさんは気遣って「じゃあ、

ｱこからお参りしましよう。」と一纈こ手を合わせる。先に途中まで上っていた1Fさんも気付い

ﾄ降りてくる。

10 ⑨お団子屋に到着。1Hさんが店先でみんなの分（お団子一皿）を注文する。店に入って腰を下ろし、

X員が「お団子一皿お持ちしますね。」というとIHさんは「二皿ね。」と。店員がお団子を持っ

ﾄきた時には「お箸はいらないよ。楊枝で食べるから。」と。

PCさん「珍しくてね、キョロキョロしちやうね。」と笑う。

Xにはほとんど客がいない。お茶を汲みにきた店員が「食べにくくないですか？お特使って良いん

ﾅすよ。」と言うが二大丈夫だというようなことを言う。

ｨ団子を食べている間は比較的静か。1Hさんが話すのをみんなで聞いている。

PHさんが「歩いてくるのにちようど良いコースね。…　ここ来るって誰かに言ってきた？言って

ｱなかったよねえ、誰もいなかったもんね？」と言う。みんなあまり気にしていない様子。
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第2章　認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

20

30

40

50

お茶も終わり1Hさんが店員に「お会計お願いします。」それを知らずにお茶を再び入れようとし

た店員に「もう結構です。」と1Hさん。1Hさんが「暗くなる前に戻らなきゃね。」、店員に「ご

ちそうさまでした。」と言いながら店を出る。店員は「お足もと気を付けて下さいね。」と見送る。

⑩小さな子供をつれた家族とすれ違い、1Bさん，1Cさん，1Eさんが嬉しそうに見ている。1Cさん

が子供に「ばいば一い！」。子供のお母さんもニコニコと嬉しそう。

⑪トイレへ。

⑫大師出発

⑬1Eさんが「くたびれちゃった。」と言い、1Bさんが「気をしっかりもって！大丈夫！そういう

気持ちでいきましょう！」と励ます。

⑭信号で1Hさんが後ろを見ておいでの仕草

⑮角を曲がったところで1Hさんが振り返り、遅れている1Bさんと1Eさんが見えるまで待つ。

先頭を一人で歩いていた1HさんがGH到着。

⑯外に出ている家の人が「お帰りなさい」と1Cさんに声を掛ける。1Cさん笑顔で対応。1Cさんが

過ぎてから遅れて歩いていた1Bさん，1Eさん，1Fさんにも「どこ行ってきたの？」と声を掛ける。

1Bさんが受け答え。

⑰1Bさんが1Eさんを「頑張れ頑張れ、もう一がんばり！」と励ます。

⑱間違って通り過ぎてしまった1Fさんにも1Bさんが「ここ！ここ！」と指摘。

GH到着。
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第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

2－2－2　KIホームにおける外出行動

01－11－212Dさん　昼御飯の買い物

外出時間：1時間10分

熏s距離：1．3km

11：50 スタッフが2Cさんと2Dさんにお昼をどうするのか話を持ちかける。2Dさんはパンを食：べたいと言

｢、スタッフから下の方（商店街）にパンのおいしい店があることを教えてもらいそこに買いに行

ｭことにする。2Cさんも買い物に行くと言う。2Dさんが先に出発し、2Cさんも少し遅れて出発。

12：00 ①2Dさんは一人でどんどん先に進む。

10 ②家二軒分くらい先を歩いていた2Dさんが途中振り返りながら2Cさんを待っていたため2Cさん

ｪ追いつき、少し話しながら進むが次第に距離はあく。

B一人で歩く。

20 商店街を歩いている問、他の店を見るような様子は見せずパン屋さんに向かって一直線に進む。

C商店街を抜けてロータリーに出ると立ち止まって振り返り2Cさんの姿を確認するが来ていない

謔､なので先に行く。

30 ⑤パン屋に到着。いったん入るが入り口で立ち止まり（パンを買うか迷っている？）そのまま出る。

Xタッフが声を掛けてもう一度店に入りスタッフと一緒にパンを購入。店を出てからはまた一人で

s動。

40 ⑥八百屋の店先のりんごを見て立ち止まる。

X員「いらっしゃい！」りんごが三種類あり、2Dさん「どれが甘いの？」「甘いのが欲しいわ」店

�ｪ「これが酸っぱい、後は甘い」と教えると2Dさんはしばらく止まっている。店員が「どれで

熏Dきなのを取って。」というと2Dさんは自分で取る。会計を済ませお釣りをもらって帰ろうと

ｷるが店員が「ちょっと待って、領収書持ってって！」「毎度ありがとうございました！」

50 ⑦交差点を曲がる。

G川沿いの桜並木の道。落ちずにまだ残っている紅葉した葉をちらちらと見ながら歩いている。

H帰宅の道をよく分かっているらしく躊躇せずに曲がる。

13：00 GH到着
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第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－11－212Cさん　買い物

外出時間：1時間30分

熏s距離：1．1km

11：50 スタッフが2Cさんと2Dさんにお昼をどうするのか話を持ちかける。2Cさんは買いたいものがあり

u買い物に行かなきゃ」と、2Dさんもパンを買いに行くので一緒に行くことになる。2Dさんが先

ﾉ出発し、2Cさんも少し遅れて出発。一緒に行くわけではない様子。

12：00 ①家の前で掃き掃除をしていたおじさんに声を掛ける。　「お世話になります。」おじさんは笑顔で

uああ、どうも」

10 ②家二軒分くらい前を歩いていた2Dさんが途中振り返りながら2Cさんを待っていたため2Dさん

ﾉ追いつき、少し話しながら進むが次第に距離はあく。

B一人で歩く。

C前から来たおじいさんに駅に行く道を尋ねる。おじいさんは身振りを交えて説明。2Cさんは「あ

閧ｪとうございます。パンを買いに行こうと思って、、」と。

Dどちらに進むのか立ち止まってキョロキョロし、考える。

20 ⑥店先にある水槽内の生き物（商品）をゆっくり見ながら進む。

F薬局に到着。店内の化粧品を主にじっくり見ている。　（約10分間）

30 スタッフが薬局で2Cさんに声を掛け一緒に箱ティッシュを買う。薬局出発。

40 ⑧道具ショップに入り、スタッフと相談しながら鍋を購入。

H八百屋に到着。

Xタッフと一緒に買い物だが、買い物はほとんどスタッフが行い2Cさんは試食のミカンを食べな

ｪら野菜や果物を見たり八百屋の店員や客と笑いながら会話をしている。

50 八百屋では慣れている店員が2Cさんに「呆けた真似をしているだけじゃないの？」と。2Cさんは

u違うの。本当は呆けているのに頭の良い振りをしているだけなの。」

13：00 八百屋出発。スタッフと帰宅。

10

20 GH到着。

30

40 GHにて、ひとりごと「ふう～。ずいぶん歩いたねえ」
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第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－11－21　2Aさん　お参り

外出時間 ：10分

歩行距離 ：200m

14：30 スタッフと2Aさん2Dさんで隣の神社についての話。　（スタッフ側から）

「天気が良いからねえ、手を合わせてくるだけでも違うからねえ。」と神社に行くことをすすめて

いる。　「そうそう、手を合わせてくるだけでもね。」と2Aさん。

40 2Aさんはスタッフとの会話の後少し居間の椅子に静かに座っているが，自分の部屋へ。

50

15：00 外に出る支度をして自分の部屋から出てくる。出発

①神社の柵につかまったり柵の問から神社の方を覗いたり、ゆっくりと進む。

②石像の下の方に腰を掛けて休む。

10 ③境内には枯れ葉を掃いている人が一人いるだけで他に人はいない。

2Aさんは手を合わせ、帰り道も同じ石像の下で休む。

GH到着。スタッフが「お帰りなさい、がんばった？」と声を掛け、2Cさんも「行って来たの？ご

苦労さん」
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第2章　認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－11－25　2Aさん　晩御飯の買い物

外出時間：1時間20分

熏s距離：1．1krn

14：20 GHにて。スタッフ側から2Aさんに晩御飯の相談を持ちかける。相談しながらメニューを決定し紙に

曹ｭ。スタッフが「もう出かけますか？」と尋ねると時計を見て「そうね、まだちょっと早いけど

≠ｭ行けば後が楽だね。」・「ここのずっと行った下の方ね？」と店のあるところを確認。

30 自分の部屋へ戻る。　（買い物の支度）

40 上着を着て巾着を持って自分の部屋から出てくる。一人で行くのはかなり久しぶりであるため、何

xもスタッフに店の場所を確認している。

uこっちから行ってずっとまっすぐね？肉屋やら魚屋，八百屋やら…ね？」GH出発。

50 ①交通量も少しあるため立ち止まる。どちらに進もうか考えている様子。

A直進しようとするがやめて戻り、曲がる。道路の真ん中を歩きタクシーが軽くクラクションをな

轤ｷが聞こえていない様子。その様子を花に水をやるために外に出ていた角の家の人が見守ってい

ｽ。

B低い塀に座っていた若い女性の隣に腰を掛け、話しかける。　（その身振りなどから，おそらく道

�qねている）

15：00 ④ベンチで一分弱のひと休み。買い物リストの紙を取り出して確認。

Dスーパー到着。レジに直行し店員に買い物リストを見せる。よく知っている店員が対応し買い物

�闢`う。店員が「魚はここにあるけど、野菜はないねえ。魚はどれが良い？」と。考えながらも

QAさんはほとんど店員の言うままに決める。そばで会話を聞いていた客が「八百屋ならあっちにあ

驍諱vと2Aさんに話しかける。魚に夢中で返答無し。レジを済ませ、八百屋の位置を店員と客に教

ｦてもらい出発。

uここをず一つとまつすぐに行った右肩の方だよ」　「ああ、そうかい。ず一つと、、ね。」店員も

s安なのか歩いていく後ろ姿を見送る。

10 ⑥予定外の店の入り口まで進んだところでスタッフが声を掛け、一緒に手をつないで歩く。

20 ⑦八百屋の前にあるベンチに腰を掛ける。疲れたのか、買い物はほとんどスタッフが行う。

30 ⑧コンビニでトイレを借りる。

H足が痛い様子、さっきも座ったベンチを探している。

40 ⑩最初のスーパーの前を通り、外に出ていた店員が「八百屋開いていた？」と声を掛ける。スタッ

tが応対し、2Aさんはほとんど聞いていない。

X員が「今日は天気もいいし、良いねえ。ご苦労様」と言う。

50 ⑪ベンチに座り、10分ほどスタッフと話し込む。

16：00 GH到着。少し疲れた様子でしばらく椅子に座っている。
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第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－12－032Bさん，スタッフ　晩御飯の買い物

外出時間：1時間

熏s距離：1．2km

14：30 スタッフが夕飯の買い物と諸用事を兼ねて2Bさんを誘う。

QBさんは急いで自分の部屋に上着を取りに行く。

40 ①肉屋で買い物。よく来る店で店員も友好的に話しかけ、買い物がすんでも会話をしている。

A八百屋で買い物。品物はほとんどスタッフが選ぶ。2Bさんはぶらぶらと品物をながめている。

Bスタッフの用事で銀行（ATM）による。一緒に中に入り、待っている。

50 ④スーパー三浦屋到着。

Xタッフに言われた品物を店員に尋ねて探したり、一緒に探したり選んだり。

uシーチキンどこですか」と自分から店員を捕まえて尋ねる。

15：00 スタッフから少し離れ，チョコレートの試食コーナーでの試食。店員に説明を受け一袋受け取って

モ｢物かごに入れる。スタッフに「これいつもよりすごく安くなっているんだって。今日まで！」

ﾆ言いながら。

10 スーパー出発

D陶苑（陶器，雑貨屋）でスタッフが湯飲みを購入。待っている間犬を散歩中の人に自ら話しかけ

驕B　「立派な犬ねえ、子犬？」　「ゴールデンレトリバーです。」　「へえ～、すごいわ。」

20 高高の店先で見たものについて店員に尋ねる。

uこれは何ですか？」「干支の置物ですよ。」　「ああ～、そうか～」

Xタッフの買い物も終わり店を出る。

30 ⑥商店街が終わりかけの所で「こういう所は一番良いところだね！商店街！」とスタッフに。

fH到着

01－12－032Dさん，2Eさん（車椅子），スタッフ　散歩

外出時間：30分

歩行距離：550m

15：50

16：00

10

20

スタッフが2Eさんをつれて散歩に出かけるための準備をし、2Dさんにも「2Dさんちょっとお散歩

に行かない？」と声を掛ける。

2Dさんはちょっとびっくりした様子で「何か買うものがあるんですか？」と聞き返す。スタッフが

「いや、買うものはないけど、ただぐるつと行って来ない？」

2Dさんは「ただ？！ああ、そう。」と言いつつも「じゃあ、ちょっと上着を着てきますね。」と言

って自分の部屋へ。GH出発

①角の新築の家を見て「あらあ！こんな立派な家ができていたなんて私全然知らなかったわ。驚い

た。あらあ、立派ねえ。」交差点なのでスタッフが2Dさんに「2Dさん，どっちに行きたい？」と

尋ねる。2Dさんは「こっちの方は初めてだから分からないですよ…」と言うが行きたい方向を示す。

②歩きながら目に付く家の大きさや素敵さに感動。しきりに「見てくださいよ、素敵ねえ…」「ほ

ら、あんなに立派！」などと感嘆の声をあげる。

③池の脇に植えられた木の見える道で「素敵な所ねえ、私初めてだわ。」

④とにかく目に付くものすべて（家、植物）に感心、感動している様子。よく喋っている。
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第2章　認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

30 ⑤お財布を持ってこなかったことを後悔している。「がまぐちを持ってくれば何か買って帰れたの

に…」

財布を取って再び買い物に行くことにし、いったんGHに戻る。

01－12－032Dさん，2Eさん（車椅子），スタッフ　散歩

外出時間：30分

熏s距離：550m

15：50 スタッフが2Eさんをつれて散歩に出かけるための準備をし、2Dさんにも「2Dさんちょっとお散歩

ﾉ行かない？」と声を掛ける。

16：00 2Dさんはちょっとびっくりした様子で「何か買うものがあるんですか？」と聞き返す。スタッフが

uいや、買うものはないけど、ただぐるつと行って来ない？」

QDさんは「ただ？！ああ、そう。」と言いつつも「じゃあ、ちょっと上着を着てきますね。」と言

ﾁて自分の部屋へ。GH出発

10 ①角の新築の家を見て「あらあ！こんな立派な家ができていたなんて私全然知らなかったわ。驚い

dた。あらあ、立派ねえ。」交差点なのでスタッフが2Dさんに「2Dさん，どっちに行きたい？」と

qねる。2Dさんは「こっちの方は初めてだから分からないですよ…」と言うが行きたい方向を示す。

A歩きながら目に付く家の大きさや素敵さに感動。しきりに「見てくださいよ、素敵ねえ…」「ほ

轣Aあんなに立派！」などと感嘆の声をあげる。

20 ③池の脇に植えられた木の見える道で「素敵な所ねえ、私初めてだわ。」

Cとにかく目に付くものすべて「（家、植物）に感心、感動している様子。よく喋っている。

30 ⑤お財布を持ってこなかったことを後悔している。「がまぐちを持ってくれば何か買って帰れたの

ﾉ…」

熾zを取って再び買い物に行くことにし、いったんGHに戻る。
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第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－12－03　2Dさん，2Eさん（車椅子），スタッフ 買い物

外出時間：40分

歩行距離：900m

16：30

40

50

17：00

10

散歩に引き続き買い物に行くため財布を取りにGHへ。

再び出発

①2Dさんが空き地に一本だけある木を指さして「ここは桜がきれいなんですよ。」

②比較的交通量の多い道路にさしかかり「ここは車がたくさん通るから危ないのよ。」

③スタッフが「2Dさん、どっちに行きたい？」と尋ねると「えっ！私はそっちの方は行ったことが

ないから分かりませんよ。」と言いつつもそっち（右側）に行きたそう。スタッフが「分かるから

そっち行ってみる？」2Dさん嬉しそうに「じゃあ、思い切って行ってみましょうか！」

④散歩の時と同様によく喋っている。「こっちは私初めてだわ。」「あらあ、こっちはこんな風に

なっていたなんて全然知らなかったわ。」

⑤広い空き地の向こう側にいつも利用する商店街の様子が見え、柵があるのだが空き地を通って商

店街の方に行きたいのか、足が向かう。通れないので道路沿いに進む。

⑥八百屋到着。スタッフと一緒に果物を選ぶ。スタッフに「どれが良い？」と聞かれ，「そうねえ、

これで良いんじゃないかしら。」と自分で選ぶ。

人百屋出発

⑦一瞬右側に進もうとするがスタッフが「こっちから行こうよ」と言ってまっすぐに進む。

⑧スタッフが「どっちに行く？」と尋ねると「ここ曲がっちゃいましょうよ。その方がまっすぐで

良い。」

⑨歩きながら「私こんな素敵な散歩は初めてだわ。また連れてきてくださいね。」と何度も言う。

GH到着
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第2章　認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

2－2－3　FUホームにおける外出行動

01－11－30　3Bさん，お客さん 見送り

外出時間：30分

歩行距離：1．3km

11：40

50

12：00

10

スタッフが3Bさんに、帰ろうとしていたお客さんを浅草駅まで送ってくれないだろうかとお願い

する。

3Bさん快諾。出発。

①3Bさんが「区役所の中を通っても良いんですけど、どうします？」と尋ねる。

②区役所内通過。エスカレーターを使用するなど良く通るコースである様子。

③「隅田川です。」と指をさす。ちょうど川をシーバスが通過中で「定期便なんですけど、あちこち

と通るところがあるんですよ。」とシーバスの説明をする。

④「これが吾妻橋。こえるともう浅草なんですよ。」

「松屋の地下で…スーパーがあるんだけど同じくらいの距離だから松屋で買い物をするんです。」

買い物の話からGHの食事作りの話へ　「何食べたい？と聞いて作ってくださるんです。私達が手伝う

のは皮むきでね…」「松屋は五人くらいでいつも行くんです。お肉にしてもいろいろそろっているで

しょう？」

⑤浅草駅到着。「ここが浅草駅。ここが観音様。こっちからも行けるんですけどね、、。」

「こっち（松屋）の地下が食料品。改札口はあっち。」と指をさす。

お客さんを見送る。

⑥「観音様に毎朝1人でお参りに行くんです。以前は5，6人いたんですけどね。」「暖かくなると増え

ると思いますけど。」

⑦「帰りは下から行きましょう。」

⑧「近くに大きな公園があるんですけど、青いシートがあって（浮浪者）なんとなく危ないですから

あまり行かないんです。」

⑨「あれが区役所。」と指をさして教える。

歩きながらGH内についてのおしゃべり。「ちょっと買い物行ってきますって言うでしょう？そしたら

どこ行くの？って。松屋までって言うと時間がわかるでしょ、そしたら迎えに来てくれるのよ。大変

でしよう？」

⑩「そこにあるラーメン屋は、みんなが“ラーメン！チャーハン！”とか言うとここに来るのよ。」

「外へ食べに行ったり、出前を取ったりよくしますよ。三回に一回は食べないと。」

GH到着。ポストを覗いて郵便物の確認。
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第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－11－30 3Cざん，31さん，スタッフ　　晩御飯の買い物

外出時間：30分

歩行距離：1．1km

15：30

40

50

16：00

10

20

おやつを食べ終わるころスタッフが「食べ終わったら夕飯のお買い物、みんなで行きましょうね。」

と言いながら、買い物リストを作る．

「買い物、たくさんありますからね～！」と言うと皆「ええ～！1」　「私行かないよ。」等の反応。

1買い物に誰が行くのか、という話をする。少し雨が降っているためか皆行きたがらない。

3Cさんと31さんがスタッフと行くことになる。

GH出発

①31さんが「あっちに行くと（指さして）水戸街道だからね。」と、交通量が多い理由を説明する。

②進行方向の信号が赤なので渡らずに「こっちから行こうよ。」と3Cさん。そのとき信号が青にな

る。31さんが「青だよ！渡ろう！」と先に横断歩道を渡り始め、3Cさんはついて行く。

③3Cさんは常に一人で先頭を歩く。

④31さんは小学生を見て「そこね、小学校。確か横川小学校とかいったよ。」と言いつつ学校の名

前が書いてある所を確認し「うん、横川小学校だね，やっぱり。」

⑤スーパー到着。スーパーでは3Cさん，31さんがそれぞれかごを持ちそこにスタッフが買う物を

入れていく。

3Cさんが先にレジに並んでいる。31さんとスタッフはまだ買い物中。3Cさんの会計が始まりそう

な時、31さんが3Cさんの後ろに並んでいた人たちに「すいません、前のこの人（3Cさん）と一緒な

んで、すいませんね。」と言いながらスタッフと一緒に3Cさんの所に行きレジをすます。

スーパー出発

⑥3Cさんは帰りも一人でどんどん先へ歩く。角を曲がる時は後ろの二人を少し待ち、近付くとまた

先に歩き出す。

⑦新しくできたマンションを見てスタッフが「あ、ここできたんですねえ。」と言うと31さんもマ

ンションを見上げ「そうですねえ、工事やってましたからねえ。」

⑧3Cさんが後ろの二人置見て待っている。二人が追いつく二信号が青の点滅中。31さんは「渡れる

かな。」と言うが点滅なのでやめて待つ。

⑨⑩角を曲がると後ろの二人が見えるまで待っている3Cさん。

GH到着
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第2章　認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－11－30　3Bさん，3Hさん　　散歩

外出時間：30分

歩行距離：850m

15：50

16：00

10

20

3Bさんがこの日一度も外に出ていない3Hさんを見て「私がこの人を連れて散歩に行きます。」とスタ

ッフに言う。出発。

①3Bさんが3Hさんに「いつもはここを（左側を指して）くるつと回って帰るけど今日はたくさん歩

くため区役所のあたりまで…」と言う。

②3Bさん「区役所行く？アサヒビール行く？」と3Hさんに。「どちらでも、近いほうが。」と3Hさん。

③3Hさん「ここは何？」とコンビニを指す。3Bさん「スーパー。」

④3Hさん「ここは何？」3Bさん「アサヒビール。食べたり飲んだりするところ。足が良くなったら

ね。」

⑤角を曲がって行こうとするが道を渡らないと歩道がなく、行けないのに気付く。

⑥3Bさん「ここまっすぐ行くとお寺よ。」3Hさん「ああ～、そう…」

⑦広場にさしかかり3Bさん「夏にここで盆踊りしたのよ。」

⑧区役所到着。いつもと違う入り口から入ったらしく、3Hさん「ここが区役所？」と。

窓口の前に設置してある椅子で休憩。

3Hさん「ここ、何しにきたの？」3Bさん「あなたを休めに来たのよ。」

3Hさん「区役所って何するところ？」働いている人たちを見て「これみんなお勤めしてんの？」と3B

さんに尋ねる。

3Bさん「さあ、行きましょう。」と立ち上がる。区役所出発。

⑨3Hさん「それでどこ行くの？帰れるの？」

⑩3Hさんは足が痛いのか「家まで遠いの？」と聞く。3Bさん「近いよ。ここ曲がればお寺が見えるか

ら。」と励ます。

⑪歩道に敷き詰められたレンガを見て3Hさん「きれいだねえ～！」

⑫3Hさん「あ、お寺の屋根がある！」とGHの隣のお寺の屋根を指す。3Bさん「ここまで来れば迷子

にならないね。」というが3Hさんは「わかんない。」と。3Bさん「お寺だよ？」と念を押すが3Hさんは「あ

あ～’”・」

GH到着。
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第2章認知症高齢者グループホーム居住者の外出行動に関する考察

01－12－14　3Dさん，スタッフ　買い物

外出時間：40分

歩行距離：1．4km

11：30

40

50

12：00

10

スタッフが朝から散歩に行きたがっていた3Dさんを誘い、買い物を兼ねて外に出る。

①スタッフが現像に出していた写真を受け取りにカメラ屋に寄る。

3Dさんは店先で待っている。道行く人を眺めている。

②洋服店の店頭にかかっているよう服を手に取り見ている。

③スタッフが3Dさんに「3Dさん，どっちに行く？」と尋ねる。3Dさん「こっちでいいじゃろ。」と

曲がる。

④新築マンションを見て「きれいやなあ。」スタッフも一緒に見上げ、「ああ、これね，大きいね

え。」

⑤近くを通った男性の髪型についてスタッフに耳打ち。楽しそうに笑う。

⑥スーパー到着。スタッフが買い物をし、時々3Dさんに品物を取ってもらう。スタシフがレジの間

は待っている。スーパー出発。

⑦店の前に出ていた同年代のおじいさんがにこにこして見ている。3Dさんもなんとなく笑顔を返

す。

⑧昼休みで会社員の人達が沢山出てきて賑わっている様子。

⑨外に出してある植木に近寄って見ている。　「関心やなあ。」

⑩スタッフが家の前の花を指し、「3Dさん、花がされいだよ。」　「うん，

GH到着。

うん」とうなずく。
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01－12－14　3Bさん，31さん　買い物

外出時間：1時間10分

歩行距離：1．4km

14：00

10

20

30

40

リビングにいる3Aさん，3Bさん，3Cさん，3Gさん，3Hさん，31さんに対してスタッフが用事で松

屋に行くからみんなもクリスマスプレゼントを買うなら行かないか，とすすめる。3Aさん，3Gさん，

3Hさんは行かないと言い、31さんが自分が三人の分を買ってくると言う。…結局3Bさんと31さん

だけが行くことになる。

GH出発。

①3Bさんが31さんに「区役所の方から行きたいんでしょう？」と聞く。31さんは少し考え、「ああ

～、こっちからでも良いよ。」

②3Bさんは渡ろうとするが少し交通量があるため、31さんが「信号渡って行こうよ、危ないよ。」と

言って信号に向かう。

③紅葉している木を見て31さん「もみじが綺麗だこと！」

④風が強いことについて31さんが「ここは川があるからねえ。」

⑤松屋到着。

「クリスマスプレゼントだから、、、何階に行く？」と3Bさん。いつもは食料品を買いに地下に行

くようだが今日は違うのでどうしょうかと相談する。エスカレーターを見て3Bさんが「上に行っち

ゃう？」と言い、二人で乗る。二階は東武鉄道浅草駅の改札になり松屋への入り口は脇にあって分か

りにくく、3Bさん，31さん少し迷う。三階まで階段で上る。

三階服売り場。3Bさんはまっすぐ店員のいる方に進み「クリスマスプレゼントなんですけどどこに

売っていますか？」と尋ねる。店員も別の店員に相談し、「一階のエレベーターの前に。」と教え

てもらう。そのころ31さんはそばを通りかかった店員にエスカレーターの場所を聞き教えてもらう。

それぞれが聞いた情報をもとにエスカレーターで一階へ行く。一階エレベーター前には小規模なク

リスマスコーナーがありガラス細工や子供用手袋などが売っている。

3Bさんはそれらを見る前に目に付いた案内カウンターに行き「クリスマスプレゼントはどこに売っ

ていますか？」と闘く。聞いている間31さんはすでにクリスマスコーナーをのぞいている。聞き終

わった3Bさんが31さんの所に行き「五階だって。」と言う。31さんは「五階？あら、そう。でも

こんなのもいいじゃない？私こんなのもらっても良いわよ。」とガラス細工などを見て言う。

3Bさんは「まあ、いいけど五階にあるって言っていたわよ。」と。31さんは商品を見ながらも「じ

ゃあ行ってみる？」エレベーターに乗りエレベーターガールに「五階お願いします。」と3Bさん。

五階おもちゃ売り場

ぬいぐるみコーナーを見つけ値段を確かめてそれぞれ気に入ったぬいぐるみを選ぶ。

3Bさん「これとこれどっちがかわいいと思う？」　31さん「あら、これかわいいじゃない！私こん

なの欲しいわ。」3Bさん「やっぱりこれにしよう。これかわいいわ。」　31さん「私はこれ！」
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50

15：00

10

20

3Bさんは一度決めたが最後に別のぬいぐるみを見つけ「こっちの方がかわいいわ。私こっちにする

わ。」31さんは「あ～、そう。私はこれで良いわ。」決定し、会計を’するためにレジに持っていく。

3Bさん「これお願いします。」店員「プレゼント用ですか？」3Bさん「ええ。そう。」

31さんはぬいぐるみを差し出しながら「クリスマスプレゼントだから出来たらリボンをつけて下さ

いね。」と言うが店員がすぐに返事をしないため心配らしく念を押す。　「出来たらで良いからリボ

ンか何か。」店員「こちらとこちらどちらになさいますか。」と二種類のリボンを示す。31さん「そ

っちが良いわね、お願いします。」

二人とも会計と包装を終え受け取る。31さん「どうもお手数掛けました。」と言いながらおもちゃ

売り場を出る。エレベーターを待つ。エレベーターのドアが開き、3Bさんが「下行きます？」と中

にいる人に聞く。　「上。」と言われ待つ。次に開いたエレベーター、エレベーターガールが「下へ

参ります。」と言い二人は乗る。

松屋出発。

⑥GH方向へ進む31さんに3Bさんが「31さん！クリーニングとって行くから！」と呼び止める。

⑦クリーニング業と服やその他小物を売っている店。3Bさんはクリーニングしたものを受け取るた

め中まで入っていくが31さんは「私ここにいる。」と店先に。店先で商品を見ている。3Bさんは受

け取ってから少し服などを手にとって見、「ここ安いのよね一。」店を後にしながら31さんも「こ

こ安いから良いわよね。暖かい下着とかね。」と。

⑧3Bさんが31さんに「こっち行く？こっち行く？」とどっちに行くか尋ねる。

31さん「こっち行っちゃう！」とより近い方の道を選ぶ。　（足が痛い様子）

⑨店先の花を見て3Bさん「ずいぶん立派ねえ。」と。31さんも「あら、ほんと。」

GH到着。
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01－12－14　3Cさん，スタッフ 買い物（散歩，お参り）

外出時間：1時間20分

歩行距離 ：2．4km

14：00 リビングにいる3Aさん，3Bさん，3Cさん，3Gさん，3Hさん，31さんに対してスタッフが用事で

松屋に行くからみんなもクリスマスプレゼントを買うなら行かないか、とすすめる。3Aさん，3G

さん，3Hさんは行かないと言い、31さんが自分が三人の分を買ってくると言．う。3Bさんと31さん

は一緒に行くことになる。買い物には3Cさんも行く様子を見せている。

10 3Cさんはスタッフと一緒に行くことになる。

20 GHの玄関でスタッフが「3Cさん，どこに買いに行きましょうか？松屋？仲見世？」と聞くと3Cさ

んは「松屋？…松屋も良いねえ～！」と言いながらGH出発。

①歩きながら「ここ鳥屋さん、ここ魚屋さん。」と説明。

30 ②「ここは狭いからあっちから。」と新仲見世を指す。

③かばん屋の前を通り、「ここにみんなで買い物に来たの。」

④「ここ仲見世。」…雷おこしはおいしくないという話など。

40 ⑤浅草寺にお参りをする。煙をあびながら「これが良いのよ。」

ハトがたくさん飛んできて3Cさんにぶつかりそう。…「お正月には着物を着て人がいっぱい来る

のよ。」と。

50 ⑥「今度慣れたら天ぷらのおいしい所行きましょう。」

⑦「いっか入ったお店おいしかったね。ご飯包んだの（オムライス）。…ここ入ってすぐだったわよ

ねえ？」

「和泉屋とかいったかねえ？」…和泉屋を見て「せんべい売ってる店は違うわよね。」

⑧スタッフが「あそこじゃない？」と指すが3Cさんは「そうねえ…。」とよく分からない様子。

15：00 ⑨食事処‘あづま’前でスタッフが「3Cさん、お茶します？」と聞いて、店に入る。

3Cさん「この前はこっちの席で食：べたのよね。この店これで二回目。」

白玉クリームあんみつ注文

3Cさん「大きくてやっとのことで食べきったのよ。」

10

20

30 店を出る。

⑩スタッフが「どっちから帰る？」と聞くと「まっすぐ帰る。こっち。」と言って松屋の中を通る

という近道のコースを選ぶ。

⑪「ここまで来たら一直線だものね…」とGHまでの道を自分なりに確認。

40 GH到着
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2－2－3　外出行動のパターン

KOホーム、　KIホーム、　FUホームの外出行動を横

に時間、縦に距離で軸を取り、外出の動機づけの

時間から出発、帰宅までを表したものが以下の図

2－1～図2－21である。

【KOホーム】

図2－1　01－11－271Aさん．1Bさん，ICさん，IEさん，

　　　　　スタッフ　昼御飯の買物
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間
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図2－5　0H2－111Cさ

　ん．スタッフ　枝取り

図2－6 OH2－11　1Aさん．IBさん．1Cさん．1Eさん．

　　スタッフ　晩御飯の買物
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2－15　0H2－032Dさん・2Eさん，スタッフ
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図2－21　01－12－143Cさん・スタッフお参り、お茶
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　　　　　　　　　　　　　時間

　最長歩行距離iは、図2－21の2．4kmであり、

GHに帰ってくるまでの総外出時間は1時間20分

である。外出時に休憩をとっているケースは、図

2－2、2－4、2－8、2－12、2－18、2－21で、図2一一18以外

は歩行距離が1kmを超えるものであった。図

2－18のように1kmを超えなくても休憩が必要な

ケースや、1kmを超えながらも休憩を必要とし

ないものもあり、入居者の身体状況に大きく左右

されるようである。

　外出行動のパターンとして、図2－1、2－4、2－6、

2－8・2一9・240・2－14、2－15、2－18、2－19、2－20に示さ

れているように、目的地まで比較的ゆっくりと進

み、帰りはただひたすらGHに向かうものが多い。

これは、例えば買い物など目的が明確な場合、行

きは散歩のように風景を楽しみ、帰りは品物を買

うとホームを目指してひたすら歩くなど、帰りを

急ぐ傾向から表れたパターンである。その点、散

歩を目的としていたケースの図2－2ではGHに到

着するまで同じペースで歩いている様子が読み

取れた。
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2－3　コミュニケーション行為

2－3－1　コミュニケーション行為の分類方法

　本章では2章で得た調査結果から特に入居者

のコミュニケーション行動に着目して分析する。

まず、コミュニケーション行動の分類を試みた。

分類項目は以下に示すとおりである。

・外出形態として、スタッフが付いている時か、

　いない時か。

・行動の種類は自発的か受動的か、また受動的

　ならばそれはスタッフの働きかけによるも

　のか地域の人からのものか。

・言動の対象はスタッフ、入居者、地域の人、

　調査員の中の誰か、または対象者なしか。

2－3－2　調査結果（KOホーム）

外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的
自発

受動的

の禾’

ﾎ象

自発的
スタッフによる 地域の人による 的 地域の人による

スタッフ

・すれ違った近所の人が

「こんにちは」と声を掛

ける

・うどんコーナー ・顔なじみのスーパーの

入居者
にて、入居者どう 店員が親しみを込めて

しで、買ううどん 「いらっしゃいませ」

の太さや量を相談 ・入居者たちが通りかか

るとクリーニング屋か

ら店員と客が見守って

いる

地域の人

調査員

・パン屋にて、そ

対象者な れそれが自分の

し 食べたいパンを

選ぶ
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外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的
自発

受動的

の　’ 自発的
スタッフによる 地域の人による 的 地域の人による

対象

・クリスマスリ

一スをつけてい
スタッフ

る家を見て「き

れいですね。」

・訓練を見学に来た近所の

人が笑顔で挨拶

・通りがかりの女子高生た
’・ uもう少し早い

ちが入居者の様子を見て
時期に公園に来

笑顔

入居者
たかったねえ」

E「夕暮れになる
・公園で遊んでいた男の子

ｪ入居者さんたちを見て
と涙が出てくる

「わあ！たくさんだあ！」
よ」

・病院の外来の看護婦さん

が「こんにちは」とi挨拶し

ていく

・犬を散歩中の

人に挨拶

・また犬を散歩
・公園にて、男の子の反応

地域の人 している人と会
に対して嬉しそうに笑顔

い、「かわいい

ワンち・やんです

ね。」

調査員

・押しボタンを
・はしご車の動

押し、信号が変
対象者な きに歓声や拍手

わってびっくり
し ・「明日も（公園

ﾉ）来ますよ！」
・家の周りの花

ﾉ水をやる
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外出の形

ﾔ
スタッフ付き スタッフなし

行動の主

ﾌ
入居者 入居者

受動的 受動的　　言動

ﾌ穆、

ﾎ象

自発

I
スタッフ

ﾉよる

地域の人

ﾉよる

自発的
地域の人による

スタッフ

入居者
・外でスタッフを待っているとき

uお買い物ですか？」と尋ねる

地域の人

・声を掛けた人の元気な

l子の子供に「かわいい

ﾋえ。」「元気だね、が

�ﾎってね。」

調査員

対象者な

ｵ

・スーパーにて、スタッ

tに頼まれた品物を捜

ｵてかごに入れていく

外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的
自発

の穆 伯発的 スタッフ
地域の人による 的 地域の人による

対象 による

・たくさんの専門学校生を見

て「これは何？何かあったの？」

「聞いてみよっか」

スタッフ ・整体屋さんを見て「何屋さん

だろう」

・電器屋にて、「せっかくだか

らちょっと見ていこう！」

・カートを運ぶ入居者

に「（片づけなくて）
入居者

良いですよ。お使いに

なりませんか？」

・電器屋にて、「どこか休むと

地域の人 ころありますか？」

・警備員に「ご苦労さん」

調査員 ・パン屋にて、「ここはカツサ
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ンドがおいしいのよ」

・パン屋にて、自分の三時のお

対象者な やつのパンを選ぶ

し ・スーパーにて、かごの中身を

確認しながら買い物

外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的
自発

の禾’

ﾎ象

自発的
スタッフによる

地域の人

ﾉよる
的 地域の人による

・下校中の中学生を見かけ

「みんなきれいな格好を
スタッフ

しているよ」「あんな頃が

あったのねえ」

入居者

地域の人

調査員

・クリスマスリースの枝を

対象者な 取りに行く

し
・「寒いねえ～！！」

・リース用にまっすぐな枝

を捜す

外出の形

ﾔ
スタッフ付き スタッフなし

行動の主

ﾌ
入居者 入居者

受動的 受動的　　言動

ﾌ禾’

ﾎ象

自発的
スタッフによる 地域の人による

自発的
地域の人による

スタッフ

入居者

・スタッフが連れ

ﾄ行った試食コー

iーで、試食しな

ｪら「私、辛いの

ｾめ」など

・漬物売り場の

X員が試食を差

ｵ出し紹介

・外でスタッフ

�ﾒっている間

u人百屋はどっ

ｿかしらねえ」

ﾆ話し合う

地域の人
・レジを待って

｢る間に小さな
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子供を見かけ微

笑む

調査員

・スーパーでス

タッフが買い物

をお願いして離
対象者な

れると、店内を
し

まわって皆で相

談しながら品物

を選ぶ

外出の形
スタッフ付き， スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の　　’、 自発的 スタッフ
地域の人による

自発的，
地域の人による

対象 による

スタッフ

入居者

・警察署の掲示板を見て話し

№､　　　　　　　■・花屋の前を通り「きれいね」

u立派ね」

・専門学校生が

･拶
Eパン屋の店員

ｪ自動ドアを調

・入居者どう

ｵで「そんな

ｦい格好じゃ

・団地内の木々を見ながらゆ
整

だめよ」

つくり歩き、歌を歌う

・パン屋にて、欲しいパンを
・専門学校生

レジに持っていき別々の袋 ・挨拶をしてき
を見て「あら

地域の人 に詰めてもらうようにする た専門学校生に
あ、いっぱい

・スーパーにて、小さな子供 目で挨拶を返す
ねえ」

に「かわいいねえ」

・閉まっている店を見て「あ

そこは確か八百屋でしたね」
調査員

・パン屋にて、「あんばん、

60円もするの！…」

対象者な

ｵ
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外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の穆、

ﾎ象

自発

I
スタッフ

ﾉよる

地域の人

ﾉよる

自発的
地域の人による

スタッフ

・通りがかった電器屋を指差

し、説明している様子

・大師が見えてくると大師に

関する話をする
・お団子屋さんにて、店員が

入居者

・お参りのために階段を上が

黷ﾈい仲間を気遣い「ここ（階

iの下）からお参りしましよ

､」

Eお団子屋さんにて、「歩いて

「食べにくくないですか？お

｢使って良いんですよ」

E「お足元気を付けてください

ﾋ」と見送る店員

E小さな子供を連れた家族が

くるのにちようど良いコース
子供に声を掛けた入居者に二

コニコ
ね…ここに来るって誰にも

言ってこなかったよねえ？」

・歩き疲れた仲間を励ます

・お団子屋さんで注文

・店員に「お箸はいいですよ」
地域の人

・小さな子供を見かけ「バイバ

一イ！」

調査員

・大師に行く道にある洋服屋

対象者な の店頭に出ている洋服を手に

し 取ってながめる

・お参り
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2－3－3　調査結果（KIホーム）

外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の穆、

ﾎ象

自発

I スタッフによる
地域の人

ﾉよる

自発的
地域の人による

・スタッフに商店街に

おいしいパン屋があ

ることを教えてもら

い、パンを買いに行く

ことにする
スタッフ

・何も買わずにパン屋

から出てきた入居者

にスタッフが声を掛

けて一纈とパンを買

，

つ

・後ろを振り返り遅れて出発

した入居者を待つ
・八百屋の店員が

入居者 ・また離れてしまった入居者
「いらっしゃい！」

を振り返るが姿が見えない

ので先に行く

・八百屋の前で立ち止まりり

んごを見、　「どれが甘いの？

地域の人 甘いのが欲しいわ」店員に甘

さを教えてもらい買うりん

ごを選ぶ

調査員

・商店街の他の店は全然見る

様子はない

・パン屋に入るがすぐ出てく
対象者な

る
し

・曲がって川沿いの桜並木の

通りへ行き、紅葉を見ながら

歩く
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外出の形態 スタッフ付き スタッラなし

行動の主体 入居者 入居者

言 受動的

動の　類 自発的 スタッフ 地域の人 自発的

対象 による による
地域の人による

・他の入居者とスタッ ・道具屋

フが商店街へ行く話 でスタッ

スタッフ しをしているのを聞 フと相談

き自分も買い物に行 しながら

くと言う 鍋を買う

・声を掛けられた掃除中
・八百屋

のおじさんが笑顔で「あ
にて、店

あ、どうも！」
入居者 員も冗談

・道を尋ねられたおじい
を交えて

さんが身振りを交えて
談笑

道を説明する

・家の前で掃除中

のおじさんに「お
・八百屋にて、試食の

世話になります」
地域の人 みかんを食べながら

と声を掛ける
店員と談笑

・通行人にパン屋

への道を尋ねる

調査員

・商店街の店先の

商品（生物）をゆ

つくり見ながら進

対象者なし む

・薬局の化粧品コ

一ナーで10分程

見てまわる
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外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の穆、 自発的 地域の人 自発的

対象
スタッフによる

による
地域の人による

・天気が良いからとスタッ

フが神社にお参りに行く

スタッフ よう進めると「そうそう、

手を合わせてくるだけで

も違うからねえ…」と

入居者

地域の人

調査員

・外に出る支度をしに

自分の部屋へ

・神社の柵にっかまつ

対象者な
たり休んだりしなが

らゆっくり境内まで ・境内を掃除
し

の道を歩く

・お参り

・境内の石造の下に腰

を掛けて休む
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外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の禾’

ﾎ象1

自発的
スタッフによる

地域の人

ﾉよる

自発的
地域の人による

・出かける前
・買うものが決ま

に何度もスタ
り、スタッフが「も

ッフに店の場
う出かけますか？」

所を確認する
と尋ねると「そう

「…ずっと
だね…」と同意

スタッフ まっすぐ
・予定外の店の入

ね？…？」
り口でスタッフが

・帰り道、ベン
声を掛けて一緒に

チに腰掛け、
八百屋に行くこと

スタッフと話
になる

し込む

・タクシーがクラクション

を鳴らして通り、その様子
・再びス

を近くの家の人が心配そう
一パーの

に見守っている
前を通り

・スーパーにて、店員が渡さ
店員が

入居者
「スーバ

れた買い物リストを見て買

い物を手伝う
一開いて

・他の買い物客とともに八・
いた？」と

百屋の位置を教える
聞く

・店員が入居者の後姿を見

守る

・座っていた若

い女性の隣に腰

掛け、道を尋ね

る

地域の人
・スーパーに入

り、店員に買う

物が書かれた紙

を見せる

調査員

・八百屋の前 ・まっすぐ行き
対象者な

のベンチに腰
・コンビニでトイ

かけて立ち止ま
し

掛けて休む
レを借りる

り、戻って曲が
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る

・ベンチに腰掛

け、買い物リス

トの紙を確認

外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の禾’ 自発的 自発的 地域の人によ

対象
スタッフによる 地域の人による

る

・スーパーにて、チョ

コレートをスタッフ

に「これ安くなってい
スタッフ

る！」

・商店街の良さをスタ

ッフに言う

・スーパーにて、

試食担当の店員
・友好的な肉屋

入居者 が入居者にチョ
の店員

コレートをすす

める

・肉屋にて、カウンタ

一に肘を掛けて店員 ・雑貨屋の前で

と話す 犬を散歩中の人

・スーパーで見つから に「立派な犬

地域の人
ないものを店員に尋 ね…」

ねる ・雑貨屋の店頭

・チョコレートの試食 にあるものにつ

を試し説明を受けて、 いて店員に尋ね

一袋持ってスタッフ る

の所に行く

調査員

・買い物に誘わ
・八百屋でスタッフが

れた入居者が急
買い物をしている間

対象者な ぶらぶらと品物を眺
いで自分の部屋

し めている
に上着を取りに

行く
・スタッフが用事で入

・スーパーでス
つたATMに一緒に入る

タッフと一緒に
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品物を探す

外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の禾’

ﾎ象

自発的
スタッフによる

地域の人

ﾉよる

自発

I 地域の人による

・散歩中に見かける家の大 ・散歩に誘われ上着を取り

きさなどに感動し「立派ね に行く

スタッフ え…！」 ・スタッフにどっちに行き

・池のそばで「素敵なとこ たいのかと聞かれ、行きた

うね」 い方向を示す

入居者

地域の人

・目に付く家や植物などに

感嘆の声

調査員 ・お財布を持ってこなかっ

たことを後悔「何か買って

帰れたのに…」

対象者な ・お財布を取りに一度GH

・し に戻る
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外出の形態 スタッフ付き スタッフなし

行動の主体 入居者 入居者

言 受動的
自発

受動的

動の・類

ﾎ象

自発的
スタッフによる

地域の人

ﾉよる
的 地域の人による

・スタッフからどっちに行き
・交差点で入居者が好ん

たいかと聞かれ、行ったこと
で通る道に足が向くが

のない道を選ぶ「思い切って
スタッフが・「こっちから

sこうよ」と、別の道か
行ってみましょう！」

スタッフ ・八百屋でスタッフと一緒に
ら行く

欲しい果物を選ぶ
・散歩と買い物が終わり

・またスタッフにどっちに行
かけの頃「また連れてっ

きたいかと聞かれ「ここ曲が
てくださいね」

っちゃいましょう」

入居者

地域の人

・桜の木を指し「桜がき

れいなんですよ」
調査員

・交通量の多い通りで

「ここは危ない…」

・いつもの商店街が見え
・散歩の最後にお財布を取り

対象者なし る所で商店街に気づき、

sこうとする
に一度GHに戻る
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2－3－4調査結果（FUホーム）

外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的
自発

の穆、

ﾎ象
的 スタッフによる

地域の人

ﾉよる

自発的
地域の人による

・スタッフからお客

さんを駅まで送る
スタッフ

ようお願いされ、快

諾

入居者

地域の人

・区役所内を通る道にするかど

うかと尋ねる

・隅田川とシーバス、浅草の松屋

調査員・客
デパートについて説明する

・浅草駅に着き、いつもお参りに

行くという話をする

・GHでの毎日の生活の様子など

を話す

対象者な

し
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外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の穆、 自発的
スタッフによる

地域の人 自発的
地域の人による

対象 による

・スタッフから夕飯の

買い物に行こうと言

われ、行く支度をする

・スタッフが新築マン
スタッフ

ションを見上げて「で

きたんですね」と言う

と、同じように見上げ

て同意する

・信号の手前で「こ

入居者 つちから行こう

よ」

・スーパーのレジ

で、「すいません」

と言いながら前の
地域の人

ほうにすでに並ん

でいた入居者のも

とへ行く

・交通量が多い道

路で水戸街道が近

いと
調査員

・小学生を見かけ、

近くにある小学校

を教える

対象者な

し
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外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の穆、

ﾎ象

自発的 スタッフ

ﾉよる

地域の人

ﾉよる

自発的
地域の人たよる

・他の入居者を連

スタッフ れて散歩に行って

くると言う

・散歩のコースを相談する

・目に付く建物や店について

「何？」と尋ねる
入居者

・休憩のため区役所による

・区役所で働いている人たち

を見ている

地域の人

・広場にさしかかり「夏にここ
調査員

で盆踊りをしたのよ」と説明

対象者な ・道路に敷き詰められたレン

し ガを見て「きれいだねえ！」
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外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的
自発

受動的

の穆 自発的

対象
スタッフによる 地域の人による 的 地域の人による

・散歩に行きたがる様子を見

せる

・マンションを見て「きれい ・どっちに行き

やなあ」 たいかと尋ねら
スタッフ

・近くを通った男性の髪型の れ、行きたい方

ことをスタッフと話す を示す

・通りがかりの家の前にある

植物を見て感心する

・通りの店の前に

入居者 いたおじさんが二

コニコと笑顔

・スタッフがカメラ屋で用事

を済ませている間、店の外で

地域の人 道行く人を眺める

・笑顔のおじさんに入居者の

ほうも笑顔を返す

調査員

・昼時でたくさん
対象者な ・通り沿いにある服屋で服を

の会社員が出てい o

し 手にしてみる
る
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外出の形
スタッフ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的 受動的

の禾’

ﾎ象

自発

I スタッフによる
地域の人

ﾉよる

自発的
地域の人による

・スタッフからク

リスマスプレゼン

トをそれぞれ買い
スタッフ

に行くようにと言

われ、誰が行くの

か話し合う

・行く道順を相談

・デパートにて、丁丁に行くか相

談

・おもちゃコーナーで、それぞれ

の感想を言いながらプレゼント ・尋ねられた売り場

を選ぶ「これ、かわいいわ！」 を2－3人の店員で’

入居者 ・スタッフから言われていたク 考えて答える

リーニング屋に寄るため呼び止 ・案内嬢が入居者の

める「クリーニング、取ってい 質問に受け答え

くから」

・クリーニング屋（洋服、小物屋）

を後にしながら「ここ安くて良

いわね」

・デパートにて、店員に売り場や

エスカレーターの位置などを尋

地域の人 ねる

・レジにて、プレゼント用に包装

をお願いする

・風が強いので「川があるから

ね」と説明
調査員

・クリーニング屋で売っている

ものの安さを言う

・紅葉している木を見て「もみじ

対象者な
がきれい…」

・クリーニング屋の入っている
し

店の店頭で洋服などを見ながら

待っている
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外出の形
スタッ付き スタッフなし

態

行動の主
入居者 入居者

体

言動 受動的
自発

受動的

の禾’ 自発的
スタッフによる 地域の人による 的 地域の人による

対象

・スタッフがクリスマスプ

レゼントの買い物の話を

すると、買い物に行く様子
・雷おこしはおい

を見せる
しくない、などの

・スタッフがどこに行くの
話

か候補を挙げて尋ねると
スタッフ ・前に来た店がお

「松屋もいいねえ…」な
いしかったと言

どと言いながら出発
い、どこか思い出

・スタッフが「お茶しま
そうとしている

す？」と聞き、食事処に入

ることにする

・帰り道のコースを決める

入居者

地域の人

・歩きながら目に

する店を説明「鳥

屋、魚屋…」

・新仲見世にて、言

調査員 つたことのある店

を紹介

・お茶しながら前

に来たときの話な

ど

・仲見世や浅草寺
対象者な

にはたくさんの観 ●

し

光客
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2－3－2　コミュニケーションの分析 表2－7入居者からスタッフへの自発的な会話

　入居者の行動の仕方はその人自身の性格や認

知症度、身体状況など様々な要素から影響を受け

たものであるため、調査結果から一つの結論を導

き出せるとは言えない。しかしその行動や会話の

内容を注意深く考察すると、その条件によっては

共通の傾向が見られることが分かった。以下、共

通点として次の5つの点について考察する。

①【スタッフへの自発的な会話】

②【スダッフの有無による入居者間の会話の違

い】

③【地域の人との関わり方一スタッフがいる時】

④【地域の人との関わり方一スタッフがいない

時】

⑤【対象者なしの場合】

2－3－2－1　【スタッフへの自発的な会話】（表2－7）

　入居者からスタッフへの自発的な会話で3つ

のグループホームに共通し頻発していたものが、

入居者が見聞きしたことから感じたことをスタ

ッフに伝える内容の会話である。

　KOホームではほとんどがそれで、入居者はス

タッフに「きれいですね。」「これは何？」「亀屋さ

んだろう」「きれいな格好しているよ。」とダイレ

クトに気持ちを伝えている。KIホームでは聞い

た情報をもとに「これ安くなっている！」とスタ

ッフに品物を持っていく様子や利用した商店街

への感想、そしてKOホームと同様に「りっぱね

え…！」「素敵なところね」といった率直な気持

ちをスタッフに伝える内容が見られる。FUホー

ムでもそれは「きれいやなあ」という言葉や通り

がかりの人や植えてある植物への反応に現れて

いる。

　このような会話は入居者同士の外出の中で入

居者間の会話としてほとんど見られないもので

あり、この場合入居者は感動や伝えたい情報を受

け止めてくれる存在としてのスタッフという相

手を特定した会話をしていることが分かる．

　KO

ホーム

KI

ホーム

　FU

ホーム

・クリスマスツリーをつけている家を見て

「きれいですね」

・たくさんの専門学校生を見て「これは何？’

何かあったの？・」「聞いてみよっか」

・整体屋さんをみて「桝屋さんだろう」

・電気屋にて「せっかくだからちょっと見て

いこつ」

・下校中の中学生を見かけ「みんなきれいな

格好をしているよ」「あんな頃があったね

　え」

・他の入居者とスタッフが商店街へ行く話し

をしているのを聞き自分も買物に行くと

言う

・出かける前に何度もスタッフに店の場所を

確認する「・・ずっとまっすぐね？・」

・帰り道、ベンチに腰掛け、スタッフと話し

込む

・スーパーにて、チョコレートをスタッフに

　「これ安くなっている！」

・商店街の良さをスタッフに言う

・散歩中に見かける家の大きさなどに感動し

　「立派ねえ・・！」

・池のそばで「素敵なところね」

・交差点で入居者が好んで通る道に足が向く

　がスタッフが「こっちから行こう」と別の

道から行く

・散歩と買物が終わりかけの頃「また連れて

　って下さいね」

・他の入居者を連ねて散歩に行ってくると言

　う

・散歩に行きたがる様子を見せる

・マンションを見て「きれいやなあ」

・近くを通った男性の髪型のことをスタッフ

　と話す

・通りがかりの家の前にある植物を見て感心

する

・雷おこしはおいしくない、などの話

・前に来た店がおいしかったと言い、どこか

思い出そうとしている
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2－3－2－2【スタッフの有無による入居者間の会話

の違い】

　では入居者間ではどのような会話がされてい

るのだろうか。次にこのことを、スタッフが傍ら

に付いている時とそうではない時に分けて考察

する。

　まず、表2－8に示す、スタッフが付いている時

の入居者間の会話だが、今回の調査でこの場合の

KIホームの事例はなかった。入居者同士の外出

にスタッフが付き添う場面がなかったことがそ

の理由であるが、KOホームとFUホームの結果を

見ても入居者間の会話は少ない。

　KOホームの「もう少し早い時期に公園に来た

かったねえ」「夕暮れになると涙が出てくるよ」、

FUホームの「こっちから行こうよ」はスタッフ

と入居者の両者に対するものであり、花屋の前を

「きれいねえ」と口々に言いながら歩く様子もど

ちらかというと独り言に近いものであった。

　スタッフが付いていない時の入居者間の会話

はこれとまったく対照的である。入居者同士でよ

く会話し、3っのグループホームに共通してみら

れた傾向として互いを気遣う言動がある。

　KOホームでは薄着で外出しようとした入居者

に「そんな寒い格好じゃだめよ」と言う様子や、

膝痛で階段を登ることができない入居者に付き

合い、階段の下で一緒にお参りする入居者、また

グループホームへの帰り道で「くたびれた」とい

う入居者を常に励ましながら歩く入居者が見ら

れた。KIホームでも入居者同士での外出記録が

一回しかないが、その中でさえ、遅れて歩く入居

者を振り返って待っている様子があり、FUホー

ムでは多くの距離を歩けない入居者を休ませる

ために区役所の椅子に立ち寄っている。

外出の形態 スタッフ付き

一　の種類
自発的

受動的

GH名

スタッフによる

・「もう少し早い時期に公園に来たかったねえ」 ・うどんコーナーにて、入居者どうしで、買ううど

・「夕暮れになると涙が出てくるよ」
んの太さや量を相談

・警察署の掲示板を見て話し合う
・スタッフが連れて行った試食コーナーで、試食し

KOホーム ・花屋の前を通り「きれいね」　「立派ね」
ながら「私、辛いのだめ」など

・団地内の木々を見ながらゆっくり歩き、歌を歌う

・スーパーにて、小さな子供を見て「かわいいわ
ねえ」　「ねえ」

FUホーム ・信号の手前で「こっちから行こうよ」

表2－8　スタッフが付いている時の入居者同士の会話
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外出の形態

GH名

一動の徹貢

KOホーム

KIホーム

FUホーム

スタッフ付き

自発的

・外でスタッフを待っている間「八百屋はどっちかしらねえ」と話し合う

・入居者どうしで「そんな寒い格好じゃだめよ」

・通りがかった電器屋を指差し、説明している様子

・大師が見えてくると大師に関する話をする

・お参りのために階段を上がれない仲間を気遣い「ここ（階段の下）からお参りしましよう」

・お団子屋さんにて、　「歩いてくるのにちようど良いコースね…ここに来るって誰にも言って
こなかったよねえ？」

・歩き疲れた仲間を励ます

・後ろを振り返り遅れて出発した入居者を待つ

・また離れてしまった入居者を振り返るが姿が見えないので先に行く

・散歩のコースを相談する

・目に付く建物や店について「何？」と尋ねる

・仲間を休させるため区役所による

・区役所で働いている人たちを見ている

・行く道順を相談

・デパートにて、何階に行くか相談　．

・おもちゃコーナーで、それぞれの感想を言いながらプレゼントを選ぶ「これ、かわいいわ！」

・スタッフから言われていたクリーニング屋に寄るため呼び止める
「クリーニング、取っていくから」

・クリーニング屋（洋服、．小物屋）を後にしながら「ここ安くて良いわね」

表2－9　スタッフが付いていない時の入居者同士の会話
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2－3－2－3　【地域の人との関わり方一スタッフが

付いている時】

　ここまでは地域の中での入居者の言動を主に

考察してきたが、次に地域の人との関わり方を考

察する。

　スタッフが付いている時で、表2－10は言動の

主体が入居者のものであり、表2－11は言動の主

体が地域の人のものである。

　まずスタッフが付いている時の入居者から地

域の人への言動だが、入居者が自分から積極的に

話しかけることは比較的少なかった。分からない

ことや感想はそばにいるスタッフや入居者に伝

え、それ以外で地域の人に話しかけたりする必要

が少ないということがその理由であると思う。し

たがって記録にあるものは好奇心旺盛で積極的

な性格の入居者などに限って見られたものであ

った。

　地域の人から入居者に対する行為や話しかけ

ではKOホームで非常に多かった。これはKOホー

ムではスタッフと入居者5－6人の大勢で連れ立

って外出することがほとんどで、その姿が地域の

中で浸透しているゆえに地域の人たちがすぐに

KOホームの入居者であることに気づくからであ

る。それで自然とその反応の仕方も、にこやかな

笑顔や挨拶のように‘スタッフとグループホーム

の入居者’へのものになっていたのではないかと

思う。これは入居者が外出するようになってから

日が浅いKIホームや開設してまだ半年のFUホー

ムではほとんど見られなかったことであり、KO

ホームの日常的な地域への取り組みの成果と言

えるのではないだろうか。

外出の形態 スタッフ付き

行動の主体 入居者

受動的
　　動の種鎖
fH名

自発的

地域の人による

KOホーム

・犬を散歩中の人に挨拶

Eまた犬を散歩している人と会い、「かわいいワンちゃんです

ﾋ．1
E電器屋にて、「どこか休むところありますか？」

E警備員に「ご苦労さん」

Eレジを待っている間に小さな子供を見かけ微笑む

・公園にて、男の子の反応に対して嬉しそうに

ﾎ顔

E挨拶をしてきた専門学校生に目で挨拶を返す

KIホーム

・八百屋にて、試食のみかんを食べながら店員と談笑

E肉屋にて、カウンターに肘を掛けて店員と話す

Eスーパーで見つからないものを店員に尋ねる

・チョコレートの試食を試し説明を聞いて一袋
烽轤､

FUホーム
・スタッフがカメラ屋で用事を済ませている間、店の外で道行く

lを眺める

・笑顔のおじさんに入居者のほうも笑顔を返す

表2－10　スタッフが付いている時の入居者から地域の人への言動
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外出の形態 スタッフ付き

行動の主体 地域の人

・すれ違った近所の人が「こんにちは」と声を掛ける

・顔なじみのスーパーの店員が親しみを込めて「いらっしゃいませ」

・入居者たちが通りかかるとクリーニング屋から店員と客が見守っている

・訓練を見学に来た近所の人が笑顔で挨拶

・通りがかりの女子高生たちが入居者の様子を見て笑顔

KOホーム ・公園で遊んでいた男の子が入居者さんたちを見て「わあ！たくさんだあ！」

・病院の外来の看護婦さんが「こんにちは」と挨拶

・カートを運ぶ入居者に「（片づけなくて）良いですよ。お使いになりませんか？」

・漬物売り場の店員が試食を差し出し紹介

・専門学校生が挨拶

・パン屋の店員が自動ドアを調整

・八百屋にて、店員も冗談を交えて談笑

KIホーム ・再びスーパーの前を通り店員が「スーパー開いていた？」と聞く

・スーパーにて、試食担当の店員が入居者にチョコレートをすすめる

FUホーム ・通りの店の前にいたおじさんがニコニコと笑顔

表2－11　スタッフが付いている時の地域の人から入居者への言動
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2－3－2－4【地域の人との関わり方一スタッフが付

いていない時】

　次の考察はスタッフが付いていない時の地域

の人との関わり方である。

表2－12は言動の主体が入居者で、表2－13はそれ

が地域の人である。

　KOホームはスタッフが付いていない外出の事

例が一つしかなくその時も入居者5人での外出

で地域の人への言動は少なかった。KIホームと

FUホームの事例はスタッフが付いている時とい

ない時での比較がしゃすく、スタッフが付いてい

る時には見られなかった積極的な姿勢があった。

どちらの入居者も分からない事や道などはすぐ

に地域の人に尋ねるという言動が多く見られた。

KIホームでは通行人や座っていた若い女性、店

員に尋ね、スーパーでは店員に買物リストを見せ

ることで買物を手伝ってもらっている。FUホー

ムでも普段行き慣れているデパートでいつもと

違う売り場に行くために3回ほど店員に尋ねな

がら行動していた。

　地域の人面はそのような入居者の話し掛けに

答える形の反応が多かった。KOホームでは子供

に声を掛けられた家族がにこにこと嬉しそうに

微笑み、KIホームでは入居者の挨拶に答える姿

や買物を手伝う店員、道を教える人が見られた。

FUホームでも同様に入居者の質問に答えるもの

だった。

　スタッフが付いていない時の入居者と地域の

人との関係は、スタッフが付いている時とはまっ

たく異なるものであると思われる。地域の人は入

居者が認知症を抱えていることには気づかない

人も多く、いわゆる普通の人に接するのと同様の

態度であるため入居者側もそれに対応して社会

性のある言動を示していた。例えばKOホームの

事例でお団子屋での応対の仕方やFUホームのス

ーパーやデパートで店員に売り場を尋ねたりレ

ジでプレゼント用に包装してもらう様子などが

そうであった。
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外出の形態 スタッフなし

行動の主体 入居者

一動の種類
受動的

GH名
自発的

地域の人による

KOホーム ・声を掛けた人の元気な様子の子供に「かわいいねえ。」　「元気だ ・お茶を注ぎに来た店員に「もう結構

ね、がんばってね。」 です」

・専門学校生を見て「あらあ、いっぱいねえ」

・お団子屋さんで注文

・店員に「お箸はいいですよ」

・小ざな子供を見かけ「バイバーイ！」

KIホーム ・家の前で掃除中のおじさんに「お世話になります」と声を掛ける ・店員に甘さを教えてもらい買うり

・通行人にパン屋への道を尋ねる
んごを選ぶ

・八百屋の前で立ち止まりりんごを見る「どれが甘いの？甘いのが
欲しいわ」

・座っていた若い女性の隣に腰掛け、道を尋ねる

・スーパーに入り、店員に買う物が書かれた紙を見せる

・雑貨屋の前で犬を散歩中の人に「立派な犬ね…」

・雑貨屋の店頭にあるものについて店員に尋ねる

FUホーム ・スーパーのレジで、　「すいません」と言いながら前のほうにすで

に並んでいた入居者のもとへ行く

・デパートにて、店員に売り場やエスカレーターの位置などを尋ね

・レジにて、プレゼント用に包装をお願いする

表2－12　スタッフが付いていないときの入居者から地域の人への言動
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外出の形態 スタッフなし

　　一動の主体
fH名 地域の人

・外でスタッフを待っているとき「お買い物ですか？」と尋ねる』

・お団子屋さんにて、店員が「食べにくくないですか？お箸使って良いんですよ」

KOホーム
・「お足元気を付けてくださいね」と見送る店員

・小さな子供を連れた家族が子供に声を掛けた入居者にニコニコ

・声を掛けられた掃除中のおじさんが笑顔で「ああ、どうも！」

・道を尋ねられたおじいさんが身振りを交えて道を説明する

・八百屋の店員が「いらっしゃい！」

・タクシーがクラクションを鳴らして通り、その様子を近くの家の人が心配そうに

KIホーム
見守っている

・スーパーにて、店員が渡された買い物リストを見て買い物を手伝う

・他の買い物客とともに八百屋の位置を教える

・店員が入居者の後姿を見守る

・友好的な肉屋の店員

・尋ねられた売り場を2－3人の店員で考えて答える
FUホーム

・案内嬢が入居者の質問に受け答え

表2－13　スタッフが付いていないときの入居者から地域の人への会話
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2－3－2－5　【対象者なしの場合】

　入居者の言動に特定の対象者がいない場合の

記録からは入居者がグループホームの外に出る

ことで実に様々な体験をしていることが読み取

れる。表2－14はスタッフが付いている時、表2－15

はスタッフが付いていない時である。

　施設内では絶対にありえない状況がそのほと

んどで、スタッフが付いている時の記録では、KO

ホームでのはしご車や押しボタン、KIホームで

のコンビニ、FUホームでは見かけるたくさんの

会社員や観光客などがそうである。またKOホー

ムの入居者の「寒いねえ～！」という言葉に表れ

ているように、外出することで入居者は季節を体

感している様子がわかる。

　スタッフが付いていない時の入居者の行動を

見ると、KOホームでは目的地に行く途中の洋服

屋の店頭で服を手にとって眺めていたり、KIホ

ームでは薬局の化粧品コーナーを10分程かけて

じっくりと眺めている入居者や桜並木のある川

沿いのコースを選んで歩く入居者の姿があり、FU

ホームでも街路樹の紅葉に関心しながら歩いて

いる。このようにスタッフが付いていない時に入

居者はより自分のペースで見たり感じたりする

ことを素直に表しながら行動している様子が伝

わってきた。

外出の形態 スタッフ付き

一　の種類
自発的

受動的

GH名

スタッフによる

・パン屋にて、それぞれが自分の食べたいパンを選ぶ ・押しボタンを押し、信号が変わってびっくり

・はしご車の動きに歓声や拍手 ・家の周りの花に水をやる

・「明日も（公園に）来ますよ！」 ・クリスマスリースの枝を取りに行く
KOホーム

・パン屋にて、自分の三時のおやつのパンを選ぶ ・リース用にまっすぐな枝を捜す

・スーパーにて、かごの中身を確認しながら買い物

・「寒いねえ～！！」

・八百屋の前のベンチに腰掛けて休む ・コンビニでトイレを借りる

・八百屋でスタッフが買い物をしている間ぶらぶらと ・買い物に誘われた入居者が急いで自分の部屋に上着を
品物を眺めている 取りに行く

KIホーム
・スタッフが用事で入ったATMに一緒に入る ・スーパーでスタッフと一緒に品物を探す

・いつもの商店街が見える所で商店街に気づき、行こ ・散歩の最後にお財布を取りに一度GHに戻る

うとする

・通り沿いにある服屋で服を手にしてみる ・昼時でたくさんの会社員が出ている
FUホーム

・仲見世や浅草寺にはたくさんの観光客

表2－14　スタッフが付いている時で特定の対象者がない場合の言動
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外出の形態 スタッ．フなし

の種類
自発的

受動的

GH名

地域の人による

・スーパーにて、スタッフに頼まれた品物を捜してかごに入れていく

・スーパーでスタッフが買い物をお願いして離れると、店内をまわって皆で相談し

KOホーム
ながら品物を選ぶ

・大師に行く道にある洋服屋の店頭に出ている洋服を手に取ってながめる

・お参り

・商店街の店先の商品（生物）をゆっくり見ながら進む ・境内を掃除

・薬局の化粧品コーナーで10分程見てまわる

・商店街の他の店は全然見る様子はない．

・パン屋に入るがすぐ出てくる

・曲がって川沿いの桜並木の通りへ行き、紅葉を見ながら歩く

KIホーム ・外に出る支度をしに自分の部屋へ

・神社の柵にっかまったり休んだgしながらゆっくり境内までの道を歩く

・お参り

・境内の石造の下に腰を掛けて休む

・まっすぐ行きがけて立ち止まり、戻って曲がる

・ベンチに腰掛け、買い物リストの紙を確認

・道路に敷き詰められたレンガを見て「きれいだねえ！」

・紅葉している木を見て「もみじがきれい…」

FUホーム ・クリーニング屋の入っている店の店頭で洋服などを見ながら待っている

・紅葉している木を見て「もみじがきれい…」

・クリーニング屋の入っている店の店頭で洋服などを見ながら待っている

表2－15スタ・フが付いていない時で特定の対象者がいない場合の言動
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2－4　まとめ

　入居者がグループホームの中で過ごしている

時、入居者はスタッフが常に近くにいてある程度

予想できる範囲内で物事が進んでいくという一

種の保護された生活環境の下にいる。しかしグル

ープホーム外ではそれらがなく、入居者にとって

刺激となるあらゆる状況が生じ得る。例えば季節

や天候を肌で感じること、見聞きするたくさんの

ものや出来事、そして散歩や買物を通して接する

地域の人たちとの関係などがそうである。そのよ

うな刺激は入居者にとって環境から加えられる

圧力つまり環境圧力（Environmental　Press）と

なる。　　　　　　　・

　人間の能力と環境圧力に関して図2－22のよう

な関係がある。

　個人の能力と環境圧力との間に平衡関係があ

る時、その環境圧力は適応レベルにあると解釈さ

れ、個人の活動は身体的にも精神的にも円滑に行

われる。環境圧力が強くなる、つまり遂行すべき

ことが個人にとってやや困難になるなら、環境は

個人にとって新たな刺激となり個人は自己の能

力を最大限に発揮して最大のパフォーマンスと

なる。このように、人は適正な環境圧力のもとで

は能力が向上し個人の可能性を広げていく。逆に

言えば環境圧力が低すぎると、本人が持っている

能力は次第に低下してしまう。

　これを認知性高齢者の場合にも当てはめて考

えることができるのではないだろうか。もちろん

認知症の状態によって適切な環境圧力は大きく

異なり、ある人にとっては外出することさえ強す

ぎる環境圧力でストレスとなってしまうかもし

れない。また外出する際でもスタッフが付いてい

る時と付いていない時で入居者が感じる環境圧

力は異なってくるだろう。

　今回の調査結果を見るならば入居者が外出行

動で受けた環境圧力はそれぞれ異なるものの、適

切なレベルであっただろうことが入居者の行動

から読み取れる。例えばスタッフが付いていない

時に入居者同士は互いを気遣う言動を見せてい

る。これは保護された環境ではないときにその能

力に応じてケアされる側からケアする側への移

行が生じている結果であり、やはりグループホー
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図2－22能力と環境圧力の関係

　The　docility　hypothesis

　（Lawton＆Nahelnow，1973）
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ムという守られた空間から外出している時であ

るゆえに見られるのだろう。また、分からないこ

とや問題が生じたとき周りの人に尋ねて問題を

解決しようとする姿勢などからも、入居者が持っ

ている能力を最大限に利用していることがわか

る。さらに、より都市的な環境にあるFUホーム

の入居者は、地元の商店街との結びつきが強い

KOホームやKIホームの入居者とはまた異なった

環境圧力のもとにあるといえるだろう。FUホー

ムの入居者が外出行動で出会う人は顔なじみで

はなく、まったく知らない人がほとんどであり、

デパートや店でそのような人と接する際にはよ

り匿名の社会的な態度が求められるからだ。この

環境圧力が適切なレベルであったことはFUホー

ムの入居者がその状況に合わせた社会的な対応

を示していたことから分かる。もちろんこれには

様々な要素が関係しており、FUホームの入居者

全員がその地元出身で都市的な環境と、そこで行

われる他者との付き合い方に慣れていたことも

大きいのだろう。

齢者グループホームのあり方を探っていくこと

ができるのではないだろうか。

　このようにして考えてみる時に、認知症高齢者

は地域というグループホームの外部環境で、確か

に施設の中だけでは味わえない経験をしており、

それは確かに彼らの能力を伸ばし可能性を広げ

るものとなっていると結論できる。認知症高齢者

グループホームはその最大の特徴である地域と

の繋がりを大いに利用すべきである。これはグル

ープホームを運営するスタッフの考え方からも

大きく影響されるが、外出しようにもその生活圏

内にスーパーや商店街のない地域に設置された

グループホームではその特長を生かすことが難

しいように思われる。入居者が地域社会に溶け込

んでその一員として生活するためには特にその

ような近隣環境を整える必要があるはずだ。環境

を整えるということは、グループホームをどのよ

うな環境の中に設置するのか、ある程度の基準を

設けることも重要になってくるだろう。これは今

後設置される認知症高齢者グループホームに言

えることであり、現在すでにあるものについては

その周辺環境の特徴ごとに分類し、地域との関わ

り方を比較することで、地域の中にある認知症高

，
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第3章　特別養護老人ホーム居住者の買い物外出行動に関する考察

3－1　研究の目的と方法

3一レ1研究の背景と目的

　近年、特別養護老人ホームの居住環境に関する見

直しは著しく、全国でも小規模生活単位型と呼ばれ

る全室個室ユニット型の特養が徐々に整備され始め

ている。また、そうしたハード面の整備に加えて、

特養が地域とどのような関係を持つかが現在非常に

重要な課題となっており、とりわけ語語入居者が地

域の中で培ってきた役割や生活習慣を継続させっっ、

一地域住民として暮らせるような居住環境を整える

ことが不可欠となってきている。というのも、いま

だ大多数の特養では集団的、画一的処遇による生活

であり、介護度の高い入居者が地域へと外出する機

会は非常に少なく、特漉入居者は地域との関わりを

持てずに施設内での完結された生活を送っているか

らである。

　そこで本研究では、特養入居者と地域との関係を

念頭に置きつつ、特に入居者の外出に着目した研究

を行なうこととする。とりわけ地域での普通の生活

の一部である「買物外出」を入居者がどのように行

っているのか、その実態を調査することにより、入

居者の地域での買物外出行動の性質や特徴を理解し、

彼らが今後どのように地域との関わりを拡大できる

のかを探ることを本研究の目的とする。

3－1－2　研究方法

　最初に文献や資料をもとに特養の外出に関する全

国的状況を捉えた結果、特出の外出は行事として年

に数回が一般的で、日常的に地域を利用した外出を

行っている実例はほとんどないことが分かった。そ

の中でも、外出に積極的な施設を見つけ出し、その

実態を調査することとした。調査方法としては、入

居者の様子が観察できる位置で会話や行動の記録を

5分間隔で取り、特に買物外出をする入居者には同

行し、外出先での様子から施設の自分の居場所へと

戻るまでの全過程を具体的に記録した。

3－1－3調査対象施設の概要

　地域と心血入居者の関係性において、本研究が行

なう調査は、心仏入居者が地域のなかにある店舗へ

と出掛ける買物外出行動の調査である。

　買物外出を年に1度か2度の行事としてではなく、

1ヶ月に1度以下という頻度で定期的に行っている

特養や実際に入居者の自由な外出を積極的に支援し

ている特養での買物外出調査を行なうこととする。

　以下に調査対象施設の概要を記す。

□　特別養護老人ホーム『HDホーム』

　1983年開設

　所在地：東京都西多摩郡

　規模：定員200名＋ショートステイ定員19名

　立地：HDホームは都心から約50km離れた、人

　　　　口約1万6000人の自然豊かな町にある特

　　　　別養護老人ホーム。施設は最寄り駅からは

　　　　約2㎞、最寄りのバス停からは約600m、

　　　　斜面を少し登った所、市街地調整区域内に

　　　　位置する。

　外出：HDホームは本館と新館でそれぞれ月に1

　　　　度希望者を募り、約3㎞離れた隣の市に

　　　　ある駅前大型ショッピングセンター東急に

　　　　買物と外食（昼食）を含めた外出を行なつ

　　　　ている。このショッピングセンターは1階

　　　　に食料品、2階に衣料品、3階に食事処を

　　　　備えた東急と雑貨や洋服、食事処などの専

　　　　門店が入っている3階建ての別館ルピアか

　　　　ら成る大規模なもので、HDホームが所在

　　　　する町の住民もよく利用している場所であ

　　　　る。

　　　　ショッピングセンターへの移動は施設の車

　　　を用い1入居者とボランティア、スタッフ

　　　が乗り込んで行く。店内では入居者とボラ

　　　　ンティアか入居者とスタッフのペアで自由

　　　に行動している。

□　特別養護老人ホーム『NW苑』

　1980年開設

所在地：東京都江戸川区

規模：定員100名＋ショートステイ定員14名

　立地：最寄り駅から約1㎞に位置し、施設の周
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　　　　囲は都営団地や戸建住宅など。最寄り駅の

　　　　周辺はスーパー、ファーストフード店、パ

　　　　チンコ店や銀行などの店舗が立ち並ぶ。

　　外出：NW苑では施設の階ごとで月に1度シ

　　　　　ョッピングデイを計画している。毎月、

　　　　　各階に設置されている黒板にその予定

　　　　　日を掲示し、希望者を募って5名程度

　　　　　の入居者を近くの大型ショッピングセ

　　　　　ンターまで施設の車で連れて行く。出

　　　　　かけるショッピングセンターは3箇所

　　　　　あり、その中で駅前にある店を利用す

　　　　　る場合は徒歩で行く場合が多いようで

　　　　　ある。利用回数が最も多い店は施設か

　　　　　ら約2km離れた場所にある大型ショッ

　　　　　ピングセンターイトーヨー・カドーで、

　　　　　ボーリング場も併設された4階建ての

　　　　　大規模な店舗である。1階には食料品売

　　　　　場、洋服、靴、喫茶コーナーがあり、2

　　　　　階は紳士服、婦人服、スポーツ用品、3

　　　　　階は文具、おもちゃ、食：事忌などがあ

　　　　　る。

　　　　　3箇所のショッピングセンターのうち、

　　　　　　どこの店舗を利用するかは、入居者の

　　　　　希望や状態などを見て、そのつどスタ

　　　　　　ッフが決定する。店舗へはボランティ

　　　　　アとスタッフが同行し、店内では入居

　　　　　者とボランティアか入居者とスタッフ

　　　　　のペァで自由に行動している。

　　　　　また、このようなショッピングデイの

　　　　　他にも入居者が個人的に買物へと出か

　　　　　けたいと言う場合、スタッフの時間が

　　　　　ある時に限られるものの、近くのスー

　　　　　パーまで連れて行くようである。

□　特別養護老人ホーム『KR苑』

　1983年開設

　所在地：兵庫県尼崎市

　規模：定員50名＋ショートステイ定員15名

　立地：最寄り駅から約700mに位置し、周囲は住

　　　　宅と歴史ある中小の町工場から成る。KR

　　　　苑から約1：kmの位置には戦後の尼崎市復

　　　　興の先駆けでもある杭瀬市

　　　　　場があり、生鮮や惣菜、服や小物まで

　　　　　生活に必要なものはこの市場でほぼ揃

　　　　　う。

　　外出：周辺の居酒屋や美容室の利用など、K：R

　　　　　苑は20年前の開設当初から入居者の

　　　　　自由な外出を積極的に支援してきてお

　　　　　り、現在は、外出したい入居者がスタ

　　　　　ッフに話し、付き添い　を頼んだり車

　　　　　で連れて行ってもらう、というような

　　　　　スタイルが出来上がっている。

　　　　　また、約10年前から始まった2週間

　　　　　に1度のボランティアによる買物混晶

　　　　　茶店の外出も定着しており、希望する

　　　　　入居者が参加している。これはボラン

　　　　　ティア数名と入居者数名が車で約1．4k

　　　　　m離れた、付近で一番大きな市場へと

　　　　　買物に出掛け、最後に喫茶店桁きつけ

　　　　　の店が2店舗）で休憩するというもので

　　　　　ある。

□　特別養護老人ホーム『KK苑』

　2001年開設

　所在地：兵庫県尼崎市

　規模：定員55名＋ショートステイ定員15名

　立地：最寄り駅から約800mの、住宅と田畑に囲

　　　　まれた施設。周囲には小さな町工場も点在

　　　　している。また施設に隣接して入居者が頻

　　　　繁に利用する公園がある。KK苑と同じ敷

　　　　地内には同じ福祉法人の認知症高齢者グル

　　　　ープホームがある。

　外出：毎週水曜日、施設から約1．4km離れた生協

　　　　への買物を定期的に行なっている。この買

　　　　物にはボランティアが同行し、生協では生

　　　　協組合員がボランティアで手作りケーキに

　　　　よる喫茶コーナーを設けている。毎週行な

　　　　われていることから、希望すれば水曜日は

　　　　買物に行ける、ということが入居者たちの

　　　　中にしっかり浸透している様子である。

　　　　この他、美容室の利用は入居者が希望す

　　　る店に行くことや、生活ユニット（10名以下）

　　　ごとにその家族を含めた旅行や小規模な外出

　　　を頻繁に行なっているようである。

□　認知症高齢者グループホーム『1』

　　2001年開設
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所在地：兵庫県尼崎市

規模：定員18名（9名×2ユニット）

立地：特別養護老人ホーム『K：K苑』と同じ。

外出：決まった外出の設定はなく、入居者各自

　　　　　　が自由に外出を行なっている。（認知症

　　　　　　高齢者特有の俳徊を含む。その場合ス

　　　　　　タッフは入居者がホームに戻るまで、

　　　　　　その後ろを見守りながらついて行く。）

　　　　　　入居者が決まって行くような外出先は

　　　　　　特にはない。

3－1－4調査の方法

　　デイルームや居間など、入居者の様子が観察でき

る位置で一日の生活の流れを把握しつつ、外出の要

因となる会話や出来事などに注意して．、5分間隔で

会話や行動の記録を取る。買物外出をする入居者に

は同行し、外出先での様子から施設の自分の居場所

へ． ﾆ戻るまでの全過程を具体的に記録する。

調査は完全な非参与・参与という形にこだわらず、

でき．るだけ入居者の外出が自然な流れとなるように

配慮して行なった。それぞれの調査事例で異なる参

与の方法は表3－1に具体的に記す。

　　表5はCASE・01－CASE・11の調査概要である。

　　このうちCASE・01－CASE・09は調査員が実際

に入居者の買物に同行し、詳細な調査記録を取るこ

とができた。（2－3－3調査記録を参照）ただしCASE・

05－CASE・07は同時刻に行なわれた買物であるた

め、すべて同「の調査記録となっている。したがっ

てCASE・05とCASE・06に関しては入居者の買物

時の様子を記した記録はないものの、その前後の様

子と食事時の様子の詞録、その他詳細は本人やスタ

ッフへのヒアリングなどから得られた情報をもとに

資料を作成した。

　　CASE・10もまた同様にCASE・09と同時刻に行

なわれた買物である。両者は同じユニット内で生活

している入居者であるため、買物前後の様子は両者

一緒に把握している。

　　CASE・10の買物時の様子や購入品の記録などは

スタッフへのヒアリングを参考に作成した。

CASE・11はKK苑と同じ敷地内に建つグループホ

ームでの買物外出事例である。

表3－1

施設毛 名罰 性別
入居

｡心
要介

�x
軍縞子 行先

移動

闥i
移動時問

i片迫）

1予先決定

@奢
きっかけ 反膳 購入品 賦責 隅置参与方法

CASε・α HDホーム Yさん 女性 3年 4 隼椅子
六型ショッピ

塔Oセンター
議 11分 施設

施設が毎月一度計画している

@　買物＋昼食外出

自分で希望

おかき、タッパーお盆．榎み隠．ラム

l、ボールペン．チーズ．バン．煎餅、

vルーン、きゅうりの愚物．たらこ、カ

@　　ステラ、みかん、レモン

寿司 ボランティアとYさんのペアに調竃員が同行する．

CASε・α～ HDホーム FKさん 女囚 12年 3 車椅子
大型ショッピ

塔Oセンター
車 11分． 施設 自分で希望

ビーズの手作りアクセサリーセット．パ

@　　　　　　ン
天井 ボランティアとFKさんのペアに調資員が同行する．

OASε’03 NW苑 Fさん 男柱 1年 3 車椅子
大型ショッビ．

塔Oセンター
軍 10分 施設

施設が毎月一度計画レている

@　　　買物外出
自分で希望

ジャケット、らっきょう．梅干、煎鰭，和

@　　　　　某子
ねし

　　謂査員がボランティアの役目を担い、

eさんのヨ藍二子を書駐心がら買物に同行する．．

o幽SE・o亀 NW苑 YDさん 女性 2年 1 軍椅子
六型ショッピ

塔Oセンター
甑 10分 施設

施設が毎月一度計画している

@　　　買物外出
自分で希望

下着．ノート．ゴマ豆腐．スディックシュ

Kー．カキの種、アンパン．．ティッ

@　　　シュ，うがい薬

なし
　　調董員がボランディアの役目を担い、

xDさんの距椅子を押しながら買物に同行する．

CハSε・（5 KR苑 Mさん 女性 9年 1 なし 市場 章 5分 本人 自分で希望
悩んでん．響んびら、のみ薬シップ

@　　　薬，その他？
焼きそば

CハSE・Qう KR苑 Kさん 女性 1年 3 章椅子 市場 車 5分 本人 時々利用している馴染みの

@　　市場がある
自分で希望 罠布の佃煮、その他？

お好み焼

@き

スタッフとMさん・Kさん・YGさんに調査員が同行し、

s鳩の中では、Mさんは卑独行動で、　Kさんの軍椅
qをスタッフが携し．YGさんの草椅子を調萱員が押
ｵながら刃物琶行なった．遥中で全員が合流．

CASE。σ7 KR死 YGさん 女性 10年 4 車椅子 市鳩 軍 5分 本人 自分で需望
から揚げ．昆布の佃煮、たらこ．

@　　佃煮．シラス干し
お好み焼

@き

CASE・α3 KR苑 Sさん 女性 4ヶ月 2
外出先のみ

@車椅子
市場 軍 15分 施設

施設が2週問に一度計画して

@　　いる置物外出

誘われて希

@　望

リップクリーム、氷砂穂、シラス干し、

@　　　　　りんご
コーヒー

　　田萱野がホランディアの役目を担い．

rさんの重椅子を押しながら買物に同行する．

CASE・OB KK苑 M（さん 馴霊 6ヶ月 2 距椅子 ヨ…協 軍 7分 施設
携われて希

@　望
かうはえびせん，ボテトチッツス．

@　じゃがりこ、ボッキー

ケーキ．

Rーヒー
スタッフとMKさんのペアに調査員が同行する．

OASε・10 KK苑
NMさ

勇性 2年7ヶ月 4 庫椅子 生協 車 7分 施設

施設が毎週水曜日に計画してい

@　　　　　る
ヵｨ＋生協のボランティアが用

@　慧する喫茶への外出 目分で希望 アクエリアス
ケーキ、

Rーヒー

ボランティアとNMさんのペアで行なわれた使物．　NM

@　　　さんの買物前後の撫子の把握。

CハSE・11 1ホーム Tさん 男粧 2年砺月 2 なし コンビニ 徒歩 7分 本人 自分で希望
和菓子、煎餅．おかき、ビスケット、

@　クラッカー．チョコレート
なし Tさんに二二員が同行する
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3－2　買い物外出行動の概要

　次項よりCASE・01－CASE・11の調査記録を示す。

　入居者の買物外出行動を「入居者の居場所」「入居

者の様子」「会話」「入居者の周りの様子」「その他」

という項目に分けて記入した。

　「入居者の周りの様子」とは、入居者の視界内で

起こる出来事や状況であり、「その他」には、入居者

の視界外で生じた買物外出に関係性のある出来事や

状況について、調査員が気付いた点を記入した。

調査記録の中で出てくる「ボ」はボランティア、「S」

と「G」は調査員のことである。
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表3－2 OASE●01
胴覧B

2〔α］〆11！26

天候

暗

轟轟名

鱗一ム

入居書名

Yさん

性別

女

入居年輪

飾
要介誕匿

4

rしの他

剰爵子

1 堪所 入居むの篠子 会話 ・　　　　　　入居者の剛の甘子 その他

飾 昂
物に爵，ていくかばんを．に　きデレビを見ている ヤさん（スタゥフか部屋に　る　あなたかヨ…たらトイレに　，て、モれ・引テこうと，・っ

τいたのよ．」

スダン7「うん、今日の買物に寧生さんが一縮に付いて1テ，ても且いか稼？1

Yさんr私いっ⑬人と一気に1テ〈のよ…．」
スタ・ンフ「そのメ．もいるけど、この字生さんも一謂で良い？3

Yさん「モの人もいるなら習いわ．」

スタ・ンフ「私が着智えたら一塁に下までiテこう．1

1q30 トイレ トイレに行く Y客ん「Oさん（ス偏ρ）3：だ衆なt、？」・・イ払はいつもお寿司を寅べるのよ．あなた｛S） 寳掬に行く2．3人が玄閉に行くたのにEV荊に累まり始める

出かける軍侃をして居室から出てくる 口負べられる？1”・（寳物リストを出して）1翼う掬そワーカーさんに魯って円いてもらっ ＝聞胴には買物に出かける入居者で自力て勧ける人がすでに2、3人獲まっている

EV荊でスタッフが采るのを博っ たの●…これ13墨cq『ショ・ンブで買う，あよ●1

35 EvG肋・ら零F） 田老のβんと昌昌レながら別口1ζある闇闇に向かう 癒ん「Kさんは今日13行かな、の？」 玄二二の橘子剛で、二物に行く入居者が入居奢同士やスタッフ．ボランティアと話な

玄閲駒 冨さん「あの凶行眠たかったけど睦斤られち◎つたのよ◎今回は陥分減らされたみたい がら出髭をiわている
よ．j

ｶんrあら、昨日まで県しみにしていたのにね乳．」

40 玄闇前 はんやスタンフと話しながら揖殿中 スタッフ「Yきんのロ紅の色が艶麗だね．」 山桃前の会鰹でスタッフとボランティアが注2亭項などを話し台い中
Yさん願が寳ってさたのよ．」（出しながら）rほら、これ．」

乙5 玄関前

50 トイレ トイレに行く Yさんα虫リ鳶）1まだみたい紀からトイレに8ってこようか陰．」

ユタッつr鴨んどこ行くの？」

xさん（笑いなが已う）rちょ，と脱務養まで1」

55 玄闇繭 昇照艦で軍嫡子のままホームの軍に乗草 入居者硬がホームのバスにゑ耳を始める

11．oo 軍 軍が出発する Yさん「ます1砿円シ8ップiテくでしょう．モnカら…」 玄閣前でスタッフが手を握，て見送る

隅に窪つたボランティアに冒物リストを譲して脱明する ポ1いっ1ぎいあるね烈予鋼2いくら？」…「せっかく行くんたから好宮なものいっぱい 陪工累が涌麗」というボランティアの声を聞き皆、諺の外を眺のる

貢ぺようね．1

ポrlまら1縞麗な班累ね」
Yさんrこのあたりi3上（ホーム）から見ると曜日力、素晒らしいわよ．押し葉にすると鼠い

のよね．」

●．o

Yさんr今日13行く人が少ないわよね。休一ムの鴻Fて13酉側の人泊ナだものね．」

停ん「熔んも配しみにしていたのにね．」

Yさん傑台時間そMいて）113時10分1忙しいわね．」

ポ1上手1聰るから大丈喪よ．」

Yさんにのお竃屋さん大きいわね．庭いじりが好き紀，たカ・らこういうとこに時々果て

いたのよ．」

5 軍 ボランティア慣の博ん垢をしている スタッフがマイクを便うて築台時間などの辺箱をする

10 店面前 店出前到着 Yさんr1ε時10分吊台莚って1にしいりね．」 軍から照りた順にそれぞれの万向へ回かう

ルピア 軍から随リる ポ「上手に回るから大丈夫よ．」

駐蝿ルピアへ同かう

ボrEVでまず10q円シ9ツブに行こう．j
Yさん「ちょ，と．こ，ち、こっちから行ぎたい．Jr角に煎鮒屋があるめ・らモこを見たい

ﾌ●」

15 面罵屋 煎餌屋で石高Iq鳩8ながら煎餅を標す Yさん「いつも買う、二われた煎餉が欲しいのよ．5

店員rこわれたのね、今日13ないんですよ．．もち米の方ならあるんですけどね．」
Yさん「じゃあ今日にこれにするわ．…私またくると思うけど．入れておいてください

ﾋ」
店員「すいませんね．タイミングが合わなくて。またの微会に．」

Yさんr次采るのは1月たと思います．よろしく．」

20 ε凶肋・ら29 剛屋に畜る ポ曙員を見τ》rあら5この間13どうも飼」

Ioq円シ日ップ E》で2Fの100円シ助ツの店に移動する Yさんr豆餅あります？」

口薯わ中の知り合いの親子1ζ愛う 店口「夏闘～翫た，た今売り切れてしま，たんですよ．たった今なんですよ．」

ボ「10C円シ日ツブに博さましょ．」

Yさん（E》内で）にの膠掛けね、母の形見なの．」

ポ1素敵ね詫．」

ボrまず13…」

Yさんrタッパー贈
Y容ん椥り含いと会い）1あら、お姉ちゃんどうレたの？」

知人「今、七五三の写真取ってきたの．この下で翻たの．」
句噌

驚 κて円シヨツプ タツ’‘一とお盆を選ぶ オr「タッパー．六4党｝るいろあるよ．」

Yさん了レモン3佃分の蜘蜜溺けを入れるの。」
o■■

Yさんr今便っでるお盆はこれなんだけど…また同じ色で且いかなあ．」

釦 1に円シ日ツツ 橘み種を選ぶ 憾ん（ゐ酬そ見て）rこれ中本当に入っているの？」

お棄子コーナーで欲しいもΦが見つカらすβ1ゆ品物を選ぶ ポ1モうよ．覗眠き用ね．」

ポ「太めの繕み栂が厚いって言っていたbね？」
鴨ん「今ね、このくらいの毛承を持っているのよ．」「二の前粟急のOOで見たら900 一

円だ，たわよ．」

9●．

熔ん1シゲ等…ヲrn、う飴が胴にあったはずなんだ1，ど．」rあらラムネがあるの．横

かしいわね．味13？」

35 loq円シ目ッツ お渠子コーナーを過量かけた時にお煎闘を見つけてバックする Yさん「あら二のお烈朗も1㏄円高ら蚤いわね．】…「でも蜜いから妹力治うカもら？●・’や

ボールペンを選ぶ めとこ1」

Yさん「麟ここで泥桶のポマルペンがあったのに、ないわねえ．ちょっと手紙を書くのに

膏か黒か．」

40 K篤円ショップ レジで滑昇する ポにれ終b，たら票葛の1Fに行こうね．」
EV＠rから1F》 憾んrトイレ1饗たいb．」

…（E）丙で）

将ん「私11月お挺定日でホ嚇ムの新聞に写真が践，たのよ．見7ヒ？」

緬 トイレ トイレ Yさんがトイレに入っている問に履初にiうった煎鮒屋の店属がトイレに入ってくる

店置rどうも陶…どちらからですか？」

ボF卜Dホームです．」

店層「ああ皇蕩台のね、私もすいぶん前に厚7た二とがありますよ．」

50 累急 累恵の寅臓品売場へ移動する Yさんrキャンディーチーズ1」

寅穿棉売場 チーズとパン量遡ぷ ボr予算が3フーバー気味だから、4つって書いてあ徹，ど3つにしておこうか？」

Yさんr4つ14ついるΦよU…「パンはクロワッツンが負べたいのよね．」

品 餅斗品売鳩 お東子．つまみコーナ噂でえび煎餉、プルーン、魚煎醗を遡ぶ ポrえび隠州は．えびの彰が見えるのが且いのよね？」「あとはここにブ’レーンがある

諱D」

Yさんrプルーン132袋．き，き買ったタッパ噛1ζ入れるから．」∫塩豆…二ういうのも賞ぺ

たいけど・”」

ポにれはきっと硬いよ．，

Yさん「ビールのつまみに　　とか…

1200 貧既出網場 チョコレートを見る Yさんrチョ⊇13やめるわ．リボンがかかったのをいつモ，〔ホームの）売店で輯んでいる

ボランティアが遡んだ；蒼物とレモンを見てうなつく からそれにするわ．」

魚コーナーに別の魚煎餅があるのを見て近付く

たらこを選ぶ　　　・ ポ匹、っべんに賞ぺ3れ咽いと恩うから国語引さじゃ拶」、のを選ぶね．」

Yさん「ちょうと．モこの魚照餅、見てみるだけ1」…（手に取りつつ）「また次回にする

ｩ．」

5 賞腓品売場 レジで引算する ポラン予イアが盲物リストを確認する

10 お鎮子屋 カステラを探す Vさんrカス予ラを風月璽で…」丁むいなる’”」 ボランティアが貰，た灘のを袋につのる

酬Fから婦 4Fに着き、すし屋lq司かおうとするが先にトイレ1願予くことにする ポr文明堂も見てみたら？」 EVに同かう途中にボランティアがプライベートで買物甲のボランティア仲聞に出会う

Yさんにれi巻いてあるの1搾茶2個とプレーン1個。」、 「今日13シgッピングのボランティア？」

rモうなの．またね～」

Yさんrやつぼり食べる前にトイレに仔くわ．」

15 EV｛4Fから濁 2Fにしか軍橘子用トイレか、ないたの2F1こ戻る Yさん（CDショウブの前を逓りつつ）「CO欲しいのよ．ほらタンゴの．昔踊りやってたから

トイレ トイレ さ．∫

ボrCDね旬結摘高いから今B13置λないかもしれないね尾．」

20 トイレ トイレ Yさん「ち占つとごめんなさい側●」

EV＠Fから㈲ トイレからEV旧向かう時．通りにいた子供に逼を！竃けτもらう

E沢rすし屋のある4日こ艮る Yさん（文房鳥屋のモぱを通り）r犀賀吠13もう顧んで窃るのよ．」

25 すし屋 回転寿司哩1こ入る Yさん（匪リながら近くにいた店員に）rお店．罰と変わりました？メニュー変わって個」、
かしら．」…r私はなすの酒物をにさりにしたのが好津なの．」

30 すし屋 寿司を1＝さっている店画に注文しながら實べる 人手が足りず、瀞司が回転していない

鵠 すし屋

旬 すし屋

45 すし屋

50 すし屋 お会計をする 将ん〔おつりを併っている閏に題「っている店員1こ）「罰の人，やめちゃったの？」

店員「移動になりまして…」

Yさん「私たち｝｛亦隔ムなの．また1月に来るけどよるしくね．」

店口rありがとう二ざいます●」

騙 EWFから㈲ トイレ1ζ行く Yさん「トイレに・”」

1300 ε凱2Fから1F） みかんを買いに賞桝品売場へ戻ら

責科品売鳩 ボランティアが騙したネ・＝・ト入りのみかんそ揖ち．重さを瞳かめて選ぶ

5 餌画品売場 レジで滑算する Yさん（跳火畳隠し出され》「うふ’3、賞べτばっかりね・」 買物を繋えた他の入居者がすでに楽まっている

店鵠出入ロ 吐き場所に向かう

出入ロ付近でミ：たいや8屋1こ賦食壱目められ．食べる Yさんr博ん、お寿司厘さんで賞べた？あモこ店画さん変わっち物たもんね．Jr女の

寅物を繁えた停んや他の入居者．ボランティアと話す 人で．にぎりが弱くて19るぱ乱てるの．」

10 店繍出入ロ 翠が到潜するのを博，ている Yr熔んと1盛んと私、　mの男の三二んが好さで吟日県しみにしn、たのよ．昨日庭んと それぞれが入居薯同士やスタッフと能し熔がら軍を1寺つ

ロ紅を棚，直す 砿は論客院で襲の毛を切ってセ・ントしたのに．」

ポ「モうだったの一。モれ13烈念だったわね勘あの叛さんすごく憾じの遭い人だったも

のね蔑↓j

15 軍 昇隆駅で翠樋子のままホームの軍に乗累 Yaん（照に濁った1さんに）r女の1こ轡リ13駄目ね…」

ユタッ7「板さんいなか7たの？」

Yさん「あの人出動なんだって．」

スタ・ンフrあら一里いなくな，ち喰たんだ邑U

20 準

お 翠 スタッフの8粛を聞轡、手そ上にあげてla手 スタッフがマイクを便，て振拶

ほもねくホームに劉碧です．みなさん今日13お疲れ締でした・”」

30
烈 劉着 スタッフ「おかえりなさ一い」

寧から阻リる Yさん「今日は板さんい有か，たのよ一。」

三聞前で向かλたスタッフと手を握りあう

35 E》（1肋・ら3臼 EV前で会ったスタッフと会話 yさんr板さんいなかったから今日13県しさも半分だ。」

40 居竈 邪屋1譲る

73



第3章 特別養護老人ホーム居住者の買い物外出行動に関する考察

表3－3 CASE●02
2003〆11／26

零曼

a

1

亀一ム FKきん 12

度

3

モの

● ，亀一 入居者の鐸子 会話 入居者の剛の郷子 その他

1030玄．．前 醤物1こ行く他の入居者と謎ルながしらホ㌧ムの＝M飼で博椴 FKさん「（ルピアの）勝谷で天封を負ぺよう。●”ビ脚ズそ鳳、たい．」 置書物1ζ奪うく2巳3メ．が＝関1こiテくたの1こ印罰1こ県まり始める

戸Kさんr師，「「いる師聞が長いですね．」 玄閲前に，3勲刎：出かける入居考で自力で動，る人がすでに2、3人桑まつでいる
FKさんr罰日から揮陶していたんですよ．〔舅物の）時間が殖くてね。」

35 玄閉罰 時微 F1くさん「願轡んはEVでJ 玄閲罰の桶子周りで．軍1”こ行く入居考が入居む同士やヌタッ，．ボランティアと話な

がら出発を憐，ている

40 鋤胴 待壁． 三閲胴の会訊室でスタッフとボランティアが注忽事環などを括し合い甲　　　．

45 玄閲前 スタ・ンフやボランティアも交えて会話しながら侍鞭 FKさん「先生置出しに行，てきます．」
、 スタッフr肉屋の罰に並ばないようにね●切られてしまうからね．」

FKさん「著い頃13あまりしゃべれなかったんです．でもここへ果て寅宜でしgべるよう

になってね．」

50軍 昇障雛で軍碍子のままホームの庫に票軍 入居者違がホームのバス1こ乗軍を始める

55軍 入居者生馴が乗り込むのを時つ

11．00 軍 耳が出発する 玄関前でスタッフが手を褥って幽幽る

r虹買が鱗麗」というボランティアの戸を間巨r皆．思の外を眺める

5軍 スタッフがマイクを促，て薬園時間などの漣緒をする

，0軍 店肋瞬到着 Fκ3ん‘宝くじ売鳩前を測り）「年烹ジャン求」 翠から隠」た鯛にそれぞれの方向へ向かう

店働胴 昇賂倣を便，て軍．嗣子のまま軍から隆リる ボ順うの㍗　　　、
’比1ア 月輔ルピアに入る 駅さんr当たるかな？」
白身崖賃屋 洋服や民芸品が死っている店に入る Fκさん｛二巴場前を通り）rお．祀きれい…」

ポrどうする？もうご餌富べる？100円均一行く？」

ボ（和風のストラ・ンツを見て〉「これかわいい…」

臼¢んr即日便利隠よね。」

15 服雑貨厘 トイレ ホ｛写帆立てを指して）rこういうの1コ？」

トイレ FKさん「かわいいね。」…rトイレ仔く？」

20 トイレ トイレ

25 三里（定当屋） 定藍屋に八リ何を寅べるか決のる 曜ん⊂バン径の職」付ナを見て）「クリスマスっ1こいね。」

“■

ポr前と周じ？」

剛さんrいや穴きかつたよ．」

6r何がおいしいですか？」

鱒んr上天鉾がおいしいよ．」
FKさん（店員に）「．上天薦3つ．U

30 雁蒼 ボランティアやGと話ながら幽幽を婚っ

35 雁谷 ボランティアやGと話ながらヌ…誓そ侍っ

40 願谷 話堅しながら賞亭する FK・ボ（出て8た天芽を見て》「六ぎいね一lj

FKlおでん實べる？こんにゃくがおいしいの．味噌付覆．」

Fκ・ポrおいしいね異。」

45 羅智 話をしむがら禽噛する ポ’ビ脚ズ．いたいんでずよ．」

FKI講習会があるんでしょう？」

韻すごいね騨。」

FKrどんぶり、重たい．」

50 勝谷 話をしながら曲事する

55 腰谷 話そしながら寅亭τる

1200 胚曾 レジでの滑算をボランティアにしてもらう FKさんrビーズ作7たんだけどね．みんな欲しがるのよ．」

5 トイレ トイレ

、o トイレ トイレ

15 トイレ トイレ

20 8 ポ‘クリスマス用品を見て）rかbいいねgj

25 手芸屋 手芸屋に入り、手作りできるビーズアクセサリーの商品を見て回る ポrらよっとビーズ見ようか．」

ポ・FKさん（伯州見て）了高いですね几．」

門別ん1二の豚質，たビーズのキット）の13賄しくて国争だうた．」

ボ「今度は簡単なのが艮いね．」

30 手芸屋 ポ岡ビーズ｝の指幡見ようカ㌔…前よリ少なくなったね．売nちゃったのかなあ．」「また

かわいいのがあるよ、携斎のストラップ．」

隊さん「みんな携回持っているんでしょ●」「首巨削かわいいね．」

35 手芸屋 アクセサリーを試レに着け、ボランティアと話しねがら遡んでいる FKさん｛3本の指に書即畠をしているので）1どこへっけようか．」

ボ1左手13？」

FKさん1モんなにやったら偲万長者みたいだよ．あはは13！j

ポ1どれが固い？●5これの，て言，てね．」

FKさん了どれもこれもみんな占い松あ．」

40 手芸屋 FKきんにの碗ブ0一チ買，たんだよね．今E83ないね．…また買，ていこう．∬まん
なかが幽いの13（侮るのが｝髄しいんたよね．《作る）暇13あるんだけどね。」

FKさん「これ．．何に便うの？費榔そうだけどね．」「指二巴，でいこうかな。」

45 手芸屋 ポ1毎8付け弩えれば闘いんですよ．」
臼¢んにれ．かわいいね．1

ボrこれ1300円です．」
日啓ん1六丈夫1これ買おう馴もう一つくらい…どれが且いかなあ．…みんな貰いた
｢．∬

50 手…躍 臥さん｛指幅そたくさん‘鵡付，して》1指輪だらけた！どうする？どうする？」…rあ一、

これ13でっかいんだ．《ビーズを敦えてくれる）先生が今い奪いからねλ・”」

55 手芸屋 買うものを決のてレジで滑算する ボ1テグスも貰う？」

お孟が足りず，バックカら他に2つお則布を取り出す　　　　　　　　　　　、 FKさん「2号のを．いつつもこれ便っているよ．」

店員凹いながら）1いっぱいお口布あ，て円いわね縄．，

1300 食斜品禿場 パン屋に入る ポ1口｝ル串ヤペツおいしそうだね●」

店即アンド、ナツ、お砂囎がい，ばいのやつ31駄5

5 剣潜品憂嶋 ボランティアにお缶を液し滑算をしてもらう 店騎出入Oに印雛終えた他の入居者がすでに集まっている
店鵤出入ロ 集台場所へと向かう

知人のボランティアに出会い按拶をずる
集合鳩葡こ着く

10 三里出入口 軍が着くのを侍つ 剛さんr疲れたでしょう？】 モれぞれが入居奢同士やスタッフと晒しながら軍を情つ

ボ1大丈夫．」
スタツ71天井食べた？」　　　　．鉱さん「遊べた．」

スタ・ン7「肌荒れてるね…何かぬれば？」．

ボ耀い？」
FKさん雲油か何かぬらないとね．」

15 軍 喜雨倣で軍臣子のままホームの軍に乗軍

20 耳

25 軍 スタッフがマイクを便って割賦

「まもなくホームに到着です．みなさん今日13お衝れ榔でした…」

30 訓 到着 臼くさん1トイレに…」

昇障殻を便って耳吻ち陪リる

35 EV（1Fから2F） εVIζ向かう途甲にホ」ムのスタ・ン7と会って話をする スタッフ｛笑いながら）rおみやげに一？」

白くさん「何も冒，てこないよ．」

40 居室 臼¢ん1お疲れ繍でした．」

ポrまた釆月ね。」
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表3－4 CASE・03
2㎜！墨1！25

診

風

貫

潮

〃

Fさん 1

介　度

3

モの

車り一

1 ，F 入居者の揮子 会話 入居老の周りの掃子 モの他

1330 王 ペゥドの肥で翠摘子に圧ってテレビを見ている スタッフ「今日の画物に掌隻さんが付いて行きたいつて言うているんだけど．一諸1ζ 哲ていく上層とマフラーがハン”一に纏1けて出してある

行？ても良い？」

酵ん（うなづきながら）rまあ．上藷を間おうと思っているんだけど．今日13モの下見を

35 居室 テレビ する予2だから買物といってもそんなに13し旗噛けどな．」…　偽う劃」ける用息する

か？」

．・「「い　　つ8’　ご　た

40 居室 テレビ 圃物同行のボランティアさんが居室腕の癬下を通り、舶なじみの入居者さんたちと倉
8きをする．

ポr今日はシ日ッビングのBたから．もう皆出てさてるかなと思って景たのたけど．まだ
45 居室 テレビ みたいね…1さんは今日13行くの？」

博んr行くよ．2時だからもうそらそる時間匠よな．Jlスタップを見つけ）rもうそろそろで

50 屠空 テレビ
しょ？」

Xタッフ「モうだよ．応んモの掲好で行くの？寡いよ一き蒼皆えようよ．」

βんrそうか？jと著智乳1ζ行く

55 居室 テレビ

1400 居篁 ジャンパ鱒を藩．マフラーをつけ．言に用布を蜘ナて．帽子をかぶる 時ん（Sの8範見τ，「もう行く時間だな」「モこのソヤンバーを取っτ下さい」 同空でシ帥ビングに出椥ナる入にスタッフが上着を蕎せて導傾をしている
ε》（3Fから1の Mさん（攣煽がで8たFさんに）rイトーヨーカド軸でおやったくさん霜って爵…いよ．」 Fさんの箪欄する穏子そ男ゆ入居看隠んが部屋の入りロからニコニコと眺のている

Fさん（範いながら）rそんなにたくさん輝うもの13ないんだけどな．」

5 玄闇前 i雨微 玄閉廓こ同行するボランティアと日物へ書テく入居者2名が侍，ている

10 エ閲飼 爵微 質物に行く入居奢が三関廓こ圭員集名する

15 玄閲罰． 昇阻椴で軍褐子のままM苑の軍に粂軍を始のる 入居奢とボランティアにモれそれバスが蓼”当てられて，乗り込み始める

20 軍 票軍甲 他の入居者も蟻軍中

25 累 Fさんの票つた軍が出髭する Aさん「今日はどこに1テ〈んですか？」

ボrイトーヨーカドーですよ」

Aさんrどのくらいかかる？」

Fさんr15分くらいか…」

ボfうん．lO分くらいかな」

30 軍 車甲 スタッフ「慮ん、前回も雨でしたよねえ」．

Fさんr逓中で障り出したんでないか？」…「軍がエン＝し弓や，てなj

スタッフrモうモう．U

35 店翻出入ロ イトーヨーカドーに劉着

40 店鵠出入ロ 他の入居者が草から障りて纂まるまで博臓 srどこに行きまずか？」　　　　　　　　　　　　　’ スダンフ加58寺40分に剛嘱所に集するように貨こ君うて回る
E》〔lFから2F） 紳士服売リ場へ惨動 F「上藩が知ヒいから紳士服売リ場に．EVに県って2Fたなg」

45 紳士服売場 ジャケットが売っτいる鳩所を探す Fさん「ここは女物の服だから違うな」…（スーツ売場のモばを通りながら）「スーツで13

競、ん芯」

50 紳士胆売場 ジ聖ケットがまとめて隙列されている甲から選ぶ Fさんr鉗色勅ものが且いんた。」にの布魍3且いな晶．」にれのワイズは？」
S「OOという表示です力亀…‘式着し譲すか？」

Fさんrん～・“」

S「この六きさを店員に聞いてみましょうか？」

55 紳士服売場 ジャケットの手触りや佃段を礒かめながら自分の好みに台うものを探す 慮んrモうモう．モうだな．」

X員「これ13少し’」尊いかもしれないですね、Oセンチくらいの方扇です．お零篠の身

長13おいくつですか？」

Fさん「○燃ノチだから駄目だな。」

1500 紳士胆売場 店置（ちょうど艮さモうなサイズの服を見セて）に5らを賦着楓、まセんか？」

、

Fさんrモうだな．」…（腕そ傾∫しながら》「袖が短いな砺」

店翼「モうですね．この一つ上の◎◎というワイズが一番艮いようですね．」・槻（店の具

の方から甥1ゆ2著を出し）rこれはどうですか？また少し迫うタイプなのですが」
5 紳士胆売鳩 店員を呼んでリイズを轟ね．試着する Fさん（そのうちの一つを指回して）rこれ13艮いなあ．」0・・「この値段13？」

店員が持，てくるものそじっくりと頓討する 店鋼rこの値剤力・らさらに2割引で○○円です．．試蒼されますか？」

慾ん（試着して）r袖もち占うど良い．」rこれにしよう．」

店掴rこちらですね．ありがとうこぎいます．」
10 蝉士服売場 sr脱ぎ筏すか？」 草簡子で辺りやすいように．店属が旋をどける

Frいや、着ていくよ．」

屠属「で13お会肘をあちらでお闘いします。」

15 EV（2Fから！F） 食判品売場へ向り・う Fさん仁コニユ，ながら）r今日13上督を見るだけたとOO君（スタッ，）に倉ってきたか

ら、この梱を見たらびっくりするだろうな」

20 禽覗品売場 1Fに隔りて貢綴品売場を標す S「食画品売場はどこですか？」
Fさん「1Fほ全部別刷品だと思，ていたけど漣うんたな．」rいつもそこしか便わないか

らな砺」…

Fさんr今日はらワさようと栂野を1臥、たいんだ．」

25 賞軒品売場 らっ響よう．桐rE煎遡を還ぶ Fさんrら，さよう131◎Oビリ辛1を2つ」…「緬二刊380Q梅」というのが肉厚で塩分控 スタッフ1名が合流し酵んの齊柳こ一堵に付ぎ合う
え目でおいしいんだよな。」

ス9ッフ1次は？」

Fさん「おセんぺ」…「つけやきを二つ」

30 和菓子屋 レジで滑耳する Fさんrいくら？」

和菓子屋きんへ寄り、どら焼きを買う 店卸◎○円です．」
スタ・ンフ「小倉と票とバターがあるけどどれにする？」

Fさん1県入リを二つ」…σ苫名を見上げ）r何て罐むんだ？」

店員rOo庵です．」

35 店凹出入。 出入ロ1：到着 隠ん1雨が結禍障うてるな…天気口恥どおりた．」 貰物を鈴えた他の入居者が店餅の出入ロに集まってくる

外の天気の韓子モ見τいる スタゥ71両がすごいね。六丈ヲ…？」

Fさん（笑いながら）「冗罰してます．」

40 店舳出入ロ 博倣 雨が激しいため、駐軍場の讐備口に眞酌て、バスを屋撮がある所まで県リ入れられる
ようにしてもらう

45 店幽出入ロ 侍殻 他の入居嵩がバスに乗軍中

50 軍 昇陥臓で翠縞子のままNW苑の軍に乗軍
55 箪

1600 軍

5 M苑玄聞飼 劉着
EV（1Fから3F） 居軍へ向かう

10 居室 翼ってきたものをベッドの上に置く

上慧を脱いで柳こしまう

15 トイレ

20 居室 お藁を欧み．購入したどら幌3を食べはじめる
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表3－5 GASE・04
緊

20〔0！11！28

，曇

から MF布 Y　ん 2
A

1

その

」一 入居考の榔子 会8舌 入居奢の剛の簿子 苧の他

1340 廊下 トイレに向かうY［博んにスタッフが話している スタ・ン7「旧んがゴマ夏騒頼みたいんだって．」

トイレ トイレ Yσきんrゴマ互腐ね．」

スタッフr書いておく？」

Y口きんrうん．曾いてくれた方がRいわ．」

スタゥフ15a、ので艮いんだワて．」

Y［さん1一つで且いの勿
スタッラ「聞いてみる．お盆は嫌で艮いよね？」

45 トイレ トイレ Yσきん（腕時計を見て》「まだよね？」｛Sに朗してM今日箇してくるから．」 YDさんがトイレに入，ている簡にスξ［ッフが膚んにゴマ豆腐の牧量を凝認する

居葦 居室で外出の身支度（上着・範子・臆掛》そする

50 Bκ2FからlF） 一屠EVに票るが眼鰻を忘れて居富に取りに戻る Y隠ん「2時に1F，て君っていたから．もう行きましょう．」…「あら眠厩を忘れちゃ？た 置物に付さ添うボランティアの到着がlO分13ど理れるとスタッフに漣繕が入る

脈1同こ陣リる から販リに戻らなさ噛」

55 玄閏嗣 出発を｛寺ちながら翼物リストを見て‘昆明する YC曄ん1今巳はまずパンツが買い廻」、のよ．それから・叫

14．00 玄閲前 待盤 YDさん了妹が入院しちゃ，て．明日お見餌いに行くからあんばんを彬ていってあげる

リスト1こ歯加える の．こういうの署ぷのよ。」

5 玄関嗣 侍殻 嚇んr2時ヲて言。ていたのにみんな返いわね…」rあ．3人果て1齢てるbね．」 国物に行く他の入居者とボランティアが玄闇前1ζ第まり始める

10 玄開嗣 待概甲に知り合いに会い話そする 知人rあら監YDさん久し修り1どこ行くの？」 7Fでのデイサービスに景ていた人趣が帰，ていく

草 軍揃子彰障りて寧に票る YOさん「シ蕊・化：ング」・”璃が入阪レちゃったのよ．」

知人r入眠？どこに？」

15軍 出発

．20軍

25軍 イトーヨーカド輔到満

30 店簡出入ロ E回こ向かう途甲にベビーカーの赤らゆんとすれ違い．笑餌で手を差し出す スタ・ンフ臼5時15分にいつもの所に集合してくださいね。もし早く鰺わったらまたお茶欧

Bκ1Fから2F》 下着売堀＝iテく んでいてね．」

YDさん「15分ね．」…r下着，てどこに禿7ていたカもら？」

スタッフrあ鯉…2彫いないか献？分力㌧んない．ごめんね。」

嘆ん（赤ちゆんとすれ漣，τ）rかりいt蝿お人焦さんみたいね．」

35 下着売鳩 値段を見て下灘そ選ぶ Y［さん「安いのが艮いのよね…」

40 下着売場
45 下着売場 レジで湘耳する Y仁さん（買物リストを見てM次は手帳なんだけどどこに売うているカしら？」

日κ2Fから39 文房異禿場に承
Y隠ん（レストランのぞぱを通り）「時問があればたま1こはこういう所でご飯食べたりし

たいん庖ナどね”・」

50 文房員亮場 手帳を拝ず Yロきんr茶色の穀紙が且いんだけどね…」「カレンダーがついていないのが．」r少し’」・

さめで．破れるようになうているのが艮いわね●」

55 文誘具憂場 レワに劃照番を碕つ YOきん（Ev情ら甲に時齢そ見て｝r集合は幡時45分うてい，ていたかしら？」 レジで痢のノφ、入居巻に「み価たせしてすみ家せん鞘と声をか1ナていく

εV‘3Fから1ゆ 滑算する sr15時15分ですね．」

E》内で一緒になった赤ちゆんに翼い加，る Y隊きんrあら1もう時闇がないりね恥」…「（ホーム受）出るのが週ゆ、つたから…」

脈食瞬品売聰晰く Y田ん（EV内で赤弓やんに｝「かわいいbねえ」

1500 宜絹品売堀 づr桝品売場で頼まれていたゴマ豆腐を選ぶ 佃ん「頼まれたゴマ豆腐を最初に…」r2つ入ったのを1つって言っていたから…これ
ステイ・ンクシ＝ガー、お頁子カキの種をかごに入れる 2つ入7てる？」

’

Yα3ん（お菓子そ駁リながら）「これね．小さい鋤こ入っτいるから何かの時にヒ∋イっ

と（スタッフの》ポケットにお礼に入れτあげるのにちようど且いのよ。」

5 寅臓品売場 あ．んばんを禰 履ん「アンパンが5つくらい入ったの…いつもこの辺にあるんたけどね瓦…」

渠局 レジで溺算する …「つぶあんのほうが且いb。」

レジ腕にある藁厨こ入る

ティッシニとうがい藁を探す YDさん「あとはう稗シュだけね．」…く穐段『…k鴇匹》「どれも一縄ね．」

10 藁局 レジで清算する 一層「ありがとうこぎいました●お気をつけてどうぞ～．」

吐合場所に同かう途中のアクセサリー屋でクシを少し見る Y［さん「はい．どうもお世話禰でした伸．」

Yσさんτホ当虻今B博時明陰か，たわね…わさりさ属，凱，ちりって…。」（リストを買対

出し）1クシも見たか，たけどこれは上だから今Bはやめておくわ．」「またにするわ．二

ういうのはゆ，くりと…」

15 店簡出入。 纂合鳩所の喫茶コ噛ナーに藩く Y幽きん「いつも買物が早く済んで、お蕉モする時圏があるのよ．1…rあなた〔S｝にお萩 買揃そ鰻えた他の入居尋踵集合場所で弾物を飲んで靖ってL、る
も差し上げられなくて…」

20 軍 店萄出入口で侍槻甲にレシ噛トを取り出し，ゴマ亘鴎の値段を確かめる Y口きんrらようど今雨が降り始めたわね．」〔笑いながら）r二段から行いが旦いから 貰物中．NW苑に戻うていた箪が屑的＝到着する
享碕子を陥りて軍に乗る ●”

25 軍 軍 スタ・ンフ～Dきん何日ってさたんですか？」

Yロ亨んrいるいるとね．」

スタ・ンフ「Y隠ん久し摺りだよね、買書刎テくの．」

Yσさんrg、℃O月は入馳ていたからね。やウ1討出かけると気分が遭いますねの」

Y阪1【ん（外を見て）「もう紅累ですね．色付いちゃってね翫」

30 鰍 M廃1：障囲
E蝋1Fから2F） 居室に屋る

35 居蜜 ぺ・がの上に颪、た質物縫からコマ互腐を取り出す Y田ん「（ゴマ解職聖3）臨まれたものたからね．」

トイレ 上着を豚’

40 トイレ トイレにlK

、
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表3－6 CASE・05，06，07
調費日

2α】3／12！9

天健

8薦時ウ肇

施般名

眼苑

入居者名

M言ρ噂ん糊ん

性別

女

入居餓故

9律・1簿・10軍

嬰介旗度

1●3・4

その他

職干1吹ヤ5言ん｝

所　　　　　　　　　　　　　　　　入居考の栂子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入居むの周りの徳子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

1030　室（M、口 舛出する準僑を聖えた旧んか部屋から出てくる 噂んrもう下へ行さます．」

35εV〔Kさん3F－lF） Kさんが酌で工閲前へ行くと氾さんがすでに情っている

40 玄関嗣（K瑚ん）
dV（Mさん3Fr1F）

外出する準煽を聖えたMさんが部屋から出て三M筋ソファに座る
ｦん．Kさん、　YG諸んで捨したり玄聞から入ってくるスタッフや知台いの人たちと話を

ｵながら．蟹物に同iテするスタッフが系るのを情っている

玄開回JI3ヌタッフ．載族M係者、デイワービス荊月者．訪問客など｛信とんどがMさんK

?んＹGさんとも知台い》が顕緊に出入している

‘5 亥関騨MKYGさん）

50 玄聞胴鰍KYGさん）

田 トイレ（鴎ん） 腱んがトイレに置テく M3んrちょっとトイレ匠ってくるわ．」

Fん（Sに）（付添いの個憂員が遁いので）r何してるか見てきて剛U
付き添う予定の棚弐員13佳事徹族と膳している殿甲

岡oo 玄聞胴 スタッフ1「○◎行く？今日はイナリ安かったで．」

Fんr◎O？行ぐテく1’
Xタッフ2r今日13何蚕うの？」

l穿んr何買う雷うてもなる．1ヨとんどおかずやな，（小声で）實事がまずい1なんに概

ｪぜんもん．」

5 三聞醜 憾ん13付添いのスタッフが県るのを見てソファから立ち上がる スタッフ1渥くなつちゃワてマいません～三」　　　　　　　　　　　　一
ｼん（やって張た著副矧を見て）「あ～果た来た1」Mさる‘Sに）1紋力鶏曜の涜んすの損にカサてあるねん．取っτ果てくれる？」

10 卿蜥
R

～薙ん旧慶煙所にタバコを吸いに1テく

O人とも軍に隼る（κさんとVロさん13車楊子のまま）

o聚

スタッフ1三人はいつも蛎剛ζ行きはるんですか？」

桙�uモうモう，私たちはね。三和｛市場池は行かん．1

15 葦市堀到着 臨肩んは軍から隆りるとすぐに市聡の甲に入って行く M3ん車僻めるとこがあるか…」■，．M寧ん1仏13一人で行くから。」　　　　　　　　　’ 市場前に翠過は駐軍している翠が並ひ、停めるスペースがほ　　ど黙い

20市場 スタッフがドさんと憾んを翠から搾ろし、駐箪して戻っτくるのを爵っている

Bんが偶礁友人に会，て話をする
jさん83スタッフが釆る繭に乾物・佃煮屋で貫物を始める

篇市場

30市場

Kさんi3スタッフと一調に店を回る

ﾒん13行3たい店を指義しなから（Sが軍揃子を押す）貫掬をする

X蹟の品物を見ながら遵ぶ35市場
カら掲げ・昆布の紐煮・たらこ・佃煮・シラス干し

40市場

嶋市鳩

50市場

品 市場

實2．oo 市場

5 市鳩
10 市場 お好み焼・幌きモば屋の前を通りかかると．店内から憾んと熔んが呼びかける

ｶんと慮んはモれぞれ注文した焼さモばとお好み煙きを寅ぺている賎甲

隠ん「モこの蝸子どけて…軍揺子のまま…」

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

スタッフ13他の人力ら頭まhた買物をしている

15 市場 、Gさん口隅のテ、ブル1こ愚席し、お好み幌哲を注文する 店霞r何するか決めたら早く言わなる、Q又陣、て）滉が3窓やいけないからみ．」…1

｢か玉一つね曇」

⑳ 市場 震事 スタッフも買物を鋳えて席に着く

箆 市場 憾んは賞べ襲わり、タバコを吸う ●

30 市場 Kさん．燭んが店を出る
Bん13どけてあ，た揚子を元に戻モうとする　　　　　　　　　　　　’

店員1お勘定どうしたらええかな？もうもらっτええ？」■．，店環「いいよ岬そのままで．ありがとう．」

三人に膳塀切に障りた場所で爵っτいτもらうことにして，駐軍してある軍を艮すたの

ﾉスタッフが俺に行く

この店13注又し㌃ものが出景よがうたと3にお童を払う

35 市堪 Mさんは店を出てから、草が着くまで1こ店を紋軒見しロる

Cんと熔んは眸りたと二るで軍が釆るのを1寺，ている
ｳっている問にKきん13近くでヤクルト販売壱していた人から貫物をする

ω 市場 軍に票る

朽 軍 草のφで話しながら悶苑に戻る M3ん（SにXロの6り赤くなつとらん？焼審モばのソースがついとらんかな轟思って．13
ｨばワとったから、あは1訓31」「おいしかったb品．，

Xタッフ「いつもあの焼きそば屋で貢ぺ13るんですか？」

ｪんrモう時う。」

ﾄんr着いたらちょうどみんなお昼の時閏かな？」

50 KR苑劉着
dV（Mκさん書協眠

@　　一

軍から障りてそれぞれの居室へ向かう

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

隠　σ箪リながら）「あb．なんや足がふらふらするblj 三人に会っスタッフが0々にお帰りなさいと迎える

閃 居室（KY宙ん》
范s所（Mさん）

熔んと憩ん旧　室に入る
lきんは居室1ζ戻る前に喫耀所で一服する

隠　（Slζ）1（部屋が隅の）MVさん1＝きんひらこうてさたん．ねいかなと思っτいたけどちょうどあったからな．これ騙してきてくれる？お主13払う看うと思うんやけどモれは

{人に任セるわ．」

，300 居室（KY儲ん）
i埋所（憾ん）

憾んは貫ってεたはんてんを出し．通りがかりのスタッフに着てみセる 隠んrこれは薬．これでお正月まで持つやる．」にれ、1コんてん．こんなんもう愚る人

｢ないから売うてないと思ったやけど．OOの上1：9ってみたらこれがあってな、誰も
モ墲�ｩら弾くしてもるたり。jr想いやろ？1スタッラ3rいくらで計ったん？量

5 居冨‘駄KY6ざん） 隠んも居回に入る
10 居室（M．KY6さん）

15 居室（M．KYGさん）

20 居頭釘KYGさん）
団 居回（M，KY6さん）

30 居室（M．KYGさん）
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表3－7 CASE・DB
噌

2⑪⊂0／12！10

毫

。薦時々曇り KR苑

β

Sさん 女 4ヶ月

■「引

2

その

7嶺鱒⑪み9暢亭

喝聞
一 入居者の揮子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含鰭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入居書の剛の揮子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

13．oo 實堂 旦寅後、喪篁で席に厘，ている

5 居室 胃椒こ出隠ける握備 スタッフ「どれ．着ていきます？」1今日13と，ても寡いからねえ．5

rさんrオーバー」…了ジャンパー」

Xタッフ「これで黙くないでマか？jl轄子13？1冒子・”どこにあります？∬胴1釦，？これ

･いτいさます？」10 居霊

15 EV（2Fから1口 耶摘子1こ創εVを瞬っている問，剛にいるス9・ンフと話をする スタッフ5Sさん．何こうてくるの？1

rさんr氷砂据とな．あと、ロにつける薬をな．」

Xタ㍗フ10に？ああ1吃燈するからね．少しピンク色付いたのにしたら？」
rさん1色？色13同いて娯、のがええな■．∫

霞榔：行く他の入居者も響偏をしてEV荊に摂まってくる

20 草　　　　　　　軍緬子を障りて軍に票り込心 Sさん1痴）入りやな。」

お 箪

30 軍

35 市場到層

の 市場

45 市場

蔑屋店獄レジ但当）がSさんがリ・ンツクリームを榛している書華子を見て．売場坦当店翼

�ﾄぶ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

50
@防

市場

s場

市鳩に看き．吊鳩内に蒔しくないSさんは入居奢KMきんとボランディ7のペアと一縛に

@　　　　　　　．．

藁屋店員「おばあちゃん、どんなん標してるの？」

rさん「何がええのかよう分からんわ．」

秤ｮ店口「これなんかが着通で且いと思うけどなあ．」
rさんrじゃあこれ、な．」・●．　　．Sさん了氷砂樋そ…」

|にの吃物屋さんにあると恩つたん樹ナどね勘」

X剛氷砂振？あるよ1ちょっと侍ッてね一1」
X即氷砂樋のお客さん帽皇こ，ち．こっちにあるよ1あ、ら劫と侍つとって．」〔袋を

�ﾂ特，てぎτ♪fほらこれ、ど，ちがλえの？j

rさん（見比べて）rこ，ちを…二つな．」
X副二つね．」噸，「Sさんにれなんやの？」

r置豚足です．j

rさんr膵足一1」

市卿3通路両脇に降ウな励玉立ち並んでいる
ﾊ路13広くて5m暖度．探い所で131m程庚で店先に13品栴がひしめεあっている

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

14加 市鳩

5 市堀

10 市場

15 市場

20 市場 通りがかりの店9畏にあるシラス午しを見て．購入する

D．●

�ｨ屋でみかんを見て止まり．隅に窃，たりんごを賄入する

Sさん（シラスを見て）「ちょと．これ」

X員にちらで？」
rl六縦【漣うのもありますよ？」
X員「いや，こっちの方が艮いわ．やわらかいから．」・・，sさん「りんご、亭精所1：持っていくん…」

25 市場 ポラン予イアの機について行く sさんrど二行くの勿
{ランティアr喫茶店」いつも待，ているとこだよ．」

30 喫弄…店 嚥店1：入る
35 喫茶店 スタッフに聞かれてコーヒー看注文する ＄さん「私はお水でええよ．」

Xタッフ「みんなコーヒー恥，てOSさんもコ｝ピーにしたら？」

rさんrうん．うん。」

40 輿茶店 コ噂ヒーを飲みながらスタッフ．ボランティア．入居奢同士で話をする

Xで見た窟ぺ糖の話や口つたものの話など

スタッフ．ボランティア、入居習同士でそれぞれε罷している

Xで見た食べ物の話や貫7たものの話など
45 饗茶店

Sさん哨1りかまぽ二”・3
Xタゥフ1ああ、松山のね卍…」・●oS富ん「いるいるなとこ果て幽ええわあ，」

印 輿茶店

55饗羅店 喫茶店を出る スダン7がレジで溺昇する

15．ロ軍 迎えに果た軍を見うける

沿ﾖ子を照りτ軍に乗る

Sさんrあ、ちょうど軍がぎたなあU

5軍 5さん「私13ね、蟻り物に強い．船に乗って鄭醗，たことがないんやから○」

10軍
15 箪K臼苑 Sεん（タ｝そ見て〕rはい、婦つた即．早いなあ●jr藩さました．」

20

ゐ 居室 買，たものをベッドの上に置ざ．自分のものとあげるものを分けている Mきんがスタッフと一超に，買，てさたτんぷらを貢ぺている

30 E）（2Fから1F， 1Fの挙務所にりんごと氷砂糖そ届けに行く
dVで戻も逓中でスタ・ン7と会い．そのままお夙8へ行く

Sさん「みなさんで禽べてな甲．」　　　　　　　　　　　　、
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第3章’特別養護老人ホーム居住者の買い物外出行動に関する考察

表3－8 CASE。09」0
罵

2α刀！12！17

1

鴫時々畳 KK苑 M隠ん・柵さん

1

円性

年

6ヶ月・2年7ヶ月

冶　匿

2’4

モの

箪摘子

1 撮一 入居暑の郷子 会話 入居善の剛の擁子 モの他

12．30 亭弗所所 匹Mさん事鴨所の甲の締子をうかがっている 樹きんrお一いlj 亭務所にスダyフ13いない

35 亭甥所胴 卜Mさん買掬に1うく時間を聞くたの1こスタッフを拝している 剛3ん「お一い1」rまだか？行こう1」 亨務所に一人スダンプがやってくる

スタΨ7「（行くのi3》量35脚分くらいだよ◎1

卜Mさんr今何時．や？」

スタッフ駒230分、あと1時閉あるよ．」

㎜んrモうか”・」　　　，

舶 居閏、す鵜所嗣 M4さんは居間と事鵜所繭を行。たリヨ…たりしている スダンフ2（居間に艮ってきたNM時んに｝rM爬ん一【また旺よ一・ユ

膿さん13賞亭を緯えて居間にいる

碍 軍鵜所胴 M曜んは事鴉所のそばで会った人に、早くiテこうと戸壱膨けている 卜Mさん（Sの願を見て川テこう暫

50 事務所罰

団 居間．亭務所前 酬さん1コ居問と事鴨所前を行ったり果たりしている Mさん（Sに川テニうか1」

鰍さん13居室 S「今日12何を置うのですか？∫
等300 箏務所前 ㎎ん「あれだ、…ええと．子目コレートをなU

5 亭鵜所嗣

10 亭腸所前

15 事鶉所罰 剛曝んとMKさん13事鵜所嗣（εV前）で出発するのを時っτいる 曜ん（近くを通る人に）「行こう1行こうU

⑳ す覇所脳

箆 亭鴨所前

30 EV〔3F一．1帥 スタ・ン7がM熔んに声を掛け．MKさんは居ヨこ上愚を取りに行く　　・ スタッフ「昭さん、ジャンパ，筋ようか？」 玄聞罰に13λ居者を乗ビる施設の翠が停まっている
卜Mさんがスタ・ンフと一諸にEVで玄闇に行く

35 εV（3FrlF） MくさんがE》で，射τくる M4さんく軍に乗り込みながら）rさ～むいな■u 買物こ行く人が玄蘭脚ζ系まってくる

軍 剛さんが革絹子のまま寧に票リ込む 曜ん（トイレに行った眺さんを1柄てししる問収早くM予こうU 軍2台に分けて．入居者たちが票り込む
照んトイレに1ラ〈 スダッフr今LM熔んも乗るから、もうち虞，と1南ててね。」

4D 享 岡くさんが軍簡子のまま庫に乗り込む

o発
45 草

5D 店蘭出入ロ 店紬到馨 MK凄んr生協に1コ酒を置いて姶い。」 店幽の正面入ロ側適路は入居者を陣るすたのの十分なスペ｝スがないため、裏個
鵠くさん、卜Mきん、軍から確りる ある店助閉係者用の出入ロに駐軍して入居奢を障ろしている
卜Mきん13付き添いのボランティアと店に入ウていく

照ん13付響添いのスタッフと生協向かいにある酒屋1こ向かう

防 酒厘 照さん埴屋でビ馳ルを購入 店即いら，しゃいませ一1」 小さな酒屋で夫賄で営んでいる裸子
MKさんr缶ビールを・”」 他の署13いない
店画「缶ビールね．350の六8さので艮いですね？」…r6缶のにする？」

M隠んr冷えてるか？」
店郵冷λてまサよ．」

14＝00 生協 侶号を渥り生協に入る MKさんrここ（廼屋の胴）に侶号があればな．」 酒厘と生協の閏の漕曾日は交通鰻が多め

お簾子売場
スタ・ン，rM儲ん，何買いますか？」

MKさんrスナック」

5 生協 お東子を選ぶ MKさんrポッキーも…」 店丙で他の入居者たちも寳膓をしているのが見える
スタッフ「ホッキー．どこにあるやる…」

スタッフrああ、あったわ．」…「M矯ん．二ういうのもあるよ噛．」

MKさん「二，ちや．これがええわ．」

スタッフrお会尉しましょか？」

M　ん‘鞠なづ《〕

、o 主協 スタツラがレジで湯算する スタッフ「瞭ん、モるモるお斎こ呼ばれましょか？」

爬茶コーナー 照んはレジの肥に設けられた喫茶コーナーへ行く MKさん（うなつく，

卜Mさんと付き添いのボランティアが胆茶コーナーへ釆る

15 腿羅コーナー ㈹んコーヒーとヶ噛キのセットを注文する 禦斎店爾1コーζ一と紅斎どららにしまずか？」 すでに頁物を繋えた入居者が喫茶コーナーで休融している 輿票コーナーに口同じ福祉法人のKP励、らのギ1用むもいる
卜Mさん紅茶とケ噛キのセ・ントを注文する 顛隠ん1コーヒー」 一般の震勘客も1」躇しており．Mκさんのそ1ぽに旧親子漣れが圧っている

喫茶店員r100円です。今BI3お蜜かわ㍉るんです一．」
スタッフ「鳩（さん、事篇所のお蜜があるから出さなくても六丈天だよ．」

⑳ 腿斎コーナ噌
ポ「剛降ん、コ｝ピーと紅茶どっちにする？i

鳩好んr紅茶U
ポ了紅茶？卜確んはコーヒu姫いやった？」

器 輿茶コーナー ，，o

30 仲間コーナー MKさんくSに｝r（喫菜コーナーの場所がかつも13ここの場所と漣う所なんやけど…」「

価 二二コーナー 三辺問1＝いっぺんくらいはお孟を取られるんや．」

40 喫茶コーナー

45 喫鷲茶コーナー 卜闘さん．Mκきん店鴎を出る MKさん「雨障，てきたな．」

50草 Mさん、MKさん東摘子のまま草に乗る

防 奪 到着

1500 臥κ1Fr。3F） M芒んはそのまま居間でお茶を飲む
M儲ん播居室に入り貫ワて唇たもq）をしまうのをスタッフに手伝。てもらう

5 居阻居空

10 居間，居篁 Mさん13居問でテレビを見る
鱒ん13居呈で上着を脱ぐのをスタッフに手伝ってもらい、その捷．居聞にくる

15 居間 卜湖さんテレビを見ている

居室 MKさん寅卓でボーつとしている

Mさん、Mκさんそれτれ居室に戻る
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第3章 特別養護老人ホーム居住者の買い物外出行動に関する考察

表3－9 CASE・11
胴萱日

2013！12！19

天蛭

晴

脆設名

郎一ム

入屠書名

Tさん

粧別

勇粧

入居年教

2年4ヶ月

饗介護度

2

その他

。蕗 境所 入居者の栂子 会話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ居者の周りの膨子 モの他

1325
一　　「

スーツを憩て袖信しの上藩を遇たTさんが．目分の居室力ら出て三閲の方へ行く

纈?を慧るたの1こスタッつと一緒に居室へ農る

1さんくスタ・ンフに∬ちょっと出勘，て且いですか？置物に行ってさますわ．」

Xタップ7さん．モのちゃんちゃんこみたいのだけじゃちょ，と寡くないカ、なら？」

��窒､ん？モうか．？」

Xタ・ン7r部屋行，てなんか搾してみょうか．」

居間で132β人の八居暫がテレビそ見てくつるいでいる 了さん13廣気のため、お誠子の皿そ爾限されている

3D居室 層諮え中

35居窒 着器え甲

⑬居霊 上暑を着たτさんが部屋から出てくる
Xタ・ン，に店の場所を昂ねている

了さん「店まで這くてなが写か1テけん．」

XタッフrTさんの飼住んでたとこの近くに新しいコンビニがでεていたから．モこに行，

ｽら？」

sさんrああ．モうか…前の軍の近くか？1

Xタッフ「うん．後豚匡院のすぐ飼に新しいので轡てたわ．，

ﾑさんr側陣匪院の”・モうか。」

45EV（2F一・1F♪

@三閲
スダンフに何度も店の鳩所を砿膨する

dゾで1臼こ隆り、置ホームの三閲で砒に履ε晋える

τさん「新斡紛の下を通ヲていくのか？」

kタ・ンフrそうそう、駈眸絢のとこ過ぎたら、お基があるカらモこの脇を通うて行くと倹拓

ｧ院があ，て、モの嗣にコンビ＝がでさてたわ．」

sさんrコンビニ…？」

Xタッフ「うん．全国どこにでもあるゐ店だよ．」

ﾑさん「知らんなあ…」

通登 タクシーが系ないカ、享を摂しでいる

燗ｹの膿や．低い塀，殖え込みの隙間などで休憩しながら歩く

了さん（Sに）r寒いですなあ…〔照くて）店まで行けるかどうか…」

嘯ｳん「軍が系ないか…jrホームの軍が豪たら乗せてもらいたいんやけどな…」r果な

｢な．」

適路
Rンビ＝

歩道の肥や．低い堺．纏え込みの隙悶摩どで休恕しながら歩く

奄ｪ果ないか確甑て遡路を濃る
Zノビニ到藩

想ん（役藏三院の前で）「昔はこの1飛願医院によく都こもんですよ●」

sさん「さて、ここまで衆たけど．これからどうするか…」

r（指差して）rあれが新しくで書たお店じウないですか？J

s「あれですか？こんな近くに…あるモうですかめ。」

コンビニの手桐の逼路13交通璽が争い

　50

@55

P400

@5
@10
@95
@20

@ゐ
@30

Sがコンビニの店員に．丁さんが座れるような折りたたみ摘子を出してもらうコンビニ

Rンビニ

Rンビニ’

書刷たたみ摘子に厘リ．パンそ選ぶ
ﾟ子を捗動さ甘ながら、和藁子．煎餅．おかぎ．ビスケット、クラ・ンカ騨，チョコレートを選

�ﾅかごにλれていく

¥算を気にしている郷子
コンビニ

τ言んrこんなにたくさん価品が）あるんやワたら．…今日はいくら持って8’ヒかな…」．，．丁言ん（商品壱手にしつつ）rこれと同じようなものはもうかご1こ入っていますか？」

唐窒p◎なら．入，でますよ．」■r齢τさん（かζの中を見て〕「これていくらくらいになるやるか？」●．．τさんrここなら近いから、また架ますわ．」…臼週間に一度くらい’”」

コンビニ

コンビニ

コンビニ

40遭舘　　　　　　　憧路　　’場所で休みをとりつつ歩く 了さんrどうも．体が．休まんと歩けんようにな，てしまうて・㌦」

ｹさんr二の辺13．裸が小さい時13遅れてよく遊ひに果たもんですわ．」45避路
501ホーム玄聞
@EV（量F－2F）

ホームの1眩関に到着
Cを履尽馨えてEVで2Fへ1予く

55居室　　　　　　　　居室に入る

、500居霊

1
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第3章特別養護老人ホーム居住者の買い物外出行動に関する考察

3－2－1買物外出行動に要した時間の分析

　図3－1は買物外出行動において示された行動を、

【前後（準備・着替え）】【玄関前・EV前】【車】【店舗

出入口】【買物】【食事・喫茶】という6項目に分類し、

入居者がそれらにどのぐらいの時間を使ったのかを

調査記録から割り出してグラフにしたものである。

　また、図3－2から図3－11に事例ごとで時間配分を

パーセント表示したレーダーグラフを表す。（CASE・

11に関しては行動内容が3通りのみであるため、

CASE・01－CASE・10と同様の軸でレーダー表示す

ることはできなかった。）

CASE・01

CASE・02

CASE・03

CASE・04

CASE・05

CASE・07

CASE・08

CASE・09

CASE・10

CAS艮・11

17　　　　20　　　　　31 7 89

∵：≡ii莞≡≡≡≡≡≡≡≡

．』9．． 20 36　　　　8　　　　　　　　　　81　　　　　　　　　　　　　35
・：・：≡嚢一『i…一｛≡棄≡…

18　　　　　　　27　　　　　　　　　27　　　　　　　　　　　　　　　53．！9＿

P3 21 22　　　12　　　　43

．蕪 30 17　　　　　　　53　　　　　　　　　30
：・：騙“……一｝……卿…’

．ユ9． 40　　　　　　　　17　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．．5§．

・：…｝’……｝’

．．皐9．．．＿ 4　　　32 醒，． 27
：：：：一……｝馴…一

．27 15　　16 20　　　　　35
．嚇■一・一団一●曹瞬｝層一吻．｝■一・00Q

65　　　　　　　　　23 25　． 30

團前後（準備・着替え）

嚮ｺ関前・EV前待機

t車・徒歩

崧X舗出入ロ待機

m］買物

ﾚ食事・喫茶
20 33 §z．

一30 0 30 60 90 120 150 180 2認）

図3－1買物外出行動の時間配分
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食事

買物

　　　　　　前後（準備・着替え）

　　　　　　　　50。∠

　　　　　　　　40

　　　　　　　　30

　　　　　　　　20

　　　　　　　　　　996
　　　　　　　　1　　　　150
　　　　　　　　　　　　100
　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　4　　　　、％

6％

　　　　　　　店舗出入ロ

図3－2：CASE・dl　HDホームYさん

玄関前

車

食事

買物

前後（準備・着替え）

　　500

　　40

　　30

　　20

　　10　　％

　　　　　　　13

　　0

4000 2 ％

％

．9《

　　　　　店舗出入ロ

図3－4＝CASE・03　NW苑Fさん

玄関前

車

食事

買物 4396

180

前後（準備・着替え）

50・

40

30

20

10

0

汰 11 0

％

　　　　　　　　店舗出入三

図3－3：CASE・02　HDホームFKさん

玄関前

車

食事

買物
3

＼

前後（準備・着替え）

　　50・∠

　　40

　　30

　　20
　　　　129そ

　　10

　　0

　　　　110

199《

29《

　　　　　　店舗出入ロ

図3－5：cAsE・04　Nw苑YDさん

玄関前

車
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食事

買物

食事

買物

6％

　前後（準備・着替え）

　　　50・

　　　40

　　　30

　　　20

1％　　　　10％

　　　　0

0

　　　　　　店舗出入ロ

図3－6：CASE・05　KR苑Mさん

　　　　　前後（準備・着替え）

　　　　　　　　50・

5％

1

40

30

20

10

0

％

％

21

o

　　　　　　店舗出入ロ

図3－7：CASE・07　KR苑YGさん

0

7％
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玄関前

車

玄関前

車

喫茶

買物

喫茶

買物

399そ

2’％

前後（

d儲ρ

　　40

　　30

　　20
　　　　196

　　10

　　　　　で30
　　0

　　　　　　　店舗出入ロ

図3τ8：CASE・08　KR苑Sさん

　　　　　　前後（準備・着替え）

　　　　　　　　50・

　　　　　　　　40

　　　　　　　　30
　　　　　　　　　　2　X

　　o　　　　　　　　20

　　0

　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　　13

　　　　　　　　0

　　　　　1、8％

　　　　　　　店舗出入ロ

図3－9：CASE・09照苑甑さん

2堀

％

％

0

EV前

車

EV前

車
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喫茶

買柳

　　前後（準備・着替え）

　　　　500

　　　　40

　　　　30

　　　　20

遇
　　　　10

　　　　0

　　％
％

　　　　　　　店舗出入ロ

図3－10：CASE　I　10　KR苑Mさん

　　　　　前後（準備・着替え）

　　　　　　　　50％

0

0

0

0’

0

20

46

EV前

0

車

契

　　　　41％
買物 徒歩

図3－11：CASE・111ホームTさん
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〈前後（準備・着替え）〉

　入居者が外出するための準備や着替えにがか

った時間と外出から戻った後の着替えや購i入品

の整理などにがかった時間を合計したもの。

　CASE・09とCASE・10を除いた他のすべて

の事例は、前後（準備・着替え）に全体で5－15％

を占める10－20分の時間を使っており、これ

は特養入居者に限らずに、買物外出行動におけ

る平均的な値であると思われる。

　CASE・09の場合は27分で全体の約1／4にあ

たる24％もの時間を費やしているが、これは、

玄関で車に乗り込む所まできたKK苑のMKさ

んが再びホーム内に戻り、トイレを利用したた，

めに時間がかかったという理由である。

　CASE・10はK＝K苑のNMさんの事例である

が、買物へ行くための着替えなどはなく、また、

帰宅後そのまま居間でくつろいでおり、この項

目に当てはまるような行動は特に見られなかっ

た。

〈玄関前・EV前〉

　買物準備のできた入居者が、出発まで施設の

玄関、または、玄関に下りるためのEV前で待

機している時間。

　CASE・01－CASE・04は、ほぼ同じ値で、18

分から20分の間となっている。これらの入居

者には、スタッフから出発時間があらかじめ伝

えられており、4人ともその時刻に合わせて自

ら玄関に集合していた。

　午前中から買物に行くことを楽しみにしてい

たCASE・10のNMさんは、事務所前にある

EVの前と居間との間を行き来しつつ、出発ま

でに65分間待機していた。これは全体の46％

を占めている。

　CASE・05とCASE・07は入居者自身が計画

し、出発する時間も入居者の希望によって決ま

っていた外出であるが、それぞれ30分と40分

という長い時間玄関で待機している。これは、

付き添うスタッフへの急な来客によってスタッ

フがその時間に間に合わず、入居者を待たせて

しまうことになったためである。

　CAS：E・11は1ホームのTさんの事例で、調

査事例の中で唯一、徒歩での移動である。スタ

ッフを伴わない一人での外出で、あらかじめ設

定された出発時間も存在しない外出であるため、

玄関やEV前で待機する必要は全くなかった。

〈車・徒歩〉

　車は、往路と復路で、入居者が車に乗り

込んでから降りるまでの時間の合計。徒歩は

CASE・11のみの記録となる。

　行先はすべて1～3km’圏内にあり、移動にか

かる時間は買物行動全体の中で10－20％を占

めている。

　表3－10は乗車時間と実際の移動時間を表し

たものである。

　CASE・01とCASE・02、CASE・03とCASE・

04、CASE・09とCASE・10は同じ行先だが、

車には順番に乗り込んでいくため、それぞれの

入居者で乗車時間が異なっている。

　乗車時間と移動時間との比較ではCASE・02

が最大で、14分もの差が生じている。このよう

な差も、乗り込んだ順によって生じるものであ

る。

行先
往復乗車時間
@　（分）

往復移動時間
@　（分）

差

CASE・01 31 22 9

CASE・02
東急

36 22 14

CASE・03 27 20 7

CASE・04

イトー

?ーカ
hー 22 20 2

CASE・05 17 10 7

CASE・07
杭瀬市場

17 10 7

CASE・08 三和市場 32 30 2

CASE・09 16 14 2

CASE・10
生協

23 14 9

表3－10乗車時間と移動時間
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〈店舗出入口〉

　一緒に出かけた他の入居者を待つ、あるいは、

車が店舗出入口に到着するのを待つ時間。これ

が見られる事例はCASE・01－CASE・04、

CASE・07だけである。

　CASE・01－CASE・03、　CASE・07は7－12

分の間でおさまっているが、CASE・04は27分

と最も長く、買物外出行動の11％を占めていた。

これは、買物終了後、雨が激しく風も強かった

ために、車を店舗入り口の脇に寄せることにな

り、その時間がかかったという理由がある。

〈買物〉

　買物外出行動の中で、実際に買物に当ててい

る時間。

　それぞれの事例で時間は異なり、最小で

CASE・09の20分、最大でCASE・01の89分

と差は大きい。また、買物時間の占める割合も

最小で17％、最大で46％と差が生じていた。

買物時間が全体の50％を超えるような外出は

見られなかった。

　買物時間は、施設が設定した出発時間と帰宅

時間の影響を強く受けるため、CASE・01と

CASE・02やCASE・09とCASE・10のように同

じ買物外出である場合は、その差が出にくい。

また、施設が設定した時間というものが特には

なかった買物外出のCASE・05とCASE・07は、

気の合う友達が一緒のものであるため、設定を

していなくても同じような時間になったと考え

られる。

　個人個人で異なる買物時間内の具体的な行動

の仕方は、「3－2買物外出事例の特徴と行動パ

ターン」で示こととする。

〈食事・喫茶〉

　食事・喫茶にかかった時間。

　CASE・03、　CASE・04は、食事・喫茶を含ま

ない外出事例。CASE・01、　CASE・02、　CASE・

05、CASE・07は昼食をはさむ外出、　CASE・08

－CASE・10は喫茶を含む外出であった。

　食事と喫茶でかかった時間にそれ程の差は見

られず、すべて20分から35分の中におさまっ

ている。全体に占める割合としては最小で

CASE・07の13％、最大でCASE・09の31％で

あった。

【待機時間】

　特番入居者の買物外出行動での特徴的な時間

として、〈玄関前・EV前〉〈店舗出入口〉での

時間がある。これは唯一グループホームの事例

であったCASE・11のTさんの場合には出てき

ていない項目である。

　これらの存在は、特種での買物外出が一定の

集団で行われがちであることを示している。集

団で行動する場合には、その行動全体はある程

度、組織立てて行う必要が出てくる。行動を組

織立てるためには、様々な時間を設定する必要

が生じる。そうした時に、〈玄関前・EV前〉や

く店舗出入口〉で待＝機しなければならない入居

者が出てきてしまうのである。

　また、特養入居者は日常的に車椅子を利用し

ている人が非常に多く、彼らが数名一緒に外出

する場合、車の乗降に十分な時間が必要となっ

てくる。車椅子利用者が車で外出する場合、車

椅子に乗ったまま、リフトを使って乗降をする

ということが多く、その場合どうしても一人当

たりの乗降時間がかかってしまう。そうなると、

車に先に乗った入居者も、後から乗る入居者も、

他の人の乗降中は待機していなければならない

という結果が生じてくるのである。

　今回の調査事例でも、8名が日常的に車椅子

を利用している入居者で、1名は外出時のみの

利用者であった。その8名のうち2名は、車へ

乗り込む際に車椅子を降り、介助されて乗降し

ていた。他6名は専用のリフトを使っての乗降

であった。

　図3－12は、買物外出行動全体のなかで占める

待機時間を抽出してグラフにしたものである。

待機時間としては、〈玄関前・EV前〉〈店舗出

入口〉とく車〉で示した乗車時間と移動時間の

差を合計した。

【買物時間の配分】

　集団で行われる特養の買物外出は、その時間

配分などに関し、施設の管理によってコントロ

ールされてしまう部分も少なくない。その枠の

中での時間を十分に楽しむ入居者も多いが、

CASE・04のNW苑YDさんの場合は、「もう時
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間がないわねえ…」「今日は時間なかったわね。」

「クシも見たかったけど、これは上だから今日

はやめておくわ。」ということを何度も述べてお2留

り、彼女にとっては、施設が設定した買物時間180

が短すぎた、ということが理解できる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、160
　さらに、今回の調査では、CASE・09とCASE・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140
10の男性が買物時間に全体の20％弱である20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120
分と25分しか費やしておらず、その後の喫茶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
での時間の方が多く時間を取っていた。彼らは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80この買物外出に出かけた他の女性の入居者達よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60りも早くに買物を終わらせたために、後から来

た他の入居者全員が喫茶コーナーで休憩を終え40

るまで待っており、それだけ長く喫茶コーナー20

にいたのである。これは施設が設定した買物時。

問が彼らにとって長すぎた例である。

　一般的に男女間で買物時間の差は大きいと言

われているが、施設全体として買物外出という

一つの括りで行動してしまうと、個人の行動が

制限されてしまい、個人の差はどこかで埋めな

ければならなくなってしまうということなので

あろう。

　図3－13はそのCASE・09とCASE・10のケー

スを重ねたもの、図3－14は買物そのものに多く

の時間を使った例をまとめたものだが、そのほ

とんどは施設によって設定された時間に沿った

ものだった。

CASE・01　CASE・02　CASE・03　CASE・04　CASE・05　CASE・07　CASE・08　CASE・09　CASE・10

図3－12　買物外出に占める待機時間
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食事・喫茶

買物

食事・喫茶

買物

図3－13

粛’

　　　前後（準備・着替え）

　　　　　50％

　　　　　40

　　　　　30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関・EV前

　　　　　2・　　　；：〆

灘：〔σ：：：：口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　車

　　　　　　　　　　　　　　　一CASE・09

　　　　　　　　　　　　　　　N　・　CASE・10
　　　　店舗出入口
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　　　前後（準備・着替え）

　　　　　50％

40
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店舗出入ロ
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車
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図3－14CASE・01－CASE・04、　CASE・08の重ね合わせ図
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3－2－2－1　買い物外出事例の特徴

　事例ごとに買物外出行動で見られた出来事や

背景をまとめ、さらに入居者の居場所と時間で図

を作成してその行動パターンを表わす。

　忌中で用いている記号は右図3－12が示す通り

で、品物を購入した時とその購入数、食事や喫茶

に用いた時間、買物の目的物以外のもので目に留

まった品物を手に取ったり購入したりする行動

が見られた場合、などを表わす。

　▲
　　　品物購入時と購入数
　1

ピ’　　予定にはなしミものを
・＼　　見る、購入す者

図3－12

【CASE・01】…HDホームYさん

CASE・01　HDホーム・Yさんく女性）　行先：大型ショッピングセンター（東急）

　鰐
　玄璽
　き　　スロ

1。。円禦箏i：：：

・麟憲

　鴇麟．

の　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　の　ロ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

灘三諦畏：三
　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　．

51鷺で1〕：1圭：滋
磁＿．命＿．．命＿．か．．＿5．，詠乙＿

鑑声薬
1ノ…・

灘

11三

食峯

図3－13　CASE・01の買物行動

　YさんはHDホームの買物＋昼食外出の常連。

隣の部屋の友人と共にほぼ毎回参加しており、行

先のショッピングセンターのどこにどのような

店が入っているのかしつかりと把握している様

子。買物の数日前から買物リストを準備しており、

何をどこで買うのか詳細に記されてあった。出発

する30分前には、身支度を整えて居室でテレビ

を見ながらの待機していた。

　付添い（車椅子を押すため）のボランティアを

スタッフが事前に決定し、買物はそのボランティ

アとペアで行動する。Yさんのボランティアは

HDホームの買物ボランティアとして何度も参

加しており、Yさんとも顔見知りの関係。　Yさん

はバスに乗るとすぐにボランティアに買物リス

トを手渡し、買物の順序や時間配分はボランティ

アの先導に任せていた。店舗に到着してからは、

煎餅屋→百円ショップ→食料品売場→お菓子屋

とコンスタントに目的の品物を購入していった。

HDホームスタッフへのヒアリングによるとホ

ーム内でもYさんの購入数は毎回多い方である

ようだ。そのため、買物前にYさんの予算を聞

いていたボランティアが心配して、購入数を減ら

すことをYさんに提案する場面が何度か見られ
た。

　買物と同じか、またはそれ以上にYさんが楽

しみにしていることが回転寿司屋での昼食であ

った。その回転寿司屋はYさんが買物の度に利

用していた店で、お気に入りの男性店員がおり、

そのためにYさんは買物前日に友人と共にホー

ムに常設されている美容室へ行き、髪のセットを

済ませていた。その男性店員が職場移動になった

ことを知ったYさんは非常に残念がり、食事を

終えた後からホームの居室に戻るまでしきりに

それについて述べていた。
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【CASE・02】…HDホームFKさん

CASE・02　HDホーム・FKさん（女性）　行先；大型ショッピングセンタニ（東急）

・鴛←さ：1こ幅

畷そ　　・・←一一…

lllll濤
’

食料品売場●… 2　盆’”’

図3－14CASE・02の買物行動

　CASE・01と同日同時刻に行なわれた買物＋昼

食外出。：FKさんは出発の30分前には買物リス

トを持参して玄関前で待機していた。CASE・01

のYさんと同様にFKさんも、この外出の常連

で、出発前からどこで昼食を取るか決めており、

「藤谷で天丼食：べよう。」と、具体的な店名を挙

げていた。FKさん付添いのボランティアは、　FK

さんとペアになるのが2回目という20代の女性

であった。

　店舗到着後、服・雑貨店で小物を見、その施す

ぐに予定していた店舗で昼食を取っていた。そし

て昼食：後の買物時間では、FKさんはほとんどの

時間を、手芸屋でビーズの手作りアクセサリーを

見ることに費やしていた。このビーズの手作りア

クセサリーとは、指輪やブレスレッあなど作るの

に必要となるビーズ数種類をセットにして販売

しているものである。FKさんは以前に何度もこ

れらを購入しており、買物時も自分で作った指輪

をはめていた。それはFK：さんにとって、手作り

の楽しみとアクセサリーとし

て身に付ける喜びの両方を満たすものであるよ

うだ。約30分もの時間をかけて、店頭にある見

本の指輪を試しにはめるなどして、じっくりと選

んでいた。また、手芸屋店内を見ているうちに、

出来上がっているビーズのアクセサリーも販売

していると分かり、それらも購入することにして

いた。

　このような、自分の趣味のための買物事例は少

なく、他はCASE・01のYさんが編み棒を購入し

た事例のみであった。また、調査の全10事例の

うち7事例が女性だったが、アクセサリー類を購

入する例はこの：FKさんの事例のみであった。逆

　に、他の事例で入居者の購入品目に多かった食

料品をFKさんはほとんど購入しておらず、パン

を買っただけであり、その際は、ビーズの手作り

アクセサリーセットを購入した時には自ら財布

を出して支払いをしていたのとは対照的に、支払

いをボランティアに任せきりであった。
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【CASE・03】…NW苑Fさん

CASE・03　NW苑・Fさん（男性）　行先：大型ショッピングセンター（イトーヨーカドー）

＿20

和菓子屋㍉… 3X…
灘響

1

図3－15CASE・03の買物行動

　Fさんは入居して1年の男性で、NW苑での買

物外出にはこれまでに何度か参加している方で

ある。今回の目的は直接的には「替えの上着を見

たい」というものであったが、本人へのヒアリン

グによると、居宅への復帰という強い願いをでき

るだけ早く実現させるためにも、こうした買物外

出などには積極的に参加するようにしている、と

のことであった。

　行先のイトー細目カドーはこれまでに幾度か

利用している様子であったが、店舗内のどこにど

のようなものが売っているのかは把握していな

かった。

　目的の紳士服売場では、上着を数点試着して店

員のアドバイスを受けながら、自分の体型にあっ

たものを鏡を見てチェックしながらじっくりと

選んでいた。店頭にはなかなか気に入ったものが

見つからず、諦めかけていたFさんであったが、

店員が店の奥から出してきた商品を大変気に入

り、購入することにしていた。また購入品をその

まま着ていくことを希望し、最初に着ていた自分

の上着を袋に包んでもらっていた。

　食料品売場での買物はすばやく、いつも決まっ

たものを購入している様子で、商品名も記憶して

いた。

　買物を終えてNW苑の居室に戻り一息ついて

から、早速、最後の和菓子屋で購入したどら焼き

とお茶で休憩をしていた。
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【CASE・04】、…NW苑YDさん

CASE・04　NW苑・YDさん（女性）　行先：大型ショッピングセンター（イトーヨーカドー）

　　居室｝一

下着売場i…

萎羅霧
　　薬局し一

0居室
トイレ

玄関前
車

店舗出入ロ

｝1轟

2

図3－16CASE・04の買物行動

　CASE・03と同じNW苑の事例。買物外出日は

異なる。

　YDさんは数日前から買物リストを準備してお

り、ホームの玄関で出発を待機している間にも改

めてリストを取り出して、足りないものを付け加

えるなどしていた。行先のイトーヨーカドーはこ

れまでにも何度か利用している様子であったが、

CASE・03のFさんと同様に店舗内のどこにどの

ような品物があるのかは把握していなかった。

　買物順序はリストを確認しながら決定してお

り、予定していたものを買物時間内にすべて購入

することができないと分かった時には、優先順位

を決めて行動していた。リ．ストの中には、次の日

に妹のお見舞いに行く際に持っていきたいとい

うアンパンや、出発前に他の入居者が買ってきて

欲しいとスタッフを通して頼んだものも含まれ

ていた。

　YDさんの話によると、いつもは集合時間内に

買物が終わり、余った時間は喫茶コーナーで待つ

時間がある、ということであった。今回はそのよ

うな時間がなかったことを残念がっていた。また、

買物途中で食事処のそばを通った時には、たまに

はこういう所にも来たいのだけど…と述べてい

た。

　　買物中は購入予定の品物以外を見る、といっ

た行動なかったが、すれ違ったベビーカーの赤ち

ゃんに手を差し出してかわいがるといった様子

や、EVで一緒になった赤ちゃんに微：笑みかけ、

その母親に「かわいいですね」と自分から声をか

ける、などの行為はYDさんの事例だけで見られ

たものだった。
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【CASE・05】【CASE・06】【CASE・07】…KR苑Mさん、　Kさん、　YGさん

CASE・04　NW苑・YDさん（女性）　行先：大型ショッピングセンター（イトーヨーカドー）

　　錐
i嚢1

2

図3－17CASE・07の買物行動

仲の良い入居者3人が、特養の近くにある杭州市

場まで買物に出かけた事例。この市場は、戦後の

復興時にできた歴史ある市場であり、3人が古く

から慣れ親しんできた場所であるようだ。アーケ

ードで覆われた杭瀬市場内は幅2－3mの通路両

脇に生鮮などの食：料品店や生活用品店が立ち並

び、多くの買物客で賑わっている。

　Mさんは買物に行く数日前からお金を用意す

るなどの準備をしていた。

　半揚では3人はそれぞれ行動を別にし、その後

合流して昼食を一緒に取っていた。上図はYGさ

んの買物行動を追ったものである。

　Mさんは、買物は一人でぱっぱとするのが好

きだと事前に話していた通り、到着するとすぐに

一人で市場の奥の方に向かって歩いていった。

　YGさんは、特に順序を決めて買物をするので

はなく、市場のメインの通りを往復する間で、目

に留まる品物などを見、手に取ったり、店員に進

められて試食をしたりしながら買物をしていた。

買物が一通り終わった時にお好み焼屋の前を通

りがかり、その店内ですでに昼食を注文していた

MさんとKさんに呼び止められてYGさんも店

内に入った。

　　　買物が終わりホームに戻るとKさん、YG

さんはすぐに居室に入ったが、Mさんは喫煙コ

ーナーで一服しながら、自分が買ってきたものを

周りにいるスタッフに見せたり、はんてんを着せ

て見せたりしていた。また、Mさんは隣の入居

者のために、「きんぴら」を購入していた。「（売

って）ないかと思っていたけど、ちょうどあった

から」買ってきた、ということだった。
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【CASE・08】…KR苑Sさん

CASE・08　KR苑・Sさん（女性）行先：三和市場

　13：Q景＿」Ω．＿＿＿．＿＿2Ω＿．．＿い．．，＿．旦Ω＿．＿　　．＿4Q＿＿．．＿＿．．．げ曼q．＿＿り．．＿ユ盗；qq＿　　　　＿ユq．＿　　　　＿2q。＿　　　＿aq．＿　　　　＿4q＿，　　　＿互q＿．

　居室
玄関前

　　車，
；和市場1’”

躍轟）

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　コ

9　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　コ　も　　　　　　　　1　、、　　1

1　1 1　　1 難謬1二＝
　　喫茶

図3－18CASE・08の買物行動

居室

玄関前
車

三和市場
喫茶店
（市場内）

Sさんの買物外出は、買物の数時間前にスタッフ

から誘われ、行くことを決めた、というものであ

る。必ずしも買わなければならないものがあった

様子ではなかったが、出発の前にはスタッフに何

Fを買うつもりなのかを話しており、ある程度の目

的を持って参加していた。

　行先の三和市場は、アーケードに覆われた、活

気のある規模の大きな市場であり、尼崎市でも有

名な場所である。Sさんは以前に一度行ったこと

があるだけで、どこに何があるのか全く分からな

いということだった。買物は、ボランティアと他

の入居者（Aさん）とのペアの後についていきなが

ら、自分が欲しいものを売っている店をボランテ

ィアに教えてもらって、そこで購入していた。

　Sさんは、自分が予定していたものを購入する

までは、その他の品物を見るといった行動は全く

見られなかったが、それらを購入し終わった後は、

Aさんが立寄った店の商品をのぞき込んだり、目

に留まった品物がある場所で立ち止まったりし

ていた。その中で、1“しらす”と“りんご”を購

入しており、それらはお世話になっているスタッ

フへのお土産にするということであり、ホームに

戻り、上着を脱いでトイレに行った後にはすぐに

購入したお土産を持ってスタッフの事務所を訪

れていた。

・買物後の喫茶店では入居者・ボランティア・ス

タッフで、市場で見た食べ物の話や郷土の話など

をしていた。
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【CASE・09】【CASE・10】…KK苑MKさん、　NMさん

　CASE・09

　　居緊
．事ﾈ鵬i．

…羅
拝。．隼醗＝

（生協内）

KK苑・MKさん（男性）　行先：酒屋、生協

．．，．

撃＝Q　　＿4q＿　　，．．昼q＿．

・／ト

霧獅
…i店舗出入ロ

＿ユ…　　＿㍊．

4
喫茶

、居室

玄関前
トイレ

車

酒屋
生協
喫茶コーナー
（生協内）

図3－19CASE・09の買物行動

　MKさんの買物は、出発の数時間前にスタッフ

から誘われて参加を決めたものであった。K1く苑

の買物外出は毎週水曜日に定期的に行なわれて

おり、入居者間によく知れ渡っている。

　NMさんは買物義目の朝から「行こう」という

発言を繰り返しており、この買物外出を大変楽し

みにしていた。MKさんは「今日は行けないと思

っていた」ようだが、スタッフから誘われると、

お酒とお菓子を買いたいと喜んで参加の意思を

示していた。上図の記録はMKさんの買物行動

である。．

　行先の生協は、マンションの1階部分で売場面

積2700㎡の平均的な広さの店舗である。MKさ

んとNMさんは二人ともこれまでに何度か利用

しているようであった。生協に酒を置いてないこ

とを知っているMKさんは、生協に入る前に、

道路をはさんで隣接している酒屋に行くことを

希望していた。酒屋での買物が終わるとすぐに生

協に向かい、お菓子コーナーで商品を比べながら

選んでいた。

　．レジの脇にある喫茶コーナーでは、買物を終え

た入居者達が次々にやってきてケーキと飲物を

注文していた。MKさんとNMさんは入居者の

中でも買物が比較的早く済み、皆より先に休憩し

始めていた。

ホームに戻り、上着を脱いで、購入したお菓子を

片付けたMKさんは、ビールi缶を片手に居間

に出て近くにいたスタッフに夕飯のメニューを

尋ねていた。メニューの中に肉があると聞くと、

ビールのつまみに丁度良いと言い、机の上にビー

ルを置いて夕飯までの時間を楽しみに待ってい

る様子であった。
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CASE・11】…1ホームTさん

　CASE・11

　　13：～5．，＿

コンビニ

1ホーム・Tさん（男性）　行先：コンビニエンスストア

鼻Ω　．．＿．4ρ＿＿叩．＿＿5Q＿＿、＿．」細Ω　～　4Ω　　　9Q　　＿βα・…・・＿一…4q…．

”’7�鼬戟Q色一一竺一．ゴ虻，＝虻一r盆製…

＝居室

・EV前

・ホーム玄関

1導隻二

6

図3－20CASE・11の買物行動

　Tさんがお菓子を買いに行く目的で行った買

物外出。

　Tさんは入居以前から1ホームの近くに住んで

おり、，以前から利用していた店舗に行けば良いと

考えていたようだが、スタッフからもっと近くに

新しく店ができたという話を聞き、そこに行くと

いうことで出かける前に道順を何度もスタッフ

に確かめていた。

　片道約400mの距離をTさんは5回ほどの小
休憩を取りながら歩いていた。

　コンビニエンスストアは初めてというTさん

は、その品数の多さに驚き、自分の財布の中身を

気にしつつも、店員に借りた折りたたみ椅子に座

って移動しながら次々とお菓子を選んでいった。

欲しい品物が数多くあったようで、1週間に一度

くらい来て少しずつ買いたいと述べていた。

　スタッフへのヒアリングによると、Tさんは病

気のために甘いものをかなり制限されており、購

入したお菓子類もほとんど食べることはできな

いようである。しかしながら、買うことが本人に

とってストレスを解消する方法にもなるので、買

物時には好きなものを好きなだけ買うようにし

てもらっている、ということであった。
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3－2－2－2買物外出行動パターンによる違い

　表3－15において、買物外出に対する入居者本

人の係わり方や外出先と本人との関係性、買物外

出への目的など、12の項目で当てはまる部分を

示

す。

　また、次回より、入居者の買物外出行動を、「買

物」部分だけ取り出して、その行動パターンを分

析することとする。

主体性 定期性 目的

　　　　　参加を自分行先を自分　　　　　からすすんで決めた　　　　　　で決めた

自分から出

ｩける準備
�nめた

買物の順序

�ｩ分で決

@めた

買物の時間

z分を自分
ﾅ決めた

買物の支払

｢行為をす
ﾗて自分で
@行った

行先にはこ

黷ﾜで2回以
纃sったこ
@とがある

行先にはど

ｱに何があ
驍ｩよく分
ｩっている

行先にはな

ｶみの店が

@ある

数日前から

¥定してい
ｽ購入品が
@あった

予定してい

ｽ品物のみ
�w入した

外で食べた

｢ものが
@あった

CASE・01 ’　　、

A

CASE・02
♂

CASE・03
、　　　，

CASE・04

　♂

f

　　’`　’

　　　　　　　　　　　　＝bASE・05　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ ㌧

CASE・06　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

CASE・07

CASE・08
、

CASE・09 、

CASE・10

CASE・11
卓　　　　　’◆　　、

表3一ユ5　買物外出に対する入居者の係り方
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　　【目的達成タイプの買物行動パターン】

CASE・01、CASE・03、　CASE・04、　CASE・09

　　Ω．．．．，．▼．．．．．．1Ω　．．．．．．．．．2q．　．．．．＿三ミΩ．噸．．．．．．．．．舳40．＿．．．．．曼q．．．．　　　＿6q．、　　　　．．7Lq、．　　　り．．．80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’“

aq＿．　　　＿10Q　．　　　．．ユ．コ0　　　　　．。120

泰

潜蕊憩

．憲＼愚＿“　　　　　　　　　　　．黛
　　ミ　　　　　’・“＿．“＿．憾＿＿⑲＿．＿蝉＿．轡

図3－21　目的達成タイプの買物行動

3－16

主体性 定期性 目的

行先を自分

ﾅ決めた

参加を自分

ｩらすすん
ﾅ決めた

h♂　’　’’　”

買物の時間

z分を自分
ﾅ決めた

買物の支払

｢行為をす
ﾗて自分で
@行った

行先にはこ

黷ﾜで2回以
纃sったこ
@とがある

行先にはど

ｱに何があ

驍ｩよく分
ｩっている

行先にはな

ｶみの店が

@ある

数日前から

¥定してい
ｽ購入品が
@あった

予定してい

ｽ品物のみ
�w入した

外で食べた

｢ものが
@あった

CASE・01

自分から出　買物の順序

ｩける準備　を自分で決
�nめた　　　めた

f　　　　”　　　㍉

@　　　　’

@　　　　　、
f　　♂　　　　　　’’’’　　　　　　　　　　　　　　　　”　　o

@　　　　　　’

”♂　ヂ　’♂　　　　　　　　　　　’♂’♂’’　　’”

@　　　　　　　、’
’　’’’’　’’”　♂　　’’’　　’　　　　　’’’’’’’’’”

@　　　　　こ
’”◆　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

CASE・03
，　，

CASE・04

　♂　　，

f　　　　㌔こ　　　　　　　　・覚　　　　　　≒

@　　　　　　　’CASE・09
冊”　　　　　　　七♂　　　　　，．

@　　　ナ　・

　CASE・01、　CASE・03、　CASE・04、　CASE・09

の買物外出行動パターンは目的達成タイプとし

てまとめることができる（図3－22参照）。このタ

イプの入居者はあらかじめ自分が決めていた品

物がある場所へ行き、その場では目的の物のみを

購入するという方法で買物を進めている。

　表3－16を見ると、これらの事例は、購i入予定

のものがあるという明確な目的を持って買物へ

の参加を自ら決め、出かける準備を自分から始め

るという点で買物に対する意欲が十分にある事

例であると分かる。しかしながら、その行先は施

設が定めた場所であり、また、CASE・01と

CASE・09は店内のどこにどのような店があるの

か把i握していない事例であることからして、目的

の物をどこで購入するかということは、それほど

重要視されてないと考えられる。

　つまり、このタイプの入居者にとって、買物す

る場に求めている事柄は、目的物を購入すること

なのである。それゆえに、目的物以外のものを目

に留めて立ち止まるという行動や、店舗から店舗

へ移動する場合にも予定以外の店へ立ち寄ると

いった行動も全く見られず、もちろん、予定以外

の品物を購入する事例もなかった。

　　場

ﾚ的物

図3・22モテル図
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【環境享受タイプの買物行動パターン】

CASE・02、　CASE・07、　GASE・11

　　0　　　10　　　29　　　30 40 ．50 60 70 80．． 臼0 100 」10 120

店舗出入口較
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1

図3－23環境享受タイプの買物行動

　　　　　　表3－17
主体性 定期性 目的

行先を自分

ﾅ決めた

参加を自分

ｩらすすん
ﾅ決めた

自分から出　買物の1順序

ｩける準備　を自分で決

�nめた　　　めた

買物の時間

z分を自分
ﾅ決めた

買物の支払

｢行為を寸

ﾗて自分で
@行った

行先にはこ

黷ﾜで2回以
纃sったこ
@とがある

@　1㌔・

@　　　’

数日前から

¥定してい
ｽ購入品か
@あった

予定してい

ｽ品物のみ

�w入した

外で食べた

｢ものが
@あった

CASE・02
、

CASE・07 ’

CASE・U

　CASE・02、　CASE・07、　CASE・11の買物外出

行動パターンは環境享受タイプとしてまとめる

ことができる（図3－24参照）。このタイプは、予

定していた目的物はあるが、それらを購入するに

あたって、自分の目に入る他の物も見ながら買物

を進めていき、目的物以外の物も購入している事

例である。

　CASE・02は、自分で決めた手芸屋で手作りの

ビーズセットを見ているうちに、その近くにあっ

たビーズのアクセサリーに気付き、それらも購入

することにした、というケース。CASE・07は市

場のメイン通りを往復しながら自分の目的物と

目に留まったものとを購入していくケース。

CASE・11はコンビニエンスストアに初めて行っ

たTさんが、目的物だったお菓子だけでなく、

目に留まったパンなどを購入したケースである。

　それぞれで行先に対する認知度は異なるが、そ

の場（環境）からの影響を享受し、新たなる発見や

選択を得ることができた買物行動のパターンで

あると言える。

発見

的物 興味

□
場

図3・24モデル図
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【目的達成＋環境享受タイプの買物行動パタ

ーン】

CASE・08

　　　　P・　1Ω　　魚・

鷺繋欝1藻一締
．翁Ω＿　　＿4Ω．　　．．蔓Ω．＿ 70＿　　＿旦Ω＿ 90’

し＿一…i一一イー一一÷一一＿i＿．、

．烹．　il

・● f鰍寧紳ニ撃P

図3－25　目的達成＋環＝境享受タイプの買物行動

　　　　　　　・表3－18

主体性 定期性 目的

行先を自分

ﾅ決めた

参加を自分

ｩらすすん
ﾅ決めた

自分から出

ｩける準備
�nめた

買物の順序

�ｩ分で決

@めた
@　歪i…iiii韮ii…iiiii

買物の時間

z分を自分
ﾅ決めた

買物の支払

｢行為をす
ﾗて自分で
@行った

行先にはこ

黷ﾜで2回以
纃sったこ
@とがある

行先にはど

ｱに何があ

驍ｩよく分

ｩっている

行先にはな

ｶみの店が

@ある

数日前から

¥定してい
ｽ購入品が
@あった

予定してい

ｽ品物のみ
�w入した

外で食べた

｢ものが
@あった

CASE・08

　【目的達成タイプ】で行動した後、【環境享受

タイプ】としての買物行動パターンを示した混合

タイプのケースである。

　この場合、CASE・08のSさんが予定していた

品物を購入するまでは、周囲にある様々な店や品

物、情報は全く意味を持たないものであり、特に

どこにどのような店があるのか全く分からない

Sさんにとって大規模な市場はごちゃごちゃし

た分かりにくい場所でさえあった。

　しかし、目的を達成した後のSさんは、興味

を持ったものの前で立ち止まり、感想を述べたり

し始め、気に入った物を見つけたときには購入す

るといった行動も見られ、周囲の環境を享受する

仕方での買物行動パターンへと移行していた。こ

の段階では、初めごちゃごちゃした分かりにくい

場であった市場が、今度は様々な刺激をSさん

に与えるのに最適な場となっていたと言える。

目的物

□発見 □

興味 □

両
州

図3－26　モデル図
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3－2－2－3　グループホームにお

ける買い物外出行動パターン ▲　品物購入時

ム　スタッフの用事

CASE・ghO1

　居室
羅．

ス天ゴ誹丁＿

KOホーム　行先：スーパー、パン屋（昼御飯の買物）

．細QL＿＿．．．、．＿＿，．．5ρ＿．　，．．．ユ21ΩQ＿＿￥．．＿．＿，」エユ．＿．＿，＿．＿＿～Ω．．＿＿￥．．．．＿＿亀◎＿＿＿，．＿＿＿4iO

CASE・ghO2　KOホーム　行先：スーパー（晩御飯の買物）

17：4Ω．．．　　　．．詞Ω．＿

居室＝

居間
道路

　　　

●　　　　　　　　　　　・　．㌔
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　．

＿コ玉ユ．＿＿ユ5

スーパー一

　　　　　　　　　　　　　居室

．菰4工高畢一

CASE・ghO3

17：斡．＿　　　＿コβiΩΩ

KOホーム

　　　　．．．コ，Q＿　　　＿2Ω＿　　　．彙Ω＿．

行先：スーパー（晩御飯の買物）

　道躍
スーパーi一

篇賠三
等蘇壷→一軒一ﾑ…幽

　　　　　居室

盤〆購

CASE・ghO4　KOホーム　行先＝パン屋、スーパー（昼御飯の買物）

　　12：ユΩ＿＿＿＿。．＿．2∫⊇．．＿．．＿　　　　30＿＿＿＿＿＿．．．4g．．＿．．＿＿＿．．＿．曼Ω＿＿＿　　　エ璽1Ω9L＿悌＿＿．＿」0

　道路…

パン屋i一

スーパー

唇蕎磁～口｝1
　　　　　　　　　　　　　・濾←一→・くく、

　　　　　　　　　　　　　　　　　…嘗｝φ一】酢

　　　　居室

CASE・ghO5　K　lホーム

　居室塁

羅
ll講：

行先：パン屋、八百屋（昼御飯の買物）

　　2Ω＿＿＿＿．＿．＿βΩ＿＿＿．．＿＿＿4Ω．＿＿＿＿．＿＿5q．＿＿＿＿＿コβ：00

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　唖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　，
⑳】翼●’

居室

居間

道路

パン屋

八百屋
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CASE・ghO6　K　lホーム　行先：パン屋、薬局、道具屋、八百屋（昼御飯の買物）

11：50 12●00 10 20 30 40 50 13：00 10 20

　居室

　居間
　道路，

　薬局：

道具屋・
八百屋・・

♂＼＿．＿＿、・’
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

．盗s、砂一一幽．．

　　　　　　●⑲五噸輔’●

　　　　　　　　居室

ρ＿＿！暑盟
　ノ　／　　’　　　　薬局
／　　　　　　　　道具屋

／

　　　　　　　　八百屋

CASE・ghO7　K　lホーム　行先：スーパー、八百屋（晩御飯の買物）

14：20 30 40 50 15：00 10 20 30 40 50 16：00

　居室’

　居間
　道路．
スーパーi

　八百屋：…

マ「t：漏一7一～
　　　　　　　　畷コ【弗●

　　　　　　　　　　　　　　居室

　　　　　　　　　　　　　　八百屋

CASE・ghO8　K　Iホーム　行先：肉屋、八百屋、A丁M、スーパー、雑貨屋

14：30＿　　　　40 50 15：00 10 20 30

鷺山、

ノ需・学事
スーパーi　　・

雑貨屋・9噂

一帯だこ｝；
験五磁●』“

　　　　居室

〆羅
　！　　　肉屋

／　　八百屋

／　敷一
！

　　　　雑貨屋

CASE・ghOg　Klホーム　行先：八百屋（散歩の延長）

16：30 40 50 17：00 10

蕪卜一甑、
八百屋’● 勢x解●

．！露
　　　八百屋

CASE・gh　10　FUホーム　行先：スーパー（晩御飯の買物）

15：30 40 5Q 16：QO 10 2Q　25

　居室
　居間
　道路，
スーパーi・・

　　　　　　ノ鷺

幅↑属　ス＋
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3－2－3　購入品目の分析

　3－2－2－2、表3－15によると、多くの事例で入居

者たちは事前にどのような物を購入するかを決

めた上で買物外出に参加しているようである。そ

れらを忘れないようにしっかりと買物リストに

して持参したり、昼食はどこで取るかといったこ

とも最初に決めているケースが多い。

　さらに実際に買物に出掛けると、予定以外のも

のを購入することも多々あるようだ。

　では、特養の入居者が“欲しいもの”とはいっ

たいどのようなものなのであろうか。特養では毎

日の食事が提供されており、その他、日常生活に

　必要となるものは家族が用意したり、施設で一

括して注文したりすることが多いため、入居者の

買物の必要性は比較的少ないはずである。

　そこでCASE・01～CASE・11で入居者が購入

した品物を列挙し、分類することにより、特養入

居者が買物に求める事柄を分析することとする

（表3－19参照）。

（表3－15より抜粋）

目的

数日前から

¥定してい
ｽ購入品が

@あった

予定してい

ｽ品物のみ
�w入した

外で食べた

｢ものが
@あった

CASE・01

CASE・02

CASE・03 ’

CASE・04

CASE・05

CASE・06

CASE・07
，，

CASE・08

CASE・09

CASE・10

CASE・11

表3－19入居者の購入品目

購入品 飲食

CASE・01
おかき、タッパー、お盆、編み棒、ラムネ、ボールペン、チーズ、パン、煎餅、

@　　プルーン、きゅうりの漬物、たらこ、カステラ、みかん、レモン
寿司

CASE・02 ビーズの手作りアクセサリーセット、パン 天丼

CASE・03 ジャケット、らっきょう、梅干、煎餅、和菓子 なし

CASE・04
下着、ノート、ゴマ豆腐、スティックシュガー、カキの種、アンパン、

@　　　　　　　　　ティッシュ、うがい薬
なし

CASE・05 はんてん、きんぴら、のみ薬、シップ薬、その他？ 焼きそば

CASE・06 昆布の佃煮、その他？ お好み焼き

CASE・07 から揚げ、昆布の佃煮、たらこ、佃煮、シラス干し お好み焼き

CASE・08 リップクリーム、氷砂糖、シラス干し、りんご コーヒー

CASE・09 かっぱえびせん、ポテトチップス、じゃがりこ、ポッキー ケーキ、コーヒー

CASE・10 アクエリアス ケーキ、コーヒー

CASE・11 和菓子、煎餅、おかき、ビスケット、クラッカー、チョコレート なし
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表3－20は購i入品目を、その種類ごとに「食品」

「生活関連用品」「薬」「服」「趣味」という5種

類に大別し、さらに各項目ごとに小さく分類した

ものである。

　また、図3－27は縦軸に購入品の延べ数をとり、

グラフで示したものである。

　これらによると、入居者が購入する主なものは

「食料品」であるというはつきりとした傾向が表

れており、延べ個数は42個、これは全体の72，4％

をも占めている。「食料品」以外の項目間には大

きな差がみられず、「生活関連用品」は全体の

8．6％、「薬品」「服・装飾品」はそれぞれ6．9％、

「趣味」は5．2％となっている。

表3－20購入品目の分類

大分類 小分類 購入品目 個数

生鮮 みかん・りんご・レモン 3

パン パン・パン・アンパン 3

乳製品 チーズ 1

惣菜 ゴマ豆腐・きんぴら・から揚げ 3

食料品 副惣菜
らっきょう・梅干・たらこ・昆布の佃煮・たらこ・佃煮・シラス干
ｵ・シラス干し・昆布の佃煮、きゅうりの漬物

10

お菓子

煎餅・和菓子・おかき・ラムネ・煎餅・プルーン・カステテ・カキ
ﾌ種・かっぱえびせん・ポテトチップス・ジャガリコ・ポッキー・
a菓子・煎餅・おかき・ビスケット・クラッカー・チョコレート

18

砂糖 スティックシュガー・氷砂糖 2

飲料 アクエリアス・ビール 2

小計． 42

用具 タッパー・お盆 2

生活関連

@用品
文房具 ボールペン・ノート 2

生活用品 ティッシュ 1

小計 5

薬品 薬品 うがい薬・飲み薬・シップ薬・リップクリーム 4

服・装飾品 服・装飾品 ジャケット・下着・はんてん・ビーズの指輪 4

趣味 趣味 編み棒・ビーズのアクセサリーセット 3

合計 58

（個）

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

食料品　　生活関連用品　　　薬品　　　服・装飾品

　　　　　　　　　図3－27購入品目数

趣味
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図3－28は「食料品」の内訳であるが、この中で

42．9％を占めているのが「お菓子」であり、次い

で“たらこ・佃煮…”といった「副惣菜」が23，8％

となっている。その他の項目が全体に占める割合

は小さく、それぞれ2．4％～7．1％の範囲におさま

っている。

ここで、分類したそれぞれの品目ごとの購入人数

を表3－21に示す。

　図3－28中で「お菓子」の延べ個数だけに着目

すると18個で、これは全体の約1／3の数にも達

するものの、表18によると実際に購入している

のは5人だけである。したがって「お菓子」は購

入者一人当たりの購入数が多いと考えることが

できるだろう。

　図3－28中で「お菓芋」の次に購入数が多い「副

惣菜」に関して見てみると、これらを購入してい

る入居者は5人となっており、内容的に「副惣菜」

とかなり近い「惣菜」の購入者は3人、これらを

合計すると11事例ある調査全体のうち8事例が

「副惣菜」または「惣菜」を購入していることに

なる。

「副惣菜」を購入していた入居者たちは“食事の

時にこういうものがあるだけで全然違う”という

ような話をしている方が多く見られた。また、「惣

菜」を購入したCASE・05のMさんが、買い物

前にスタッフと交わした会話の中で「今日は何買

うの？」「何買う言うてもなあ、ほとんどおかず

やな。’（小声で）食事がまずい！なんにも味がせん

もん。」という内容があるように、「副惣菜」や「惣

菜」を購入する入居者の多くは、特筆での食事に

関して、自分の好みに合わない味付けのメニュー

に副惣菜を加えることでカバーしているようで

ある。

甥）

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

お菓子　副惣菜　　惣菜　　生鮮　　パン　　砂糖　　飲料　　乳製品

図3－28　食料品の内訳

表3－21小分類ごとの購i入人数

品目 生鮮 パン 乳製品 惣菜 副惣菜 お菓子 砂糖 飲料 用具 文房具
生活

p品
薬品

服・

撫?品
趣味

人数 2 3 1 3 5 5 2 2 1 2 1 3 4 2
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　養入居者の買物外出理由を考察すると、自分の

好きな食料品を購入また、「副惣菜」を購入する

際には賞味期限や消費期限をしっかりと確かめ

るといった行動がよく見られ、次回の買物まで、

できるだけ長く持つようにといった様子がうか

がえた。これらの行動は、特養内での生活におい

ては自分が必要な時や好きな時に買物に出るこ

とができない、ということが根底にあることを示

しているのかもしれない。

　以上のように、入居者の購入品目から、特

するという目的で行なわれる買物外出が比較的

多いようである。しかしながら、こうした購入品

目には買物の必然性が見出せず、特出入居者にと

って買物が日常化するための目的は彼らの生活

の中には存在していないと言うことができるだ

ろう。

　さらに、こうした入居者の要求を満たすために、

施設のスタッフが入居者の注文を受けて買物に

行ったり、入居者が好むような食品を定期的に業

者に注文したり、施設内で販売するなどの機会を

設ける、という方法を選択している特出がよく見

られる。このような方法は確かに入居者の要求に

直接応えることであり、また、絶対に施設外へ出

ることができないような身体状況の入居者たち

にとっては必要な機会とも言える。

　しかしながら、適切な介助のもとでは外出も可

能な入居者にとっては、彼らの外出の意欲をさえ

』奪うものともなりかねず、さらには、買物外出行

動に伴って生じる様々な要素を入居者から奪う

ことになってしまうだろう。

　特養と地域との関わりがますます重要なもの

となっている現在、スーパーや市場といった、地

域にもともとある資源を有効に活用していくこ

とが、特養入居者と地域との関係を築いていく最

も自然な方法なのではないだろうか。

と直接関係して生じる事柄と、直接は関係しない

ものの、買物外出行動に伴って生じる事柄とに分

類し、表3－22にまとめ、そこから考察を得るこ

ととする。

表22

貿物括動
と

直接聞係

ロゆあゆ
無晶係

買物前

数日前に買物リストを作成

買物で使うお金の準備

昼食で利用する店舗を決定

外出に備えて美容室で髪型
のセット

買物中

目的としていた品物を購入

「きんぴら」を見つけ、麟の部屋の
入居者のお土産とする

店員にすすめられて試食をして。購
入品を選ぶ

偶然に寄った店舗で、セールになっ
ている「はんてん」を購入

手作リアクセサリーセットを見てい
るうちに、完成品も販死しているこ
とに気付き、購入

購入した「ジャケット」を、その場
から着用していく

知人（母親と子供）に偶然会い．会話

以前近所に住んでいた知人と会い．

会話

買物後

お茶と購入した「どら焼き」で林憩

購入した品物をスタッフに見せる

「はんてん」を試着して見せる

事務所にいるスタッフへ購入したお
土産を持参

タ餓メニューを確認し、タ籔時に、
騰入したビールを飲むことを楽しみ
に待つ

お気に入りの店員と会えなかったこ
とを残念がり．スタッフに話す

3－2－4　買物外出行動に起因する事柄

　買物外出行動全体は入居者の感情や生活にど

のような影響を与えているのだろうか。買物外出

の最中だけではなく、その前後での入居者の行動

を含めて、買物外出が起因となって生じた言動や

状況を調査記録から取り出し、それらを買物活動
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【買物前】

　　　買物リストを作成することや、買物で使

　　うお金を数日前から準備することなど、買物

　　外出に対して入居者の期待感が高まってい

　　る様子が伺える。

　　また、以前に利用した店舗を頭に思い描き、

　　その同じ場所で昼食を取ることを楽しみに

　　するなど、買物外出の頻度は少なくとも、な

　　じみの店舗ができている入居者もいるよう

　　だ。

【買物中】

　目的のものを見つけるだけではなく、周辺にあ

る店舗や様々な品物によって、新しく欲しい物を

発見し購入していた例が4つのケースで見られ

た。それらのうち2ケースでは買物に参加してい

ない（できない）他の入居者や「いつも世話にな

っている」スタッフへのお土産を購入するといっ

た行為へと発展していた。それはあらかじめ予定

されていた行為ではなく、たくさんの品物を見て

いるうちに入居者にそうした考えが浮かんでき

たために生じた行為であり、自分が買物で楽しん

でいる状況を他の人にも分け与えたいという感

情から生じたものなのかもしれない。

　また、店員と会話をし、試食をするなどもして、

たくさんある品物から自分が欲しいものを選ぶ

ことなどは、普通のことでありながらも、施設の

中で生活している入居者には体験できにくいこ

とであり、買物外出はそうした能力を発揮できる

良い機会ともなっている。

　時間が足りなく、欲しかったものを見ることを

諦めたケースでは、それを次の機会に買うことを

決めていた。このことは、その店舗をまた訪れる

ことのできる地域の場として入居者が認識して

いることを意味している。

　また、知人と偶然出会うといった状況は、その

場所が地域の住民にとって生活の場であること

を示しており、特養入居者にとって、買物外出が

より生活に密着した日常的なものになるならば

こうした機会も増加し、買物先が地域と守旧入居

者を結びつける上で重要な役割を果たすものと

もなるだろう。

【買物後】

　買物で購入したお菓子をすぐにおやっとして

食べることや、購入したお土産を隣のスタヅフに

渡しに行くなど、買物での行動が、施設に戻って

からの次の行動を生み出すものとなっていた。

　また、買物で購入したビールを夕飯で飲みたい

と考えた入居者は、スタッフに夕飯のメニューを

尋ね、それがビールのつまみになるかどうか、な

どと考えをめぐらせて、自分の思いの中で楽しい

時間を過ごしていた。

　購入したものを試着してスタッフに見せてい

た入居者は、買い物中の思いつきで

入った店で偶然セールになっていた品物を見つ

けたので購入することにした、という話をしなが

ら披露しており、これは入居者の嬉しい感情が率

直に表れた行動であろう。

　このように、買物外出行動は、購入行為そのも

のが入居者の生活や感情に影響を与えるだけで

はなく、買物外出行動全体が、その前後の行動の

起因ともなることを示している。また、その場合、

地域の中にある店舗を利用することで、そうした

一連の行為は買物行動が生活と切り放された次

元での出来事ではなく、地域とのつながりをも生

層じさせるものとなっていることが理解できる。
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3－3　まとめ

　特養入居者の買物外出は、地域に住む普通の

人々が日常的に行なっている買物外出とは少し

異なる性質を持つものであるようだ。

　その理由を探るために、まず、外出行動におけ

る時間配分を分析した結果、特養入居者の買物外

出での特徴的な時間の使われ方として《待機時

間》というものが存在することが明らかになっ

た。これは、集団行動を組織立てるための時間設

定に合わせた行動が求められるときに必然的に

生じてくるものであるのだが、とりわけ、車椅子

利用者や入念な介助が必要な特養入居者が同じ

時間に集合して車に乗降するような場合では、一

人一人が車の乗降などに十分な時間を必要とし、

一人が乗降している時間は他の人にとっての待

機時間となってしまうのである。

　また、買物時間の設定が施設の管理によってコ

ントロールされてしまっている部分も多く、入居

者によっては、設定された買物時間が短すぎたり、

あるいは、長すぎたりするといった状況も観察さ

れた。

　次いで、入居者がどのような品物を購入したか

を分類することで、買物外出の目的を考察するこ

ととした。すると、調査事例全般に渡って広く購

入されていた品物が「惣菜」や「副惣菜」といっ

た、食事のおかずにするような品物であるという

結果が得られた。特養入居者は特養での食事にこ

れらを加えることで自分なりの食事を楽しんで

いるようである。しかしながら、こうした購入品

目には買物の必然性が見出せず、特養に入居し、

毎日4）食事を施設が提供している状況では、買物

が日常化するための目的が彼らの生活の中に存

在していないということが言うことができる。

　このように、特養入居者の買物外出は、地域で

の普通の買物外出とは異なる性質を持つもの、あ

る程度の制限が課されてしまうものであるもの

の、入居者達は、その枠の中での時間を自分なり

の買物の仕方で楽しんでいるようであった。そう

した買物行動は、目的物を購入する仕方や順序、

周囲の環境に対する反応などで、①目的達成型、

②環境享受型、③目的達成＋環境享受の混合、と

いう3つの買物行動パターンでまとめることが

できる。その中でも、環境享受型の買物行動パタ

ーンを示す入居者達は、予定していた目的物を購

入するにあたって、それと同時に自分の目に留ま

る他の物も見ながら買物を進めており、そのよう

に、自分の周囲にある多くの店舗や品物からの影

響によって新たな発見や選択を得、それらが目的

物以外の物の購入へと結びついたものであった。

　買物最中だけではなく、その前後をも含めて、

買物外出行動に起因して生じた入居者の行動や

状況からは、買物外出が一連の流れを持って入居

者の行動や生活に多くの影響を与えていること・

を読みとることができた。そのような影響は、彼

らの生活を地域住民としてのより普通な状態へ

と近づけるものとなっていたと言える。

　また、このような買物外出が、生活と切り放さ

れた一過性のイベント事ではなく、入居者が主体

的に取り組めるものとなっているのは、それらが

特養の周辺地域にある店舗を利用したものであ

ることと関係が深いのだろう。地域住民の生活の

場を特養入居者も同じように利用することによ

り、偶然、知人に遭遇して会話を交わしたり、気

に入った場所を見つけてそこに何度も行ったり

することができ、入居者の生活により密着したも

のとなるからである。

　特養の現状では、入居者が自分の好きなときに、

こうした場所を訪れるようになるためにはまだ

多くの課題が残っているものの、こうした地域の

資源を十分に活用していくことが特養と地域と

の関係を自然に深めていくことにつながるので

ある。また、今後、穿下におけるユニットケアが

今以上に浸透し、特養入居者個人の生活がより尊

重される個別ケアのもとでの生活へと移行して

いく過程には、こうした、地域への買物外出行動

の必要性や有効性をさらに議論することは不可

欠なことであろう。
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第4章東京都23区内グループホームの地域との関わりに関する考察

4－1　研究の目的と方法

4－1－1　目的と方法

　本研究の目的は、地域の住民がグループホーム

をどの様に認識しているかを探り、現状を把握す

ることを柱としている。しかしながら、グループ

ホームの立地環境やホームの運営方針などさま

ざまな要因により、住民の認識はそれぞれ異なる

と思われる。

　そこで、本研究ではまず、東京都23区のグル

ープホームに経過年数やユニット数、外出の様子、

グループホームがとらえる地域住民とのかかわ

りについてのアンケートを行い、グループホーム

の整備が進んでいる地域での現状を把握する。

　アンケートの構成は以下の通り。

①グループホームの基本属性（経過年数、ユニッ

ト数、入居者の属性等）

②入居者の外出・地域資源の利用と、地域とのか

　かわりの現状

③これからの地域とのかかわりと、地域に対して

　望むこと

4－1－2　調査の概要

（1）調査実施期間　平成16年12月3日（金）～

　　　12．月15日（水）

（2）調査対象　東京都23区認知症対応型共同生

　　活介護

　　　　　　（認知症性高齢者グループホーム）一

介護保険対象一

　　　　　　（東京都介護サービス情報ホームペ

ージによる検索）　80事業所

（3）調査方法　　郵送によって依頼をし、記入

　　　後、折り返し郵送していただき回収した。

（4）回収率　　29事業所　（回収率…36．2％）

4－2調査対象施設の概要

4－2－1施設の概要

■区別の回収件数

　図4－1回目、足立区からの回答件数が6件

　足立区

　大田区

　葛飾区
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　台東区

江戸川区

　荒川区

　豊島区

　品川区

　墨田区

　文京区

　新宿区

千代田区

区別の回収件数

：；＝：i；i蓬＝i＝i鞭；i：i：；；li：i締 圭＝i＝i＝きi＝i＝：：i きili：ili

＝；＝二lliξ：きi；i：ili 3

：：；i：i＝≧i＝i：i：i：i＝ili＝≧i：きi：i

：：：・＝：：峯灘＝llま：；：きi＝：：：＝i

＝＝＝＝iliξ＝i

222222

；：＝iきi＝ili：i

；；li：きi：≧i辮i：きi＝i講 ・＝・辮＝：1＝1

i：iiii歪iiiiiii

i；i；iさ灘ii：i；i：

　κ

：i離i三ミミ

0　　　1 2　　　3　　　4　　　5　　　6

6

図4－1　23区画の回収件数　（単位；件）
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　と最も多くなっている。次いで大田区の3件と

なっているが、それ以外の区からは。2件以下と

少なかった。図4－2では23区別の事業者数（東京

都ホームページより）を表わしているが、この表

でも足立区が16件と、他の区より群を抜いて最

も多くなっている。

区ごとの回収件数は区ごとの事業者数が多いほ

ど多い事が分かる。

■グループホームの経過年数

　図4－3より、開設から1年に満たないホームが

12件と最も多くなっている。次いで多いのは経

過1～5年のホームであるが、以後の分析をより

詳しいものにするため、年数の設定をもっと細か

くして質問すればよかった。

■グループホームのユニット数

　図4－4よりユニット数も1ユニットが15件と

小規模なホームが多かった。　また、半年以下の

ホームも6件みられた。

　経過年数とユニット数をクロス集計にかけて

みると（図4－5参照）、経過半年以内、半年～1年

以内、1～5年、5年以上のどの種のホームでも1

ユニットで運営しているところが最も多くの割

合を占め、ホームが小規模化し、より家庭に近い

環境を根ざしているのだとうかがえる。
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図4－2　23区別の事業者数　（単位；件）
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図4－3　開設からの経過年数　（単位；件）
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図4－4　ユニット数　（単位；件）
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■入居者のホーム入居前の住まい

　アンケートでは「1．グループホームのある地区

内」「2．グループホームのある区内」「3，東京都内」

「4．東京都外」のそれぞれ4つの項目別の人数を

答えてもらう方式をとったが、ホームごとに入居

者数が違うので、その人数の割合で再度集計をし

直した（元データについては、補足を参照）。上記

項目の「Lグループホ｝ムのある地区内」「2．グ

ループホームのある区内」をそれぞれ「地域内」

とし、「3．東京都内」「4．東京都外」を「地域外」

と改めた。ホームごとにそれぞれの割合で多かっ

たものを図4－6に示した。「地域内」と「地域外」

がちょうど半分ずつになったものは「半々」とい

う項目にした。

　図1．1－6より、ホーム入居前に地域内に住んで

いた入居者が多いホームが18件と圧倒的に多く1

地域外、半々は5件以下と少なかった。元データ

参照すると、「地域内」の18件の内訳は「1．グル

」プホームのある地区内」の割合が多かったホー

ムが6件、「2．グループホームのある区内」の割

合が多かったホームは12件であった。同様に「地

域外」4件の内訳は「3．東京都内」2件、「4．東京

都外」1，件、「3」と「4」同数が1件であった。

■スタッフの自宅

　入居者と同様、ホームのスタッフについても、

自宅を4っに分類した。分類の方法については、

入居者のホーム入居前の住まいと同じ。

　図4－7より、入居者とは違って「地域内」、，「地

域外」、「半々」の件数に差はほとんど見られなか

った。若干、地域外が多いホームが1件多かった。

さらにそれぞれの割合を元データより見てみる

と、「地域内」8件中では「1．グループホームの

ある地区内」の人数が多かったホームが1件、「2。

グループホームのある区内」の人数が多かったホ

ームが4件、「1」と「2」同人数が2件だった。

「地域外」9件中では「3．東京都内」が多かった

ホーム4件、「4．東京都外」が多かったホーム3

件、「3」と「4」同人数だったホームが2件で

あった。

地域内多
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図4－6　入居者のホーム入居前の住まい　単位；旧
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■町内会への入会

　図4－8より、町内会に入会しているホームが

20件と、全体の3分の2以上を占めていた。現

在入会していないホームでも「近日入会する予

定」というホームもみられた。

■行事等

　グループホームで、行事的な交流（項目の中に

は行事ではないものもあるが、ここでは行事的な

交流と名づける）について、ホームで取り組んで

いる事があれば、その頻度を答えてもらった。図

4－9より、最も多いのが地域の祭りに参加してい

ることで、20件以上のホームが答えている。そ

の頻度は年数回（祭りがあるたび）、’不定期（時期

は定まっていない）、3ヶ月に1回程度と続く。

日本では春夏秋冬があるので、3ヶ月に1回とい

う答えも、季節ごとの行事と捉えられる。

　子供との交流では、ホームに子供を招いて交流

すると答えたホームは1件にとどまり、小学校等

に自分たちが出かけて交流すると答えたホーム

が多かった。

　地域の住民を呼んでの交流の頻度は年に数回

が最も多く、次いで週1回、3ヶ月に1回と続く。

この点においては、日常的と非日常的に行ってい

るホームの差が現れるところである。

「その他」の内容については、

　　・本人たちのやりたいことをその都度

　　・地域のボランティア

　　・お誕生日会、お花見、ひな祭り、お節句、

　　　　紅葉狩り、クリスマス会同の季節の行事

　　・他グループホーム、特別養護老人ホーム、

　　　　デイサービスセンター等との交流

　　・町会の防災訓練、グリーン作戦、地域の

　　　　分共施設で行われる行事への参加

などの内容が多かった。
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図4－9　行事的な交流とその頻度　（単位；件）

4－2－2アンケート回答者の基本属性

■年齢、性別図4－10、アンケート回答者の年齢、

性別を示す。年齢にっいては、30才代、40才代、

50才代が同数で8人となっている。それ以上で

は60才代の回答者が1名であった。男女比は、

男性10人、女性19人で1：2の割合となってい
る。

それ以上
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、

、

・㌔’・・．、・＝ ■、、．．

、

、

、

1＝螺：＝

、

、

、

、

、

し

竃

馬

、

、

、

覧

、

、

、

．、㌔．

、， 亀

亀

0 2 4 6 8 10

團

図4－10アンケート回答者の年齢　（単位；件）
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■勤務年数

　図4－11にく回答者のホームでの勤務年数を示

す。「図4－3開設からの経過年数」とほぼ比例し

た結果となっている。
5年以上

1年～5年

半年～1年

半年以下

回答者の勤務年数

、

．・w・’・
’．■o．

、

B、．．．，、．．㌔
Fく・＝・1

D、．，㌔ C、㌔．，

し

も

、

駕

、

0 5 10 15

図4－11

（単位；件）

アンケート回答者のホームでの勤務年数

4－3　外出・地域利用の実態

4－3－1ホームでの外出の概要

（1）外出頻度と人数の割合

　図4－12に、各ホームの、入居者の1週間の外

出の様子を示す。グラフの見方は、無回答1件を

除く28件のグループホーム中、それぞれのグル

ープホームで外出の頻度が「ほとんど出かけな

い」「週1回」「週2～3画」「「週4～5回」「ほぼ

毎日」のそれぞれの人数の割合がどれくらいかを

示している。

　グラフより、ほとんど出かけない人の割合は、

全くいないホームが18件、2割以下が7件、4割

以下が3件とあまり出かけない人は少ないこと

が分かる。

　逆に、ほぼ毎日出かける人の割合については、

28件中7件のホームで全員が出かけると答えて

おり、次いで2割～4割の人が毎日外出すると答

えたホームが8件と続く。毎日出かける人が8割

以上、6割から8割の入居者の件数も多くなって

おり、それぞれ3件ずつである。

　右下の「図4－13　入居者の1週間の外出頻度

別割合（全ホーム）」は、ホームごとの枠を取り、

入居者を上記の「ほとんど出かけない」「週1回」

「週2～3回」「「週4～5回」「ほぼ毎日（出かける）」

別に分け、それぞれの割合を示したものである。

この図によれば、全体の半数の入居者が毎日出か

けている。次いで週2～3回出かける人が全体の

20％、週4～5回出かける人が15％となっている。

　　ほぼ毎B
　　週4～5回
　　週2～3回

　　週1回
ほとんど出かけない

入居者の1週間の外出

051015202530　　　　　　　　　　　　　件

呂上
＝

＝

回

図4－12　入居者の1週間の外出　（単位；件）

入居者の1週間の外出頻度（全ホーム）

50％

6％

■ほとんど出かけない
團週2～3回
園1引二二二口

15％

20％

□週1回
圏週4～5回

　図4－13　入居者の1週間の外出頻度別割合（全ホー

ム）　（単位；件）
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4－3－2　買い物

（1）買い物頻度、平均所要時間

図4－14と図4－15に、一週間の買い物頻度、買

い物の平均所要時間をそれぞれ示す。

図4－14より、ほぼ毎日買い物に出かけると答え

たホームが18件と最も多く、全体の6割以上を

占めている。週1～2回というホームはなく、週

3～4日、週5～6日が同数の4件だった。平均所

要時間は30分～1時間以内と答えたホームが19

件で最も多かった。

（2）買い三時の人数

図4－16に、1回の買い物における、入居者、ス

タッフの平均的な人数を示した。

入居者は一度に3～4人で外出するホームが11

件で最も多く、次いで1～2人となっている。ス

タッフが1～2人で一緒に買い物をすると考えれ

ば、スタッフが1度に見ることのできる入居者は

3～4人が限界とケかがえる。

ホームの中には、1日に数回買い物に出かける

というホームも多く、前項目の外出頻度と照らし

合わせると、ホーム内全ての入居者が出かける場

合は、数人のグループが1日何度かに分けて外出

している形をとっていることが分かる。

ほぼ毎日

週5～6日

週3～4日

無回答

買い物頻度

m：く・：

轄　　　　　　ミ
亀

亀

覧

、

も

，、㌔

、

も

も

も

馬

も

亀

、

も

、

馬

亀

も

、

、

、

0 5 10 15 20

図4－14　1週間の買い物頻度　（単位；件〉

30分未満

30分～1時間

1時間以上

無回答

平均所要時間

“、、一、、“、嚇 、、““、、、“、、、、“、 、欄、、覧、竃“、、、、…、、罵

@　　　　　　　　　　　　　　　　噂
@　　　　　　　　　　　　　　　　鮪
@　　　　　　　　　　　　　　　　覧
@　　　　　　　　　　　　　　　　、
@　　　　　　　　　　　　　　　　輸

：酬3ii圭iii織 ・灘＝＝呂　　　　跡♪； 9、㌔，

@　　　　　・謄♂■．
｡、｝．．

0 5 10 15　　　20

図4－15　買い物の平均所要時間　（単位；件）

買い二時の人数

　　1～2人

　　3～4人

喚　5人以上囲
く
　まちまち瞳魍

　　無回答

康1～2人

三無回舗

b

L

L

L
し

鞠

匙

L

、

、

、

囲
」

も

、

し

圏 L

し

L
も

、

・轄●：●：；

L

、

L

し

し

し

そ・．㌔・
・略・、’♂・’

O 5 10 15 20

図4－16買い二時の人数　（単位；件）
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4－3－3散歩

（1）散歩頻度、平均所要時間

買い物と同様、：散歩についても、頻度、所要時

間を見てみると、図4－17より、ほぼ毎日誰かし

ら散歩に出かけるグループホームが13件と最も

多くなっている。次いで多いのが週5日～6日で

8件、週1～2日が4件となっている。所要時間

については、買い物と同様、30分～1時間が最も

多い16件である。やはり1時間以上というホー

ムは少なく1件となっている。

（2）散歩時の人数

散歩時の人数については、入居者が3～4人、ス

タッフが1～2人の形をとるホームが買い物同様

最も多い。買い物と違うのは、入居者、スタッフ

共に少し多い人数で行動していることがあげら

れる。買い物はお金が絡んだりスタッフが色々と

気を配らなければならない反面、散歩は入居者の

みならず、スタッフも気軽に出かけられる外出と

いうことだろうか。

ほぼ毎日

週5～6日

週3～4日

週1～2日

　不定期

　無回答

散歩頻度

0 5 10 15 20

図4－17　1週間の散歩頻度　（単位；件）

1時間以上

30分～1時間

30分未満

無回答

平均所要時間

、
、
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、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ミ

、

，i旧宅鮒
、

、

ミ

、

、

竃

、

…i強iliilii灘

ミ

璽

、

、

、

、

、
、

、

、

、

ミ

0 5 10 15 20

図4－18　散歩の平均所要時間　（単位；件）

く

象

賛

散歩時の人数

1～2人睡姻
3～4人

5人以上

まちまち

無回答睡醗遜田

1～2人

3～4人圏
まちまち

無回答

　　　0　　　　5

瞬
ミ

一一陸，ひ縛｝附ひ鰯

…轍沖㍗博，悼＝艸純

画瞬

10 15 20

図4－19　買い物時の人数　（単位；件）
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4－3－4　その他の（日常的）外出

（1）その他の外出一覧（複：数回答）

　表4－1に、その他の外出項目（内容）、頻度、人

数、所要時間を示す。

表4一一1その他の外出一覧

人数
項目（内容） 頻度

入　者 スタッフ
所要時間

喫茶店（歩いて喫茶店へ。カウンターで飲み物、おやつを注文。のんびりする） 月1回 2人 1人
受診（近所の病院へ受診） 週1回 1～3人 30分
買い物（文房具、オムツ、衛生材料、洗剤購入） 週1回 2人 1人 90分
ボランティア（近くの同経営の宅老所にレクリエーションの手伝いに行く） 凋2回 1人 180分
行事（区踊演会、コンサート、近隣学校行事） 凋1口 まちまち まちまち 180△
遠出 週0．5回 4人 0 90～120』
自由外出 週5回 1人 60分
外出（少し遠くの公園） 凋1回 2人 60分
車で買い物 凋4回 2人 60分
外食 週1回 3人 1人 60△
自宅へ行く（ホームの近くに自宅のある入居者が、荷物を取りに行ったり、空気

ﾌ入れ　え　し1嗣一く 週1・ 1人 0 90分
参拝（西新井大師に参拝。近くの大鶯神社にお参り） 凋1回 2人 120～160分
外食（お誕生日会でカラオケボックス、居酒屋に行く。ファミリーレストラン、弁”　甥・ハ呆かど

月2～3・ 1～9人 180分
図書館 週1回 5人 40分
散歩（図書館で本を貸借する） 週1回 3人 1人 90分
相談（区役所ヘグループホームがうるさい、なぜ帰れないのか、財産はどう
ﾈっているのか　一えに己一く） 凋1回 1人 30～60分
その他（郵便局、銀行、眼科、近所の友人宅、墓参りなど） 　　　’T7回 1～2 60分
散歩（浅草寺、隅田公園、お参り等をする） 週7回 3人 1人 90分
非日常（遊園地、演芸、演奏会など） 月1～2回 1～9 …日

月1口

（2）その他の日常的外出項目　　　　　　　、

　買い物、散歩以外にも、日常的な外出について

回答してもらった（図4－20参照）。頻度から考え、

中には日常といえない項目もあるが、参考までに

載せておく。

　最も多い項目が施設の利用で、その内容は図書

館等文化的施設から、区役所、郵便局、美容室な

ども含まれている。次いで遠出の散歩が5件と多

くなっている。

その他の日常的外出項目

遠出（散歩）

交流（ボランティア・行事）

病院での受診

無回答

．㌔、㌔．
・㌔、、、．、・。、・．・

012345678
図4－20　その他の日常的外出項目　（単位；件）
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（3）その他の日常的外出頻度、平均所要時間

　図4－21から、週1～2回程度の外出が多く、他

の頻度はまちまちである。（0．5回は1回と数え

た）平均所要時間は図4－22に示したが、30分～1

時間のものが最も多く、買い物、散歩とほぼ同じ

くらいの時間となり、日常的な外出としてはこの

くらいの時間が一般的だと考えられる。

　ほぼ毎日

　週5～6回

　週3～4回

　週1～2回

　月1～2回

半年～年1回

　不定期

　無回答
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図4－21その他の外出頻度　（単位；件）

平均所要時間

2時間以上

1時間～2時間

30分～1時間

30分以内

無回答

欄　燃懸灘

・まさ1＝乙

C……　il………蓑…・羅＝灘i塁難…灘…騰…、…・：：・・………li灘iii…麟ll 懸……醸

　　　・欝

Q融融

0 2 4 6 8　　　10

図4－22　その他の外出平均所要時間　（単位；件）

（4）その他の日常的外出時の人数

　図4－23に、その他の日常的外出時の入居者、

スタッフそれぞれの人数を示す。表1．1－1と対応

しているが、1～3人とばらつきが少ない場合は3

人と最も多い人数を採用し、1～9人とばらつき

が大きい場合にはその人数をまちまちとした。

　グラフより、入居者の人数が・1～2人で出かけ

る場合が最も多く、続いて3～4人で出かける場

合が多い。スタッフも無回答を除けば1～2人で

出かける場合が最も多くなっており、買い物や散

歩と似た形の外出となっている。

外出時の人数

く

象

賛

5人以上陣
まちまち睡麗ヨ
無回答陣

1～2人一一
3～4人

3～4人i

5人以上1
まちまちi圏

1～2人

無回答

0 5 10 15

図4－23　その他の日常的外出時の人数　（単位；件）
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（5）よく利用する外出手段

　図4－24には、外出時によく利用する外出手段

を示す（複数回答）。徒歩が圧倒的に多く、全ての

グループホームで歩いて外出していた。その他を

除けば公共用のバス、電車、ホーム用のバスと続

く。その他の内容としては、法人車、タクシー、

レンタカー、都電、自家用車等があげられた。

　　　徒歩

バス（公共用）

バス（ホーム用）

　　　電車

　　　その他

よく利用する外出手段

■、㌦，

0 5　　　　10　　　　15　　　　20　　　25　　　 30

図4－24　よく利用する外出手段　（単位；件）

4－4　地域とのかかわりについての現在の取り組

　　み

4－4－1地域に根ざしたホームかどうか

　図4－25に、グループホームが地域に根ざして

いると思うかどうかの結果を示す。

　地域に根ざしたホームだと答えたホームが15

件、地域に根ざしたホームだとは思わないと答え

たホームが11件で、若干、地域に根ざしている

と考えるホームが多かった。また、どちらともい

えないというホームも2件あった。

地域に根ざしたホームだと思いますか？

　　地域に根ざしたホームだと思う

地域に根ざしたホームだとは思わない

　　　　どちらとも言えない

　　　　　　　無回答

謹13
＝：ξ：i

＝藁＝＝

0246810121416
図4－25地域に根ざしたホームかどうか　（単位；件）

■地域に根ざしたホームだと思う理由

　図4－26に、地域に根ざしたホームだと思う理

由を示す。最も多い回答が、あいさつや会話等の

日常的な地域の方との交流があることであった。

続いて地域の商店街や公園当の資源を使い、その

中で地域の人々との交流を図っているためとい

う理由と、行事等への参加によって地域の交流を

図っているためという理由が同数の5件であっ

た。

　また、「グループホームでの生活は在宅での生

活と同じ」という理由では、グループホームが家

庭的な環境の下で生活しているという理念に沿

って運営しており、グループホームに入居して生

活していること自体が、すでに地域に根ざして当

然だと考えるホームがあった。

地域に根ざしていると思う理由

　　　　　壇繊の資源聖便っていう

　　　名飼を覚えてもらい、瑠じみの蘭晦があう

塘瓢の方の協力6閃置開の土堰や引目の裡侮．入居巻のi別印路など》

　　ホーム1ご関心竃絢，て下さも人がIOえて3ている

　　　　　堀z諭号のツルづホーム

　　　　　　入居響への理解加あう

　　　　　　　　A回著

、

b

0　 2345678910

図4－26　地域に根ざしたホームだと思う理由（複数）

（単位；件）
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■地域に根ざしたホームではないと思う理由

　同様に、地域に根ざしたホームではないと思う

理由を、図4－27に示す。地域に根ざしたホーム

を目指しているが、まだその準備段階だと答えた

ホームが最も多く、次いで日常的なかかわりがな

いため、開所から間もないためと答えたホームが

続く。地域に根ざしていないと答えたホームの中・

で、日常的な交流がある程度あっても、「認知症

高齢者に対する地域の正しい理解を得るという、

グループホームの役目」を果たしていないので、

地域に根ざしてはいないと答えたホームもあっ

た。また、入居者の側に問題があり、地域とかか

われていないため、地域に根ざしていないと答え

ているホームもみられた。

　前項であいさつや会話などの日常的な交流が

あるため、地域に根ざしているというホームが多

かった事も含めて考えると、「地域に根ざす」と

いうことの概念がホームによってあいまいな事

が分かる。

■どちらともいえない理由

　どちらともいえないと答えたホームが2件あ

り、表記2に、その理由を示す。どちらかといえ

ば根ざしていないという部類に含まれる。

■経過年数とのクロス集計

　図4－28より、開設から半年～1年のホームで

地域に根ざしていると答えたホームが最も多く、

逆にて地域に根ざしていないと答えたホームは半

年～1年、1年～5年で同数となっている。経過

年数で判断するのではなく、やはり、ホームのス

タッフそれぞれの意識の違いにより、ホームが地

域に根ざしているかどうかの違いが出てくるの

だと思われる。昨年の全国民知症高齢者グループ

ホーム協会の事業による、全国の事業所のとらえ

る「地域に根ざした」という概念で、全国のグル

ープホームのほとんどが、日常的な交流ではなく

行事的な活動を通して地域の人々と交流をして

いる様子を地域に根ざしたととらえていた事と

照らし合わせると、グループホームの整備の進ん

でいる東京都の職員の意識は、身近に目を向け、

ホームと地域がもっと日常的にかかわりを持つ

ことで関係を築いていくべきだという、より進ん

だ段階にあることが分かる。

地域に根さしていないと思う理由

　目循していらが．まだ足りねい僕だ準侃岨階）

　　　　㎜カリう簡匂熔いみ、ら

織舛の朝用炉噂い、壇堀の方との又混”4・はいから

　ケルーツホームの倹8毫県たしてい堪いから

　　　近隅の露顕がほとんど馨いから

入居看の帰宅顔層が胞く．近隔との又｝副こ聞心も職いから

、

、

、

し

、

、

、

、

、

覧

、

駕

、

、

し

0　　　　　　2　　3　　4　　　5　　6　　7　　8　　9　　10

図4－27地域に根ざしたホームではない思う理由（複

数）（単位；件）

表4－2　どちらともいえないと思う理由

。　、　　い卿だい　思隔

地域に根ざしたホームを目指すがまだ足りない．買い物などで地域に出てはいるがまだ根ざしたとまで
、舳 囹普A　　　　｝ll§1　再で　　　奮・　　　　Aうく　　　蚤一回　、な　、　　一　、鴨　　た　、一

法人の敷地内の特養の6階であるため法人内を地域と考えた時は法人内の活動では積極的に参加して
、陶 @7　　　　’r　、鞠　田『　～　　　　　一　　　　冒　　　7　、　、　　τ　　　　く，’、　’τ．　　　田、

三

遍。，

質問と経過年数とのクロス集計

2　3　4　5　6　7　8

囲地域に根ざしたホー
　ムだと思う

□地域に根ざしたホー
　ムだとは思わない

□どちらとも言えない

國無回答

図4－28質問とホームの経過年数とのクロス集計

　　　　　　　　（単位；件）
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4－4－2　どのくらい地域に認識されていると思う

　　　か

　次に、ホームがどれくらい地域に認識されてい

ると思うかを、以下の4つのうち最も当てはまる

と思うもの1っに○をつけてもらう質問をした。

　　1　ホーム周辺の住民をはじめ、交流のある

　人が多いので、良く認識されていると思う

　　2　交流などは少ないが、名前くらいは知っ

　ている人が多いと思う。

　　3　知っている人は知っていると思うが、地

　域全体にまでは知られていないと思う

　　4　ほとんど知られていないと思う

　図4－29より、知っている人は知っていると思

うが、地域全体にまでは知られていないと思うと

答えたホームが14件で、全体の48％を占めてい

た。4のほとんど知られていないと思うと答えた

ホームはなく、グループホームがあること、グル

ープホームの入居者のことは、地域のいくらかの

人は認識していると、ホーム側でも感じているよ

うである。

　この質問に「ホームの認識」について具体的に

は聞いていないが、前質問の結果をふまえると、

スタッフは地域にし、「ホーム自体の存在は地域

のいくらかの人に知られているが、入居者や認知

症高齢者グループホームに対する地域住民の認

識はまだほとんどない」と思っているところが多

いということが読み取れる。

1

2

3

　　4

無回答

どのくらい地域に認識されていると思いまず

　　　　　　か？

b

b

0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10　　12　　14　　16

図4－29　どのくらい地域に認識されていると思うか

　　　　　　　　　（単位；件）

、，

4－4－3　ホームの立地環境について

　グループホームの立地環境はいいと思うか、そ

うでないと思うかを、理由と共に回答してもらっ

た。

　図4－30より、ホームの立地環境はいいと答え

たホームが18件で、全体の63パーセントを占め

ていた。逆に、立地環境は良くないと答えたホー

ムは7件で24パーセント、どちらともいえない

が3件で7パーセントを占める結果となった。

立地環境はいいと思いますか？

立地環境はいい

立地環境は良くない

どちらともいえない

無回答

．桑：・ ：蝋＝i
＝：ゴ：1

・＝く舜・’

雲1＝

「

鷺

0　　2　　　4　　6　　　8　　10　　12　　14　　16　　18　　20

図4－30　ホームの立地環境はいいと思うか　（単位；

　　　　　　　　　件）
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■立地環境がいいと思う理由

　図4－31に、ホームの立地環境がいいと思う理

由を示す。

　生活とかかわる商店街や公園、緑などが周囲に

あることを上げたホ「ムが多く、一般的な人が考

える、住まいにとっていい立地環境と同じような

理由となっている。商店街などの地域資源が「程

よい距離」としているのは、9「介護するスタッフ

にとっての立地環境」ではなく、「入居者にどっ

ての立地環境」を第一に、皆が考えており、「ス

ーパーまでの距離が少し離れているので利用者

さんの道のりがほど良い運動になると思うので」

というような回答がいくつか見られた。

■立地環境が良くないと思う理由

　同様に、立地環境について良くないという理由

を見ると（図4－32参照）、ホーム周辺の交通量の

多さ・騒音をあげるホームが多く、車が多い事が

入居者の外出に危険だと考えている。つづいて、

生活に必要なものを購入する一等がないことを

挙げたホームが多かった。「周辺が住宅地らしく

ない」というのは、住宅地というよりオフィス街

に近いという意味である。

■どちらともいえない理由

　表4－3より、どちらともいえない理由は、さま

ざまであった。

立地環境がいいと思う理由

G孟歩凹内の12よい距踊に覇店が執篭

ホームが1…尾1翻にある

おだや跡脳卿墳にあ㌧しとても静かで生活しやすい

町にモニ昌yント的な口り炉秘く．入摺暫が居‘…壇ぎ理解で3る

奮から腔んでいるλ居者がちい

、

、

、

と

、

も

も

も

も

、

、

、

＝

02468101214
図4－31

（単位；件）

ホームの立地環境がいいと思う理由（複数）

立地環境が良くないと思う理由

徒測内に何でモ輌うスーパーか屈し、

入居者が外に出やすい環境に4曰い（ホー劫ら建前の上階に

　　　　ある》

周辺が住宅地らしくねい

り㌔

、

、

、

、

、

、

、

、

、

■、、、㌦　　．、、、

、

、

、

、

0　　　　1　　　2　　　　3　　　4　　　5

4－4－4　これまでの地域とのかかわり

　グループホームの職員として、これまでどう地

域にかかわってきたか、普段特に気をつけている

ことや、地域とのかかわりの中でのエピソードな

どを自由回答してもらった。

■これまでの地域とのかかわりと現状

　図4－33に、これまでの地域とのかかわりと現

状についてまとめたもめを示す。

　最も多かったものは、商店での買い物を通して、

ホームの入居者と、店の店員、客が顔見知りにな

り、交流を図るというものだった。次いで、やは

り買い物時などにおいて、店の店員が入居者（認

知症高齢者）のことをきちんと理解し、対応して

くれたおと答えたホームと、が8件だった。具体

的には、「（店の人が）入居者の顔を覚えてくださ

って、それで○×ホームの人たちだと判断してく

図4－32ホームの立地環箋が良くないと思う理由（複

数）1（単位；件）

表4－3どちらともいえないと思う理由

　　　　どちらともいえないと思隔理

これまでの地域ヒのかかわり

スーパーの店員や客と利用者が繭見知りになる

町内会や学校などの行耶杢通して地域と交琉がある

店におまけをしてもらう

入居者一人で出かけた場台の憎粗を提供してくれる

地元瞼員が多く。行きつけの店では融通をきかせてくれる

町内会に入会しりこの地域の住人になれたと実感した

無胃管

L

、

，七㌔　　■、，・

L
L

L
L

L

、

辱

」

し

L

，、

L

b
b

L

し

L

L

b

：・｝㌔

0　　 2　　 4　　6　　8　　10　　12　 14

図4－33　これまでの地域とのかかわりと現状　（単位；件）
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れた」とか、「買い物に行くと、入居者のことを

よく理解して下さり、『何人で来たの？』『何袋に

分けるわね』と荷物のことを考慮して下さったり、

支払い時に『あと○○円よ』『それよ』と支援し

て下さる」といった内容が多かった。また、町内

会や学校などとの行事を通して地域との交流を

すると答えたホームも同数の8件であった。次の

「散歩や買い物等の外出を通して、地域の方々と

の交流がある」と答えたホームは5件で、グルー

プホームの日常生活の中で、ホームの周辺の人と

かかわる場面としては、「買い物の際、店員と」．

「地域の行事で周辺住民と」「買い物や散歩等の

外出時、周辺住民と」という順序で多くなってい

るようである。

■普段気をつけていること

　図4－34に、普段とくに気をつけていることに

ついてのまとめたものを示す。

　グループホームのスタッフとしてという意

識だけではないだろうが、最も多かったのは、

いつもあいさつや声がけをするように心がけ

ているという答えで7件であった。続いて、町

会や近隣の学校などの行事に積極的に参加す

るという内容が6件となっている。私たちが周

辺の住民に対して行うこととほとんど同じよ

うに、あいさつ、行事等への参加など身近なと

ころがら関係を築こうとしている様子が分か

る。それ以外の回答としては、平均的に店を使

う、ホームの1ヶ月の状況をまとめた冊子など

を配っているとなっており、ホームから積極的

に地域に働きかけ、関係を築いていっている。

　参考までに、ホームのスタッフが普段気をつけ

ていることと、これまでの地域とのかかわりでの

エピソードそれぞれの要因に関連があるかを見

てみることにする。

　図4－35はこれまでの地域とのかかわりと、普

段とくに気をつけていることのクロス集計をか

けたものである。町会や近隣の学校などの行事に

積極的に参加しているというホームの中には、そ

の結果として町内会や学校などの行事を通して

地域との交流が多くあるという結果となってお

り、普段気をつけていることが結果として実をむ

すんでいる。

普段気をつけていることなど

入居者さんとともに、いつもあいさつ・声かけ等を

　　するよう心がけている

商店街全体と仲良くするため、同じ店を使わず．

　　　平均的に使う

ホームのスタッフが町会役員であり、パイプ役とな

　　　　る

地域の勉強会で講師として出席し、痴呆について

　　　の理解を求める

利用者をありのままに知ってもらうため、隠したり、

　　かっこつけたりしない

無回答
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図4－34普段とくに気をつけていること　（単位；件）

これまでの地域とのかかわりと普段気をつけていることのクロス集計

’町会や近附の学校などの地域の行

　事に積極的に参力山ている

入居者さんとともに、いつもあいさつ・

声かけ等をするよう心がけている

商店街全体と仲良くするため．同じ店

　を使わす．平均的に使う

1ヶ月のまとめなどを地域に配うてい

　　　る
ゴミ出しの日に13量も多いので、ルー

ルを守り．あいさつに気を使う

店員．客と利用者のかかわりを邪魔

　　しねいようにずる

、
1

噂・：．、・『

1
L

1

L

L

1

L

L

L

0　 468101214

図町内会や学校ねどの行事を遍して地
域と交流がある

ロスーパーの店員や客と利用者が顔見
知りになる

鵬店の店員が入居老のことを理露礼・、

支援て下さうている

閃近険の店に入居者と出かけ．地域の
惰細を載えてもらうたりしている

ロ近所のご老人などがよく遊びに果てく

れる

0町内会に入会し、この地域の住人に
心れたと実感した

目近所とおすそ分けをし合う閲係

■店におまけをしてもらう

圏入居書一人で出かけた場合の情帽を
提洪してくれる

田買い物散歩等の外出を通して。地域
の方々との交流がある

口地元職員が多く、行きつけの店では

融通崔きかせてくれる

図4－35　これまでの地域とのかかわりと普段とく

に気をつけていることのクロス集計　（単位；件）
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　スーパーの店員や客と利用者が顔見知りにな

るという結果に対しては、同じ店を使わず、平均

的に使うというホームがわずかに、店員や客とホ

ームの入居者が顔見知りになる件数が多かった。

それ以外の項目同士は、アンケート記入者が記入

しなかったなどの要因も含めて、あまり関連は見

られなそうである。

4－5　グループホームと地域とのかかわりについ

　　ての意識

要とは思わない」と答えている。半ば強制的に、

入居者と地域とのかかわりを持たせることはし

ないようにという、本当に入居者本人を考えての

回答だった。ちなみに、このホームでは1．2－3の

質問では立地環境はよく、地域との交流状況とし

て4－4－4の質問に「3ヶ月に1度ほど、他のホー

ム・デイと一緒に園芸ボランティアを利用し、園

芸会を開いている。また、幼稚園との交流は年に

何回か行っている。公園では近所の方と話をした

りしている。」と答えている。

4－5－1グループホームと地域とのかかわりにつ

　　　いて

■グループホームと地域とのかかわりの必要性

　図4－36に、グループホームと地域との関わり

は必要だと思うかについての質問の結果を示す。

必要だと思うと答えたホームが28件で全体の

94％を占めていた。また、どちらともいえないと

答えたホームが1件あった。

ログループホームと地域とのかかわりが必要だ

と思う理由・必要だとは思わない理由

　まず、図4－37に、地域とのかかわりが必要だ

と思う理由を示す。

　最も多かった理由が、人としてかかわりを持つ

ことが「当然」「あたりまえ」のことという理由

が8件で、次いで認知症高齢者を正しく理解、受

容してもらい、地域全体で支えてもらうホームを

目指すため、助け合って安心して暮らすためとい

う理由が6件ずつであった。全体としても、地域

とのかかわりがあってこそ、ホームが成り立って

いると言う内容の理由が多かった。それ以外の理

由としては、「地域にもあたりまえの福祉を見て

理解してもらうため」、「入居者の生活圏を広げ、

豊かな生活を送るため」のようなお互いにかかわ

ることで、入居者、地域双方にとってプラスにな

ることを述べている理由も3件ずつあった。「職

員の緊張感が程よく保たれる」と答えたホームも

あり、圧倒的にかかわりが欠かせないと考えてい

るホームがほとんどである。

逆に、「どちらともいえない」と答えたホームは、

「利用者の状況により必要性は変わってくるの

でどちらとは言えない。強いて選ぶとすると、必

グループホームと地域とのかかわりは必要だと

　　必要だと思う

どちらともいえない

　　　　無回答

思いますか？

灘　　灘巽…鱗 購　　甥 iiゴ：＝；乙　　階　　と

こ

ミ

ミ

；5

、

、

、

0 10 20 30

図4－36　グループホームと地域とのかかわりは必

　　　　　　　要か　（単位；件）

地域とのかかわりが必要だと思う理由

他の人や塘岨とのかかりり髄絢つこご3当然の二とだから

め，台，て警心幻て碁らしていくたの

塘矧＝尋らず住人の愚人馳姻の鱗醒員7であるから

入居暫1り生酒厨糀げ、畳か聡生活5豊罰とめ

今寓で庄3て3た妖況にで量う融け近づりるため

入居壁1＝とって．堰埆とかがり畳こと13穴切如箏だから

壇織の人が馬1つも声を酬，てくださ…ことで．臨員の蟹二野が巴よく鐸たhる
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図4－37

位；件）

地域とのかかわりが必要だと思う理由　（単
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4」5－2　これから地域とどうかかわっていきたい

　　　か

　「グループホームおよび地域全体をよくする

ために、これから地域とどうかかわっていきたい

と思いますか」という、自由回答の質問に対する

答えについてまとめたものを、図4－38に示す。

　図4－38より、最も多かったのは「入居者、地

域の方の負担にならない程度にかかわりたい」と

「地域に認知症高齢者のさまざまな面を知り、理

解してもらう」という答えが6件ずつであった。

続く回答も、「自然体」「普通」というキーワード

が出ており、ホーム側、地域側にとっても無理の

ないように、少しずつ関係を築いていこうと考え

ているホームが多い。多くのホームが、地域の人

に認知症高齢者を理解し、受け入れて欲しいと願

っている。

　全体的には、もっとホームの側から地域に発信

し、関係を築いていこうとしているホームが多か

った。

　参考までに、4－5－1で地域とのかかわりについ

て「どちらともいえない」と答えたホームのコメ

ントは、「当面は必要以上の関心を持たれないこ

とが良いと思います。都会で近隣とかかわり・を持

つことが今以上に求められているとは思いませ

ん。」’という内容だった。

これから地域とどうかかわっていきたいてすか？

地域に痴呆冨齢省の梯々な面を知り．理解してもらう

　　　　着過の生活の中での関儀

　地峡の人に気軽に趙びに祭てもらえるホーム

　　　　地峻の菖齢賓のたまり塀

助け台い・狙互朋傷で生きてることを曳醒する場

　受け入れ．認めてもらい．侶傾されるホーム

　　　　齢街申で暮らす”の実昼

　　　　　　　無回答

、

、

、

ミ

、

、

、

、

、

し

覧

、

0　　　　　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8

図4－38　これから地域とどうかかわっていきたい

　　　　　　　か　（単位；件）

4－5－3地域に対して望むこと

□地域に対して望むことはあるか

　「グループホームおよび地域全体を良くする

ために、ホーム周辺の住民や商店の方に対して望

むことはありますか？」という質問と、あるとい

うホームにはその内容を回答してもらった。結果

を図4－39に示す。

　図より、「望むことがある」と答えたホームが

16件、「特に望むことはない」と答えたホームが

4件、「どちらともいえない」と答えたホームが2

件であった。

　「特に望むことはない」と答えたホームの中で、

その理由として「普通の暮らしの中で少しずつ理

解してもらえば、一番自然と思っているので特に

ない」と答えたホームが1件あり、それ以外は理

由等未記入であった。

望むことがある

特に望むことはない

どちらともいえない

地域に望むことはありますか？

．無回答

｛轡鞘略．計
瘁E’

：醐
も

’＝メ＝鞭襟3

02468101214161820
図4－39　ホーム周辺の住民や商店の方に対して望

　　　　むことはあるか　（単位；件）
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第4章’東京都23区内グループホームの地域との関わりに関する考察

　また、「どちらともいえない」と答えたホーム

2件の理由は「どちらともいえない。ご理解を頂

くのは、こちら側の接し方にもかかわっている。

人として、不自由さをもつ方への配慮は望まれる

ことと思う」「今のところ、判断しかねます」と

いうものであった。

■地域に対してどんな事を望むか

　図4－40より、「認知症の理解と受容（あたりま

えのこととして）」をあげるホームが最も多く8

件であり、これまでの質問からも、地域に認知症

の理解をしてもらうことがホームの課，題と受け

止めているホームが多いようである。続いて、「地

域住民と入居者の自然なあいさつ、気軽な会話」

が4件、「入居者行方不明時の捜索、一人での外

出時の協力」が2件と続き、普段は入居者を影な

がら見守り、もしもの場合に協力をして欲しいと

思っている。

　どのホームでも、特別何かしてほしいというよ

り、普段我々が近所の人や地域の方々とかかわる

ように「普通」に接してもらうことを望んでいる。

｝ 醐
　　　　　舞

・、、一冒b、幅」㌧㌧㌧乱＿

毒　噂　含　’

ii

　ミ
　1

丑
袋　4　暴

恥Uh」㌧軋LLL犠しoL貼㌧LL軋」Lb㌧」、醜㌧LL」い5

　達　ず　§　寒　漆

4－6　地域に根ざさない理由に関する考察

4－6－1東京23区グループホームの基本属性

　表4－4に、第1章で取り扱った東京都23区の

グループホームの調査対象の属性をまとめてお

く。それぞれ、区、用途地域、経過年数、買い

　物頻度、散歩頻度別に示してある。

　用途地域は「東京都都市整備局の都市計画情報

インターネット提供サービス」より調査した。

図4－40ホーム周辺の住民や商店の方に対してど

　　　　んなことを望むか　（単位；件）

表4－4　東京都23区調査対象

　グループホームの基本属性のまとめ

区

千代田区 1 台　区 2

新宿区 1 世田谷区 2

文京区 1 ラ並区 2

墨田区 1 板橋区 2

品川区 1 練馬区 2

豊島区 1 葛飾区 2

荒川区 1 大田区 3

江戸川区 1 足立区 6

用途地域
第1重住居地域 9

1種中高層住居専用地域 7

み1種低層住居専用地域 6

商業地域 2

近隣商業地域 3

工業地域 1

準工業地域 1

経過年数
半年以下 5

半　～1年 12

1年～5 10

それ以上 2

買い物頻度
ほぼ毎日 13

凋5～6日 7

凋3～4日 3

週1～2日 4
毎口依　　口’1ら、

1

散歩頻度
ほぼ毎・日 13

週5～6日 7

週3～4日 3

週1～2日 4

無回答 1
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4－6－2基本属性×地域に根ざしているかどうか

　　　（＋地域に根ざしていないと答えたホーム

　　　　の理由）

　第1章で行った東京都23区グループホームへ

のアンケートで、地域に根ざしているかどうかと、

根ざしていないと答えたホームの理由を、基本属

性とクロス集計した結果を、表4．2－2に示す。

　表より、地域に根ざしているかどうかを用途地

域で比較しても、それほど大きい差は見られない。

また、経過年数で比較すると、経過半年～1年と

1年～5年にサンプルが集中しているが、地域に

根ざしていると答えたホームがやや多い。また、

半年以下、5年以上のホームでも、地域に根ざし

ていると答えるホームが多くなっている。第1章

でもクロス集計で見たように、経過年数で判断す

るのではなく、やはり、ホームのスタッフそれぞ

れの意識の違いにより、ホームが地域に根ざして

いるかどうかの違いが出ている。

　買い物や散歩の頻度と、ホームが地域に根ざし

ているかを比較すると、買い物はほぼ毎日行って

いるホームの方が地域に根ざしていると答える

人が多いが、散歩は毎日行っていても地域に根ざ

しているとは思えないと答える人が多い。→（結

果として）地域に根ざしていると答える人は、買

い物は散歩よりも頻繁に行っている。買い物は必

ず店の人とかかわるため、外出の中では散歩より

も地域の人と交流の場も多く、より地域とのかか

わりが持てる場なのだろう。

　グラフ右の方は、地域に根ざしていないと答え

たホームの理由と属性をクロス集計した部分で

ある。左側は時間的な要因、右側はホームの目標

が未達成という要因に分けてみた。最も多い理由

は「目指しているがまだ足りない」と答えるホー

ムで、散歩や外出をほぼ毎日、積極的に行ってい

るが、まだ経過半年～1年のホームに多く見られ

る。続いて「開所から間もないから」「地域行事

以外の日常的かかわりがないから」の理由が同数

で多く、「開所から間もないから」の理由の属性

は、やはり買い物や散歩はほぼ毎日行っているが、

経過年数はまだ半年～1年ほどのホームが多い。

「地域行事以外の日常的かかわりがないから」と

答えたホームは「域外の利用がない、地域の方と

の交流が少ない」も含めて開設から1～5年を経

過しているところと意外であった。経過からある

程度の時間が経っても、まだ住民と交流が持てて

いないホームもまだあるようだ。「グループホー

ムの役目をまだ果たしていない」と積極的な理由

を答えているホームは、経過半年～1年置買い物、

散歩ともに毎日積極的に行っているホームであ

る。

4－6－3　基本属性×今後、地域とどうかかわって

　　　　いきたいか

　表4．2－3に、東京都23区調査対象グループホ

ームの基本属性と、今後、地域とどうかかわって

いきたいかについてのクロス集計を示す。

　表の左側は、どちらかといえば、今までの関係

をベースにし、普通の生活の中で時間をかけてゆ

っくり関係を築いていこうとする「自然な形での

地域とのかかわり」とし、右側は単に地域と交流

するだけではなく、ホームや認知症高齢者を認知、

受け入れ、理解してもらうという目標を持って交

流しようという「認知症の理解・ホームの受け入

れ」を目指すグループとした。

　表4．2－3より、用途地域別では大きな差は見ら

れなかった。左側の「普通の生活の中での普通の

関係」を目標にしているところは、経過年数が半

年以下～5年くらいの間にあるホームで、買い物

をほぼ毎日、散歩は週3～4回、ほぼ毎日の属性

にみられる。毎日買い物や散歩をするこれまでの

生活の中で、普通の関係を築いていこうという考

えのようだ。また、同じような傾向は「自然体の、

持ちつ持たれっの関係」「入居者、地域の方の負

担にならない程度にかかわりたい」にも見られる。

反対に右側の「地域に認知症高齢者のさまざまな

面を知り、理解してもらう」「受け入れ、認めて

もらい、信頼されるホーム」にも、やはり経過半

年～5年の間、買い物ほぼ毎日、散歩も週5～6

回、毎日の傾向があるようだ。経過年数5年以上

を経過しているホームは、この質問葉無回答であ

った。

　全体的に、買い物や散歩など積極的に外出を行

っているホームは「毎日の生活で地域の資源を

交にイい、地垣主民と積極的に交流　る（買い物
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歩頻繁に）→「このまま無理のない（入居者、

地域住民双方の　担にならない呈出の　蜀係の愚

論住　に認知症高齢者　グループホー

れができている。

　入居者に理由があってなかなか関係の築けな

い「居者に1宅願望が強く　近所との本流に掲

膿L、一しという流　　心がない　「入　　にとってホームが主まいとい
れができているようだ。

　ちなみに、散歩の頻度が少ないホームのサンプ

ル数はあまり多くないが、頻度が週1～2回程度

の属性の回答としては「無理にではなく、ゆっく

りと」「自然体の、持ちつ出たれっの関係」「行事・

イベントへの積極的な参加「ボランティアの方々

との交流、受け入れ」等の回答が見られ、積極的

な外出を行いたいにしても、入居者の身体状況等

の関係もあり、あまり外出できていないというこ

とを踏まえれば、「ま“　　者を　一に考え、

短難→「日常的に地網とのホ流はまだ難

畷」→「行　枯での地垣との交流やボランテ

アとの交流から　→「忌垣に認知症高「　のさ

まざまな面を知り　理刀して　ら〉　という流れ

’四二がないと量う理由のホームは「とりあえ

“無理にではなく　っ　りと　→「自然本の、

持ちつ峠たれっの美係を筑　　とい’ことを目標

としており、認知症高齢者の理解やホーームを受け

入れてもらうところまでは考えていないようで

ある。

4－7　まとめ

ができている。

4－6－4　地域に根ざしていない理由×今後、地域

　　　　とどうかかわっていきたいか

　表4．2－4には、地域に根ざしていないと答える

ホームの理由と、今後、地域とどのようにかかわ

っていきたいかのクロス集計を示す。

　全体的には3っの傾向に分けられる。

　「グループホームの∠目を　たしていないと

目標を素っているホームは「　亟的にホームを地

一の高齢者のたまり甥となるよ〉に　また　ボラ

ンテ　アなどを普｝　れ、ボランテ　アや地Eの

人が二二にムびに　てもらえるようにし→「二

三の人も気又に游びに来て　らえるホームとな

るよ’にして→「地域に認知症二つのさまざ

まな面を直刀してもらう⊥という流れで取り組ん

でいこうとしている。

　「指しているがまだ足りない　「二一から目

ない　とい’理由のホームは「まず並通の生

の　の　自然本で→「入 地域ヌ方に無

理のないよ’に小しずつ謁係を一
高7のたまり場として地続の　に気軽に游び

に来てもらえるホームを目指し→「終的には

地域に認知症高ア　を理刀して　らう　という流

■回答して下さった29のホームの入居者のうち、

　全体の約半分の入居者が一週間で、ほぼ毎日外

　出をしていることが分かった。

■買い物、散歩ともに6割のホームが、1週間に

　ほぼ毎日出かけていた。所要時間は買い物、散

　歩とも30分～1時間くらいが最も多かった。

圏地域に根ざしたホームだと答えたホームは全

　29件中、15件で51％、地域に根ざしたホーム

　だとは思わないと答えたホームが11件で38％

　だった。根ざしている理由として「あいさつや

　会話等の日常的な地域の方との交流があるこ

　と」が最も多く、逆に、地域に根ざしていない

　理由としては、「地域に根ざしたホームを目指

　しているが、まだその準備段階」だと答えたホ

　ームが最多かった。全体的には「地域に根ざす∫

　ということの概念がホームによって異なって

　おり、はっきりした基準は見られなかった。

■昨年の全国に行ったアンケートと比較すると、

　「地域に根ざしたホーム」という概念は、全国

　のグループホームのほとんどが、日常的な交流

　ではなく行事的な活動を通して地域の人々と

　交流をしている様子を抱いていたのに対し、東

京都の職員の意識は、身近に目を向け、ホーム

　と地域がもっと日常的にかかわりを持つこと

　で築かれる関係を地域に根ざしているととら

　えていた。

■ホームの立地環境はいいと答えたホームが18

　件で、全体の63パーセント、立地環境は良く

　ないと答えたホームは7件で24パーセント、

129



第4章東京都23区内グループホームの地域との関わりに関する考察

　どちらともいえないが3件で7パーセントを占

　める結果となった。立地環境がいい理由は、生

　活とかかわる商店街や公園・緑などが周囲にあ

　ることをあげたホームが最も多く、立地環境が

　良くない理由の第1位は交通量の多さ、騒音に

　ついてだった。

■グループホームと地域との関わりは必要だと

　思うかについての質問では、必要だと思うと答

　えたホームが28件で全体の94％を占めていた。

　その理由は、人としてかかわりを持つことが

　「当然」「あたりまえ」のことという理由や認

知症高齢者を正しく理解・受容してもらうため

　といった理由が多かった。ごく少数ながら、「ど

　ちらかといえば地域との関わりは必要だと思

　わない」と考えるホームもあり、「必要以上の

　関心を持たれないことが良い」どいう意見だっ

　た。

■これから同地域とかかわっていきたいと思う

　かという質問では、「入居者、地域の方の負担

　にならない程度にかかわりたい」と「地域に認

　知症高齢者のさまざまな面を知り、理解しても

　らう」という答えが最も多く、地域の人々との

　自然なかかわりの中で、もっとホームの側から

　地域に発信し、関係を築いていこうと考えてい

　るホームが多かった。

■地域に対して望むこととして、「認知症の理解

　と受容（あたりまえのこととして）」という答え

　が一番多く、続いて、「地域住民と入居者の自

　然なあいさっ、気軽な会話」、「入居者行方不明

　時の捜索、一人での外出時の協力」と続き、地

　域の人に普段は入居者を影ながら見守り、もし

　もの場合に協力をして欲しいと思っているホ

　ームがほとんどであった。
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第5章グループホームスタッフの周辺地域に対する認識

5－1　研究の目的と方法

5－1司　研究の目的

　ここでは、立地条件、経過年数等がある程度異

なる東京都の4っのホーム以外に、神奈川県川崎

市にあるホームを1つ加え、計5箇所のグループ

ホームを対象に、そこで働くスタッフ、にアンケ

ートを行い、具体的に周辺地域との関係をどのよ

うにとらえているかを把握することを目的とし

ている。

■回答数

　Aホーム…5件（100％）

　Bホーム…11件（64．7％）

　Cホーム…13件（不明）

　Dホーム…9件（64．3％）

　Eホーム…3件（50％）

　計41件

5－1－2　調査の方法

　ホームのスタッフへのアンケートは、23区の

グループホームへ行ったアンケートをもとに、以

下のような構成でさらに少し掘り下げた質問を

行った。

　①グループホームスタッフの基本属性（年齢、

　性別、勤続年数等）

　②入居者の外出・地域資源の利用と、地域との

　かかわりの現状

　③これからの地域とのかかわりと、地域に対し

　て望むこと

　グループホーム周辺の住民に対するアンケー

トの構成は以下の通り。

　①グループホーム周辺の地域住民の基本属性

　と買い物について

　②地域住民のグループホームに対する認識調

　査

　③高齢社会に対する意識

　④グループホームとのこれからのかかわりに

　ついて

5－1－3　調査対象施設の概要

■調査対象

東京都23区認知症対応型共同生活介護（認知症

高齢者グループホーム）

　（東京都介護サービス情報ホームページによる

検索）80事業所のうち、代表の4ホーム（Aホー

ム～Dホーム）と神奈川県川崎市にある1ホーム

で働くスタッフ
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5－2　調査対象5ホームの基礎データ

5－2－1　調査対象5施設の概要

■5つのホームの概観・所在地・開設年月・ユニット数・用途地域・ホームの状況

外観 1窪鍵灘灘灘 欝
所在地 東京都練馬区 東京都足立区 東京者胎東区 東京都板橋区 神奈川県川崎市
胃曇 成12　　　始 ・亀 P66　　　　台 ’成164月　　　台 ’し P3　6　　粁始 ’　隔15　9入　調始

ユニ“ト　　員） 占　6名　　　　　F 2ユニット18名 3ユニいト（27名 2ユニット18名 8名

徐

第1種住居地域 商業地域 第1種中高層住居専
@地。

第2種住居地域

第1種申高層住居専用
n域。…

近隣商業地域 第1種住居地域 第2種住居地域

周辺の用途地域
近隣商業地域 第2種中高層住居専

@養　・

近隣商業地域

第1種住居地域

謔P種低層住居専用

n・

ホームの状況

民家改修型のグルー
vホームであり、宅老

鰍ｩらスタート。住宅

nに溶けこむように、ご

ｭ自然に建っている。す

ｮ近くに商店街・駅が

?り、生活に便利。

ホームは工場の跡地
ﾅ、周辺は住宅地。荒

?の土手沿いに面して
ｨり、ホームの近くに

ﾍ大きな商店街が2つ
?る。周りは高齢者の

ｽい地域。

周りはマンションや事

ｱ所が多く、コンビニ、

､店街等は離れたとこ

?にある。地上6階建

ﾄの建物の、2β，4階

ｪグループホーム。1

Kはホームヘルパース
eーション、5，6階はデ

Cサービスセンター。

周りはマンションや住

賴nが多い。併設施設
ﾆして、クリニック（通所

潟nビリテーション施

ﾝ）がある。また、現在

ﾗに特別養護老人
zームを建設中。

民家改修型のグルー
vホームで、周りも一

ｬ家の住宅地が多く
ﾈっている。すぐ近くに

ﾍ、個人経営の八百
ｮと肉屋、雑貨屋など
ｪある。
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□Aホームの概要

・平成11年4月から任意団体として活動

・平成11年10，月NPO法人格取得

・平成12年9月介護保険指定事業者となる

・のんびりゆったりとした生活。食事もスタッフ

　が作っていた→いいところだが退屈

　今は入居者にも台所に立ち、できることをやつ

　てもらう（焼くことは出来ないが煮ることはで

　きるなど）

・近所付き合いについては、掃除のときによく話

す

・商店街とは、自然にお得意さんになった

・大きい外泊の外出は年1回位行い、これまでは

富士山、横浜方面など。次はディズニーシーを

　予定している

・面会は週に1回～，月1回くらい

・3ヶ月に1回、家族会を行う

・ホーム周辺の様子

ホームは閑静な住宅街に立つ。グループホームも

民家改修型なので、自然に溶け込んでいる（うっ

かりすると見つけにくい（笑）

、。。副i蕪

』、熱〆ジ

毎日の生活に必要な買い物は、ほとんどこの商店

民家）街でそろう。入居者のほとんどはホームま

での道を覚えている。買い物時は商店街の方々に

見守られているようである。
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■Bホームの概要

・平成15年の春から計画開始。8月申請。12月に工

　事を開始し、3月にできた。

　1ユニット3千万円の補助金（区からはなく、東京

都から）平成16年6月開設。もともとは工場の跡

　地で、何を造るか話し合われた結果、高齢者の多

　いこの地域にグループホームを設立することにな

　つた

→町内会ははじめは反対。「もともと高齢者の多いと

　ころにお年寄りを集めるより、若い人が入れるア

パートでも造って、街を活1生化したほうがいい」

　など。しかし、ホーム側の努力により開設の祝賀

　会の時には、快く受け入れてくれた。開設式には、

　地域の人にも見に来てもらう。商店街もホーム長

　が1件1件まわってあいさつ。

・隣の工場にも、初めは敬遠されていたが、今は工

場で働く人が部屋にいる入居者と手を振りあいさ

っを交わす仲にまでなっている。

・設計の素案は、建築士ではなく、介護に…携わる職

員がこれまでの経験を元に行った→役所に反対も

　されたが、納得してもらい、現在その設計でホー

　ムが建てられている

・スタッフ達は街を覚えるために、自らで歩いてホ

　ーム周辺の地図を作成した。

・入居開始から、入居者が買い物や散歩など外出す

　る姿を見て、地域の住民や商店街の人たちも普通

　の人だと受け入れる。

・月に1度、ホームの「1ヶ月のまとめ」を30部ほ

　ど地域に配っている

ホーム近くの商店街。顔なじみの店が並ぶ。品物を

ホームまで配達してくれる店も。途中で出会う人と

も、あいさつを交わす。

ホームの前は交通が激しい道路だが、坂を登れば荒

黙醜憲、鴨∴．訟戦凝～1。隷漉輪噛漏叙

川が流れ、ここで散歩や釣りをする人も多く見られ

る。夏はホームの中から花火が見える。
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□Cホームの概要

・平成16年4月1日オープン。グループホームは3

　ユニットあり、3階が一番元気な人、2階がちょっ

　と元気な人、4階は佃しが最も低い人たちが入居。

・デイサービスセンターを複合しており、一緒にご

飯を食べてダンスをしたりなど、デイとの交流も

　ある。

・ホームができる前は、この周辺にあいさつをして

　回った。また、A4のちらしを通り沿いや、よく使

　いそうだと思う商店に配布。近くの三角地域には、

　全てあいさつと説明をする。その際、「老人ホーム・

　なんか入らないよ、いらない」と勧誘と勘違いさ

　れ、断られたこともあり。グループホームは何な

　のかを分かっていない。

・商店からの反応

→快く引き受けてくれた。もしかしたら入居者が商

　品を持って帰ってしまうかもしれないなど、その

　対応も含め、説明をした。

・今は、八百屋さんなどの配達がある。

・デイでも買い物に行っている。買う→作る→食べ

　る

・行事は、誕生会、オカリナ演奏会（デイとの交流）、

　3ヶ月に1度の家族との交流など

・6階に多目的スペースがあり、地域に無料開放し

　ている

・3階の入居者は、水上バスに乗ってお台場や、電

　車に乗って国技館に行ったことも。

ホーみの目の前は交通量が多く、結構危ない。

瓢＝秘、

　巡灘、
灘

ホームのまわりに商店はほとんどなく、この商店街

まで来るのにも、横断歩道をいくつも渡ったり。で

も、入居者にとっては良い運動？？
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■Dホームの概要

・平成13年6月1日開設。

・鉄筋コンクリート造り、地上4階建てのうち、3

階および4階部分がグループホーム。

・2階にはクリニック（内科／外科他）が併設されて

　いる。

・開設にあたり、地域から特に反対の声はなかった。

クリニックを併設しているので、グループホーム

　といっても、周辺には病院と思われている（多分今

　も）。

・立地環境としては、坂が多く、店に行くにも大変。

車椅子の人はいないが、シルバーカー利用の人が

いる。また、周囲には何もなく、店まで遠く、近

隣との付き合いが難しい。公園や緑は近くにあっ

　ていいと思う。

・外出に関しては、ホーム開設時と比べ、足腰が弱

　くなっている感じがする。認知症は抑えられてい

　る感じ。

・よく行くパン屋さん、商店街の人には「Dホーム

の人」という認識がある（オープンの時もあいさつ

　に行った）。

・グループホームのことを周囲に知らせることにつ

いては、特に何もしていないが、入居者の家族に

対しては、4ヶ月に1度、新聞を発行し、配布し

　ている。

ホームから商店街に行くまでには、こんな大きな道

路を渡らなくてはならない。

ホームの周辺には公園や緑が多い。散歩などをする

にはとてもいい環境。
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■Eホームの概要

・平成15年9月オープン。現在入居者は8人だが、

入れ替わりあり（平成16年12月現在）

・民家改修型のホームであり、一軒家だったところ

　に夫婦と、息子さん、娘さん2人が住んでいたが、

奥さんと息子さんが亡くなり、娘さん2人も嫁に

行ってしまい、旦那さんが一人暮らしをしていた。

その後、旦那さんは施設に入り、この家も2年半

空いていた。そこへ、この法人の会長が、グルー

プホームを作ろうと立ち上がる。

・平成15年7，月～8月で改修を行った。庭の草は伸

び、家の中はガタガタ、道具も置きっぱなしの状

態からのスタートだった。ホームがオープンして

　から、使える物は利用し、壇飾りのお雛様や、節

句の兜などもある。

・現在、食事主に会社の配色センターから支給され、

足りないものをホームで調理スしている。

・初めは、周囲は老人ホームのような施設で反対し

ており、認知症に対する理解はなかった。そんな

　中、入居者が外に出て買い物、散歩をしたり、ホ

ームの見学会を行ったりし、次第に理解されるよ

　うになった。

・見学や利用希望者は結構いる。入居者の姿を見て

　もらったり、懇談会などを開催することで、地域

　に変化があり、認知症高齢者への理解が伝わった

　のだと感じる。

ホーム周辺は住宅地となっており、静かで生活しや

すい。

すぐ近くの人離屋には犬がいて、91歳の入居者のお

ばあさんがよく会いに行く。
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■入居者の入居前の住まいとスタッフの自宅

　図5－1に、5っのホームの、入居者の入居前の

住まいとスタッフの自宅の図を示す。

Bホームでは、11人の入居者がホームのある地

域内出身で、最も多くなっている。Cホームの入

居者は全員（※ここでの人数は、最も要介護度の

低いユニットでの人数）が県内のホームのある区

外出身である。Eホームは、5ホームのうち、最

も都・県外の出身者が多い。

　スタッフについて見ると、全体的には都・県内

が自宅にある人が多く、又、どのホームにも都・

県外から通っている人が数人いる。

入居者の入居前の住まいとスタッフの自宅

Aホーム
、

和Bホ『ム…
暎Cホーム
FくDホーム　，

Eホームー・

`ホーム　’

hBホーム，耀
惹。ホーム　’

KDホームー
Eホームー

0 5 10 15 20

圏地域内口区内□東京都・神奈川県内日東京都・神奈川県外

図5－1入居者の入居前の住まいとスタッフの

自宅　（単位；人）

138



第5章　グループホーム職員の周辺地域に対する意識構造に関する考察

5－2－2アンケート回答者の基本属性

□年齢

　図5－2より、A～Dホームでは20才代の人が約

半分を占めており、比較的若い人が多い。続いて

多いのは30歳代である。50才代、60才代の人も

若干見られる。

■性別

　図5－3より、どのホームも6割以上が女性を占

めていることが分かる。逆に、どのホームも3

割は男性という結果であるので、男性も介護に携

わる人が増えてきている。

　なお、これはあくまでもアンケート記入者の属

性であるから、ホームのスタッフの、性別構成の

実態を示したものではない。

■年齢と性別のクロス集計

　図5－4より、全体的に最も多い属性として20

才代の女性があげられる。AホームとEホームで

は1里ずつだが、B，　C，Dのホームで3人ずついる。

また、20才代の男性の数も全体的に多い。

　BホームとCホームでは、30才代と40才代の

女性が他のホームに比べて多くいる。

■勤務年数

　図5－5に、各グループホームのスタッフの勤務

年数を示す。BホームとCホームはまだ開設後1

年未満であることを踏まえ、それ以外の3っのホ

ームを見てみる。Dホームで3年以上長く勤めて

いるスタッフが全ホームの中で最も多い。また、

Aホームはグループホームとしての開設から4年

以上が経過しているが、3年以上勤務している人

が2人、比較的新しいスタッフも数人いる。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

年齢

0 5 10 15

團10才代

□20才代

□30才代

□40出代

國50才代

■60才代

図5－2　アンケート記入者の年齢　（単位；人）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

性別

0 5 10 15

図5－3　アンケート記入者の性別　（単位；人）

年齢と性別のクロス集計

　男性く　女性

@男性山　女性

ミ

　男性。　女性

　男性。　女性

@男性国　女性

0 5 10

團10才代

□20才代

口30才代

ロ40才代

囲50才代

囲60才代

15

図5－4　アンケート記入者の年齢と性別のクロ

ス集計　（単位；人）

勤務年数

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

、

も

し

．、㌔

@　　　　　　　　・、㌔

、

も

、

．・、、、炉

し

、

、

も

も

、

覧

、

、

覧

し

馬

、

、

、

、

、

0 5 10

團半年以内

□半年～1年

ロ1年～3年

團3年以上

15

図5－5　アンケート記入者のホーム勤務年数

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；人）
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■職業経験

　図5－6より、グループホームスタッフとしての

仕事に就いて半年以内の人は、AホームとCホー

ムで1人、Bホームで5人となっている。　Cホー

ムでは半年～1年経過したスタッフが10名で最

も多く、Dホームでは1年以上経過しているスタ

ッフが8人と約9割を占めている。

■通勤時間

　図5－7に、スタッフの通勤時間を示す。全体的

には自宅からホームまで30分以内の人が多く、

54％を占めている。続いて、30分～1時間の人が

34％と続く。1時間以上かかる人は、Bホームに

2人とEホームに1人見られる

　参考までに、通勤手段は近い人では徒歩、自転

車、原付遠い人では電車＋徒歩や電車＋自転車＋

徒歩、電車＋バス＋徒歩というような組み合わせが

あった。手段の種類が多い人では、「東京モノレ

ール＋山手線＋常磐線＋自転車」という組み合わせ

での通勤をする人も見られた。

職業経験

illli：i：i：≧：＝i＝i：：＝i

Aホーム

aホーム

bホーム

cホーム

dホーム

国半年以内

鵠ｼ年～1年

ﾅ1年～5年くらい

0　　　　　　5　　　　　10　　　　　15

図5－6アンケート記入者の職業経験年数

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；人）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

モホーム

通勤時間

、

、

覧

、

●．，．、㌔

、

亀

、

、

、

、

0 5 10

囲30分以内

口30分～1時間

□1時間以上

國無回答

15

図5－7アンケート記入者の通勤時間

（単位；人）
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■グループホームでの介護の仕事に就こうと思

った理由

グループホームで働こうと思った理由

：：i：i：iiiiiii≧iiiき

Aホーム

aホーム

bホーム

cホーム

dホーム

，層
縁�奄演ﾘ

0　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　　　20

、．　團特養での経験から、新たな場所で新たな介護経験をしたがった

@　団施設の介護に疑問、違和感を感じたので

@　国グル」プホームや痴呆性高齢者に興味があったから

@　國少人数でじっくりかかわれるグループホームで働きたかった

@　圃生活に密着した福祉の仕事についてみたいと考えた

@　團学校で福祉の勉強や実習を経験し、竹工等の現状を知って

@　目身内が痴呆になったり、施設に入ったことがきっかけで

@　囲その他
@　團無回答

図5－8　グループホームで働こうと思った理由（複数）　（単位；人）

　1なぜ、グループホームの介護スタッフになろ

うと思いましたか？何かきっかけなどありまし

たら、差し支えのない範囲で教えて下さい」とい

う、自由記入の質問に対する答えを、図5－8に示

す。その他を除けば、最も多いのは「グループホ

ームや認知症高齢者に興味があったから」という

理由で、次いで「少人数でじっくりかかわれるグ

ループホームで働きたかった」「（特養などの）施

設での介護に疑問を感じた」「生活の仕事に密着

した仕事についてみたいと考えた」と続く。以前、

特養で働いていた人では「入居者とじっくり関わ

れる時間がなく、残念に思っていた」という思い

からグループホームに転職する人が多く、また、

医薬品、老人介護用品や健康食品などを取り扱っ

た仕事に就いていた人は「医療全体についてや、

高齢者の方は実際どのような病気になり生活を

送っているのか、また防ぐ方法はないのか、また、

リハビリなどについて興味をもち、生活に密着し

た福祉の仕事についてみたいと考え、選びまし

た」と回答していた。

　また、以下表5－1に、その他に該当する理由一

覧を示す。この中でも、二二よりグループホーム

で働きたかったと答えている人がいる。
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表5－1その他の理由

その他の内容
Aホーム 高齢化社会より不景気がなさそうなため

大型施設では働きたくないと思い、グループホームの存在を知ってからグループホームで働きたいと思い始めた。

グループホームの勤務について、とくに動機はない。人に紹介されて入職することになった。グループホームに勤めて、

?たちのやろ噂としている　矧ま　男1なものではなく　舌でも土宅でも　　らないものだと感じている
Bホーム

特養のように規則がなく、入居者の意思を大切にしながら働けるので。

初めは、徳用の勤務を入社前に希望していたが、勤務場所がグループホームになり、全く実習でも経験のないところで

ﾆても一惑いましたしかし△はグループ’・一ムに“　でてとてもよかったと思っていま
お年寄りの生活や終いの住家については子供の頃から疑問や関心のあったことです。介護の問題は自分にとって現
y進凋一多のβ貢で　　　　・な　1や知曇　　につ1たいと思いグループ’・一ム　　　しました
新規オープンということで、未経験の私にも1から教えていただけるのではないかと思いました。

Cホーム なるべく、家庭に近い環境の下で働きたかった為。

福祉の世界をいろいろと実感したかったので。社内での公募があったので。

理念に共感できた為。

無限の可能性を感じたからです。

Dホーム 自分の親が亡くなっている為、もし生きていたなら…と思い、ヘルパーの資格を取った。

自転車に乗れない。自宅に近い。

Eホーム ヘルパーになって1年です。この施設で働いて初めての経験をたくさんしています。
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5－3　グループホームの外出・地域利用状況

5－3－1　日常的外出頻度

　図5－9に、それぞれのホームの入居者の、一週

間の外出頻度を示す。

　AホームとDホームで、ほぼ毎日出かける人が

ホーム全体の8割以上となっている。Cホームは、

ユニットにより入居者の要介二度が大きく分か

れており、図5－9で示しているものは、ホーム全

体での人数を表わしている。．

Aホーム

Cホーム

Eホーム

入居者の外出頻度

・＝窒・＝　仲2

0 5 10 15 20

国ほぼ毎日出かける　　口週4～5回程度　　　口週2～3回程度

田週に1回程度　　　口ほとんど出かけない

図5－9入居者の外出頻度　（単位；人）

表5－2買い物、散歩時の状況

項目 鵬い　α歩） 壮ラ長

ホーム名 頻度（／週） 入居者（人） スタッフ（人 時間（分） 頻度（／週） 入居者 スタッフ 時間

Aホーム 7 2～3 1 60 1～2 2～3 1 30

Bホーム 14 2～3 ・　　　60 7 2～3 60

Cホーム ・30 1～8 40 14 1～9 60

Dホーム 7 2 90 7 2 45

Eホーム 2 2 60 6 2～3 50

　表5－2は、それぞれのホームの日常的外出（買

い物、散歩）状況を示している。

．買い物の頻度は最も多いCホームで週30回ほ

ど（1日平均4，2回）行っており、それぞれのユニ

ットでの合計を示しているようだ。前述の通り、

このホームはユニットによる要介護度が大きく

違うので、単純にどのユニットも1．5回（＝4．2

÷3）ずつ出かけているとはいえない。次に多いB

ホームも週14回で、1日平均2回になるが、こ’

のホームの場合は、2ユニットどちらも要介護度

に大きな差は見られない。各ユニット1日1回は

出かけていると見てよい。

　買い物の所要時間は40分から90分であり、平

均すると約1時間となる。

　同様に、散歩についてみてみると、やはりC

ホームで最も多く週14回、続いてBホームとD

ホームで週7回ずっとなっている。所要時間は

30分～60分と倍近く差がある。

　一度に外出する人数は、Cホームを除いてほぼ

2～3人程度で、（Aホーム以外スタッフの人数が

不明となっているが）スタッフ1人あたりがみら

れる入居者は2～3人が適当と思われる。
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5－3－2　よく利用する店舗

　各ホームのスタッフに「グループホームの周辺

で、普段よく利用する商店や施設を、利用する頻

度が多いほうから3っ教えて下さい。また、その

施設までの所要時間（徒歩の場合は入居者の足

で）となぜその施設を利用するのかを簡単にお聞

かせ下さい」という質問をした。また、地図を利

用し、こちらでホームから各店舗までの直線距離

も算出した。以下に、その結果を示す。グラフは、

各ホームごとにスタッフが回答した答えを全て

合計したものを示している（頻度が多い順位関係

なし）。

■よく利用する店舗の種類

　図5－10より、それぞれのホームで利用する店

舗の種類にばらつきがあるのが分かる。Aホーム

は主として駅前の商店街とその近くにある小売

店を半々に利用し、また、Bホームはホームの近

くにある、何でもそろう食品スーパーを中心に利

用していることが読み取れる。商店街もある程度

は利用している。また、前5っのホームで飲食店

をあげたホームがBホームだけだったことも注

目できる。Cホームは一番多いのが小売店で、次

いでスーパーを利用している。コンビニが2件あ

ったが、ホームの近くで足りないものを買う程度

だとコメントにある。DホームはAホーム同様、

商店街と小売店をほぼ同じくらい利用し、スーパ

ーも少し利用している。デパートは車を利用して

いくようである。Eホームは小売店を主に利用し

ている。足りないものやここで売っていないもの

をスーパーで買っているようである。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

よく利用する店舗の種類

含

も

覧

、

0 20 40

團商店街

□小売店

ロスーパー

團デパート

目コンビニ

翅飲食店

図5－10　スタッフが（入居者と）よく利用する店

舗の種類　（複数）　（単位；人）
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□店までの所要時間

　図5－11に、各店舗までの所要時間（入居者の足

で、片道）を示す。

　Eホームを除いて各ホームで一番多いのは、徒

歩10～20分で行ける店舗である（Aホームで7割、

Bホームで5割、Cホームで3割、　Dホームで7

割）。次いで、Bホ」ムと．　Cホームで徒歩5～10

分野距離にある店舗をよく利用している。Eホー

ムで最も多く利用しているのは徒歩5分以内の

店舗である。

■店までの直線距離

　図5－12はホームからよく利用する店舗までの

おおよその直線距離を示している。Aホーム～C

ホームまでは、100m～500mに位置する店舗をよ

く利用していることが分かる。Dホームでは500m

～1kmの店舗を利用する割合が多く、全体を見て

も、上図5－11の所要時間とほぼ比例の関係にあ

ることが読み取れる。

■よく利用する理由

　図5－13に、その店舗をよく利用する理由を示

す。Aホームではお店の雰囲気や店員の対応がい

いことをあげているおり、B～Dのホームでは品

物が揃っているという便利さをあげている。また、

近いことを理由にあげるホームはCホームとD

ホームで多くなっている。CとDホームで配達や

おまけをしてくれるからという理由があるが、お、

まけが目的ではなく、結果としてその店を利用す

ると、おまけをしてくれると記述されている。

　その他の理由としては、「○○を（この店，で）購

入するため」「近くにスーパーが無いから」とい

った理由から、「毎日旬の魚が並びアドバイスを

くれるので」「利用者の散歩を兼ねて行ける」「（そ

の店の商品が）利用者に人気がある」といった理

由までさまざまみられた。

層よく利用する店舗の種類とホームからの直線

距離のクpス集計

　図5－14は、全ホームでの集計である。500m～

1㎞の範囲に店が多く集中している。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

店までの所要時間

、

0 20 40

園徒歩5分以内

□5～10分．

□10～20分

四20～30分

日30分以上

國車を利用

團未記入

図5－11　よく利用する店舗までの所要時間
（複：数）　（単位；件）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

店までの距離

書

書

0 20 40

圓100m以下

□100～500m

日500m～1km

四1km～3km
目3km以上

囮不明

図5－12　よく利用する店舗までの直線距離
（複数）　（単位；件）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

よく利用する理由

匙

、

竃

…

b

、

ヒ

、

、

、

灘
b
、

．・1＝醐：菱

b

、

0　　　　　10　　　　　20　’　　　30　　　　　40

旧お店の雰囲気、対応が良

いから

ロ品物が揃っているから

ロ近いから

隔配達、おまけをしてくれる

から

目安いから

田その四

十5－13　よく利用する理由　（複数）

（単位；件）

商店街’・

小売店＝：1

スーパー

デパート

コンビニ　．

飲食店．・

よく利用する店舗の種類と直線距離のクロス集計

0 10 20 30 40 50

国100m以下□100～500mロ500m～1km囲1km～3km■3km以上圖不明

図5－14　よく利用する店舗の種類と直線距離の

クロス集計　（複数）　（単位；件）
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5－3－3　各ホームの日常生活圏

■各ホームの日常生活圏

　地図を用いたアンケートで、日常的によく外出

する場所を書き込んでもらうものを行った。これ

をもとにして、以下、調査対象の5っホームの日

常生活圏の範囲や、生活圏の型を分類する。

　図5－15は、Aホームの日常生活圏を示してい

る。また、表5－3は図5－15地図上の所要施設の

概要である。

　ホーム西方にある商店街を中心に、買い物など

を行っており、商店街とホームに500mほどの線

上の生活圏が形成されている。Aホーム周辺地域

が住宅地であることもあり、商店街や店での交流

に加え、外出中でも様子を多くの人に見守られて

いたり、会話、交流が生まれると予想できる。

　図5－16は、Bホームの日常生活圏、表5－4は

所要施設の概要である。

Bホームは商店街が2つと中規模なスーパーが

点在している事から、やや広域な面的日常生活圏

が形成されていることが分かる。その日の入居者

やスタッフの組み合わせ、利用する店舗により、

外出の経路が違い、様々な人との交流の機会が持

ちやすくなっている。
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図5－15Aホームの日常生活圏

表5－3Aホーム周辺施設の概要

肉を購入

240m

バン苞舞うこ

とが多い

　　　　図5－16Bホームの日常生活圏

　　　　表5－4Bホームの周辺施設の概要
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　図5－17はCホームの日常生活圏、表5－5は所

要施設の概要である。

　Cホームには近隣に商店街はないが、Bホーム

同様、いくつか点在する700m以上のスーパーや

小売店により広域な日常生活圏が形成されてい

る。日常的に多くの人とふれあう機会がある生活

圏といえる。

　　　　図5－17Cホームの日常生活圏

　　　　表5－5Cホームの周辺施設の概要
＝只・ 1ム バン ム

」」馬　。

目的 散歩 買い物 い物 散歩 敬歩
B　巳 了…～3ケi τ…1刀 ‘’り刀 τ… 鵯’0刀

駐
・20 。3ロ ．2～30 。2～30

コメン 利者だけで
sける

手づくりバン・

Pー牛
遊歩殖・緑か

q，1
60rn 180m 200m 220m 280m

置只 ハノ ス㌧バ、 ノ臼 コン　ニ

目的 買い物 買い物 買い物 参拝等 買い物

巳8 τ…20刀 鷺…2刀 循’腰刀

●　　駐 o　口 まぼ　　・2ロ 廻3ロ
コメント 手作りバン ちょっとした食

ﾞ
420m 720rれ 260m 600rn 160鵬

　図5－18はDホームの日常生活圏、表5－6は、

所要施設の概要を示している。

　DホームもAホームと同じ型になり、ホーム北

方にある商店街と、南西にあるスーパーを利用し、

ホームとこの2つの施設までのそれぞれの道は

おおよそ線となっている。限られた地域施設を多

く利用することになるので、日常生活圏は一定の

限度ができてしまう。良く利用する道上にある民

家などの人とあいさつや交流を行う事はできる

が、それ以上の交流は生まれにくい。Aホームも

線型の生活圏であるものの、商店街までの道は住

宅地となっているので、商店街の店員や買い物客

以外に、行き帰りでの地域住民との交流がもてる。

しかしDホームの周辺が住宅地（用途地域第1種

住宅地域）であるにもかかわらず、5－2－1で見た

ように、坂道や大きな道路といったものしかない

ため、商店街までの道には地域住民とかかわりが

持てるような環境があまりない。

擁誘呼　　，　　寺　．　～㍉惑・売　　こ・・輸　暖、∵・，…。．∴。∴．誌，

　　　　図5－18Dホームの日常生活圏

　　　　表5－6Dホームの周辺施設の概要

鼎

鵜分

野菜・肉購入食品購ス
780r駒
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　図5－19はEホームの日常生活圏を表し、表5－7

はEホーム周辺の所要施設の概要を示している。

　Eホームは日常的に利用するスーパー（小型）、

肉屋、八百屋が100m圏内と狭域で、入居者の徒

歩による外出範囲は極めて狭いといえる。Eホー

ムは、ホームからこれらの商店までの道も一本道

で線型なため、本当にごくわずかな限られた人と

交流を持つ程度にしかかかわりが持てないと言

えるだろう。
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　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　㌻
　　　・　　　　　　　　　　　　　こ・
　　　、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淵■　　　　’

醐』　　　　　　　　勉、．L湿置冠罰拙篤

　Eホームの日常生活圏

Eホームの周辺施設の概要

ノ
ニ命礁・

　　　　　ロ　ロレひほ

　　　　　　ば
　　戴ウ　～．ぱ

施設名 ①スーパー ②ハ百屋 ③肉屋 ⑭スーパー ⑳スーパー
、

1、 1、 、 、 、

時間

頻度 週5回 週5回 週5回
コメント 辺し、1　　“

燻謔闌ﾛ。ており口　　　o

し1口　がい℃

浮P用者瀕魯酎．

　く『　・・
｢日用品が噛　■　　　鴨　　、

10口而 10〔㎞ 100m 100m 54C而
・

、

目的 ラピツト サiンテ

一パー
、 晋、

コメント 日用品購入

88〔h 920而
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圏日常生活圏の型

以上を踏まえ、5っのホームを表5－8に示すよう

な3種類の生活圏に分類する。

①（やや）広域・線型

　AホームとDホームが該当する型で、ホーム周

辺の日常的利用施設等が数箇所に限られ、ホーム

と線的な道で結ばれている型である。前述のよう

に、外出先目的地（例えば小売店）での交流以外に、

途中での地域住民との交流が予測されるが、かか

わりの範囲はこの線状にほぼ限られ、交流の深い

人ができる反面、かかわりの可能性に限度ができ

てしまっている型といえる。

　「やや」というのは、生活圏が500m前後であ

るAホームにつけた。Dホームは最大で700m以

上日常的徒歩生活圏ができているため、広域とい

っていいだろう。

②広域・面型

　BホームとCホームが該当し、ホーム周辺に

様々な生活資源が存在しているため、その日の外

出の組み合わせや目的施設により、経路に様々な

パターンができる。これによって目的地との往復

の間で、地域とのかかわりが、①の型よりも密接

にもてると予想できる。

③狭域・線型

　Eホームに該当する型である。日常生活資源が

狭い範囲にしかなく、外出の範囲も必然的に狭く

なる。さらに、Eホームの場合は、その狭い範囲

の生活資源がほぼ隣接して所在しているため、こ

れらとホームをつなぐ道は線となってしまう。

　かかわりを持てる機会が極めて少なくなる。

　①～③のどの型にしても、ホームと目的地問に

かかわりが持てる要因がなければ、当然かかわり

を持つことはできない。その要因として、立地条

件と環境があげられるだろう。Aホームのように

ホームと目的地の間に住宅地があるような場合

や、公園など人の集まれる場所があれば、様々な

人達と交流を持ちやすい。Eホームのような、交

通の激しい道路や急な坂道などしかない場合は、

ホームの外に出ても、かかわりを持つことは難し

くなる。

　この類型をもとに、第1章で扱った23区のグ

ループホームの日常生活圏を全て見てみると、各

類型に該当する施設数は以下の表5－9のように

なる（23区のグループホームの日常生活圏の地

図については付録を参照）。

表5－8各ホームの日常生活圏の三

一ホhム・ Aホ㍗ム lBホLム Oホ←ム Dボー，ム．， ’Eホー、ム

生法圏の型 ．●

形〆、，

■・．・

　　■

やや広域綿型． 一やや広域・面型 鮨広域，面型 広域P線型 ・狭域・線型

占。 ’二二衡中心r 商店街＋スー・パ〕 小売店十ス“：パ」 商店街モスγ∫ト 川冗占，心
生活圏 ’～T00r肖・ ～500而ご ～750m ：旨～ 垂O0而， ん100m

表5－9東京都23区グループホームの日常生活圏の分類

生活圏

ﾌ型
狭域

?型
広域

ﾊ型
やや広域

@線型
やや広域

@面型
広域
P，i刑

広域

ﾊ型
　該当

zーム
1 5　2 4 9 2 8

※注　上記の分類は、周辺施設の利用頻度などについて記入もれがあるホームがあること、店までの

　詳しいルートが不明であること等より、こちらで地図と利用頻度を参照に推定した分類である。
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5－4地域とのかかわりについての現在の取り組

み

5－4－1地域に根ざしたホームかどうか

　図5－20に、地域に根ざしたホームだと思うか

どうかの質問への回答を示す。A～Dホームでは5

割以上の人が地域に根ざしたホームだと思うと

答えている。逆に、地域に根ざしたホームだとは

思わないという人は、A～Dホームで2割から3

割であった。Eホームで地域に根ざしたホームだ

と答えた人はいなかった。

■地域に根ざしていると思う理由

　図5－21に、地域に根ざしていると思う理由を

まとめた。

　各ホームで理由にばらつきがあるが、B，C，Dホ

ームであいさつや会話など、地域の人と日常的な

交流があることをあげている人が多い。Cホーム

とDホームではそうありたいと思い、日々努力し

ながら過ごしていると答えた人が多い。

　地域に根ざしているかいないかの分かれ目と

もなるが、大きく分けると2っのタイプになり、

地域の資源を使ったり、積極的にかかわっている

など、ホームの取り組み自体によって「地域に根

ざしている」と考えているタイプと、その取り組

みに加え「（地域に）名前を覚えてもらう」「なじ

みの関係」「入居者への理解」というような結果

まで見て「地域に根ざしている」と考えているタ

イプに分かれている。

　BホームやDホームで数人見られる、「グルー

プホームでの生活は在宅での生活と同じ」と考え

る人たちは、前者のホームの取り組み自体によっ

て「地域に根ざしている」と考えているタイプに

含まれると考えられる。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

εホーム

地域に根ざしたホームだと思いますか？

、、、、　　　、　　　　、、、　、、、、　、 、、、、 、、　　　　、 、　、　　、 、

　　　　　　　　　　　　．．’，．．

D陶㌧．

．、㌔「
＝灘 ▼

0 2 4 6 8　　　　10　　　　12　　　　14

口地域に根さしたホームだと思う

口どちらともいえない

団無回答

口地域に恨さしたホームだとは恩わない

回分からない

図5－20地域に根ざしたホームかどうか

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；人）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

地域に根ざしていると思う理由

、

o

9

、

o

6
竜

0246810121416団行きつけの店がある。おまけねどをしてくれる

ロあいさつ、会話等地域の方と（日常的な》交流がある

■ホームに関心を持うて下さる人が増えて琶ている

百グルーツホームでの生活に在宅での生活と同じ

国その他

口地域の資源を使，ている

口入居港への理解がある

回名前を覚えてもらい、なじみの関係がある

口そうありたいと思い．努力しながら日々過ごしている

図5－21地域に根ざしたホームだと思う理由
（複数）　（単位；人）
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以下表5－10には、その他の内容を示す。内容は

さまざまである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5－10その他の内容

の也の内穴（地・に艮ざしていると思噌理由）

Aホーム 地域の方に情報を公開して、このホームを知って頂けるようにしているから。

Bホーム

土地の提供、・品物の寄付など、地域の方々に助けて作っていただいたホームだと思っている。建てる際に反

＝E　たが　　の　　心　　って　　っていたのだと思、
地域の方々と、GHの入居者の方の気質が似ている点もあり、地域から特に浮いている感じは受けません。

Cホーム ただ、まだ設立してからは日が浅く、いたらない部分は多々あると思う。

Dホーム 買い物、散歩、イベントなどで交流がある為。

　Bホームでは、建てる際に反対されたことをマ

イナスと考えず、「その分関心を持って下さって

いたのだと思う」と、プラスの視点で考えている

人がいた。ホームを作ること自体、「地域の方々

に助けて作っていただいたホーム」という言葉か

ら、既に地域とかかわっているのだと考えている

ようである。

■地域に根ざしていないと思う理由

　図15－22より、全体的に多かったのが「開所か

ら間もないから」ということで、まだまだ時間が

かかると思うと答えている人が多かった。Bホー

ムは5っのホームの中で最も経過年数が低いが、

「開所から間もないから」を理由にしている人は

いなかった。「目指しているが、まだ足りない」

という人も多い。

　以下、表5－11には、地域に根ざしていないと

思う、その他の理由を示す。

Aホーム

Bホーム

Cホ三ム

Dホーム

Eホーム

地域に根ざしているとは思わない理由

噺

嘔

し

辱

鳥

o

0 1 2 3 4 5 6

口目櫛ノているが．まだ足リない

ロ間所から問もないから

口域外の利用がない．地域の方との交流が少ないから

口地域の認識や理解がまだ不十分だから

目その他

図5－22地域に根ざしているとは思わない理由

（複数）　（単位；人）

表5－11その他の内容

その他の内容（地域に根ざしていないと思う理由）

Aホーム

Bホーム

世間一般的だと思います。

私が考える地域に根ざすとは、例えば商店街を通った時に品物を買わなくてもあいさつしてくれたり、「今日
は何食べるの？」「今日は何が安いよ」等声をかけてくれたり、地域の方とすれ違ったときにあいさっをしたり

立言したし又’・一ムに游びにきてくたし　えているしかし　’は幅なっていないから

　Bホームの人は自分自身の「地域に根ざす」

という定義をしっかり持っており、現状がまだ

そうなっていないことを踏まえたうえで「地域

に根ざしていない」と考えている。
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■どちらともいえない、分からない理由

　以下、表5－12にはどちらともいえないと思う

理由を、表5－13には分からない理由を示す。

表5－12　どちらともいえないと思う理由

どちらともいえないと思う理由

Bホーム

Cホーム

Eホーム

どちらともいえない。地域に根ざしているところもあるが、まだこれからだと思う。

地域に根ざしつつ、まだ根ざす方向性があるホームだと思う。まだこれからだと思う。地域との関係がなけれ

ば成り立ちはしないと思うので。

開設して1年と少し。地域に根ざしつつあり、祭事等暖かく迎え入れていただいている。

表5－13分からない理由

分からない理由

Bホーム
勤務経験が少ない為、分からない

地域に根ざしたホームなのかどうか、まだ判断に迷いますが、入居者またスタッフも地域活動に参加するこ

とふれ　隔　△たくさん増や　よhに日々奴力していま　（耳地・　こまめにチェッ

　表5－12より、BホームとCホームの人は、「ど

ちらともいえない」と答えっっ、「まだこれから

だと思う」述べており、どちらかといえばまだ地

域に根ざしていないと考えているようである。

　表5－13では、「まだ判断に迷うが、入居者、ス

タッフともに地域活動に参加したり、ふれあう機

会をたくさん増やすように日々努力している」と

述べている。

　何をもって地域に根ざしたといえるかは、難し

・い問題であり、一度地域に根ざしたからといって

も、ホームの積極的な取り組みをやめてしまった

り、時間的・社会的な変化によってまた事情は変

わってくるかもしれない。ホームの立地条件（地

域的な問題）も関係してくるだろう。

　第1章の東京都23区のグループホームでの調

査の解析で「根ざす」ということの定義がホーム

によってまちまちだったのと同様、ホームのスタ

ッフー人一人によっても、また違っていることが

分かる。

　ただ、ホームから地域に向かってさまざまな取

り組みや働きかけをしており、積極的に地域とか

かわりを持とうとしているホームが増えている。
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5－4－2　どのくら’い地域に認識されていると思う

か

　「貴グループホームは、どのくらい地域に認識

されていると思いますか。また、そう思う理由を

お聞かせください」という自由記入の回答に対す

る答えをまとめたものを、図5－23に示す。

　回答は、グラフに示す6つのどれかに分類した。

図5－23より、「ホームの近所や商店街にはほとん

ど認識されていると思う」「地域で知っている人

は知っているし、知らない人は知らない．と思う」

「よく利用する商店など、一部のみだと思う」の

3つは認識の範囲についてであり、どの答えも地

域のほとんどまで認識されるに至らず、一部分の

みにとどまっていると思っている。その理由とし

ては、商店などの利用、地域の人とのあいさつ・

声かけ・会話、困った時に助けてもらう…など

が多かった。

　「名前は知っていてもグループホームがどう

いう所かまでは分からないと思う」というのは、

認識の程度についてであり、こちらについて回答

した人は少なかったが、名前を知ってもらう程度

ではまだまだだと考えているようである。中には

「隣の老健のイメージが強いため、『施設』とし

て捉えられている」という回答もあった。

　「今、少しずつ認識されている段階だと思う」

では、開設から半年ちょっとのBホームとCホー

ムで、「開設からはまだ時間が経っていないが、

ホーム側で地域に密着した生活を送っており、顔

なじみになる店が増えたり、近所の人とあいさつ

などをするようになった」と答えている。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

どのくらい認識されていると思うか

L

b

b

b

0 2 4 6 8 10　　　　　12

ロホームの近所や商店塒にほ、豚とんど認臓きれていると思う

口地籔で知9ている人13知っているし、知らない人13知らないと思う

口よく和1用する商店など、一謡のみだと」邑う

団今、少しずつ認綴されている険階だと思う

■翁前は知っていてもグルーツホームがどういう所かまでは分からないと思う

回具体的に，3分からない

ロ無回替

図5－23　どのくらい地域に認識されていると思

うか　（単位；人）
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5－4－3　ホームの立地環境について

　図5－24に、グループホームの立地環境はいい

と思うかどうかの質問についての結果を示す。A

ホームでは8割、B，Cホームでは5割、　Dホーム

で4割、Eホームで6割の人がホームの立地環境

はいいと答えている。ただし、いいと答えていて

も、不満な点もある中で、全体的に判断していい

と思うと答えており、どのホームでも良いところ、

悪いところがあるようだ。

■ホーム周辺の立地環境の良い点

　図5－25に、ホーム周辺の立地環境の良い点に

ついての結果を示す。前述のように、良い点、悪

い点のさまざまな点を総合的に評価して判断し

ているので、このグラフでは、「立地環境はいい」

「立地環境は良くない」「どちらともいえない」

全ての回答者があげた、ホーム周辺の立地環境の

良い点を示すことにする。

　全体的に多いのが、徒歩圏内の程よい距離に、

商店や公園が多いという回答であった。「程よい

距離に」というのは、「利用者さんは遠い、と言

っていますが運動ということを考えると、いいの

ではないかと」という答えのように、近すぎず遠

すぎずという距離のことを指しているようであ

る。また、どちらかといえば、職員にとって環境

のよしあしを判断したのではなく、入居者にとっ

て生活しやすい場であるかを考えた人が多かっ

た。

　Bホームでは、ホームの前に道路を挟んで荒川

沿いの土手があることと、地域の住民にとってな

じみ深い銭湯があることをあげており、Cホーム

とEホームでは1人だが祭などの行事が多いこ

とをあげている。地域性のある回答といえる。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

立地瑞境はいいと思いますか？

団立地環境はいい□立地環境は良くない国どちらともいえない

図5－24　ホームの立地環境はいいと思うか

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；人）

Aホーム

Bホーム

Gホーム

Dホーム

Eホーム

ホーム周辺の立地環境の良い点

、

亀

～

ミ

…

o 5 10 15 20 25

口（徒歩圏内の幌よい距離に》藺店が多い　　　口（徒歩圏内の程よい距離に）公困や繰が多い

口散歩にいい土手があり、夏に死火も見られる■銭湯がある

日まつりなど、行事が多く参力臣やすい　　　　ロホーム周辺の交通量が少ない

駈バス停が近い稔ど，交通の利便性がいい

図5－25　ホーム周辺の立地環境の良い点　（複

数）　（単位；人）
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■ホーム周辺の立地環境の良くない点

　図5－26に、ホーム周辺の立地環境の良くない

点を示す。

　CホームとDホームで、買い物をするには少し

遠い気がすると答えている人が多い。利用者にと

って遠いと感じている人や、そもそも、ホーム周

辺に店が少ないことをあげている人がいる。次い

で、ホーム周辺の交通量と騒音をあげる人が多く、

入居者の（特に一人での）外出時に危険であると

考えているようだ。

　Bホームはホームの立地的に駅から遠いこと

をあげる人が多い。

　Eホームでは、良くない点をあげる人はいなか

った。「

■どちらともいえないと思う理由

　一番初めの「ホームの立地環境はいいと思いま

すか？」という質問に対し、どちらともいえない

と答えた人の理由を、以下表5－14に示す。

　　　　　　　　　　　　　　表5－14

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

ホーム周辺の立地環壌の艮い点

L

L

L

．、㌔

亀

も

聖

薯

0246810書214161820口（徒歩回内の程よい距離に）商店が多い　　　ロ（徒歩圏内の程よい距離に》公園や寧勤竜多い

口散歩にいい土手があり夏に花火も見られる臨践湯がある

昌まつりねど　行事が多く参力山やすい　　　　ロホーム周辺の交通量が少ねい

國ハス得が近いねど交通の利便性がいい

図5－26　ホーム周辺の立地環境の良くない点

（複数）　（単位；人）

どちらともいえないと思う理由

どちらともいえないと思う理由

Aホーム
どちらともいえない。買い物に行くには少し遠い気がするが、神社や公園は近くにあり、周辺

ﾉ住　がゑいので安心できる部分もある。
どちらともいえない。商店街など近くにあり便利だが、交通量が多い道路が目の前にあり危
ｯ。しかし、散歩に　い土手などがある。

Bホーム
近所にはこの地域ならではの銭湯があり、その他スーパーや商店街が近くにあります。家の
ｷぐ目の前には荒川が流れ、夏には花火がよく見えます。ただし、家の前は車がよく通り、駅
ｩら遠いのが少し難点です。
もう少し駅に近ければと思うこともあるが、特別悪いとも言えない。

Cホーム
どちらとも言えないと思う。歩いて買い物に行く距離として身体的なレベルが高い時はちょう

ﾇ良い距離にあると思うが、レベルが下がった時に歩行するには少し遠いように感じる。

散歩は近くにかなり良い（大きい）緑地帯があるのでいいと思います。交通に関しては、大き
ﾈ道路が近くにあり、車通りが激しいので少し　いなと思います。

Dホーム 自然という意味では都内とは思えない程緑に恵まれていると思う。生活として考えると、スー　　　　　　　　伽パーも商店街も遠く、車の必要性は高い。

Eホーム 現段階では、良し悪し難しい。（利用者、ご家族の声が大切）

　表より、理由としてはどれもこれまでにあげた

ものとほぼ同じで、本人の判断に迷って「どちら

ともいえない」と答えた人が多い。

　Eホームで「利用者、ご家族の声が大切」と答

えた人がいる。グループホームは入居者だけでな

く、その家族も主体と考えているからだろう。

　また、参考までに「他のグループホーム等での

勤務経験のある方は、過去のホーム等と比較して

みてのお考えを教えて下さい」と補足をして質問

したが、比較してのコメントをした人はいなかっ

た。
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5－4－4　これまでの地域とのかかわり

　第1章と同様、グループホームの職員としてこ

れまでどう地域にかかわってきたか、普段特に気

をつけていることや、地域とのかかわりの中での

エピソードなどを自由回答してもらった。

□これまでの地域とのかかわりと現状

　図5－27より、これまでや今現在、地域の人達

とどういう関係になってくれているかを記述し

てくれた人はCホームで最も多かった。後で述べ

るが、AホームやBホームでは普段気をつけてい

ることなどを記述してくれた人が多かった。

　Cホームを初めとして、全体的には店の店員や

客と利用者が顔見知りになることをあげた人が

最も多く、次いでB，C，Dホームで店の店員が入居

者のことを理解し、支援してくださっていると答

えた人が多かった。さらに、店のお得意さんにな

り、店におまけをしてもらうという、店とのかか

わりをあげる人が多い。

　第1章の東京都23区のホームを対象にしたホ

ームでは行事などで地域住民どの交流をあげた

人が多かったが、今回は答える人がいなかった。

　また、表5－15にはその他の内容を示す。これ

らも店とのやり取りの回答が多かった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　表5－15

Aホーム

Bホーム

0ホーム

Dホーム

Eホーム

これまでの地域とのかかわ駅エピソードなど）

ξ＝i

0　　　　　5　　　　　10　　　　 15　　　　 20　　　　 25　　　　 30　　　　 35

日店の店員や客と利用看が顔二日リに摺る　　　　　　　口店の店員が入居看のことを理解し、支擾して下さっている

口店の店鱗が入居看の名削や顧，状態躇覚えていてくれる　　目外出時，入居者が勤物や子供とふれあう

回店のお得意さんに鄭り店におまけ乱，てモ乃う　　　　　　U買い物散歩尋の外出を通して、地域の方々との交1’励騰る

田外出時、近所や地域の人とあいさつ．会話をする　　　　　回その他

図5－27　これまでの地域とのかかわりと現状

・（複数）　（単位；人）

その他の内容

その也の内容（これまでの地域とのかか　り）
八百屋に行けば、店の人と立ち話をしたり、入居者から「まけてよ～」という声を聞くこともある。

今までおいていなかったパンを利用者のために要望に答えて作っておいてくれた
Cホーム

魚のおすそ分けをした時に、お返しをホームまで持ってきてくれたことがある。

お店にお客がいないと「お茶しませんか？』と声をかけてくれ利用者も喜んでいる。

■普段気をつけていることなど

　図5－28に、ホームのスタッフが普段気をつけ

ていることなどを示す。グラフより、最も多かっ

たのはいつも積極的にあいさつや声かけをする

ように心がけていることで、ホームかち地域との

関係を築いていこうとしていることが分かる。こ

れは、第1章の東京都23区のホームを対象にし

たアンケートと同じ結果である。

　その他を除いて、「店員、客と入居者のかかわ

りを邪魔しないようにする」「ほぼ毎日買い物に

行く」「スタッフではなく入居者に米、酒、出前

などを注文していただく」「スタッフも入居者と

同じくらい注目され、見られていると意識してい

る」が2人ずつ並ぶ。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

普段気をつけていることなど

臨店員、客と入居者のかかわりを邪臓しねいようにする（見守る）

口ほ悩毎日蜀い物に行く

ロスタッフで1コなくλ居者に米、酒、出前ねどを注文していただく

口いつも積極的にあいさつ・声かけ等をするよう心がけている

nスタッフも入居者と同じくらい注目され．貝られていると意悶している

目その他

10 15 20

図5－28普段特に気をつけていること　（複数）

（単位；人）
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　表5－16にはその他の内容を示す。「これまで、

地域との関係はほとんどない」「地域とのかかわ

りはこれからやっていきたいと思う」と答えた人

も見られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5－16　その他の内容

その他の内容（普段気をつけていることなど）
利用者をありのまま知っていただきたく、かくしたり、かっこつけずにいる。

Aホーム
初めの頃はホームのことについて世間話の中におりまぜて話したりした

かかわりは、これからやっていきたいと思う（まだ勤務して2ヶ月目なので）

花壇の草むしり（虫がわかないようにすること）や家の周りは特にきれいにするよう心がけています。

Bホーム スーパーや商店街に行く際、毎回同じルートで行くようにしている。特にエピソードはありませんが、途中

ﾉ通るお店の人や地域の方に顔を覚えてもらうことで、あいさつから始まり、コミュニケーションを図り、つ

ﾈがしができること　　えてもちろん入　　の　に’首肖えてもら軸とい隔ことも△めて
いつも行くスーパーの店員さんからご家族の話を聞く（家にも年寄りがいて…）。

Cホーム
今まで、地域との関係はほとんどない。

Dホーム 入居者さんが、以前住んでいた場所の商店街へ買い物に行き、なじみの方々とのふれあいを持つ。

Eホーム 地域住民との親睦。互助の精神
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5－4－5勤務以外でのスタッブの意識

　参考程度になるが、「グループホームの仕事で

はない、休日に外に出た時や仕事が終わったあと

の、自分が高齢者（勤務しているホームに限らず）

に対する態度は、普段の仕事の時と比較してどう

でしょうか？特に意識はしていないと思います

が、何かエピソードがあればお聞かせ下さい」と

いう自由回答の質問をした。アンケート作成と配

布時期の関係で、Bホームのスタッフへの質問は

出来なかったが、他の4ホームからの回答を得ら

れた。

以下、図5－29にその結果を示す。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

普段の意識

、

0 5 10 15 20

口手が必要そう砿時だけお手瓜、をする

口あまりかかわりを待うたことはねい

周目分から声をかけてあける

凹特に（動構甲と，変わらない

国その他（具体的コ∠ソード等》

口電軍やバスで豚を顧る程度

目筒齢者を見るとつい．心漕己に13る

口以前と比べ．高齢者に矧レて｛凪・く慶するようになった

口お年寄リへの思いやり力強く弄うている

臨無回谷

　その他を除けば、一番多かったのは「（困って

いる人に）自分から声をかけてあげる」で合計7

人、次いで「手が必要そうな時だけお手伝いする」

と答えた人が6人だった。

図5－29　普段の意識　（複数）　（単位；人）

　表5－17には、その他の内容を示す。

　回答者が実際に経験した具体的エピソードが

多い。

表5－17その他の内容

その他（具体的エピソード等）の内容

Aホーム
バス停でバス待ちをしている時、横入りしてきた70歳代の女性がいた。当然、横入りしないようにと注意を

ｵたのだが、もしも並んでいるという認識ができない痴呆状態にある方だったら間違っている1と言い切れ

ｽか　　えせ’　た
仕事が終わったあと、雨がすごく降っていた時、シルバーカーを押してくるお年寄りが手から血を流してい

ｽ（も　れていた）のを見て、忠をかけ、自分ができることをした。

Cホーム
近くの（家）コンビニでさっぱりした身なりの男性（70才代）がお会計をしょうとして、店の人に「お金が足らな

｢よ1」と言われていた。品物1つ手に持って残念そうに買わずに出て行った。自分の買い物を急いで済
ﾜせ、後を追いかけようとしたが、外に出たら姿が見えなかった。追いかけて何をしょうとしたのか自分で
熾ｪからないが、むなしさが残った。

繰り返し同じことを言う人に対して、共感的態度でかかわれた。

休日に知らないおばあさんに、OOに行きたいんだけど、バスはどこから来るの？と聞かれ、話しているう
ｿに少し変だなと思い、交番に一緒に行き、家族と連絡が取れたが、一人で住んでいるので、交番には2～3回お世話になっていたとのこと。

Dホーム スーパーで低血糖で倒れた人がいたので、店の人に言って砂糖水をもらった。

知的障害者が来たときに普通に対応した。
近所のマンションに住んでいる老人が車道の所に居たので安全なところに寄せた。ご自分の居住が分か’“　山に蓮、し起してもらった小し　　が　つた
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5－5　グループホームと地域とのかかわりについ

ての意識

5－5刊　グループホームと地域とのかかわりにつ

いて

■グループホームと地域とのかかわりの必要性

　　「グループホームと地域とのかかわりは必要

だと思いますか？」という質問に対しては、回答

者全員が「必要だと思う」と答えている（「必要

だとは思わない」「どちらともいえない」「無回答」

はなし〉。

■グループホームと地域とのかかわりが必要だ

と思う理由

　図5－30に、地域とのかかわりが必要だと思う

理由を示す。グラフより、その他を除いて全体の

中で最も多かったのは「認知症高齢者を正しく理

解し、受容してもらい、地域全体で支えてもらう

ホームをめざすため」という理由で、合計13人

が答えている。続いて「他の人や地域とのかかわ

りを持つことは当然のことだから」と答えた人が

合計10人、「地域とのかかわりは入居者にとって

安心やいい刺激となる」と答えた人が合計9人だ

った。「地域とのかかわりは入居者にとって安心

やいい刺激となる」という理由は、第1章の東京

都23区のホームでの最も多い回答だった。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

地域とのかかわりが必要だと思う理由

、　も、 、　、　も、　　　　　馬　　、 も　　　　　　　　、 、　、　　　　　　　　　　、　　、、、馬 、　　　　　　　、

@　　　　　　覧
@　　　　　　剛1

” 、

亀

、

亀

、

、

覧

、

、

0 5 10 15 20 25

回地域に薯らす住人の1人（地域の楕成員）であるから

口人が人らしく暮らすのに．地域は欠かせない存在だから

口他の人や地壌とのかかわりをを持つこと13当撚のことだから

ロ地域とのかかわりは入居者にとって安心やいい刺激となる

日地域施設を活用し．地域の方の偲見をなくす

団地域活動に参力［し．地域に溶け込んでいきたい

9痴呆高齢者を正しく理解し，受容してもらい，地域全体で支えてもらうホームをめざすため

旧何かあったとき13もちうん、晋段も援けてもらえる

髄その他

口無回答

函5－30　グループホームと地域とのかかわりが

必要だと思う理由　（複数）　（単位；人）

159



第5章　グループホーム職員の周辺地域に対する意識構造に関する考察

表5－18その他の理由

その他の内容
Aホーム まだまだ世の中では、痴呆＝分からない、頭がおかしくなった、こわいなどのイメージがあるので、そうではない事

掾@して　け合う世の中になった方が誰もが主みよいと思うから。

グループホームの中で生活を完結するのではなく、地域とのかかわりを持ち、地域に受け入れられなければなら
ﾈいと思う。グループホームは開放的でなければならないと思うし、地域の人ともっとi昌　って欲しいと思う。

入居者が痴呆の状態であっても、自分のカで生きるためには、特別な環境ではなく、今までの生活で慣れて来た
謔､な（経験した生活と変わらない）環境が望ましい。また、地域住民の中にも、痴呆が何か特別変わったのもので

ﾍなく、何も出来ない人ではないことを理解し、老いること、痴呆になること、そういう人がいることを当然のことと

lえてくれる人が憎えて欲しいと思う。
Bホーム 入居者さんのためにも、グループホームのこれからの発展のためにも必要だと思う。

人との出会いによって入居者の方も「私はこの地域で生活しているんだ」と実感することができ、それが生きる活

ﾍにつながっていくのではないかと思うから。

絶対に必要だと思います。グループホームも普通に生活する家だからです。ごく普通に自然に関わることが望ま

ｵいと思いま

グループホームだけではやっていけないこともある。地域の方と一緒にこの土地で生活していきたい。

地域とのかかわりがなければ、グループホームの人間らしく生きることの意味が薄れてしまう。収容所化してしま
､。痴呆である事をオープンにすることは、家族の方にとっても大変、勇気のいることだと思います。外の人と接す

驍ｱとは　い又　感　もたら　と思いま

Cホーム
本人は痴呆とは思っていない方が多いので普通通りの生活を営むことが必要と思いますので、自然の近所付きムいとい亀のは必　かと思いま

痴呆という状態にある人にとってかかわりを持つことが困難になるので、積極的に地域とかかわりを持つことは必

@だと思、
グループホームは特養や老健と違って．外に出る機会も多い。私たちが生活する上で地域との関わりはとても重
vになっていると思うが、それと同様に施設だから必要ないという思いでではなく、全ての方が地域とのかかわり

@増やなけ　ば　い函燈は　けないと単軸

Dホーム
たとえ痴呆状態にある人であっても1人の人間として生きている以上、隔離するのではなく、少しでも社会参加し、1人の地域　民としてるべきと思うから。

いろいろな人と接する事が出来る。

地域とのかかわりが持てるからグループホームが存在する。

Eホーム 入居者の世代の価値観が「むこう三軒両どなり」があるから、近所と交流したがる

　表5－18にはその他の理由を示す。「地域とのか

かわりがなければ、グループホームの人間らしく

生きることの意味が薄れてしまう」「グループホ

ームは特養や老健と違って、外に出る機会も多

い」「地域とのかかわりが持てるからグループホ

ームが存在する」というような、他の高齢者施設

とは違い、グループホームの意義を述べる内容の

回答が目立っ。

　また、「認知症が何か特別変わったものではな

く、何も出来ない人ではないことを理解し、老い

ること、認知症になること、そういう人がいるこ

とを当然のことと考えてくれる人が増えて欲し

い」と、地域に対する願いを答えた人もいた。ホ

ームのスタッフが地域に対して望むことは、後で

詳しく述べることにする。
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5－5－2　これから地域とどうかかわっていきたい

か

　　「グループホームおよび地域全体をよくする

ために、これから地域とどうかかわっていきたい

と思いますか」という自由回答についてまとめた

結果を、図5－31に示す。

　グラフより、その他を除き、最も多かったのは

「地域の活動に参加し、地域の一員になる」が

19人で、「積極的に交流の場を作る」11人、「地

域に認知症高齢者のさまざまな面を知り、理解し

てもらう」10人と続く。「地域に認知症高齢者の

さまざまな面を知り、理解してもらう」は、第1

章の東京都23区のホームを対象にしたアンケー

トで最も多かった内容だった。

Aホーム

θホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

地域とどうかかわっていきたいか

、
5

し

b
L
6

、

・

ら

5
、

専

b
・

、

、

b

0　　　　　　5　　　　　，0　　　　　15　　　　　20　　　　　25　　　　　3D　　　　　35　　　　　40　　　　　45

臼今まで通り．日常を通レてかかわってい郡こい

口地域にどんどん出て行き濯能覚えてもらうこと

口助け合い●相互関保でヨ…きてることを琴邑信する場

回地域の活勤に勧曝ノ、地域の一負になる

田｝爾殖9に交流の場をつくる

口焦回管

口看通の生活の甲での閲1糸

日地域に緬呆高齢者の様々ね

図無理にではねく目然に少し

口劉ナ入れ、認のてもらい、1駁

国その他

茨

3

れ

図5－31，これから地域とどうかかわっていきた

いか　（複数）　（単位；人）

表5－19その他の内容

その他の内容
良くするの意味が分からない

Aホーム
分かりません。　　、

地域の方々はグループホームに興味を持っていると思います。誕生会や何か行事がある時は日頃お世話になって
｢る方々を呼んで当ホームのこと知ってもらいたい。
例えば、地域で何か催し物があるときなど、参加できることがあれば参加することで、その地域にとけこんでいきた

｢と思いま　しここは　のよ隔な土地　だと思いま
Bホーム 近所付き合いを大切にする

”痴呆の方でも、立派に生活ができるんだよ”ということを地域からアピールして、安心して住める環境（地域）になれ

驍ﾆいいな、と思います。

何か人と人とのふれあいの場がもてたらいいと思いますが、まだ具体案は探し中です。

なかなかかかわる機会が少ないので、もっとかかわる機会が増えればと思う。

新しい機会をたくさん増やしていきたい。

Cホーム

他のグループホームも多く見てみたい（趣旨を聞きたい）。グループホームのお年寄りが外に出るためには、自分が

烽ﾁと　・　盤しな1ればと思剛
出来るだけ迷惑（お手数）をかけない様、地域の一員として、行事・等々への参加をしていけると良いと思います。

交流の場をつくり、グループホームと地域のバリアフリー

こちらからも発信して呼びかけていく。

やはり、お年寄りの好きな子供、動物などを通し、誰にも不快感を感じさせないようにかかわりたいと思う。痴呆高齢

ﾒの場合は、職員の力量で変化していくと思う。

積極的にかかわりたい。

Dホーム 法人でバザーなどイベントをした時、近所の人が遊びに来てくれてるか？また、地域のイベントにどれだけ参加でき

驍ｩ。

グループホームは生活の場であるから人を呼んで公開してゆくのは無理だがチャンス（老健の祭など）があれば存在

�ｦ　。
難しい質問です（答えはないでしょう…）地域の特性があります。

Eホ」ム 今までどおり、挨拶、説明などを継続して、親しみやすいホームにしたい。また、地域の介護の相談に乗れるように

ｵたい

　表5－19には、その他の内容を示す。「新しい機

会をたくさん増やしていきたい」「こちらからも

発信して呼びかけていく」「積極的にかかわりた

い」といった、もっとホームからアピールしてい

きたいという内容が多い。また、「他のグループ

ホームも多く見てみたい（趣旨を聞きたい）。グル

ープホームのお年寄りが外に出るためには、自分

がもっと地域を探訪しなければと思う」と答えた

人もいる。同じ地域はもちろん、可能な範囲での

グループホーム同士の交流というのも、入居者に

とっても、スタッフにとってもいいことなのかも

しれない。
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5－5－3地域に対して望むこと

■地域に対して望むことはあるか

　「グループホームおよび地域全体を良くする

ために、ホーム周辺の住民や商店の方に対して望

むことはありますか？」という質問と、あるとい

うホームにはその内容を回答してもらった。結果

を図5－32に示す。

　グラフより、全体の54％の人が「地域に望む

ことがある」と答えている。

　また、「特に望むことはない」と答えた人は24％

だった。

■地域に対してどんな事を望むか

　図5－33には、地域に対して望むことの内容を

示す。

　グラフより、「認知症やグループホームの理解

と受容（あたりまえのこととして）」と答えた人が

一番多く、全体で10人だった。続いて「どうい

う人が入居しているかなど、関心を持って欲し

い」「もっと気軽に入居者に話しかけて欲しい」

と答えた人がそれぞれ6人、「ゆっくり温かい目

で見守って欲しい」「普通の人として、自然なご

近所付き合い」がそれぞれ5人ずつ続く。

　少数意見の中では、「もっと地域にアピールし

ていきたいが、その前に職員の意識を高める必要

がある」と答える人がDホームとEホームで1人

ずついた。

Aホーム

Bホーム

Cホ「ム

Dホーム

Eホーム

地域に望むことはありますか？

9

辱

◎

辱

・，・　　vA・・　　　　vひ●・’ ・博トひ’・》●

o

，

塾

9

0　　　　2　　　　 4　　　　6　　　　8　　　　10　　　　12　　　　14

国望むことがある□特に望むことはない團無回答

図5－32　地域に望むことはあるか　（単位；人）
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Cホーム

Dホーム
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口どういう人が入居しているかなど．閲心を持うて欲しい

口ゆっくり混かい目で見良うて欲しい

口音通の人として．自然ねζ近所づきあい

目買い諸膝の店側の入居者に対する配慮

・地域住民と入居者との自然ねあいさつ、気軽な会繕

ロもっと気軽に入居者に話しかけて欲しい

巴痴呆やグルーラホームの理解と受容〔あたりまえのこととして）

0今までどおりの付き論い

口もっと気軽に遊びに来て装知レい

謹地域がホームの側に不二や望むことを言Oて欲しい

凹もっと地域にアピールしていきたいが，その前に職員の意臓を筒める必要がある

ロその他

図5－33地域に望むことの内容　（複数）

（単位；人）

以下、表5遭0には、その他の地域に望むことの

　内容を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　表5－20　その他の内容

その他の内容
Bホーム 入居者が外で困った時は助けてもらいたい

Eホーム 住民の望むことです。
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5－65つのグループホーム1こよるスタッフの意

識の違い

5－6－15つのグループホームスタッフの基本属

性のまとめ

　　　　表5－215っのグループホームスタッフの基本属性のまとめ （上段；人、下段；％）

P 別
ホーム

10才代 20　代 30　代 40才代 50　代 60才代
△骨口口 生 女生

△・昔口

Aホーム
00 360 　2

S0

00 00 00 　5
P00

　2

S0

　3

U0
　5
P00

Bホーム
00 　　5

S55
　　3

Q7．3

　　2

P82
　1

X1
　0

O0
11

P00

　　3

Q7．3

　　8

V2．7

判100

Cホーム
　1

V7
　　4

R08
　　3

Q31

　　3

Q31
　　2

P5．4

00 13

P00

　　3

Q3．1

　10

V69
13

P00

Dホーム
00 　　5

T5．6

　　1

Pt1

00 　　3

R3．3

00 　9
P00

　　3

P6．7

　　6

R3．3

　　9

T0．0

Eホーム
00 　1

R3

00 00 00 　2

U7
　3
P00

　1

P7

　2

R3

　3

T0

全体
　1

Q．4

　18
S3．9

　　9

Q2．0

　　5

P2．2

　　6

P4．6

　2

S．9

41

P00

12

Q9
29
V1

41

P00

塾，驕 スタッフの　モi
ホーム

し’

@以内 …　～1 1　～5
ムさ口

地域内 区内 内・県
。圏’　、 ム着口

Aホーム
　1

Q0

　1

Q0

　3

U0
　5
P00

00 　2

S0

　2

S0

　1

Q0

00
　5
P00

Bホーム
　　5

S5．5

　　6

T4．5

00 11

P00

00 　　6

T4．5

　　3

Q7．3

　　2

P8．2

00 11

P00

Cホーム
　1

V．7

　10
V6．9

　　2

P5．4

13

P00
　0

O．0

　　2

P5．4

　10
V6．9

　1

V．7

00 13

P00

Dホーム
00 　　1

P11

　　8

W8．9

　9
P00

　　1

P1」

　　4

S4．4

　　2』

Q2．2

　　2

Q2．2

00 　9
P00

Eホーム
00 　　1

R3．3

　　2

U6．7

　3
P00

　　1

R3．3

00 　　1

R3．3

00 　1

R3
　3
P00

全体
　　7

Pフ．1

　19
S6．3

　15

R6．6

41

P00
　2

S．9

　14
R4．1

　18
S3．9

615・ 12 41

P00

　表5－21に、第2章で取り扱った5つのグルー

プホームの調査対象の属性をまとめておく。ホー

ムごとに回答者の年齢、性別、職業経験、スタッ

フの自宅をそれぞれ示し、上段は

その人数、下段はパーセントで割合を示してあ

る。
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5－6－2基本属性×地域に根ざしていないと考え

ている人の理由

　　　　　　表5－22地域に根ざしていないと考える人の属性とその理由のクロス集計

地域に根ざしていないと思う理由（複数）
也域に根ざしているカ

←時間的要因　　　　　　目標未達成→「地域に根ざしてい

ﾈい」と考えている人

ﾌ属性とその理由の
@　クロス集計

地域に根ざ

ｵていない

どちらともい

ｦない・分

ｩらない

開所から間

烽ﾈいから
域外の利用
ｪない、地
謔ﾌ方との
�ｬが少な
｢から

目指してい

驍ｪ、まだ
ｫりない

地域の認識

笳揄�ｪま
ｾ不十分だ
ｩら

その他 無回答

20　L℃
・i…………iiiii趨

2 1 0鱒　　iii…i…iiiii譲 1 2 0

30才代 2 1 2 1 1 1 0 0

年齢 40才代 1 0 0 1 0 0 0 0

50才代 1 1 0 0 0 0 0 1

60　代 1 1 1 1 0 0 0 0

性 3 3 0 0 0 0 2 1
性別 2ii蕪　iiiiiiiiiii灘iiiii萎 …i…i…liii灘i　iiiiiiii 蕪iiiii塗

女性
iiiiiiiiiiii藝i

2 0 0

…　以下 2 1 0 0 1 0 1 0

職業年数 半年～1 3 3 2 1 0 1 0 0

1年～5年iiiii
・、：、・、撒・，・，…、…、iiiiiiiiiiii趨i

1 2 2 2 1 1 1

　表5－22には、地域に根ざしていないと考えて

いる人の属性と、その理由のクロス集計結果を示

す。この表はホームの枠を取り払って、回答者個

人の属性めみで判断してある。また、23区のホ

ームでの集計と同様、地域に根ざしていないと思

う理由の左側が時間的要因、右側が目標未達成と

分けてみた。

　地域に根ざしていないと答える人のおおよそ

は、20才代の人で、その理由は「目指している

が、まだ足りない」という理由が多かった。性別

でも地域に根ざしていないと考える人の多くは

女性で、理由はいくつもあげられたが、地域の認

識や理解がまだ不十分よりも、開所から間もない

ことを多くあげ、時間的な要因で地域に根ざして

いないと考えている。

　（グループホームスタッフとしての）職業年数

で比べてみると、「地域に根ざしていない」と考

えている人の割合はグループホームスタッフと

して1年以上働いている人が多い』半年～1年で

は、まだ判断に迷う人の割合が多かった。
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5－6－3基本属性×地域に根ざしていないと考え

ている人の理由

　　　　　　　　　　　表5－23地域に根ざしていないと考える人の属性と

　　　　　　　　　今後、地域とどのようにかかわっていきたいかのクロス集計

今後、地域とどのようにかかわっていきたいか

←自然な形での地　とのかか　り　　　　　　痴呆の理解・ホームの　け入れ→
T地域に根ざしてい
ﾈい」と考える人の

ｮ性と、今後、地域

ﾆどのようにかか
墲ﾁていきたいかの
Nロス集計

今まで通り、

叝墲�ﾊし

ﾄかかわっ
ﾄいきたい

普通の生活

ﾌ中での関

W

無理にでは
ﾈく自然に、

ｭしずつ時
ﾔをかけ
ﾄ　　つくし

積極的に交

ｬの場をつ
ｭる

地域にどん

ﾇん出て行
ｫ、顔を覚
ｦてもらうこ

ﾆ

地域の活動
ﾉ参加し、

n域の一員
ﾉなる

地域に痴呆

w諶ﾒの
l々な面を
mり、理解し

ﾄも一

受け入れ、

Fめてもら

｢、信頼さ

黷驛zーム

その他

20才代 2 0 1 1 2蘇
iiiiiiliii翼 2iiii華…麟…1……iiliiiiiii蓼i

3

30　代 1 0 1 1 0 2 1 0 2

年齢 40才代 0 0 0 1 0 0 0 0 1

50才代 ・0 0 0 0 0 2 0 0 2

60才代 0 1 0 0 1 ・0 1 0 1

生 1 0 0 1 1iiiiiii：：：漁翻羅iiii難 1 1 4
性別

女生 2 1 2 2 2…1琴…iii…奎i…i…i…iii罎欄階 i蓑iiii懸 2 5

ら年以下 0 0 0 0 1i套叢：：：iiiii藝…、灘翻
妻i 1 0 1

雛’ 1鱗；燃燃職業年数 ’　～1 2 0 儒 0 舜粘㌔．．㌧ 5

1　’》5 1 1 1 0 2 2 2 0 3

　表5－23には、地域に根ざしていないと考える

人の属性と、今後、地域とどのようにかかわって

いきたいかのクロス集計を示す。今後、どのよう

にかかわっていきたいかの左側は、自然な形での

地域とのかかわりで、右側は認知症の理解やホー

ムの受け入れと、より高い目標をもってかかわろ

うとしているホームの回答である。

　「地域の活動に参加し、地域の一員になる」と

答えた人は20才代に多く、性別では差がなかっ

た。また、職業年数でもそれほど大きく差はなか

った。

　「受け入れ、認めてもらい、信頼されるホーム」

という回答が多かったのもやはり20才代の若い

スタッフで、職業経験半年～1年の人だった。

　前項の東京都23区のホームを対象に行ったア

ンケートでは、どちらかといえば全体的に普通の

生活の中でゆっくりと自然な関係を築いてから、

最終的にホームや認知症高齢者を受け入れても

らう方向で取り組んでいこうとしているホーム

が多かったのに対し、ここでは、町内会など地域

の活動に参加し、そこから大きく、ホームを受け

入れ、認めてもらい、信頼される関係を築いてい

こうとしている人が多い。
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5－6－4　地域に根ざしていないと考えている人の

理由×今後、地域とどのようにかかわっていきた

いか

　　　　　　　　　　　　　表5－24地域に根ざしていないと考える人の理由と

　　　　　　　　　　　今後、地域とどのようにかかわっていきたいかのクロス集計

今後、 地域とどのようにかかわっていきたいか

地域に根ざしていな ←自然な形での地域とのかかわり 痴呆の理解・ホームの受け入れ→

いと答える人が、今 今まで通り、 普通の生活 無理にでは 積極的に交 地域にどん 地域の活動 地域に痴呆 受け入れ、

後、地域とどうかか

墲ﾁていきたいか

臼常を通し

ﾄかかわっ
ﾄいきたい

の中での関

W
なく自然に、

ｭしずつ時
ﾔをかけ

流の場をつ
ｭる

どん出て行

ｫ、顔を覚
ｦてもらうこ

に参加し、

n域の一員
ﾉなる

高齢者の

G々な面を
mり、理解し

認めてもら

｢、信頼さ

黷驛zーム

その他

てゆっくり と ても’う

地域に根ざ ’

地域に根 していない 2 1 2 2 、　a s 3 1 5

ざしている どちらともい ノ

か えない・分 ，　　　　ノ

から赴い 1 0 0
．1 0 ’諺 ’　　　1 2 4

開所から間
ヨ

もないか’ 1 rl 1 1 1 1 1 筆 2

域外の利用
♂’

○　，

がない、地 、　　　、♂、　　　　　七、

域の方との
二

交流が少な
り　・1　　　’

地域に根 いか’ 0 1 0 1 1 0 ・　　1 0 1

ざしていな 目指してい

いと思う理

@　由

るが、まだ

ｫりない 0 0 1 0 1

。≧　　♂，

v　’慧 1 0 0
地域の認識
や理解がま 、　、　　　、　　　　　、、、、、

だ不十分だ
1、

か、 0 0 1 1 0 ’　蓬 0 0 1

その他 1 0 0 0 1 1 1 0 1

無回答 0 0 0 0 0 1 0 0 1

　表5－24には、地域に根ざしていないと考える人

の理由と、今後、地域とどのようにかかわっていき

たいかのクロス集計の結果を示す。

　地域に根ざしていないと答える人の中で、開所か

ら間もないことを理由にあげる人は、今後地域とは

自然な形から認知症の理解・ホームの受け入れまで

幅広い目標を持ってかかわっていこうとしており、

どの項目もあげられている。域外の利用が少ないと

いう人は、普通の生活から積極的に交流の場をつく

り、地域に認知症高齢者のさまざまな面を知っても

らおうと考えている。
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5－7　まとめ

圏ホームの日常生活圏は、入居者の外出時の、地

域とのかかわりの可能性に大きく影響している

ことが分かった。

■各ホームの入居者の一週間に外出する頻度を

見ると、「ほぼ毎日出かける」という人が、Aホ

ームとDホームで8割以上見られた。

■スタッフに行ったアンケートから、それぞれの

ホームで利用する店舗の種類は異なっており、A

ホームは主として駅前の商店街とその近くにあ

る小売店を半々に利用し、また、Bホームはホー

ムの近くにある、何でもそろう食品スーパーを中

心に、商店街もある程度は利用している。Bホー

ムは全5ホームのうち、唯「、飲食店の利用もあ

げている。Cホームは一番多いのが小売店、次い

でスーパーを利用している。DホームはAホーム

同様、商店街と小売店をほぼ同じくらい利用し、

スーパーも少し利用している。Eホームは小売店

を主に利用し、足りないものやここで売っていな

いものをスーパーで買っていた。

■ほとんどのネタッフが地域に根ざしたホーム

だと思うと答えており、その理由はあいさつや会

話など、地域の人と日常的な交流があること、そ

うありたいと思い日々努力しながら過ごしてい

ると答えた人が多かった。地域に根ざしているか

いないかの分かれ目ともなるが、大きく分けると

ホームの取り組み自体によって「地域に根ざして

いる」と考えているタイプと、その取り組みに加

え「（地域に）名前を覚えてもらう」「なじみの関

係」など結果まで見て「地域に根ざしている」と

考えている2つのタイプに分かれている。逆に、

「地域に根ざしていない」と答えた人は「開所か

ら問もないから」の理由が最も多く、「目指して

いるが、まだ足りない」と答えた人も多かった。

■ホームがどのくらい地域に認識されていると

思うかの質問では、地域のほとんどまで認識され

るに至らず、一部分のみにとどまっていると答え

た人が多く、商店などの利用、地域の人とのあい

さつ・声かけ・会話、困った時に助けてもらう…

等を根拠としていた。

■ホームの立地環境の良し悪しについては、ホー

ムごとに「良い」「良くない」の比率が違うが、4

割～8割の人が総合的に「立地環境はいい」と答

えている。徒歩圏内の程よい距離に商店や公園が

多いこと答えた回答が多かった。逆に、良くない

点としてホーム周辺に店が少ないこと、ホーム周

辺の交通量と騒音が多いことなどがあげられて

いる。

■回答者の全員が「地域とのかかわりは必要」と

答えており、「認知症高齢者を正しく理解し、受

容してもらい、地域全体で支えてもらうホームを

めざすため」「他の人や地域とのかかわりを持つ

ことは当然のことだから」などが主な理由となっ

ている。

■これから地域とどうかかわっていきたいかに

ついて、「積極的に交流の場を作る」「地域に認知

症高齢者のさまざまな面を知り、理解してもら

う」などが多くあげられた。

■スタッフの54％が「地域に望むことがある」

と答えており、「認知症やグループホームの理解

と受容（あたりまえのこととして）」と答えた人が

一番多く、続いて「どういう人が入居しているか

など、関心を持って欲しい」「もっと気軽に入居

者に話しかけて欲しい」と、もっとグループホー

ムを知り、受け入れて欲しいと考えているスタッ

フが多かった。
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第6章 周辺地域住民のとらえるグループホームの認識

6－1　研究の目的と方法

　本章では、第4，5章と同様、グループホームの

地域との関わり方の実態をとらえることを目的

としているが、ここでは特に周辺の地域住民がそ

の地域に立地するグループホームをどのような

イメージで認識しているか、一般の市民の意識構

造を明らかにすることを目的としている。

6－1－2　研究の方法

（1）調査の方法

　第5章で選定したグループホームを対象にし

てその周辺の地域在住者に対してアンケート調

査を行い、住民の意識を把握することとした。

（2）調査の概要

　■調査実施期間　平成16年11月5日（金）

　　　　　　　　　　　　　～12月5日（日）

　■調査対象　第2章で対象としたAホーム～E

　　　　　　　ホームの5つの周辺地域住民

　■調査方法　各地域にアンケートを200部ず

　　　　　　　つ、直接訪問依頼またはボスティ

　　　　　　　ングによりお願いし、後日郵送で

　　　　　　　返却してもらった（一部の人には

　　　　　　　ヒアリング実施）

■回収率

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

回答者の年齢

18≡曇3

0

闘20才代

口30才代

圏40才代

ロ50才代

囮60才代

目70才台

□80才代以上

国無回答

10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

図3．1・1　アンケート回答者の年齢　（単位；人）

回答者の性別

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム・、

團男性

臼女性

囲無回答

0　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

Aホーム…　48人（24．0％）

Bホーム…35人（17．5％）

Cホーム…　21人（10．5％）

Dホーム…25人（12．5％）

Eホーム…　29人（14．5％）

合計…158人（15．8％）

※以下「Aホーム」という記述はrAホーム周

　　辺の住民」を意味することとする。（B～Eホ

　　ームも同じ）

6－2　調査対象者と地域生活の概要

図3。1・2　アンケート回答者の性別　（単位；人）

召ミ1

回答者の年齢と性別のクロス集計

く　　男性

P　女性
K無回答

ｭ　　男性

P　女性
c無回答

ｭ　　男性

1　女性
U無回答

D4　男性
P　女性
ｾ無酪
ｭ　　男性

堰@女性
岱無回答

0510152025303540団20才代030才代040才代團50才陰獣60才代目70才代團80才代以上日無回答

6－2－1アンケート回答者の基本属性

■年齢

　図3．1－1より、全体で最も多いのは50才代か

らの回答で、全ホームの合計は40人である。そ

図3上3 アンケート回答者の年齢と性別の

クロス集計　（単位；）
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の後は60才代の35人が続き、急に少なくなって

40才代27人、70才代22人、30代21人と続く。

20才代の若い回答者は、わずかずつではあるが、

各ホームにいる。50才代を中心に、40才代150

才代、60千代の人数を合計すると102人に達し、

全体の64．6％となる。

圏性別

　図3．1・2には、回答者の性別を示す。回答の

多くが女性であることが読み取れるが、具体的

にはAホームで女性の割合が全体の7割以上、

B～Eホームで女性の割合は6割以上となって

いる。男性の回答者が10人を超えたのはBホ

ームのみで、11人であった。

　図3．1－3には、年齢と性別のクロス集計を示す。

Aホームの女性の人数が最も多く、年齢も30才

代、50才代、60才代がほとんどを占めている。

また、80才代を超える人も、Aホームの女性に

属しており、3人である。Bホームで多かった男

性は60才代の人が多いことが分かる。

■職業

　図3．1－4には、回答者の職業を示す。グラフよ

り、Eホームで主婦であると答える人が多くなっ

ていることにまず気がっく。主婦はAホームとD

ホームでも若干多く、会社員と同じ人数である。

　自営業を営んでいる人は、とくに今回のアケ

ートの大きな鍵となると思うが、Dホームで少

なかったものの、その他のホームで5～7厚い

た。その他の職業としては、大学講師、大学事

務、ヘルパー、翻訳業などがみられた。

■同居書している家族の人数

　図3．1－5に、回答者が現在同居中の家族の人数

を示す。4人以上の人と住んでいる人が最も多く、

全体で43人であった。

■65歳以上の高齢者との同居

　前前で同居している家族がいる人には、さら

に65歳以上の高齢者と同居しているかを尋ねた。

図3．1－6に、その結果を示す。「同居している」

と答えた人はAホームに多く22人だった。次い

でEホームで12患いるものの、B，C，Dのホーム

では10人にも満たず、全体でも少ないことが分

かる。

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

回答者の職業

0 10 20 30 40

囲会社員

因公務員

ロ自営業

□主婦

四パート

目その他

ロ無職

国忌回答

50

図3．1－4　回答者の職業　（単位；人）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

同居中の家族人数

、

0 10 20 30 40

国な

日1人

ロ2人

□3人

臼4人以上

凹田　答

50

図3，1・5　同居している家族の人数　（単位；人）

65歳以上の高齢者との同居

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

闘同居している

□同居していない

團無回答

0 10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

図3．1－6　65歳以上の高齢者との同居　（単位；

　　　　　　　人）
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■地域への居住年数

「あなたがこの地域に住み続けてどのくらいに

なりますか？」という質問に対する答えを、図

3．1・7に示す。グラフより、どのホームでも20

年以上、それぞれの地域に居住している人が多か

った

6－2－2アンケート回答者の日常的買い物の様子

　「あなたはこの地域での闘い物は週にどれく

らいしますか？また、そめ時間帯とよく利用す

る店を例にならって3っお答え下さい」という

質問に対する回答を以下に示す。

　この質問は、Eホームのスタッフとのアンケ

ート作成上の都合によりEホーム周辺の住民

に質問することが出来なかったので、Aホーム

からDホーム周辺の住民からの回答のみ示す

ことにする。

，■買い物の頻度

　　図3．1－8に、回答者の買い物の頻度を示す。

最も多いのが週3～4回で、全てのホームで

最も多い頻度となっている。後に続くのは、

AホームとDホームで週1～2回忌週5～6

　回が同数で、Bホームでは週5ん6回、　Cホ

　ームで週1～2回となっている。

　　ほぼ毎日買い物に行くという人はそれほど

　多くなく、どのホニムでも1～4人にとどま

　っている。

■買い物の時間帯

　図3．1・9には、買い物の時間帯についての回

答を示す。1日に1回とは限らないので、例えば

午前中と夕方など、1日2回行くことが多いと答

えた人はそれぞれの数をカウントした。

　グラフより、どのホームでも15時～18時に

買い物をするという人が最も多くなっている。

Aホームで19人、Bホームで13人、　Cホー

ムで7人、Dホームで9人である。一般的に

考えても、15時～18時は夕食の買い物をする

時間帯であり、また、17時以降は勤めをして

いる人も仕事が終わり帰る時間帯でもあるの

で、買い物をする人が最も多くなることがうな

づける。

　2番目に多いのは各ホームでまちまちであ

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

居住年数

：撒：

囲半年以内

□半年～1年以内

ロ1年～5年くらい，

□5年～10年くらい

囮10年～20年くらい

目20年以上

ロ地域外

囲無回答

0　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

図3，1・7　回答者の居住年数　（単位；人）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

買い物の頻度

・轍……職繍

；♂’・

，’＝・

囲週1～2回

ロ週3～4回

画像5～6回

目ほ1毎日

ロ無回答

0　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

図3，1・8　回答者の買い物の頻度　（単位；人）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

買い物の時間帯

撚継嗣

’

田午前申

皿12時～15時

田15時～18時

■18時卍21時

團21時以降

ロ不定期

0　　　　　　　10　　　　　　20　　　　　　30　　　　　　40　　　　　　50

図3，1・9　回答者の平均的な買い物ゐ時間帯

　　　　　　　　　　　　　（単位；人）

170



第6章周辺地域住民のとらえるグループホームの認識に関する考察

るが、全体的には12時～15時と答えた人が

22人、午前中と答えた人が21人の順に多くな

っている。

■普段よく利用する店舗

　普段よく利用する店」については、利用する頻

度が多い順に3つまで回答してもらい、それらを

「商店街」「小売店」「スーパー」「デパート」「駅

ビル」「コンビニ」の6つに分類した。以下図

3．1・10にその結果を示す。

　グラフには、最もよく行く店舗から順に店舗①、

店舗②、店舗③の順になっている。全体的にみる

と、スーパーを利用する人が目立つ。スーパーを

利用する人の割合は、全体の5割以上を占めてお

り、食料品を中心に、身近に多い店を利用してい

るようである。

　次に多いのはデパートであるが、どちらかと

いえば日常的に頻繁に利用するのではなく、ス

ーパーにはないようなものを購入する場合や

週末などに家族で出かけることが多いようで

ある。

　3番目には商店街が多くなっている。ホーム

の立地によっては商店街がないところもあり

（Cホーム）最も商店街を活用しているのはAホ

ーム周辺の住人であるといえる。

Aホーム店舗①

　　　店舗②

　　　店舗③

Bホーム店舗①

　　　店舗②

　　　店舗③

cホーム店舗①

　　　店舗②

　　　店舗③

Dホーム店舗①

　　　店舗2）

　　　店舗③

普段よく利用する店舗

051015202530354045
圏商店街□小売店図スーパー腿デパートロ駅ビル團コンビニ

6－2－3周辺地域についての認識

「この地域について、あなたはどのようにお考

えですか？当てはまるものすべてに○をつけ

て下さい」という質問をし、周辺環境にっいて

以下の項目に該当するかどうか回答してもら

った。その後、ホームごとに集計をし、それぞ

れの項目について○の数をパーセントで示し

た。（この質問はAホーム～Eホームの全ての

ホームで行った）

■環境を示す項目

1

2

3

4

5

6

7

緑が多い

空気がきれい

騒音が少ない

自然が多い

家賃が安い

物価が安い

交通の便がよい

図3，1・10　普段よく利用する店舗　（単位；人）

安心して暮らせる町だ

　治安がいい

近所付き合い

　　がいい

若者が多い

Aホーム

％緑が多い

空気がきれい

　騒音が少ない

自然が多い

家賃が安い

高齢者が多い

　　車通りが少ない

　　　物価が安い

交通の便がよい

Bホーム

％緑が多い
安心して暮らせる町だ

　治安がいい　　　　　8

近所付き合い

　　がいい

若者が多い

高齢者が多い

空気がきれい

　騒音が少ない

自然が多い

家賃が安い

物価が安い

車通りが少ない 交通の便がよい
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8　車どおりが少ない

9　高齢者が多い

10　若者が多い

11　近所付き合いがいい

12治安がいい

13安心して暮らせる町だ

■それぞれのホーム周辺住民の評価

　図3．1－11に、各ホ「ムの住民の、周辺環境の

評価に対する回答をまとめたものを示す。全体的

に5割を超える項目はそれほど多くない。以下、

それぞれのホームについてみていく。

　Aホームでは「緑が多い」と答えた人が目立ち、

68．8％の人が答えている。次いで多いのは「高齢

者が多い」で58．3％である。逆に『

「若者が多い」と答えた人は0だった。

　「Bホームで最も多いのは「高齢者が多い」で

77．1％である。続いて「交通の便がよい」が60％

となっている。この地域に走っているコミュニテ

ィバスをさしているのであろうか？以下、「車通

りが少ない」54．3％「物価が安い」

45．7％、と続く。Aホーム同様、「若者が多い」

と答える人は少なく、0ではなかったものの、わ

ずか5．7％であった。

Cホームでも「高齢者が多い」と答える人が最も

多く、71．4％にのぼる。50％を超えた項目はこれ

だけであり、以降は「近所付き合いがいい」42．9％、

「安心して暮らせる町だ」38．1％、「みどりが多

い」と「治安がいい」が同数で33．3％と続く。

このホームでも「若者が多い」と答えた人は0

であった。

　Dホームでは「緑が多い」をあげた人が一番多

く、88．8％にのぼる。これは、Dホームの近くに

ある大きな公園と緑地帯をさしていると思われ、

ホームの入居者のみならず周辺の人も散歩など

を行っていることから、真っ先に思いつく人が多

いのだろう。「高齢者が多い」は2

番目に多く60％である。そして「若者が多い」「治

安がいい」と答えた人は0であり、総合的な評価

に値する「安心して暮らせる町だ」はわずか8％

であった。

　Eホームでもこれまでのホーム同様、「高齢者

が多い」が6割を超え、62．1％で最も多い

安心して暮らせる町だ

治安がいい

近所付き合い

　　がいい

若者が多い

Cホーム

％緑が多い
　　　　　空気がきれい

高齢者が多い

　　車通りが少ない

騒音が少ない

自然が多い

家賃が安い

物価が安い

交通の便がよい

安心して暮らせる町だ

治安がいい

近所付き合い

　　がいい

若者が多い，

Dホーム．

　緑が多い
％49　　　　　空気がきれい

　　　　　　　騒音が少ない

高齢者が多い

　　　車通りが少ない

自然が多い

家賃が安い

物価が安い

交通の便がよい

安心して暮らせる町だ

　治安がいい

近所付き合い

　　がいい

若者が多い

高齢者が多い

　Eホーム
％緑が多い

空気がきれい

　　騒音が少ない

自然が多し

家賃が安い

物価が安い

車通りが少ない 交通の便がよい

図3．1－11　周辺地域の評価
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項目となっている。「交通の便がよい」が2番目

に多く58．6％、3番目に多い項目は3つで「自然

が多い」「車通りが少ない」「安心して暮らせる町

だ」である。それぞれ48．3％で、全体的に住み

やすいと思っている人が多いようである。

6．3地域住民のグループホームの認知度

6－3－1それぞれの地域にあるグループホームに

　　　ついて

「あなたはグループホーム○×（Aホーム～E

ホームの正式名称）をご存知ですか？以下の当

てはまるもの1つに○をつけて下さい」という

質問に対する、それぞれの回答を図3．2・1に示

す。

1

2

3

4

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

グループホームをご存知ですか？

1 、

0　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

国よく知っている

田名前や存在は知っている
がよく知らない

ロ何となく聞いたことがある

□全く知らない

よく知っている

名前や存在は知っているがよく知らない

何となく聞いたことがある

全く知らない

　グラフより、「よく知っている」が多かったの

はAホームとBホームであり、それぞれ13人、

12人であった。「名前や存在は知っているがよく

知らない」と答えた人はAホームで圧倒的に多

く27人、また、Dホームでも「よく知っている」

より多く17人掛人が存在は知っていると答えて

いる。

　「全く知らない」と答えた人はBホームとE

ホームに多くそれぞれ14人ずつだった。

6－3－2どの程度まで知っているか

　次の質問では、前間で「よく知っている」「名

前や存在は知っているがよく知らない」と回答し

てくれた人に、さらに「このホームの人が近隣の

商店街を利用していることをご存知ですか？ま

た、どの程度までご存知か、以下の当てはまるも

の1つに○をつけてください。」という質問をし

た。

1　グループホーム○×かは分からないが、どこ

　　かの施設の人が利用していると知っている

2　グループホーム○×の人が利用していると

　　知っている（入居者で名前を知っている人は

　　いない）

図3，2－1　グループホームの存在について

　　　　　（単位；人）

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

どの程度までご存知ですか？

；；椰＝：：懸描

隔■い㌔r■■

藻煙階

0 10 20　　　・　30 40 50

囲グループホームOxかは分からないが、どこかの施設の人が利用して
いると知っている

囮グループホームO×の人が利用していると知っている
（入居者で名前を知っている人はいない）

ログループホームOxのロムさんと、顔見知りで名前も知っている人がい
る

□その他

團近隣の商店街を利用していることは知らない

国無回答

図3．2－2　どの程度まで知っているか

　　　　（単位；人）
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3　グループホーム○×の□△さんと、顔見知り

　　で名前も知っている人がいる

4　その他

5　近隣の商店街を利用していることまでは知

　　らない

以下、図3．2－2に、その結果を示す。

グラフより、「（入居者の名前は知らないが）グ

ループホーム○×の人が利用していると知っ

ている」と答えた人が5っのホームで合計40

人と最も多かった。次いで「グループホーム○

×かは分からないが、どこかの施設の人が利用

していると知っている」と答えた人が31人で

あった。

　意外にも多かったのは1前問でグループホー

ムの存在を知っているにもかかわらず、この問

いで「近隣の商店を利用していることは知らな

かった」と答えていた人が16人いたことであ

る。AホームとDホームでそのように答えた

人が多いが、特にDホームでは全体の人数

（24人置に対する「近隣の商店を利用しているこ

とは知らない」と答えた人の割合は、Aホーム

よりも多くなっている。グループホームの存在

を知り、「普通の生活を送っている」その趣旨

をきちんと理解していれば、実際に商店街を利

用している姿を見ることがなくて．も理解でき

ると思うのだが…。まだそこまで理解してい

る人が少ないとうことなのだろうか。

　グループ・ホームについて周辺住民がどの程度

理解しているかは、第4章で詳しく分析していく

ことにする。

　表3．2－1には、その他の内容を示す。

　　「散歩をしているのをよく見かける」や店の人

であれば「買い物をしに来ていただいている」と

いう内容が多い。

6－3－3グループホームができたことについて

「グループホーム○×ができたことをどう思

いますか？以下の当てはまるものを全てに○

をつけて下さい」という質問に対する回答の結

果を、図3．2・3に示す。

それぞれの項目は

その他の内容
お店にお花を買いに来て下さいます

お世話する方と散歩をしているのを良く見かけます

家の前で日向ばっこしている時天気のあいさつなどはするが、知らない方です

Aホーム 静かな暮らしの雰囲気を感じる程度

酒類・食品店をしていて毎日のように買い物に来ていただいている。

夫がアルツハイマー病ですので、Aホーム設立当時よりお世話になっています。利用者さん

@’が　　階ご　4したことが　しま

Bホーム 利用者さんの名前は知らないが、スタッフのFさんを知っている

Dホーム 散歩しているのをよく見かける

Eホーム 職員が日豊して散歩しているのでEホームの人と分かる

表．3．2・1　その他の内容

グループホームO×ができたことをどう思いますか？

自分達の老後のために心強い

高齢者の多いこの地域にあって当然だ ・冒．●㌦●．．ド．・．㌔●　謄，．．●．・．㌔・．●●レ．・謄■．．，㌔o．，レ㌧　o．㌔㌔．．■．．r

是非．グルーブホ「ムOxの方々と二二を持ちたい

噛，．●，，．■、●・●・●，．．，，■．，，．■■ b．㌔■．レ，，．，．謄「

自分達には関係ないので分からない

どんな人がいるのか心配だ

その他

自分達の老後のために心強い ｡㌔’．o．’．’．’．㌔㌔”．’．’．’レ㌧’．’．’ D㌔．■「，■

高齢者の多いこの地域にあって当然だ

是非、グルーブホームO×の方々と交流を持ちたい

1

自分達には関係ないのて分からない

どんな人がいるのか心配だ

その他

自分達の老後のために心強い ．o．、、．㌔■。■．㌔．r■．㌔．．■．・伽．．．㌔

高齢者の多いこの地域にあって当然だ ・㌔’・w・’・㍉’く・’・’・㌔’・w・’・’・㌔㌔’・㌔’・’・’・

是非、グルーブホームOxの方々と交流を持ちたい 怐C●、㍉

自分達には関係ないので分からない

どんな人がいるのか心配だ

その他 ；㍉

自分達の老後のために心強い

高齢者の多いこの地域にあって当然だ E㌔¶・㍉㌔㌔’・’・’・’・’㌔’・㌔’・㌔；b；・㌧：・’・’・1・

是非．グループホーム○×の方々と交流を持ちたい
く！’δ

ｭ・’ド・’　今はどういうものか分からないが、ちょっと興味がある’
C

自分達には開係ないので分からない

どんな人がいるのか心配だ

その他

自分達の老後のために心強い

高齢者の多いこの地域にあって当然だ C㌔．，、，レ．．㌔

是非、グループホームO×の方々と交流を持ちたい ㌔㌧．・㌔・・＝…

閃■ 怫j■●，■㍉㌦■

自分達には開脚ないので分からない

どんな人がいるのか心配だ ・　．・．く・：・：・＝・

その他

0　　　　　　5　　　　　10　　　　　15　　　　　20　　　　　25　　　　30

図3．2・3　グループホームができたことをどう思うか

　　　　　　　　（複数）（単位；人）
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　　1　自分達の老後のために心強い

　　2　高齢者の多いこの地域にあって当然だ

　　3　是非、グループホーム○×の方と交流を持ち

　　たい

　　4　今はどういうものか分からないが、ちょっと

　　　興味がある

、　5　自分達には関係ないので分からない

　　6　どんな人がいるのか心配だ

　　7　その他

　　の7項目となっている。

　　　グラフより、各ホームごとに分析してみると、

　Aホームでは「自分達の老後のために心強い」「高

　齢者の多いこの地域にあって当然だ」と答えてい

　　る人が多く、5つのホーム中でも最も多くなって

　　いる。「今はどういうものか分からないがちょっ

　　と興味がある」も15人が回答しており、ホーム

　　に対して関心を持ち、受け入れようと考えている

　人が多い。

　　Bホームでも全体の回答数は少ないが、回答

　者の傾向はAホームとほぼ同じである。「自分

　達の老後のために心強い」16人、「高齢者の多

　　いこの地域にあって当然だ」15人となってい

　　る。「どんな人がいるのか心配だ」「自分たちに

　　は関係ないので分からない」と答えている人の

　数もA’ホームより多く4人となっており、前

　項で8割以上の人が「高齢者が多い」と答えて

　　いる地域にもかかわらず、まだグループホーム

　　について認識されていないこと、高齢者施設に

　興味のない人がいるといえる。その一方で、「是

　非、グループホーム○×野方と交流を持ちた

　　い」という人はAホームより多い7人であっ

　　た。

　　Cホームでも同様に「高齢者の多いこの地域に

　　あって当然だ」が11人を初めとし、「自分達の老

　後のために心強い」「今はどういうものか分から1

　　ないがちょみと興味がある」が8吟ずつおり、「自

　分達には関係ないので分からない」「どんな人が

　　いるのか心配だ」と答えた人が1人ずついた。

　　Dホ「ムは「自分たちの老後のために心強い」

　　「今はどういうものか分からないが、ちょっと興

　味がある」が同数の11人、「高齢者の多いこの地

　域にあって当然だ」と答える人は10人であった。
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　　　Eホームは「今はどういうものか分からないが、

　　ちょっと興味がある」15人、「高齢者の多いこの

　　地域にあって当然だ」13人、「自分達の老後のた

　　めに心強い」8人の順になっている。「どんな人

　　がいるのか心配だ」と答えた人は、Bホームと同

　　じ4人であった。

　　　表より、Aホームでは「老後、自分も入りた

　　いと思う」「この地域に関係なく、高齢化社会に

　　はあって当然のことだと思います」「生活者のホ

　　ームの中での様子を見たことがないので、一度見

　　てみたい」というホームに関心を持つ意見が多い。

　　　B，C，Eホームは1人ずつであった。　Bホームで
、

　　は「ホームの中がどのような構造になっており、

　　どの様に生活が営まれているか、その実態を是非

　　見学したい。そして本でしか知らない知識と比較

　　し、そのギャップをうめたい」とかなり興味を抱

　　いた内容だった。

6－3－4グループホームと特別養護老人ホームの

　　　　違いについて

　上記の質問の後、グループホームの説明とし

て

　「認知症高齢者グループホームとは、認知症

高齢者が小規模な生活の場で少人数（5人から9

人）を単位とした共同住居の形態で、食：事の支度

や掃除、洗濯などを入居者がスタッフとともに共

同で行うものです。一日中家庭的で落ち着いた雰

囲気の中で生活を送ることにより、認知症の症状

の進行を穏やかにし、少人数の中で『なじみの関

係』をつくり上げることによって生活上のつまづ

きや行動障害を軽減し、心身の状態を穏やかに保

つことができます」

　ということを述べたうえで、「あなたは、グル

ープホームと特別養護老人ホームの違いをご存

知ですか？」という質問をした。以下、図3．2・4

にそ：の結果を示す。

　グラフより、「はい（二知っている）」と答え

た人はAホームで最も多く27人となっており、

Aホームの回答者の半数以上を占めていた。続い

て多いのはEホームで「はい」と「いいえ」が

半数の14人ずつであった。それ以外のホームは

「はい」より「いいえ」のほうが多く、Bホーム

表．3．2－2　その他の内容

グループホームと特別養護老人ホームの違いをご存知ですか？

、

…i…i…i…iiii　liiiiiiiiiii　ii…iiiiiiiiliiiiiliiiiiiiiiiiiiiiiiiiiliiiiiiiiiii

Aホーム

aホーム

bホーム

cホーム

dホーム

i難iiilii…1…………………

圃はい

高｢いえ

ﾍ無回答
iiiiliiiii●

i…i…iiiiiii鰻iii…i毒iii灘iiiiiiiiili＝＝…薫i・●

羅

0　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

図3．2・4　グループホームと特別養護老人ホー

ムの違いについて知っているか　（単位；人）

では「はい」12人に対し「いいえ」21人となっ

ている。C，Dホームで「はい」と答える人は10

人以下で、Cホームでは6人、　Dホームではわず

か3人であった。

6－3－5グループホームのイメージについて

　住民がとらえるグループホームについての

イメージを把握するため、以下の12枚の写真

が撮影された場所を「グループホーム」「特別

養護老人ホーム」「それ以外」の3つのうち当

てはまると思われるものに分類してもらった。
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■写真ア

　グラフより、どのホームもほとんどの人がグル

ープホームと答えている。

　正解である特別養護老人ホームと答えた人は、

Aホームで10人、BホームとCホームで各5人、

DホームとEホームでそれぞれ7人となってい
る。

　その他では、デイケアと答えた人が1賜いた。

　この写真は12枚の写真の中でも正答率が低く、

A～Eホーム全てをあわせた正答率は21．5％と

かなり低くなっている。

正牛・別　護老人ホーム

正答率
AホームBホームCホームD’・一ムE’・一ム

20，8％ 14．3％ 23．8％ 304％ 241％ 2t5％
特別養護老人ホームでの、入居者の開門の様子である。ポイントとなるの

は、入居者が座っている小上がりの畳や、後ろのほうに見える籠で、特養っぽさ
がよく出ている。

以下、図3．2－5に、それぞれのホーム周辺の住人がこの写真についてどの様に
回答したかを示す。

写真ア

Aホーム

Cホーム

Eホーム

、

、

9

0 10 20 30 40 50

巴グループホーム

國その他

□特別養護老人ホーム

ロ無回答

図3．2・5　写真アについて　（単位；人）

■写真イ

　グラフより、写真イが特養で撮影されたと思う

と答えた人はどのホームでもかなりの人がそう

思っており、どのホームでも正答率は65％を越

えている。ちなみに、全体での正答率は71．5％

となっている。12枚の写真の中で最も正答率が

高い写真である。

　その一方で、この写真をグループホームと答え

た人も各ホーム2～6人おり、「小規模な生活の場

で少人数を単位とした共同住居」という、グルー

プホームの大きな特徴がまだ理解されていない

と思われる。

　その他については、「それ以外と思うものはそ

の理由もお書き下さい」とお願いをしたが、この

写真について記述してくれた人はいなかった。

臨
、§鷺螢

　　．§響・

“藝慈麟・

正牛・別　護老人ホーム
正答率A’・一ムB’・一ムC’・一ムD’・一ムE’・一ム

771％ 657％ 76．2％ 78．3％ 65．5％

全

715％
この写真も、特養で撮影されたものである。写っている入居者のほぼ全員が

車椅子で、大人数の集団的な生活をしていることなどから、1ユニット5人～9人
程度で小規模で生活するグループホームとは考えにくいだろう。

この写真についての回答結果は図3．2－6に示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真イ

亀

も

、

、

、

魯

、

、

0 10 20 30 40 50

ログループホーム

国その他

ロ特別養護老人ホーム

ロ無回答

図3．2・6　写真イについて　（単位；人）
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■写真ウ

　グラフを見ると、ホームによって写真から受け

る印象が大きく違っていることが分かる。この写

真をグループホームと答えている人が多いのはA

ホームとEホームの回答者であり、それぞれ23

人、22人となっている。しかしながら、正答率

は回答者の絶対数がやや少ない中で正解者が多

かったEホームで75，9％に達している半面、Aホ

ームでは回答者の絶対数が多いため、正答率は

47．9％まで落ちており、5つのホームをあわせて

も48．1％とかなり低くなっている。

　グループホームでの写真と答えた人はAホー

ムに多く、Dホームでは0人であった。　Dホーム

ではこの写真をその他と答える人が多かったが、

「バリアフリーではない、老人向けの施設ではな

い、医療施設のようだ」や「一般の家庭や病院と

比べて段差がある」と答えた人がいた。

　全体での正答率は48．1％であった。

正牛・　呆性局π　グルーフホーム

正答率
A’・一ムB’・一ムCホームDホームEホーム

47．996 40．0％ 42．9％ 34．8％ 75，9％

全

481％
写真ウは、東京都内のグループホームで撮影されたものである。家庭の台所と
大きく変わらないようだが、普通の人はどう答えるだろうか。造りは家庭とほとん

ど変わらないものの、食器や調理道具などが置かれていないため、少し家庭と

は感じがたい印象もある。
図3．2－7に、回答の結果を示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真ウ

、

、

し

、

し

し

㍉

、

、

、

馬

、

、

、

、

へ

覧

、

ず　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　、、

0 10 20 30 40 50

皿グループホーム　　ロ特別養護老人ホーム

園その他　　　　　　口無回答

■写真エ

　グラフから、この写真がグループホームのもの

と正しく回答した人はそれほど多くはない。この

写真も、写真ウ同様、AホームとEホームで正解

している人が多く、Aホームの正答率62．5％、　E

ホームの正答率69．0％となっている。他のホー

ムの正答率はBホーム40．0％、Cホーム47，6％、

Dホーム39．1％と40％前後であった。

　各ホームとも特別養護老人ホームと答えてい

る人がおり、多いところでは5～6人が答えてい

る。

　その他については、「普通の家」と答えている

人が1人、「手すりが少なく、浴槽が深い」と指

摘し、その他と答えている（その他の何の施設の

ものかは記述なし）人が1人いた。また、写真ウ

同様、「一般の家庭や病院と比べて段差がある」

と答えている人がいた。

　　　　図3．2・6　写ノウについて　“位；人

正　・痴呆性局　者グルー　ホーム

正答率AホームBホームC’・一ムD’・一ムEホーム　全
62．5％ 40．0％ 47．6％ 39．1％ 69．0％ 52．5％

この写真は、グループホームで撮影された浴室である。
手すりがついているが、浴槽は大きく、一般の家庭と同じであり、施設らしさは

感じられない。

この写真についての回答を、図3．2－7に示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真工

、

、 、

駕

、

、

、

、

、

も

、

0 10 20 30 40 50

ログループホーム　　ロ特別養護老人ホーム

國その他　　　　　　ロ無回答

図3．2・7　写真工について　（単位；人）
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　■写真オ

　グラフより、写真オをグループホームと答えた

人が多く、各ホームで5割～6割くらいである。

特養と答えて正解している人はわずかであり、A

ホームとCホームで2割程度、それ以外ではBホ

ームで14％、Eホームで13％、Dホームではかな

り低くわずか4％である。写真より、確かに、大

規模な大型施設を感じさせず、何となく施設っぽ

さがない。だが、「施設つぼくない＝グループホ

ーム」という考えを持ち、ただ単に建物の造りだ

けから判断すると、間違ってしまうのだと思う。

後のほうの解析に記述するが、ホームの中での生

活を理解していない一般の人は多い。

　その他と回答した人の中では、ペンションに見

えると答えた人がいた。

　全体での正答率はかなり低く、15．1％にとどま

った。

正解・　別養護老人ホーム

正答率AホームBホームC’・一ムD’FムEホーム
20．8％ 14，3％ 19．0％ 4．3％ 13．8％

全
15．2％

■写真カ

　グラフを見ると、特別養護老人ホームと答えて

いる人が半数いることが分かる。Aホームで22

人、Bホームで16人、　Cホームで9人、　Dホーム

で10人、Eホームで17人である。正答率はA～D

はどのホームも45％くらいで、Eホームで他より

高く58．6％となった。全体では46．8％であった。

　この写真をその他と回答した人は、病院の病室

と答えた人が2人、デイケアと答えた人が1人、

医療施設のようだと答えた人が1人いた。それ以

外でその他と答えた人は、具体的に何だと思った

かは無記入だった。

特養での、食事の用意をする写真である。奥の方のカウンターや、手前
の机、イスを見て、写真に写っている2人の人だけの食事ではなく、数人
の食事を用意している様子がわかる。グループホームであれば、手前
のイスに座っている人もなく、入居者も調理や食事の用意をすることが
多いことを考えると、特養と判断できるのではないだろうか。写真オにつ

いての回答の結果を、図a2－8に示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真オ

、

0 10 20 30 40 50

ログループホーム

国その他

ロ特別養護老人ホーム

ロ無回答

図3．2・8　写真オについて　（単位；人）

黙黙一無

晦六

三三二
◆蒙：箏、

繋餐
懸藻

正・別書老人ホーム
正答率A’・一ムB’・一ムC’・一ムDホームE’・一ム　全

45，8％ 45．7％ 42，9％ 43．5％ 58．6％ 46．8％

若干、写真が見づらいが、この写真は特養の多床室で撮影された写真である。
よく見るとベッドが2つあることが分かる（実は写真範囲外にまだベッドがある）。

病院の病室とも取れなくもない。

この写真に対する回答を3。2－9に示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真力

0 10 20 30 40 50

ログループホーム

困その他

ロ特別養護老人ホーム

ロ無回答

図3．2・9　写真力について　（単位；人）
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■写真キ

　グラフを見ると、写真キを解くようだと答えて

いる人が多いことが分かる。この写真は、写真イ

と並んで正答率が高い写真であり、Bホームで正

答率が45．7％と若干他より低くなっているもの

の、Aホームで72．9％、　Cホームで76．2％、　Dホ

ームで56．5％、Eホームで65．5％と6割を超え、

全体では62．7％と高くなっている。

　この写真について、その他の具体的な内容を記

述してくれた人はいなかった。

論，．

灘羅講
正解・　別養言老人ホーム

正答率 AホームBホームCホームDホームEホーム
72．9％ 45．7％ 76．2％ 565％ 655％

全
62．7％

写真キは、特養での食事の風景である。少し見づらいが、手前の方に車椅子に
座って食事をしている女性や、奥の方には病院の看護士のような格好をしたス
タッフが入居者に食事を食べさせている様子が写っている。
グループホームの場合、食事はスタッフも入居者とともに取るというホームが

多いが、そこまで理解して回答している人はいただろ

うか？結果については、以下図32司0に示す。

■写真ク

　グラフから、ホームによりばらつきはあるもの

の、A，B，　Eホームで、この写真をグループホーム

のものと思った人が多い。Aホームで32人、　Bホ

ームで20人、Eホームで22人である。　Cホーム

とDホームはグループホームと答えた人は少な

く、それぞれ10人、6人となっている。

　正答率は正解者の多いA，B，Eホームで60％を

超え、Eホームは75％にまで達している。正解者

の少ないCホームは47．6％、Dホームは26，1％

まで下がっている。全体の正答率は57，6％であ

った。Dホームではその他と答える人が多かった。

　その他で具体的な記述による回答は「グループ

ホームかとも思ったが、違うようにも見える」と

答えた人が1人にとどまった。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真キ

、

b

b

、

ヒ

、

L
、

、

し

b
し

し

し

し

し

0 10 20 30 40 50

団グループホーム

團その他

ロ特別養護老人ホーム

ロ無回答

”3．2・10与 こついて ■；

正解・呆　同　　グルーホーム

正答率 A’・一ムBホームC’・一ムDホームEホーム
66．796 60096 476％ 261％ 759％

全

576％
写真クは、あるグループホームの外観である。
グループホームといっても、民家改修型や、丁丁やデイサービス、病院などと

併設しているもの、ビルの一部に入っているものなど、運営形態はさまざまであ

るから判断しがたい部分もあると思うが、一般の人はどう答えているのだろう
か？

結果を、図32－11に示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真ク

1　　　　　　㍉
、 、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

0 10 20 30 40 50

ログループホーム

ロその他

ロ特別養護老人ホーム

囲無回答

図3．2－11　写真クについて　（単位；人）
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□写真ケ

　A，B，　Eホームで、この写真をグループホームで

あると答えた人が多いことが分かる。前写真同様、

C，Dホームで少なく、その中でもDホームで最も

少ない。

　各ホームの正答率は、Aホームで47．9％、　Bホ

ームで51．4％、Cホームで33．3％、　Dホームで

13．0％、Eホームでは最も高く75．9％となり、最

大で62．9％もの差が開いた。ちなみに、全体で

の正答率は43．0％であった。

　この写真を特記と答えた人はそれほど多くは

ないが、Eホームで最も多く7囲いた。

　その他と答えた人はAホームとDホームに多か

った。その他の内容としては、1人暮らし（の自

宅）と答えた人が4妬いた。

　Eホームは民家改修型のグループホームであり、

このアンケートの回答者が、そのEホーム周辺の

人で、中には見学を面ことがある人もいると考え

れば、Eホームの正答率が高いこともうなずける。

正牛・呆性高”　グルーフホーム

正答率 A’・一ムBホームCホームDホームEホーム
47．9％ 51．4％ 33．3％ 130％ 58．6％

全

43096
写真ケは、グループホームの個室での写真である。

床は畳で、使用している机や家具などもおそらく入居者本人のものであろう。
本当に、グループホームもさまざまな形態があるのでなかなか難しいと思うが、

一般の人がどう答えたか見てみることにする。

以下、図32一12に結果を示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真ケ

、

し

b

h

b

b
b

0 10　　　20 30　　　40 50

ログループホーム

ロその他

□特別養護老人ホーム

圃無回答

■写真コ

　グラフを見ると、特養と答えた人が多いが、グ

ループホームと答えた人も、各ホームわずかなが

らいることが分かる。正解者はAホームとEホー

ムに多く、各ホームについて正答率を見てみると、

Aホーム43．8％、Bホーム45．7％、Cホーム31．8％、

Dホーム34．1％、Eホーム65．5％と、またしても

Eホームで群を抜いて正答率が高くなっている。

　全体の正答率は45．6％であった。

　その他と答えた人はAホームとDホームに多く、

病院と答えた人が2人いた。

図3．2－12

μ”卵’” c

写真ケについて　（単位；人）

三一

融：爽鍵

正牛・別　護老人ホーム
正答率A’・一ムB’・一ムC’・一ムD’・一ムE’・一ム

438％ 457％ 381％ 34．8％ 655％ 45．6％

写真が見づらいが、これは特養でスタッフが入居者の入浴を介助している場面
である。

病院のように見えなくもない。

結果は、図3．2－13に示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真コ

舳　　　、、「、讐噛覧讐馳魯輸、、、魑、隔、魑　、、魑もしし鴨魅、隔鴨噺隔、亀覧噛ししし

0 10 20 30 40 50

ログループホーム

ロその他

ロ特別養護老人ホーム

国無回答

図3．2－13　写真コについて　（単位；人）
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■写真サ

　グラフより、全体的には特養での写真と答えた

人が多いが、各ホーム3～7人の人がグループホ

ームで撮影されたものであると答えている。これ

までの写真同様に正答率を見ると、Dホームで最

も高く65．2％、その後Eホーム55，2％、Aホー

ム52．1％、Bホーム42．9％、　Cホーム38．2％の

順となっている。また、全体での正答率は50％

となっていた。

　その他と答えた人は少なかったが、病院での写

真と答えた人が1人いた。

正解・別養護老人ホーム
正答率AホームB’・一ムCホームDホームEホーム

52，1％ 42．9％ 38」％ 65．2％ 55．2％

全
50．0％

写真サは、特別養護老人ホーム内での写真である。
入居者とスタッフらしき人の前に、おおきな柵があることが分かる。グループ

ホームは家庭的な環境であるため、このような柵を置くとことはほとんど無いと

言ってよく、玄関の鍵すら昼間は開けっ放しにしているところも多い。

一般の人の見方はどうだろうか？結果を図3．2－14に示す。

Aホーム

Cホーム

Eホーム

写真サ

、

、

、

ミ

、

覧

㌧

0 10． 20 30 40 50

團グループホーム　　ロ特別養護老人ホーム

ロその他　　　　　　團無回答

図3．2－14　写真サについて　（単位；人）

圏写真シ

　図3．2－15に結果を示す。グラフから、グルー

プホームと答えたのはBホームの住民が最も多

く、11人となっているが、他の3ホームではわ

ずか2～3人となっている。これら3っのホーム’

では逆に、特養と答えている人が多く、Aホーム

で21人、Cホームで9人、　Dホームで11人とな

っている。

　正答率を見てみると、写真オと同様にかなり低

く、Bホームで31．4％以外は、Cホームで14．3％、

AホームとDホームではわずかに3～4％であった。

4ホーム全体の正答率は14．7％だった。

　Aホームではその他と答えた人も多かったが、

全体でその他についての記述を見ると、有料老人

ホームと答えた人が1人、「階段はグループホー

ムにも特養にも無いと思う」と、「高齢者施設＝

全てバリアフリー」という考えの人が1人いた。

正解・呆生高p　グルー　ホーム

正答率
A’・一ムBホームC’・一ムD’・一ムE’・一ム

4．2％ 3t4％ 14．3％ 8．7％

全
14．7％

写真シは、グループホームの中に設けられている1m程の階段を撮影したもの
である。このホームは、ビルの上階に位置しており、入居者のリハビリを兼ねて

日常的に利用してもらおうと言う目的で設置されたものである。

この写真の回答に至っては、Eグループホームの方とアンケート作成の兼ね
合いで、Eホーム周辺の住民を除く、A～Dホーム周辺
の住民のみの回答しか得られなかったため、A～Dホームの結果のみ示す。

Aホーム

Dホーム

写真シ

0 10 20 30 40 50

圓グループホーム

ロその他

□特別養護老人ホーム

函無回答

図3．2－15　写真シについて　（単位；人）
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■各ホームの正答率　（写真ア～写真サ）

　以下、図3，2－16から図3．2－21まで、各ホー

ムのそれぞれの写真の正答率を示す。

　AホームとBホームでは、写真アとオの正答率

が低かったものの、他は全て40％以上の正答率

になっているが、グループホームはあまり理解

されていないと思われる。

　CホームもA，Bホームと同様、写真アとオの正

答率が低いが、他は30％以上の正答率となって

いる。Dホームは写真アの正答率は30％とまず

まずだが、写真オの正答率が5ホーム中最も低

く、10％にも満たなかったのと、写真クとケの

正答率が他のホームと比べ、極端に低くなって

いる。写真オ，ク，ケ以外の写真は30％以上の正

答率となっている。

　Eホームもこれまでの4つのホーム同様、写

真アと写真オの正答率が低いが、それ以外の写

真の正答率は5割を超え、全体でもかなり高い

正答率となっている。

　図3．2・21の、全体の正答率を見ると、やは

り写真アと写真オの正答率が低いのが目立っ。

最も正答率が良い写真は写真イであり、70％

を超えている。それ以外の写真はおおよそ

40％～60％台となっており、まだまだグルー

プホームと特養の違いは、ほとんどの住民に理

解されていないことが分かる。
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Aホーム周辺住民の正答率
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図3．2・16　Aホーム周辺住民の正答率　（単位；人）
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図3．2－17　Bホーム周辺住民の正答率　（単位；人）
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図3．2・18　Cホーム周辺住民の正答率　（単位；人）
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図3．2・20　Eホーム周辺住民の正答率　（単位；人）
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6－3－6各ホームと周辺施設の認識率

　各ホームが主要な周辺施設と比べてどの程度

認識されているのかを把握するため、「この地域

にある施設で、あなたが知っているものには○を、

知らないものには×をつけて下さい」と言う質問

をし、A～Eの各ホームと、その周辺の代表的な

施設を10っ、合計11っについて、○の数を集計

した。この数についてそれぞれの施設ごとにパー

セントで表わしたものを、以下図3．2－23から図

3．2－27に示す。

　図3．2－23より、Aホームの認知度は、スーパ

ー①、公園①、病院、小学校に次ぐ5番目で87．5％

と高く、周囲の施設と比べればまずまず知られて

いるといえる。周辺施設はランダムに選んだが、

全体的にどの施設も周辺住民によく知られてい

る。

　図3。2－24より、Bホームの認知度は10番目で

54．3％であった。Bホームのある地域には、2つ

のデイサービスセンターがあるが、これらのデイ

とBホームの高齢者施設は、神社や公園、銭湯、

スーパー、よりも低く、あまりよく知られていな

いようである。

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％
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公園①　95．8％

病院　93．8％

小学校　89，6％

公園②　85，4％

スーパー②　81．3％

公園③　66，7％

老人ホーム　56，3％

文化会館　52．1％

教会　43，8％
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生涯学習センター　85．7％
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スーパー②80．0％

幼稚園　74．3％

デイサービスセンター①　60，0％

デイサービスセンター②．48．6％

図3．2・24Bホームと他の施設の認知度
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　図3．2－25より、Cホームの認知度もBホーム

と同様、他の施設に比べて認知度は低い。47，6％

で、全体の10番目である。認知度が高いのは公

園①が90％、演芸ホールが85．7％、小学校が81％

などとなっている。ちなみに、回答者の中には、

6番目のスーパーが火事になった、9番目の温泉

は今はないということを記述してくれた人もい

た。

　図3．2－26を見ると、Dホームの認知度は76．0％

で、8番目に認知されている。上位にあるのは大

仏と公園が100％と、回答者全てに認知されてい

る。また、続く美術館、寺、神社も96％でよく

知られているといえる。Dホームの1っ上位の病

院は、Dホームに併設しているクリニックを指し

ており、若干、このクリニックの方が認知されて

いるようである。最下位にあるグループホームは、

Dホームとは別のグループホームを指しており、

認知度は8％ときわめて低い。

10〔跳

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

公園①90，5％『

演芸ホール　85，7％

小学校　81．0％

寺院　76．2％

公園②　76，2％

スーパー　76．2％

公園③　61．9％
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図32－25　Cホームと他の施設の認知度
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図3．2・26　Dホームと他の施設の認知

188



第6章周辺地域住民のとらえるグループホームの認識に関する考察

　図3．2－27には、Eホームと他の施設の認知度

を示す。Eホームの認知度は、周囲の施設と比べ

て最も低く、44．8％である。

　認知度が高いのは公園①、公園②、競輪場で

100％である。以降も病院①、スーパー①、病院

②、小学校②が96．6％、周辺施設で一番低い公

園③でも、82．8％と全て8割の人が認知している。

　全体を通して、他の周辺施設に比べれば、まだ

まだグループホームの認知が低いようである。こ

のアンケートをきっかけに、名前を初めて知った

という人もいるので、もっと多くの人に知っても

らいたいと思う。
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スーパー②　89，7％

温水プール　86，2％

公園③　82．8％

図3、2・27Eホームと他の施設の認知度

6－4今後のグループホームおよび高齢者施設と

　　　のかかわりに対する意識

6－4－1

　」将来、自分が高齢者になった場合に、どのよ

うなところに住みたいですか？以下の当てはま

るもの全てに○をつけて下さい」という質問をし

た。回答項目については以下の通り。

1

2

3

自宅にずっとすんでいたい

設備の整った老人ホームなどの施設に入り

たい

引っ越すことはあっても、この地域の中で住

み続けたい

4　どこでも良いから、グループホームのような

　　暮らしをしたい

5　その他

回答者には既に65歳以上の高齢者もいるが、現

状ではなく、あくまでも自身の希望を聞いてみた。

以下、図3．3－1に、結果を示す。

将来、高齢者になった場合に、どの様なところに

　　　　　　住みたいか

D　　　　　lO　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　60

，1

図自宅にすっと住んでいたい

口設備の整った老人ホームなどの施設に入りたい

口引っ越すことはあっても．この地域の中で住み続けたい

凹どこでも良いから．グルーブホームのような暮らしをしたい

国その他

図3．3・1高齢になった場合の住み家　（複数）（単位；

　　　　　　　　　　人）
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　グラフより、「自宅にずっとすんでいたい」と

答えた人がどのホームでも圧倒的に多く、およそ

7割の人が答えている。以下の回答をした人数は

ぐっと低くなっているが、「設備の整った老人ホ

ームなどの施設に入りたい」が全体の23．4％、「引

っ越すことはあっても、この地域の中で住み続け

たい」15，8％、「どこでも良いから、グループホ

ームのような暮らしをしたい」12．7％の順となっ

ている。

　ほとんどの人は、たとえ年をとっても、自宅で

住みたいと思っており、その一方で「子供に迷惑

をかけたくない」等の理由で、施設を考えている

人も多いようである。また、自分が生活してきた

地域での継続については、「引っ越すことはあっ

ても、この地域の中で住み続けたい」と答える人

はそれほど多くなく、地域での生活にこだわりは

あまり無いといえる。これは特に、Dホームでわ

ずか8％の人しか回答せず、最も回等率の高いC

ホームでも、23．8％と4分の1にも満たなかった。

　「どこでも良いから、グループホームのような

暮らしをしたい」と回答した人は、A～Dホーム

では2～9人いたものの、Eホームには1人もい

なかった。

　以下、表3．3－1に、その他の内容を示す。

　「（将来の事について）まだ分からない」と答え

た人が7人で、その時の自分の体の状況や家族の

ことなどの問題を考慮してみないと考えられな

い人が多かった。

　その他の内容としては、Aホームの「古里に帰

って旧友達と近所づきあいをしたい」「どこでも

OK」「まったく全てをやってもらうのではなく、

自分でできることはやらせてもらいたい」などが

あった。

表3．3・1その他の内容
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6－4「2高齢者施設に求めるもの

　「もし、あなた自身やあなたの家族が介護のた

めの入居施設を利用するとしたら、何を基準に選

びますか？以下の当てはまるもの全てに○をつ

けて下さい」という質問をした。選択肢は以下の

通りである。

ユ

2

3

4

5

6

7

入居にかかる費用が安いところ

明るくて優しいスタッフがいるところ

面倒を良くみてくれるところ

建物が新しいところ

個室の部屋が利用できるところ

自宅から近いところ

その他　　　・

結果を以下、図3．3－2に示す。

　Aホームでは、多いほうから「明るくて優しい

スタッフがいるところ」81．3％、「入居にかかる

費用が安いところ」と「面倒を良くみてくれると

ころ」が同数の70．8％の順になっている。「建物

が新しいところ」を望む人は多くなく、4人で

13．8％であった。

　Bホームでは「入居にかかる費用が安いところ」

「明るくて優しいスタッフがいるところ」「面倒

を良くみてくれるところ」が同数の23人で、

65．7％となっている。以降は「自宅から近いとこ

ろ」「個室の部屋が利用できるところ」「建物が新

しいところ」の順で、このホームでも建物の新レ

さはさほど重視されていないことが分かる。

　Cホームは「明るくて優しいスタッフがいると

ころ」が16人、76．2％を初め、「面倒を良くみて

くれるところ」「自宅から近いところ」が同数の

13人、61．9％と続く。

　Dホームの上位もCホームと同様で「明るくて

優しいスタッフがいるところ」が21人で84．』0％

を初め、「面倒を良くみてくれるところ」「自宅か

ら近いところ」が19人ずつで76．0％となってい

る。以降は「個室の部屋が利用できるところ」「自

宅から近いところ」「建物が新しいところ」の順

である。

　Eホームでも上位3っは他の4ホームとほぼ同

じで「明るくて優しいスタッフがいるところ」26

人、89．7％、「入居にかかる費用が安いところ」

24人、83．8％「面倒を良くみてくれるところ」

もし、介謹のための入居施設を利用するとしたら．

　　　何を基準に選びますか？

こ、、る　　が　　、一卿
、　　　　　　　　、 、、

明るくて優しいスタッフがいるところ
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図3．3・2　高齢者施設に求めるもの　（複数）　（単位；人）

表・3．3・2　その他の内容
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21人、72．4％の順である。以降、「個室の部屋が

利用できるところ」「自宅から近いところ」と続

き、やはり「建物が新しいところ」と答える人は

少ない。

　全体的には、「明るくて優しいスタッフがいる’

ところ」が最も多く79．1％、次いで「入居にか

かる費用が安いところ∫70．3％、「面倒を良く見

てくれるところ」09．6％が上位となっている。大

部分の人が高齢者施設に、明るく優しいスタッフ

がいることを希望しており、入居にかかる費用よ

りも重視きれている。以下は「自宅から近いとこ・

ろ」57．6％、「個室の部屋が利用できるところ」

57．0％、「建物が新しいところ」20．3％の順で、

個室の部屋でなくても良いと考える人はおよそ4

遇いると判断できる。

　表3．3身には、その他の内容を示す。医療設備

が整っているところをあげる人や、最新の設備を

備えた「ネットなどで施設の状況を離れたところ

がら常に確認できるシステムのあるところ」をあ

げた人がいた。

6－4－3　グループホームと地域のかかわりについ

　　　　て

ログループホームと地域とのかかわりの必要性

　「グル㌣プホームと地域とのかかわりは必要

だと思いますか？」という質問に対する回答結果

を以下図3。3－3に示す。

グラフより、どのホームもおよそ半数以上の人が

「必要だと思う」と答えている。

　「必要だと思う」と答えた人の割合が最も少な

いのはDホームで48．0％、割合が最も多いホー

ムはCホームで71．4％であった。

■グループホームと地域とのかかわりが必要

だと思う理由

　表3．3－3に、グループホームと地域とのかかわ

りが必要だと思う理由と、ホームごとの人数を示

す。多いほうから5つの理由には網掛けをしてあ

る。

　また、以下図3．3－4には、無回答を除く、表

3．3－3をグラフにしたものを示す。

　表およびグラフより、「お互いに助け合い、理

解しあって仲良く生活していきたいから」が最も

ホーム

ホーム、地

鞫o励「何
ｩあったと

ｳに助，台
ｦると思う

他籔の人々

ｪホ｝ムを
F長匹て、

Wかい聞煙
�ﾒつこと

ｪ必要

臼分違の将
Oを考える一蹴躍ζ鞍る

高齢謝＝限明巳ロ我が
轤ｷ．地臓と身．地域の

ﾌかかわり
ﾈくして主活

阪Oリ立た

ﾈい

理再鞭あっ

ｽ1琴うがよ

｢

入居むが地

ﾖとかかわ
驍ｱとで痴

��ﾔら
ｹ、人間とし
ﾄの耳籔を　　　　田巳

どのよつな
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將ﾊの生活
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お互いに助
ｯ合い。狸
�ｵ台，τ
≡lく生活

ｵτい3た
｢から

地壌そ住み

竄ｷい珈隔
ﾉしていくた

ﾌ

ホームF〕た

ｯの人閏聞
ﾛという生

ｸはおよそ
lえられな

ハホ執ム 3 2 3 5 3 1 2 5 1 3

躰画ム 3 1：｝，：・蝋1：1＝1：

Cホーム

ε庫rム 0 2 0 0 2 0 0
Eホ唱ム 1 0 0 0 1 0 4 1 0

台齢 ”、㌔ @・．・：：s 5

ホーム

お年寄りと

ﾌ交励3小
ｳい子傑1ζ

熨lい影曽
ｪあると恩
､
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Kつことで
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求[プホー
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同9地域に
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ﾉするため

今複ますま

ｷ高齢化が
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ｩわりが重
vにな？てく

モの他 煮回吾

Aホーム 1 2 2 0 0 1 2 20
εホーム 1 3 1

Cホーム 0 2 0 2 0 1 1 0 11

［ホrム 0 0 0 0 0 1 1 1 6 15

Eホーム 1 1 3 5
合8↑ 5 6 3 4 7 6

表3．3－3グループホームと地域とのかかわ

　　　　りが必要だと思う理由
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多く、5っのホームの合計で14人となっている。

次いで多いのは「ホーム、地域双方が何かあった

ときに助け合えると思う」という理由で、合計

11人であった。3番目に多かったのは「高齢者に

限らず、地域とのかかわりなくして生活は成り立

たない」という理由で、「かかわりはあたりまえ」

と思っているようだ。以降は「入居者が地域とか

かわることで認知症を遅らせ、人間としての尊厳

を保てると思う」が合計9人、「同じ地域に住ん

でいるので近隣の住人と同様に付き合いたい」と

考える人が合計7人と続く。

「グループホームと地域とのかかわりは必要

だと思う」と答えていながらも、その理由につい

て無回答だった人はかなり多く、表3．3－3より、

合計76人に登ることが分かる。前脚で「分から

ない」という選択肢は選ばず、「かかわりは必要」

Aホーム

Bホーム

Gホーム

Dホーム

Eホーム

グループホームと地域とのかかわりが必要だと思う理由

軸 o 曽 噂　　嚇　　曽 噂　　　⇒ 噂　　噂 噂篭

「■，
｡　　　　●　　　・

1桑1　　・”、”ち’8、’・、’・㌔’

P・，，， 「P，
C．

D．，

，「，．．．，．
D㌔㌔，．，．㌦．o㌔㌧ A”、

’，’、’

．，．．
｡．．■｡．・■

D8．’．・ D、・㌦

0　　2　　4　　6　　8　10　12　14　16　18　20　22　24　26　28　30　32　34　36　38　40

ロホーム．地域双方が何かあったときに助け合えると思う

口地域の人々がホームを認知して．温かい閥連を持つことが必要

口自分進の将来を考える一助になる

口高齢者に限らず、地域とのかかわりなくして生活は成り立たない

圏明日は我が身．地域の理解があったほうがよい

国入千尋が地域とかかわることで痴呆を遅らせ．人間としての尊厳を保てると思う

田どのような状態になっても人として昔通の生活ができることが大切だと思うので

日お互いに助け合い、理解し合って仲良く生活していきたいから

面地域を住みやすい環境にしていくため

0ホーム内だけの人間開係という生活はおよそ考えられないことだと思う

国お年寄りとの交流は小さい子供にも艮い彩響があると思う

ロ高齢者が多い地域なので役に立ちたい

口地域が入居している高齢者を受け入れ．みんなで支えることが大切

匝かかわりを持つことで地域もグループホームについて理解することが出来る

口同じ地域に住んでいるので近隣の住人と同篠に付き合いたい

田地域としてホームが特別なものだという垣根を取り除く必要がある

園ホームを閉鎧的・密室的な施設にならないようにするため

ロ今後ますます高齢化が進むので．地域とのかかわりが重要になってくる

目その他

図3B・4　グループホrムと地域とのかかわりが必要

だと思う理由　（複数）（単位；人）

と答えた上で理由が向かいとうだったというこ

とは、どういう理由で必要だと思うかは、あまり

考えたことがないということなのだろうか？

表3．3－4には、．その他の内容を示す。

表より、「人と接することが、一番の自分の存

在を確信できる時だから」と答える人や、「人手

不足の補いになると思って、ボランティアのお手

伝いもしゃすいと思う。地域の人もいろいろ勉強

になるのではないかと思う」など、さまざまな理

由があげられている。

大きく分けると「かかわりは必要」とする理由

家の前をいつもお賀い物に行かれて．お顔も「あの方は今日はいないけどどうしたのかな」なんて思うこともありま

すが，お声を力噸ていいのやら迷います。ボランティアの方（一緒に付いてる方）がもう一声、ホームの方と私達の

間をとりもってもいいのではと思うこともあります．お年寄りの方が近寄って話そうとするのを「行きましょう」といった

感じ弔し碧いく一縣・　　しゃる、　～たい、た　いす

緋徊や迷子になってしまうお年寄リもたくさんいらっしゃると思いますので，日頃から鱗り近所の付き合いを密にし、

地域で困った方々の手助ナができるような群遊作リが必要なのではないかと思っていますし、楽しく生活をしていけ

るよ一こお　い礪　しA一こ　《泌　たの雷　　　、、す

には『人としてかかわりを持つことがあたりま 表3．3・4　その他の理由

え』『今後のために大切（自分のためにも、地域の

ためにも）』『高齢者を大切にするべき（少し大袈

裟だが）』のようなグループに分けられそうであ

る。これらの詳しい分析は、後で行うことにする。

■グループホーム．と地域とのかかわりが必要だ

，、一ム

Dホーム

Eボー

とは思わない理由 表3．3・5かかわりは必要ではないと思う理由

「グループホームと地域とのかかわりは必要

だとは思わない」と答えた人は、図3．3－3よりA

ホームで2人、BホームとCホームで3人、　Eホ

ームで2人いた。その人たちが「必要だとは思わ

ない」という理由を、表3．3－5に示す。表に乗っ

ていない人（7人）は、その理由について無回答だ

った。
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　お年寄りと自分達は、意図的な関わりは不要と

答える人が1人、生活パターンが違うと答えてい

る人が2人だった。

　■分からない理由

　表3。3－6には、「分からない」と答えた人の理

由を示す。「分からない」と答え、その理由につ

いて無回答だった人は34人であった。

　表3．3－6より、「責任がどこまで持てるか分か

らない」「人それぞれ」「個人的に地方や介護の知

識がないため、そのような者がかかわることがい．

いのか分からない」というような理由があげられ

た。

　ホームのことを知らないからこそ、積極的にか

かわりを持って自分の知識や経験を深めようと

する二方で、上記のような消極的な人考えを持つ

が一部でみられた。

6－4－4地域．の中でしていること

　「地域全体め高齢者の暮らしを良く．するため

に、地域の中で今、何かしていることはあります

か？些細なことでも構いません。以下の当てはま

るもの全てに○をつけて下さい」という質問をし

た。項目は以下の通り。

1

2

3

4

5

6

表3．3－6　分からない理由

Bホーム

Eホーム

地域の中で、卑していること

0　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　　50　　　　60　　　　　70　　　　80

団お年寄りにあいさっをする

回時々、おすそ分けをしている

口逼であったら声をかけている

四食事作りや掃除を手伝うボランティアをしている

四特に何もしていない

国その他

お年寄りにあいさっをする

時々、おすそ分けをしている

道であったら声をかけている

食事作りや掃除を手伝うボランティアをし

『ている、

特に何もしていない

その他

　以下、図3．3－5に、結果を示す。また、図3．3－6

にも、同じ結果を、項目ごとに並べたものを示す。

グラフより、Dホーム．を除く4っのホームで「お

年寄りにあいさつをする」が多く、Aホームで

58．3％、Bホームで65．7％、　Cホームで52．4％、

Eホームで．は41．4％となっている。参考までにD

ホームでは20．0％で、全体ではちょうど50％で

ある。

次いで多い項目は「道であったら声をかけてい

る」が全体では40，5％でA，B，Eホ「ムで45～51％

の人が答えているものの、Cホームでは．28．6％、

Dホームでは．16．0％にとどまっている。以下、全

図3，3・5　地域の中でしていること　（複数）〈単位；人）

地域の中で今、していること

・●●○覧　・　　　　　　　　り　・ ●　　　　　　　　　　　　　● ◎　｝

お年寄りにあいさっをする 曜●■o■　　　　　　　　　　　　　．．・●伽，oレ．o．・●・．■，．．■．■　　・o・o㌔㌔．．

時々．おすそ分けをしている ．㌔㌔㌔．．噸．■。o．㌔Ogo．■．■

ぐ　　　　　　　　道であったら声をかけている
1芝飾作粥購を手励ボラ万イ驚してし・る

特に何もしていない

その他

お年寄りにあいさっをする

時々、おすそ釧ナをしている

ぐ　　　　　　　　道であったら声をかけている J％㌔．．．．o．．．．．　．．L㌔．r謄．●謄・

1誉　食事作りや掃除を手伝うボランティアをしている

特に何もしていない

その他．

お年寄りにあいさつをする ．．㌦’．㌧●．㌔」●’●，，，●’．．’

時々、おすそ分けをしている

〈　　　　　　　　道であったら声をかけている
16　食事作りや掃除を手伝うボランティアをしている

特に何もしていない　鱒＝

その他

お年寄りにあいさつをする

時々、おすそ分けをしている

〈　　　　　　　　　遁であったら声をかけている
1誉　食事作りや掃除を手伝うボランティアをしている

特に何もしていない

その他

お年寄りにあいさっをする

時々、おすそ釧ナをしている

く1　　　　　　　　道であったら声をかけている D㌔，

1岱　食事作りや掃除を手伝うボランティアをしている

特に何もしていない

その他

0 10　　20　　30

図3．3・6　地域の中でしていること　（単位；人）
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体の割合では「時々、おすそ分けをしている」が

13．3％、「特に何もしていない」11．4％、「その他」

10．1％と続き、「食事作りや掃除を手伝うボラン

ティアをしている」はわずか3．8％にとどまった。

Eホームは、全体の回答者数が少ないものの、ホ

ームや地域のお年寄りに積極的に活動をしてい

る人が多く、回答者に対する割合は多くなってい

る。

　表3．3－7には、その他の内容を示す。

　表より、行っている行為はさまざまであり、「家

に招待したことがある」「ボランティアに行って

いる」「花壇の手入れを手伝っている」「町内会で

差し入れなどを積極的に行っている」など、積極

的なことから、「出会いがあればなるべく会話を

するようにしている」「自然体におつきあいをし

ている」といった、日常的に出来ることまで幅広

い。商店を経営している人は、品物の配達や、在

宅出張散髪をしているようだ。

その他の内容
出会いがあればなるべく会話吝オるようにしている

理容師をしているので特養シルバーホーム等在宅出張散髪をしている

知らない方嶋も声をかけられたり、何か求められた時は一たえるようにしている．
Aホーム

話を聞いてあげる

荷物を持ってあlfる．近所なら車に乗せてあげる．

家族が音楽を愛好しているので音楽演奏に家に招待した一とがある．

肋、鴨　っていく一とはでないが　　1　の要塾が　れば

地域のお年寄りに買い物の商品を配達
Bホーム

百口 ﾌ　憧
タオルを半分に切ってオシボリを作って毎月1回老人施設に届けている

Cホーム 近域の老人ホームにボランティアに行っている．

Dホームに見学に行った一とがあります．56年前．
Dホーム

花壇の手入れを手伝っている．

町内会で炊き出しやお弁当の差し入れなどを積極的に行っています．
Eホーム

特に一れといったものはないが自然体におつきあいをしてる

表3．3－7　その他の内容

6－4－5　グループホームに望むこと

■グループホームに望むことはあるか

　「グループホ｝ムおよび地域全体をよくする

ために、グループホームに対して望むことはあり

ますか？また、あるという方はその内容をお聞か

せ下さい。」という質問をした。以下、図3．3－7

に、その結果を示す。

　グラフより、Bホームを除き、他の4っのホー

ム周辺の住民は「特に望むことはない」と’回答し

ている。逆に、「望むことがある」と答えている

人を見ると、Bホームで15人となっている以外

は、A，C，D，Eホームで10人にも満たない。

　「特に望むことはない」「無回答」をあわせる

と、A，　C，　D，　Eホームでその割合は7～8割にのぼ

り、Bホームでも6割に及ぶ。

　次に、「望むことがある」と答えた人の内容を

見てみる。

■グループホームに何を望むか

　図3．3－8に、「グループホームに望むことがあ

る」と答えた人の、望むことの内容を示す。

　その他を除くと、全体では「もっと地域などの

行事に参加し、地域とホームが交流すべき」「で

きたことやどんな人が入っていてどんな暮らし

グループホームに望むことはありますか？

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

、　　、　、魅しも、もしも、亀、魅も 、し、し、、覧、、、、、、、、、、、、、　、　、、、、、、、、しし、亀、」亀、、、 も、、、」、亀、、、亀、しし、、、、、、 亀し、隔、、唱、馬、、、、、、覧し、、し、
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．・二・’　　　　　齢　　・　・　・　・　…
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＝：＝：．＝：：；・；・1；＝・：・＝　・　・　　’　　　…

0 10 20 30 40 50

團望むことがある□特に望むことはない□無回答

図3。3・7　グループホームに望むことはあるか　（単位；

　　　　　　　　　　人）

Aホーム

Bホーム

Gホーム

Dホーム

Eホーム

グループホームに望むことの内容

@　　　　　　　　　　　　　　　●■　　　　　　■■9●●．●●■■，

｝　●　曾　■

・1・＝・1・＝・　。　　　　　　　　　　　　　　’．・

・，・，●㍉，．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ ・　・　，

●　．　　　　．　．　，　．　9
戟@　　・　　　レ　　　・

024681012141618團もっと地域の行事などに参加し、地域とホームが交流するべき

ロホームで催しを企画し、地域住民とホームが触れ合う場を作って欲しい

ロスタッフが道で協力が必要な時などはもちろん、晋段も声をかけて欲しい

日できたことやどんな人が入っていてどんな暮らしをしているか回覧板等で敦えてほしい

四大きいスーパー等ができても、地元の商店街を活用して欲しい

団ホームが自然な形て地域にとけこんでほしい

圏機会があれば．中の様子を見てみたい　・

日入居者への接し方が分からない．どの様に接したらよいか教えて欲しい．

圏もっと周りの人々にアピールし、周りの人達に働きかけるべき

團地域に根強く．誰にでも認めてもらうホームができてほしい

ロ晋段から艮くコミュニケーションをとるべき

ロその他

図3。3－8　グループホームに望むことの内容　（複数）

　　　　　　　　　（単位；人）
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をしているか回覧板等で教えてほしい」「もっと

周りの人々にアピールし、周りの人達に働きかけ

るべき」が同数の5人であった。ついで多いのが、

「ホームで催しを企画し、地域住民とホームが触

れ合う場を作って欲しい」「入居者への接し方が

分からない。どの様に接したらよいか教えて欲し

い」「普段から良くコミュニケーションをとるべ

き」を3人が答えている。また、数は少ないが「ホ

ームの中を見てみたい」という人が2乾いた。外

での入居者の行動は良く目にされていても、中で

どういう生活をしているかはまだよく知られて

いないようだ。

　表3．‘3－8には、その他の内容を示す。かなり内

容は具体的なものとなっている。

　Bホームでは、「ホームから商品の配達など、

電話やFAXで受ければ配達してあげたい。今、商

店街全体で進ゆている」とあり、商店街ぐるみで

グループホームに関心を持っているところもあ

るようだ。

　また、「グループホームの従業員も地域および

住人を知るようにっとめる事」「グループホーム

を利用している高齢者だけではなく、周りの人た

ちにも気配りとやさしさを…」という、厳しい

意見も見られた。

■特に望むことはない理由

　参考程度に、表3，3－9には、「特に望むことは

ない」と答えた人で、記述による回答をしてくれ

た人の内容を示しておく。

　このアンケートを通して初めてグループホー

ムの存在を知った人や、日常的にあまりかかわり

のなかった人にとっては、「まだ考えていない」

「知らずに生活している」という回答が出たよう

に思う。

　Aホーム．の人は、「特に望むことはない」と答

えながらも、もっと周辺住民の認知度や理解を得

るため、積極的に地域に働きかけた方がいいと答

えている。回答から、いささか人事のように思っ

ていると感じられる。

Cホーム

Dホーム

Eホーム

表3．3・8　その他の内容

表3．3・9　特に望むことはない理由
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6－4－6　自分たちができること

　「グループホームおよび地域全体を良くする

ために、自分たちができることは何だと思います

か？以下の当てはまるもの全てに○をつけて下

さい」という質問をした。回答項目は以下のとお

り。

1　あいさつをしっかりし、顔見知りの関係を築

　　いていくこと

2　積極的にホームへのボランティアや、高齢者

　　の手伝いをすること

3　祭りなど町内会行事を企画し、高齢者にも参

　　号してもらって楽しんでもらうこと

4　現状のままで十分（今のままでもとてもよい

　　地域）なので、何もする必要はない　　’

5　その他

　以下、図3．3－9に回答結果を示す。グラフより、

Cホームを除くA，B，D，Eホームで「あいさつをし

っかりし、顔見知りの関係を築いていくこと」が

最も多く、回答率が高い『Aホームで35人、72．9％

となっている。Cホニムではこの項目は2番目に

多く、12人、57．1％である。Cホームで最も多か

った項目は「祭りなどの行事を企画し、高齢者に

も参加してもらって楽しんでもらうこと」であり、

14人、66．7％の人が答えている。他の4ホーム

では、この項目は2番目に多く、Aホーム37．5％、

Bホーム34，3％、Dホーム52．0％、Eホーム51．7％

である。Cホームは台東区の祭りの多い地域であ

り、祭好きの人が多いからこのような結果となっ

たのであろうか。「積極的にホームへのボランテ

ィアや、高齢者の手伝いをすること」と答えてい

る人はそれほど多くなく、5っのホームの合計で

も29人となっている。「現状のまま（今のままで

もとてもよい地域）なので、何もする必要はな

い」’ ﾆ答えた人を見ると、Aホーム6人、　Bホ

ーム3人、Cホーム3人、　Dホーム4人、　E

ホーム7人であり、どんな属性の人がこの項目

を選んだのかは、後で詳しく分析することにす

る。

　表3．3・10には、その他の内容を示す。具体

的に何かをするという内容としては、Aホームの

「グループホームその他地域の施設、もよおし等

についてもっと連絡・広告し、分かるようにして

その　の内嘘
つながる娼があって欲しいいろんな世代〔子供＋グルーブホーム｝でかかわりがあって蓋馳’い

ボランティアはしておきたいと思いますが現状では無理なので

Aホーム
グルーブホームその他地域の施設もよおし等についてもっと連緒・広乱’分かるようにしておきたい

念に1度くらい広報誌でも出してみてはいかが

高齢者の能力を発揮できるチャンスを多く企画してほしい．子供との交流を盛んにして高齢者の経験を

@牡一　一一二乙　碍妄9ぐ　r－　1　猛

自分逢の暮らしで精一杯

Bホ噛ム 人に迷惑をかけす　自分自身でしっかりすること

ない

Cホーム Oホーム前の道路は少し暗い気がします

Dホーム 子育て中で忙しい為あまりできないが…

Eホーム 企画する事はいいこと掲示板などで知らせると艮い

表3．3・10　その他の内容

．自分たちにできること

あいさつをしっかりし．顧晃知りの閲1糸を築いていくこと

，＿’ k’・一@　　’㌧　　　　、　　　　　　　‘

@　　　　　　　　　　一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

の　　　　鳳7」　C　し　　、　，6　ζ．ロ

@　　　　　　　　　ノ　　ノ噛

その他

あいさつをしっかりし．噸凋知りの閏係を薬いていくこと

L’、一 @　　　’亀　　　　ノ　　　　　　　　　ム　乙

胃

6　　　　　丁　　　　　　　　　　　」　軍　　　　　　つ

刀　7　　　　　　　　　　　　　　　　」

@　　　　”

その他

あいさつ乱つかりレ顧見紐りの開脈礁、ていくこと

b’、一@　　　　7㌧　　　　　　　　　P1ヨ　　　石　　‘．

@　　　　　　　一
f　φ　・・　…
ｿ　　　　　　　　”　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

黶@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

あい二つ葱ノつかりし．顧見知りの間係を堅いていくこと

舶’亀騨 @　　　’、　　　　　　噛　　　　　　　匹　冨．

@　　　　　　　一

f　・…　　　　　　’・
a@　　　　　　　　　　　　　　　一
B ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　J

@　　　　　rら

その他

あいさつ乱・つかりし、倒醗知りの閲係を築いていくこと ・：・：・ひ1・：

bρ亀一 @　　　　’、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱」．

@　　　＿　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
〈　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　■．1そ　　　　　　　　　　’

7　　　　　　　　　　　　　　　，　♂

@　　蹴　　　　「

その他

0510152025303540

図3．3－9　グループホームおよび地域のために自分達

にできると思うこと（複数）（単位；人）
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おきたい」という答えくらいであり、あとは「○

○であればよい」「○○であってほしい」という、

やや他人事のような回答と「自分たちの暮らしで

精一杯」という、現状では無理だという内容が多

い。

6－4－7　グループホームとのこれからのかかわ

　　　　　りについて

　　「グルニプホーム○×および、これからできる

グループホームと、今後どのようにかかわってい

きたいと思いますか？ご自由にお書き下さい。」

という、自由記入によるアンケートを行った。以

下、図．3，3－10に、その結果を示す。

　グラフより、その他、無回答を除けば、「でき

る範囲で積極的にかかわっていきたい」が最も多

く14人で、自分にとっても、グル」プホームに

とっても無理のないようにかかわっていきたい

、という人が多かった。似たような回答として「温

かく見守り、自然体でかかわっていきたい」とい，

う回答もあり、5っのホームで合計6人が回答し

ていた。』

　続いて多かったのは、「グループホームを良く

分かっていないので答えようがない」という消極

的な回答で、合計11人だった。良く分かってい

ないからこそこうしたい、こうして欲しいという

ところまで結びつかず、とても残念である。

　その一方で、「（良く分かっていないので）もっ

とかかわって理解していきたい」という回答も見

られた。「グループホーム側にも、もっと地域に

オープンであって欲しい」が8人、「認知症高齢

者との接し方のアドバイスを受け、もっとかかわ

っていきたい」「見学などをして、グループホー

ムをもっと理解していきたい」がそれぞれ3人で、

もっとホームを理解していこうという人もかな

りいる。「3．3－6　グループホームに望むこと」の

中でもあったように、ホームの中での生活の様子

が分からないので、回覧板や広報等で知らせて欲

しいという人も多かった。また、ホームの中を見

学したい人も多くいるようだ。

　また、「決して他人事とは思わず、温かい気持

を持ち続けていきたい」と答えた人が合計9人お

り、このようにホームをもっと身近に感じる人が

Aホーム

Bホーム

Cホーム

Dホーム

Eホーム

グループホームとどのようにかかわっていきたいか

一一一一
@一一一一

L

L

L

L

L

9
一 b

L

L

b

L

一　一

L

0　　　　5　　　　10　　　　15　　　20　　　25　　　　30　　　35　　　40　　　45　　　50　　　55　　　60

日できる範囲で積極的にかかわっていきたい

ロ温かく見守リ．自然体でかかわっていきたい

ロ道で会ったら気軽にあいさつをしたい

ログループホームがもっとできてほしい

■痴呆性高齢者との接し方のアドバイスを受け、もっとかかわっていきたい

圏お互いに助け合っていきたい

日見学などをして．グループホームをもっと理解していきたい

ロ身内や近所の人が入ったら、たまに遊びに行ってあげたい

国明るい地元で気軽に買い物ができるような店にしていきたい

目普段はきっかけが無いが、イベントなどを通じて何かしていきたい

巴決して他人事とは思わす、温かい気持ちを持ち続けていきたい

四グルーブホーム側にも．もっと地域にオープンであってほしい

巴今は自分の生活で精一杯で余裕がない

ログループホームを良く分かっていないので答えようがない　，

ロその他

■無回答

図3．3・10　今後、グループホームとどのようにかかわ

　　　　っていきたいか　（複数）（単位；人）
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増えてくれればよいと思う。

　表3．3－11．には、その他の内容を示す。

　図3．3－15に含まれる内容とほぼ同じ．ものもあ

るが、個人の具体的な意見・エピソードが多くな

っている。

　やはり多いのは「ホームも積極的に働きかけ

を」という内容である。Bホームの人ように「ホ

ームができる前から、話し合いなどかかわりが持

てれば」．という人もいる。また、Dホームの人が

指摘するように、「どのようにかかわればよいか

分からないので、かかわり方を教えて欲しい」と

いう考えの人が多いので、ホームもより積極的に、

ホームのことを地域にアピールしていく必要が

ありそうである。

個人でのつな蔀りは雪ゆさもあってつい捨会を失いがちですので．町会などを通してボランティアとか、行事の取り組みな

　　　　　．表3．3・11その他の内容

6－5　施設のイメージに関する考察

6－5』1　基本属性×写．真の正答率

　まず、グループホームと特養の違いが分かると

答えた人、分からないと答えた人、無回答の人で

分類し、分析する。

（1）グループホーム．と特養の違いが分かると答

えた人

　表4．4－1、表4．4－2に、グループホームと下町

の違いが分かると答えた人の基本属性と、写真の

正答率のクロス集計を示す。表4．4－1は人数で、

表4．．4－2は割合を示している。

　違いが分かると答えた人で、8割以上の正答率

はわずか3人。． ｽいのは4～6割、6～8割。50

才代、60歳代の人が多い。男性よりも女性のほ

うが8割以上正解した人は多かったが、それ以外

は男女ともほぼ同じくらいの正答率だった。65

歳以上の高齢者との同居で正答率を見ると、2～4

割と6～8割正解している人は同居があったほう

が多いが、4～6割と8割以上の正答率は同居が

無い方が正解している人がわずかに多い。全体的

には同居の有無で差があまり見られなかった。

写真の正答率
属性 四2害 2～4害 4～6寄 6～8害 8曳以上 n＝62

20　代 0 0 0 2 0 2

30　代 0 0 2 1 0 3

40　℃ 0 0 3 4 1 8

50　」℃ 3 4 1 20
年齢

60　ざ 3 4

麟iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii窪

E…i翻…聾i灘i護・…． 2 1 17

70　ざ 2 1 4 2 0 9

80　以上 1 0 0 0 0 1『

無回答 0 0 1 1 0 2

生 4 2 4 0 15

性別 女生 5
韓i…i…襲i…ili鞭…i…i…i塾

　　　　5
ﾘ…i…i…i…iミ…i…灘…i…i…撚…

@　　　2

蓑i糞iii…i…i…i…i…iliiil…i…紹

3 45

無回答 0 0 0 0 2

百居あり 4
毒iiiiii婁iii美ii蓑iiiiiiiii莚iiiiiiii葦liiiiliiiiliiiiiiiiii臼i ii灘iiiiiiiiiiiiiiiiiiii妾ii暮 1 2765歳以上の

w諶ﾒとの
@同居

百　なし
　．．．岡四㌔．．．．．鱒・．．・r㌔　’．

S葦iiiiiiii細iii癖奎塁鱗 ii：i託職職蟻湖i漸i＿＿＿瀬i購i…i…iiiii…i…素馨iiii皇、 2 28

無回匁 1　　　　0 4　　　　2 0 7

表・4，4・1基本属性と写真の正答率のクロス集計　（単

　　　　　　　　　　　　　位；人）

写盲の正答率
属性 ’》 Q害　2～4蜜 4～6害1 6～8審 8割以上 ム言

20　」ヒ 0 0 0 100 0 100

30　　髄 0 0 66．7 33．3 0 100
40　　’ 0 0

講i…i…i…譲i…i…i：．…：：離 iiii宅i蓬iiiiiiiiiiiきヒi罰1’
12．5 100

50　ざ 15 20 30 @　　30 5 100
年齢

60　ざ 17．6 23．5 鐵鑑i…華ii甕i難 11．8 5．9 100

70　Lヒ 222 11．1
…i蘇iiiiii…妻iiii蝋1葦

22．2 0 100

80　以上 100 0 0 0 0 100

無回答 0 0 50 50 0 100
26．7 13．3 26．7 0 100

性別 女 11．1 15．6 羅ii禦燃暮 28．9 臥7 100

無回答 0 0 100 0 0 100
百居　し． 14．8 18．5

奄奄奄堰c糞iiiiiii嚢…i…i9引違 薗ﾔiiii罎繍霧透 3．7 10065歳以上の

w諶ﾒとの

@同居
百頑なし 14．3 14．3 illiii遜鞍i騰……門門iiii憎憎勉 7．1 100

14β 0 57．1　　　28．6 0 100

表4．4・2　基本属性と写真の正答率のクロス集計　（単

　　　　　　　　　　　　　位；％）
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（2）グループホームと特養の違いが分からない

と答えた人

　表4．4－3と表4．4－4に、グループホームと特養

の違いが分からないと答えた人の、基本属性と写

真の正答率のクロス集計を示す。

　違いが分からないと答えた人で、8割以上正解

している人は、分かると答えた人と全く同数だっ

た。年代ごとに見ると、正答率の構成比は、正答

率が2割以下で50代から70代の人がそれぞれ

33～45％、また4～6割の正答率の人も20～52％

多くなっている。30代では30％近くの人が正答

率2～8割に分布それぞれしている。

　性別で比較すると、絶対数は女性のほうが多い

が、正答率の比率は男性が2割以下、2～4割、4

～6割のそれぞれで女性より高くなっている。

　グループホームと特養の違いが分かるという

人は、65歳以上の高齢者との同居の有無でほぼ

同じ人数だったのに対し、違いが分からないとい

う人では、65歳以上の高齢者と同居している人

が24人、同居していない人が61人と大きく差が

開いた。高齢者との同居の有無で正答率を比較す

ると、4割以下の正答率の低いところでは同居あ

りの人のほうが多いが、正答率4割～8割の間で

は、同居なしの人のほうが多くなっていた。高齢

者と同居していても、グループホームと多角の違

いが分からない人は、写真の正答率があまり高く

なかったといえる。

（3）グループホームと特養の違いについての質

問に無回答だった人

　グループホームと特養の違いが分かるかどう

かについて無回答だった人（5人）についても、同

様に見てみる。表4．4－5には、グループホームと

特養の違いが分からないと答えた人の基本属性

と、写真の正答率のクロス集計を示す。グラフが

見やすくなるように、数値のあるセルのみ、色を

つけてある。

　表4．4－5より、8割以上の正答率の人はいなく、

正答率6割～8割に1人（60代の女性で、高齢者

との同居なしの人）、他は正答率4割以下の人達

であった。グループホーム自体にあまり関心がな

いのか、写真の正答率も低い。

写真の正嫁率
属生 ～2i摯 2～4害1 4～6害 6～8寄 8害1以上 n＝＝90

20　」℃ 0 1 1 2 0 4

30 3 5 4 5 0 17

40 1 5 ヨG 2 1 19

50 9 1 5 4 1 20
年齢

60　代 5 2 3 4 1 15

70 5 2 4 1 0 12

80　箆 0 0 1 0 0 1

笠回答 1 0 1 0 0 2

生 7 5 10 3 0 25
性別 女性 絡　’　　質 掬 褥 3 63

無三軍 1 0 1 0 0 2

百　　　し 7 6 6 4 1 2465歳以上の

w諶ﾒとの
@同居

百重なし 拓 嚢 舩 1…｝ 2 61

伍回嫁 2 1 1 1 0 5

表4．4－3基本属性と写真の正答率のクロス集計　（単

　　　　　　　　　位；人）

真の正致
生 ～2害1 2～4客 4～61 6～8害1 8害1以上 合言

20 0 25 25 50 0 100

30　ざ 176 294 235 294 0 100

40　ざ 53 263 52彗 105 53 100
50 珪 5 ・欝 20 5 100

年齢
60　ざ 鍮 133　　　鱒 267 67 100

70　七 尋獄 167 舘3 83 0 100

80　琵 0 0 100 0 0 100
伍口惣 50 0 50 0 0 100

性 280 20 、 120 0 100
性別 女 254 175 286 器8　　　4£ 100

無種蒔 50 0 50 0 0 100
百　　　し 292 250 250 167 42 10065歳以上の

w諶ﾒとの
@同居

百居なし 246 148 診6｛　　　橘 33 100

無回域 40 20 20　　　　20 0 100

表4．4・4　基本属性と写真の正答率のクロス集計　（単

　　　　　　　　　位；％）

写盲の正禁率
～2i摯 2｛’4寄 4～6客1 6～8客 8害以上 n＝6

20 0 0 0 0 0 0

30 0 0 0 0

40　代 0 0 0 0 0 0

50 0 0 0 0 0 0
年齢

60 ‡ 0 0 2 0 3

70 ‡ 0 0 0 0

80　彪 0 0 0 0

鉛白飯 0 0 0 0 0 0
窪 0 0 艶 0 達

性別 女 0 2 0 0 0 歪

笹回禁 0 0 0 0 0
首　　　し 0 0 0 065歳以上の

w諶ﾒとの
@同居

雲居なし　　　　｛ 0 0

0口重

無回然　　　　　馨 0 0　　　　0 0

表4，4・5　基本属性と写真の正答率のクロス集計　（単

　　　　　　　　　位；人）
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6－5－2写真の正答率×地域とのかかわり

（1）グループホームと特養の違いが分かると答

えた人

　表4．4－6と表4．4－7には、グループホームと特

養の違いが分かると答えた人の写真の正答率と、

グノレープホームと地域との関わりは必要だと思

うか、これから地域とどうかかわっていきたいか

のクロス集計を示す。

　全62人のうち、かかわりは必要とは思わない

と答える人はいなかった。重た、写真の正答率の

分布は表4．4－7より、4割～6割が34．9％と最も

多く、ついで6割～8割と重ずまずの正答率だっ

た。

　今後、グループホームとどうかかわっていきた

いかについて、表より、正答率4割～6割、6割

～8割の人は「グループホームをもっと理解して

いきたい」「お互いに助け合っていきたい」「認知

症高齢者との接し方のアドバイスを受け、もっと

かかわっていきたい」「できる範囲で積極的にか

かわっていきたい」と積極的なかかわりを答えて

いる。

　正答率の低い4割以下の人は、「グループホー

ムを良く分かっていないので答えようがない」と

いう消極的な回答をする人が多かっ．た。

（2）グループホームと特養の違いが分からない

と答えた人

　表4，4－8、表4．4－9にはグループホームと特車

の違いが分からないと答えた人の写真め正答率

と、グループホームと地域との関わりは必要だと

思うか、これから地域とどうかかわっていきたい

かのクロス集計を示す，表より、全90人中、． O
ループホームと特養の違いは分からないが、関わ

りは必要だと思っている人は50人と多い。正答

率の分布は、かかわりが必要と思っている人で正

答率4～6割が15人で30％、正答率6～8割は12

人と、違いが分かる人とほぼ同じくらいの人数と

なっている。また、グループホームと野草の違い

が分からない人で、かかわりが必要と思わない人

の人数は、表4．4－6の違いが分かる人でかかわり

が必要と答えた人より多くなっている。

　正答率と今後、グループホームとどうかかわっ

ていきたいかは、消極的から積極的まで幅広く分

クループホームと、養の違いが分かると答えた人の
＝三宣の　葱　レかか，りこつ、ア　　ロ　　讐

ホームと地域のかかわ

　りについて

グルーツ

ホームとど
うかかわっ

ていきたい

か

か・わ刷’ソ導
、、　し　，λ　　　　田　r疏顧．、

、馬 I・、

短。慧
見学などをして．グルーツホームをもっと理解していきたい

お互いに助，台っていさたい

痴呆性窩齢者との心し方のアドバイスを愛け．もうとかかわっていきたい

ヴループホーム側にも、も，と地籔にオープンであ，てほしい

決して他人事と13思わず、階かい島回ちを揖ち鞠，ていεたい

明るい地元で気O茎に翼い物がで3るような店1こしてい皆たい

迦で宏，たら気1二にあいさつをしたい

で8る範囲で積劇的にかかわってい曹たい

菅鋤3さっかけが煮いが．イベントなどを通じて伺かしていきたい

泪かく見守リ、日晒体でかかわっていぎたい

グルーツホームを艮く分か，ていないので苔えようがない

今93自分の主活で輔一杯で5薪西がない

その他
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表4．4・6正答率と地域とのかかわりについてのクロ

　　　　　　　ス集計　（単位；人）

表4．4・7正答率と地域とのかかわりについてのクロ

　　　　　　　ス集計　（単位；％）
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表4．4・9正答率と地域とのかかわりについてのクロ

　　　　　　　ス集計　（単位；％）
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散しており、グループホームと特養の違いが分か

らず、写真の正答率が低い人でも、ホームと積極

的なかかわりを持とうとしている人もいた。

（3）グループホームと特養の違いを知っている

かの質問に無回答だった人

　表4。4－10には、グループホームと響町の違い

を知っているかの質問に無回答だった人の、写真

の正答率とグループホームと地域との関わりは

必要だと思うか、これから地域とどうかかわって

いきたいかのクロス集計を示す。人数が少ないの

で、パーセントで表わした表はなくし、当てはま

るセルのみ、色をつけた。

　表より、正答率8割以上の人はおらず、2割以

下、4～6割、6～8割、でそれぞれ2里ずつだっ

た。かかわりは必要という人は3人、また、グル

ープホームと今後どうかかわっていきたいかに

ついては、あまり積極的にかかわろうどいう答え

はかった。

表4．4・10 正答率と地域とのかかわりについてのクロ

　　ス集計　（単位；人）

6－5－3　基本属性×グループホームに望むこと、

　　　　これからどうかかわっていきたいか

　続いて、グループホームと地域とのかかわりは

必要だと答えた人、必要ではないと答えた人、分

からない人、無回答の人に分類して示す。

（1）グループホームと地域とのかかわりが必要

だと答えた人

■グループホームに望むこと

　表4．4－11に、地域とのかかわりが必要だと答

えた人の、属性とグループホームに望むことのク

ロス集計を示す。全体的に人数のばらつきがある

ので、人数の多いところを色付けした。表より、．

人数が多いところがら見ていくと、65歳以上の

高齢者と同居していない人でも、グループホーム

に何らかのことを望んでいる人が多く、この人数

は高齢者との同居がある人よりも多い。項目とし

てはその他が一番多いが、「もっと地域とホーム

が交流するべき」「できたこと、どんな人が入っ

ているかなどを回覧板で教えてほしい」というよ

うな回答が多くなっている。また、男性よりも女

性による要望が多い。

表4．4・11 基本属性とグループホームに望むことのク

　　ロス集計　（単位；人）
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■グループホームとどうかかわっていきたいか

　表4．4－12には、地域とのかかわりが必要だと

答えた人の、グループホームとどうかかわってい

きたいかのクロス集計を示す。また、内容に、第

3章で質問として取り上げた「グループホームお

よび地域全体を良くするために、自分たちができ

ることは何だと思いますか？」の選択肢にあげた

「今のままで十分（今のままでもとてもよい地

域）なので、何もする必要はない」と答えた人の

人数も示しておく。

　表より、どうかかわっていきたいかの内容につ

いて見てみると、この項目に関しても、高齢者の

同居がある人よりも、同居がない人のほうが回答

が多かった。年代的には、50才代が最も多く．

続いて40才代と60才代の人による回答が多い。

　具体的にどうかかわっていきたいかについて、

あげられた内容を「無関心・消極的」から「積極

的な交流」まで並べてみると、極端に「無関心・

消極的」「積極的な交流」の人は少なく、真ん中

辺りの項目を答える人数が多い。人数については、

その他を除いて最も多いのが、「できる範囲で積

極的にかかわっていきたい」で50才代、女性、

高齢者との同居なしの人で多くあげられている。

　「今のままで十分」と答える人にはおそらく2

通りの人がおり、無関心なため十分と答えている

人と、本当に満足して十分と答えている人に分け

られる。「今のままで十分」と答えている人がど

んな属性なのかは、また後で詳しく分析する。

（2）グループホームと地域とのかかわりが必要

ではないと答えた人

　表4．4－13には、グループホームと地域とのか

かわりは必要ではないと答えた人について示す。

人数が少ないので基本属性と、グループホームに

望むこと、グループホームとどうかかわっていき

たいかについてまとめたクロス集計を示す。

　「ホームと地域とのかかわりは必要ではない」

と答えた人は10人だった。「かかわりは必要」と

答えた人と比較しても、「グループホームに望む

こと」はほとんどなく、その他に3名いるだけで

あった。また、今後グループホームとどうかかわ

っていきたいかについても、「良く分かっていな

　表4．4－13　基本属性とグループホームに望むこと、

どうかかわっていきたいかのクロス集計　（単位；人）
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いので答えようがない」「自然体でかかわってい

きたい」「今のままで十分」と、無関心、消極的

な回答しかなかった。

　年齢は50才代の人が多く、男女で大きな違い

は見られなかった。高齢者との同居の有無で比較

すると、無回答を除けば、これも回答に大きく差

は見られない。

（3）グループホームと地域のかかわりは必要か

どうかわからないと答えた人

　表4．4－14には、グループホームと地域のかか

わりは必要かどうかわからないと答えた人につ

いて示す。（2）のかかわりは必要ではないという

人と同様、基本属性と、グループホームに望むこ

と、グループホームとどうかかわっていきたいか

についてまとめたクロス集計を示す。

　表より、「ホームと地域とのかかわりは必要か

どうか分からない」と答えた人は全部で41人だ

った。第3章で見たように、「かかわりは必要だ

と思うが、知識がない自分がかかわってよいもの

かどうか」「認知症高齢者にどう接したらよいか

分からない」という意見の人が多かったことを踏

まえて表を見ると、グループホームに望むことも

あまりなく、グループホーム②ことをもっと教え

てほしいと答える人がわずかにいた位たっだ。ホ

ームとどうかかわっていきたいかも、どちらかと

いえば無関心・消極的な回答をする人が多く、無

回答の人数も多い。

　年齢にそれほど差はみられなく、男女で比較す

ると、無回答を除いても女性のほうが、ホームに

望むこと、これからどうかかわっていきたいかで

多く意見を述べている。

　高齢者との同居の有無では、「ホームに望むこ

と」はあまり差がみられないが、「どうかかわっ

ていきたいか」については、同居なしの人のほう

が、消極的な意見を述べている人が多い。

（4）グループホームと地域のかかわりは必要か

どうかの質問に無回答だった人

　表4．4－15には、質問に無回答だった人につい

て示す。この表も、基本属性と、グループホーム

に望むこと、グループホームとどうかかわってい

表4．4・15基本属性とグループホームに望むこと、

どうかかわっていきたいかのクロス集計　（単位；人）
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きたいかをまとめて示す。

　表より、「ホームと地域のかかわりは必要か」

の質問に無回答だった人は11下おり、年齢では

ホームに望むこと、どうかかわっていきたいか両

方で50才代の回答が多くなっている。

　男女で見ると圧倒的に女性、高齢者との同居の

有無では、同居なしの人が多く意見を述べている。

　内容については、ホームに望むことはあまりあ

げられず、どうかかわっていきたいかでは積極的

な交流より、消極的・無関心な内容の方が全体的

に多い。

6－6調査結果のまとめと5施設の特徴

（1）まとめ

■写真を見て、グループホーム、特養、その他の

　いずれかを答えてもらう質問では、正答率が8

　割を超えた写真はなく、まだまだグループホー

　ムのイメージが特写と同じようなものを憎い

　ている人が多い。階段を写した写真では、「高

齢者施設＝バリアフリー」と決め付けていて、

　グループホームでも特養でもないと答えた人

　がいた。

■将来、高齢者になった場合のすみかについては、

　「自宅にずっとすんでいたい」とおよそ7割の

　人が答えている。全体では「設備の整った老人

　ホームなどの施設に入りたい」「引っ越すこと

　はあっても、この地域の中で住み続けたい」「ど

　こでも良いから、グループホームのような暮ら

　しをしたい」と続く。ほとんどの人は、たとえ

年をとっても、自宅で住みたいと思っており、

その一方で「子供に迷惑をかけたくない」等の

理由で、施設を考えている人もいるようである。

■「もし、介護のための高齢者施設に入居すると

　したら、何を基準に選びますか？」という質問

　に対し、全体的には、「明るくて優しいスタッ

　フがいるところ」が最も多く79．1％、次いで

　「入居にかかる費用が安いところ」70．3％、「面

倒を良く見てくれるところ」69。6％が上位とな

　っている。大部分の人が高齢者施設に、明るく

優しいスタッフがいることを希望しており、入

居にかかる費用よりも重視されている。

■どのホーム周辺の住民も、グループホームと地

　域とのかかわりについて、およそ半数以上の人

　が「必要だと思う」と答えている。「その理由

　として「お互いに助け合い、理解しあって仲良

　く生活していきたいから」が最も多く、以降は

　「ホーム、地域双方が何かあったときに助け合

　えると思う」「高齢者に限らず、地域とのかか

　わりなくして生活は成り立たない」という理由

　が続き、「かかわりはあたりまえ」と思ってい

　る人が多いようだ。「グループホームと地域と

　のかかわりは必要だと思う」と答えていながら

　も、その理由について無回答だった人はかなり

　多く、どういう理由で必要だと思うかまでは、

　あまり考えたことがない人が大多数と思われ

　る。逆に、「必要だとは思わない」と答えた人

　は、意図的な関わりは不要、お年寄りと自分達

　は生活パターンが違う、という理由だった。ホ

　ームのことを知らないからこそ、積極的にかか

　わりを持って自分の知識や経験を深めようと

　する一方で、消極的な人考えを持つが一部でみ

　られた。

■「グループホームに望むことはありますか？」

　という問いに対し、「望むことがある」と答え

　ている人は、4っのホームで10人にも満たな

　かった。「特に望むことはない」「無回答」をあ

　わせると、4つのホームでその割合は7～8割

　にのぼっていた。「望むことがある」のと答え

　た人の内容は、ホームと地域がもっと交流する

　ことや、ホームの中での生活を知りたい、認知

　症高齢者とどう接したらいいか分からないと

　いう答えが多かった。

■グループホームとこれからどうかかわってい

　きたいか、という質問には、「（グループホーム

　について良く分かっていないので）もっとかか

　わって理解していきたい」という答える人がい

　る一方で、「グループホームを良く分かってい

　ないので答えようがない」という消極的な回答

　もみられ、まだまだホームが地域に理解される

　には時間がかかりそうである。
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（2）5施設の特徴

■外出に見る認識の範囲と深さ

　前述のように、ホームに対する興味・関心を示

す尺度として、図4．5－28で示した各ホームをど

の程度まで知っているかの中の、「○×ホームの

人と分かる」と「顔や名前も分かる」を合わせた

合計はAホーム→Cホーム→Bホーム→Eホーム

→Dホームという順であった。

　「各ホームの日常生活圏」で見たように、外出

の際、商店等での目的地での地域住民とのかかわ

りだけではなく、ホームから目的地までの間でも、

日常生活を持つ可能性がある。

　ホームから目的地を一本の線とすると、その間

の環境が、図4．5－32に示すような公園・住宅地な

ど、人が集まる場所、人と出会う可能性の多い場

所であれば、かかわりを持つ可能性が出てくる。

　ここで注意すべきは、2～3人が入居し、外出

時も毎回同じメンバーであるような少人数のホ

ームならば話は変わってくるが、少なくともここ

で取り上げているホームは入居者が6人以上、一

度の外出人数も平均的に2～3人程度であるとす

れば、その日その日で、外出メンバーの組み合わ

せも変わってくるということである。例えば、ほ

ぼ毎日同じ時間に外出し、同じ道を通って買い物

に行ったとしても、メンバーが違っていれば、同

じ人がホームから目的地の問の住民と会う可能

性も少なくなる。

　さらに、これも2．2－3で見たように、ホームか

ら目的地の間に住民とかかわる環境的要因（公園、

住宅地など）がないホームでは、かかわりの可能

性がかなり低くなる。また、一本の線上でのかか

わりを持つ可能性は、地域資源がホームの回りに

点在し、日常生活圏が広がって面的になるとさら

に高くなるといえる。

　ホームから目的地までの一本の線はその間の

環境も含めて、ホーム入居者と周辺住民がかかわ

りを持つ可能性を表わし、線が集まって面になっ

てゆくと、その可能性が増していくことが予測で

きる。

ホーム

　公園　　住宅地

睡麹懸 目的地

図4．5－32

・扁n域蕪疑⑳み藩餐⑳認識

かかわりの機験を欝箒霧能儀
　　　　、・”、・　㍉・軋　　・w・

ホームから目的地までの外出時のかかわり

　　　を持つ可能性
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以上を踏まえて、図4．5－28を、各ホームごとに

もう少し細かく分析してみる。

（1）Aホーム

　図4．5－33は、Aホームの外出と地域住民の認

識についてまとめた図である。

　Aホームは開設から一定の経過を経ており、存

在を知らないという人はあまりいない。また、商

店街や月1回交流のあるというミニデイなどと、

買い物や行事を通して深いかかわりがあり、この

人たちのホームの認識も深い。その他について、

上図は表3．2－1の内容を考慮した図になってい

る（例；お店にお花を買いに来てくださいます→A

ホームの人と分かる、あるいは顔や名前も知って

いる）。以下のホームでもその他はこのようにま

とめた。

　Aホームは線型の生活圏であるため、住民との

かかわりに限界があるといえる。Dホームのまと

めでも述べるが、ある程度かかわりの限度までき

ており、今のままの外出スタイルであれば、これ

以上はなかなかかかわりを増やすことは難しい

といえる。しかしながら、目的地（主に商店街）

との問の道が住宅地であることから、その間での

かかわりをもっと密にし、住民の認識を「どこか

の施設の人」→「Aホームの人と分かる」あるい

は「顔や名前も知っている人がいる」まで高めて

いくことは可能であろう。

（2）Bホーム

　図3．4－34に、Bホームのまとめを示す。

　BホームとCホームは経過、立地環境、生活圏

の型がほとんど良く似ている。

　開設からまだ1年未満であり、何となく聞いた

ことがある人や存在自体を知らないという人が

まだまだ多い。

　しかしながら、毎日の買い物、散歩による積極

的な外出と、ホームの周囲に点在する、広域な生

活資源の甲斐もあり、数はまだ少ないが、密なか

かわりを持てている。商店が多いこと、周囲が住

宅地であることで、外出先の目的地に加え、道の

途中でも周辺住民とかかわりを持ち、徐々に関係

を築いている。

．、鷺流診

0　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0％

@　言論顯騨り……ii…i…ii…i…iii籍

ホーム　　　　　　　　　　　目的地

磯羅轟垂鰹雛鑛雛　
図4，5・33Aホームの地域住民とのかかわりのまとめ

ホーム　　　　　　　　　　目的地

図4．5・34Bホームの地域住民とのかかわりのまとめ
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　また、BホームもCホームも、生活圏が面型で

あるため、日によって、時間によって、道によっ

て出会う人が違うこともあり、まだ存在自体を知

らない人がスタッフと数人の入居者が外出する

姿を見て、（Bホームの人であることは分からな

くても）認識が深まる可能性は出てくる。また、

今はたとえ顔や名前が分からず、「どこかのホー

ムの人」の認識の人でもBホームがこのまま積極

的な外出をしていれば、時間が経つにつれて、「B

ホームがあるという認識」とrBホームの人が外

出している」ということが結びついてくる可能性

もある。

　しかしながら、それでも生活時間帯の会わない

人、高齢者にあまり関心のない人もいるので、外

出以外にも、地域住民と触れ合う機会をもっこと

は必要といえるだろう。

（3）Cホーム

　図4．5－35は、Cホームのまとめである。

　前述のように、CホームもBホームとほぼ同じ

まとめができる。

　Cホームは周囲の多くがマンションやオフィス

街となっているが、広域に点在するスーバ｝等の

地域資源が多いこと、目的地までの道には小売店、

郵便局、個人経営の小規模な病院、コンビニ、公

園等が多いため、目的地だけではなく、道の途中

でもかかわりを生みやすい生活圏であるといえ

る。

　Cホームもまだ開設から1年未満であり、存在

自体を知らない人は多い。しかし、積極的な外出

による効果もあり、徐々に地域住民と関係を築い

ている。まだまだこれからの可能性が大きいホー

ムである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地ホーム

弓懸騒三三齢能性大

図4．5・35　Cホームの地域住民とのかかわりのまとめ

（4）Dホーム

　図4．5－36に、Dホームの地域住民とのかかわ

りのまとめを示す。

　DホームもAホーム同様に、ホームの開設から

ある程度経過しており、存在を知らないという人

はかなり少ない。

　しかし、その一方で、商店街とスーパーを中心

に日々外出しているものの（図2，2－29、表2．2－5
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　参照）、徒歩による主な日常的な外出先はおお

よそ線型、さらにホームから週4回程度利用する

商店街までの線上の間は大きな道路が通ってい

る、坂道が多い等であまり日常的に関係を築ける

場所はない。ホーム南西のスーパーやパン屋は割。

と住宅の多い地域でもあるがやはり坂道が多く

週2，3回程度の利用にすぎないため、目的地まで

の環境は割といいといえるが頻度においてなか

なか関係を築きにくいといえる。

　それゆえ、ホーム自体の存在はよく知られてい

るが、かかわりの深い人は良く利用する商店など

に限られてしまっている。存在を知っている人の

多くは、「Dホームがある」ということとrDホー

おる

い を襲ない40％
D，・一ムの 　oﾆ分か　その他　地域の手i用は知らない 回答

る どこかの施設の人 400随 120％　　0％　　　280％ 80

割。 0 30 40　　50 0　　90 100％

くでか

周囲；住宅地あまりなし

講1轡　　　一

暴難謡鴫んど
かかわり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホーム　　　　　　　　　　　目的地

ムの人鰯にでて外出しn、る」という認識力添繍灘獺灘鑛灘難

まだ結びついていない人である。

　開設から3年半経ち、周辺住民がホームの存在

を知ってある程度落ち着いたホームではあるが、

地域環境に恵まれず、このままの日常生活ではこ

れ以上深いかかわりを持つことは難しい、限界に

来ているホームであるといえるだろう。

　ホームのスタッフは「地域との関わりは必要」

と答えており（2．4　グループホームと地域との

かかわりについての意識参照）、日常的にかかわ

りを持つのが難しいならば、地域住民と行事を通

して交流を行うなどをし、ホームの存在のみでな

く、ホームの内容をもう少し住民に理解してもら

えるようなある程度工夫が必要であるといえる。

（5）Eホーム

　Eホームは開設から1年と少・し経過し、A，　Dホ

ームとB，Cホームの間にあるホームといえるが、

図4．5－26でホームの存在を「知らない」と答え

た住民が最も多かったホームだった。

　図2．2－30に示したように、Eホームの日常生

活圏は100m以内と極めて狭く、日常的外出頻度

も少ないため、周辺住民の認識がほとんどないの

だろう。

　上図4．5－37rEホームの人と分かる」「顔や名

前も分かる人がいる」というのは、よく利用する

スーパー、小売店での付き合いと、周辺が戸建て

の民家が多いことから近所づきあいでかかわっ

ている人にほとんど限られてしまっているとい

図4．5・36　Dホームの地域住民とのかかわりのまとめ

どこか 一…
概貌齢　広34％

10．3％　・172％　　　　　　　　10396　　存在を知らない　483％

0　　　　　　20 　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90　　　　100％

ホーム 目的地

灘雛藩
罵w

図4．5・37　Eホームの地域住民とのかかわりのまとめ
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える。外出の機会も少なく、外出の範囲も狭いの

で、このホームもこのままの外出スタイルであれ

ば、Dホームのように限られた人としかかかわり

が持てないままになってしまうだろう。

　ホーム周辺の地域資源の関係や、入居者の事情

等でなかなか外に出る機会がないならば、これま

でのホームで考察してきたように、周辺住民をホ

ームに招くということも、単にかかわりを持った

めというのみではなく、「ホームの中を見てみた

い」「どういう暮らしをしているのか分からない」

といった住民にホーム内部や入居者の暮らしを

理解してもらう上でも有効な手段といえるので

はないだろうか。
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第7章　地域密着高小規模多機能施設の動向に関する考察

第7章　地域密着型小規模多機能施設の動向に関する考察

7－1　研究の目的と方法 7－2　調査対象施設の概要

　小規模多機能と呼ばれる施設やそれに準ずる

サービス機能を持った「汚目所」などは全国に展

開おり、その規模やサービス内容、職員の考え方

などは実に様々である。そこで本研究では、調査

対象施設を下記の内容において分析することで、

全国に展開している「地域密着型小規模多機能施

設」の現状を把握し、今後の高齢者ケア環境のあ

り方を探ることを目的としている。

　　　・サービス内容について

　　　・運営形態について

　　　・利用者について

　　　・スタッフについて

　　　・地域との関わりについて

　　　・これまでの活動経緯について

　　　・建物について

　　　・空間構成について

　　　・その他、特徴などについて

　調査対象施設は、「宅老所・グループホーム全

国ネットワーク」に登録されている420施設のう

ち、原則として通い・泊まり・住むの3っのサー

ビス機能を持つ施設14施設を選出した。また、

建物が新築や民家改修型であるもの、運営主体が

NPO法人や社会福祉法人、株式会社であるもの、

など、様々な形態の施設を調査できるように選出

した。

　そのようにして選出した14の施設において、

実際に訪問し、調査をさせていただいた。調査方

法は、職員の方に行うヒアリング調査である。上

記の内容（2　研究の目的　の内容）についてヒ

アリングを行い、また、職員の方の説明を受けな

がら建物を見学させていただいた。

その後、訪問調査を行ったそれぞれの施設につい

てヒアリング内容をまとめ、建築的な面において

いくつかの視点から分析を行った。

7－2－1全国の施設の概要

　　「宅老所・グループホーム全国ネットワーク」

に登録されている420施設について、サービス機

能の種類と数によってパターンを分けて、パター

ンごとの施設数や動向について考察した（表7－1）。

　　「通い、泊まり、ホームヘルプ、住む、ケアマ

ネジメント、配食、移送」の7つのサービス機能

のうち、どの機能を持っているかによって48の

パターンに分けられた。機能の数は1～7まであ

り、機能の数が少ない施設の方が多い傾向がある。

また、それぞれの機能の組み合わせば様々なもの

が見られた。

　最も多いのは「住む（1機能）」で122件、次

に「通い（1機能）」60件、「通い、泊まり（2機

．能）」30件、「通い、泊まり、住む（3機能）」25

件、「通い、住む（2機能）」16件と続く。「住む

　（1機能）」はグループホーム、「通い（1機能）」

はデイサービスセンターのことであり、多機能化

がまだ進んでいないことが分かる。
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表7－1

パターン 　　　owルフ
ケアマネジメ

@ント
配食 移送 施設数

番号 機能姿
通い 泊まり 住む

1 ○ 60

2 1 ○ 2

3 ○ 122

4 ○ ○ 30
5 ○ ○ 11

6 ○ ○ 16

7 ○ ○ 12

8 ○ ○ 3

9
2

○ ○ 5

10h ○ ○ 5

11 ○ ○ 3

12 ○ ○ 9

13 ○ ○ 3

14 ○ ○ ○ 6

15 ○ ○ ○ 25

16 ○ ○ ○ 11

17 ○ ○ ○ 1

18 ○ ○ ○ 1

19 ○ ○ ○ 1

20 ○ ○ ○ 5

21 3 ○ ○ ○ 1

22 ○ ○ ○ 4

23 ○ ○ ○ o
7

24 ○ ○ ○ 1

25 ○ ○ ○ 1

26 ○ ○ ○ 7

27 ○ ○ ○ 1

28 ○ ○ ○ 1

29 ○ ○ ○ ○ 7

30 ○ ○ ○ ○ 4

31 ○ ○ ○ ○ 4

32 ○ ○ ○ ○ 5

33 ○ ○ ○ ○ 1

34
・4

○ ○ ○ ○ 5

35 ○ ○ ○ ○ 1

36 ○ ○ ○ ○ 9

37 ○ ○ ○ ○ 3

38 ○ ○ ○ ○ 1

39 ○ ○ ○ ○ ○ 9

40 ○ ○ ○ ○ ○ 2

41 ○ ○ ○ ○ ○ 2

42
5

○ ○ ○ ○ ○ 3

43 ○ ○ ○ ○ ○ 1

44 ○ ○ ○ ○ ○ 2

45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

46 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

47 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

48 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3
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7－2－2　調査対象施設の分類

　調査対象施設を、建物の形態によって3つの型

に分類した（図7－1、表7－2、表7－3、表7－4）。1

っは「一軒型」であり、サービスが一軒の建物に

おいて行われている施設とする。もう1つは「複

数軒型」であり、サービスが複数軒の建物におい

て行われている施設とする。「複数丁丁」では、

2軒が隣り合っている場合や改修によって2軒

の民家がつながっている場合など、さまざまなケ

ースがみられる。そしてもう1つが「サテライト

型」である。特別養護老人ホームや医療施設など

本体となる施設があり、その本体から宅老所、ケ

ア付きマンション、逆デイサービス、小規模多機

能施設などといった機能が地域に展開している

ような場合を「サテライト型」、とする。

1　一軒型

ド　　ロ　ロ　ロ　　　　　ロ

ロ　　　　　　　　ロサ

i日
」一＿陶一＿＿一1

1一軒型

ドロロへ　　コロ　　　ロコ　　
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

｛□□i

2複数二型

図7－1

　　ロコのの　ロコロロロの　　コのロ　コ　ロロの
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

；　　　　　　　　　　　，
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　3サテライト型

表7－2

サービス内容
事業所名 運営主体 都道府県

通い
ホーム

wルプ
泊まり 住む

ケアマネ

Wメント

1 小規模多機能ホームきなっせ NPO法人コレクティブ 熊本県 ○ O ○ ○ O 1994年4月

2 宅老所ながせ NPO法人たすけあい佐賀 佐賀県 ○ ○ ○ 0 ○ 1999年5月16日
3 小規模多機能施設まりやの家 社会福祉法人まりやの家 官城県 ○ ○ ○ ○ 1999年6月

4 生活リハビリクラブきらら NPO法人生活リハビリクラブきらら 宮城県 ○ ○ ○ 1995年11月1日
5 ことぶき園 社会福祉法人ことぶき福祉会 島根県 0 ○ ○ 1987年4月1日
6 靹の浦・さくらホーム 有限会社親和会 広島県 ○ O ○ 2004年4月1日

2　複数軒型

表7－3

サービス内容
事業所名 運営主体 都道府県

通い
ホーム

wルプ
泊まり 住む

ケアマネ

Wメント

開所年月日

のぞみホーム7
なんち　ってのぞみホーム

NPO法人のぞみの会 栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ 1993年7月1日

デイホーム手のひら 栃木県 ○ ○8
グループホーム手のひら

NPO法人手のひら会 ○ 1996年10月1目

9 宅老所よりあい 社会福祉法人福岡ひかり福祉会 福岡県 ○ ○ ○ ○ 1991年11月

デイサービスセンター憩
10

グループホーム憩
株式会社アサヒライフコーポレーション 広島県 ○ ○ O ○ ○ 2002年2月

3　サテライト型

表7－4

事業所名 運営主体 都道府県

特別医療法人恵仁会
社会福祉法人恵仁福祉’協

11 ケイジングループ
メディコケイジン株式会社

長野県

有限会社けいじん
12 せんだんの杜 社会福祉法人東北福祉会 宮城県

13 せんだんの杜ものう 社会福祉法人東北福祉会 宮城県
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7－3　地域密着型小規模多機能施設の概要

1　小規模多機能ホームきなつせ

見学日　2004年11．月25日（木）

所在地　〒861－5504　熊本県熊本市小糸山町

771－5

墾　小規模多機能ホームきなつせ
運営主1杢　特定非営利活動法人コレクティブ

闘1近生且旦1994年4月

施設までのアクセス　JR植木駅から車で7分

ヒアリング対象　　川原秀夫代表

　通い（介護保険、・認知症単独）

　　　　定員10名、365日9：00～18：00

　泊まり（自主事業）

　自宅に出向く　365日24時間

　住むF　　　定員8名
　ケアマネジメント

現在の建物

形態

規模

その他

利用者

人数

受付方法

新築。木造平屋建て。壁を白っぽくし

たくなかったが、許可されなかった。

腰窓の高さまでは木にすることを許

された。他にも、屋根裏部屋を作るこ

とが許可されなかったり、防火壁でな

いとだめだったりした。

土地：120坪、建物：70坪

この土地を選んだ理由は、熊本市内に

あり、住宅地で、安くて、交通の便が

よい、ということ。利用者にとっては、

建物の中に隠れ家・好きな場所がある

ことが必要。「きなつせ」では、自室

以外に好きな場所が7～8箇所ある。

デイサービス　　登録17人

訪問介護　　　　登録12人

グループホーム　入居7人

募集はしたことがない。待機は取ら

ない。「困ったときは今日からでも」という姿勢。

利用者の居住地域・交通手段

　交通手段はほとんどが送迎。一番遠くの方は片

道30分野どかかる。他の施設では対応できない

重度の方が多いので広域になる。

その他

　　21～22件中、7割は自宅に戻っている。1人

　を除いて要介護度4～5の方だったが、平均4，3

　から3，8～3，9になった。

スタッフ

　人数　　日中は最低4人、普通は5順いる。き

　　　　　なつせから車で15分くらいのところ

　　　　　にあるレスバイトと合わせて14名。

地域とのかかわり

　他のGHに移る方もいる。ケアマネージャ温と

　の関わりがある。町内の清掃などに参加してい

　る。地域の方の協力・理解は深まっても、まだ

　「自分はいけないところ」と思われている。

これまでの経緯

　1999年4月、認知症高齢者グループホームと

　して開所。これまで特別養護老人ホームに勤め

　ていた人達が「認知症の人でも普通の暮らしが

　できる」と何の補助も受けず始めたホームであ

　る。地域に開かれた、通って泊まって住める宅

　老所型グループホームを目指していたので、介

　護保険が始まる時、「認知症対応共同生活介護

　の指定を受けると地域からの利用ができなく

　なる」と指定を受けず小規模・多機能ホームと

　して運営がなされてきた。基本はデイサービス

　で介護報酬を受けながら、あとは自主事業であ

　る。

盤
　現在、「きなつせ」は3ヶ所あり、それぞれに

特徴がある。

①小規模多機能ホームきなつせ

　　　熊本市小糸山町771－5

　　　入居定員8名と下記の事業及びNPO法

人の介護サービスを実施、木造平屋建て

　　　・デイサービスセンター（認知症専用単

　　　　　独型、定員10名）

　　　・　ホームヘルパーステーション

　　　・居宅介護支援事業所

②緊急対応ホームおいでなつせ

　　　菊池郡西合志町須屋腕木原野ユトリック

団地2351－80
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　　　認知症の人と家族の駆け込み寺。家庭の雰

　　　囲気のまま利用ができる。永住のためのホ

　　　ームではないが、介護保険のショートステ

　　　イのような期間は設定しない。利用しなが

　　　ら自宅へ復帰又は相応しい利用ホームへ

　　　の移行を手伝う。入居定員6名、バリアフ

　　　リ．一の2階建て、温泉付き

③コレクティブホームいっでんどこでん

　　　山鹿市古閑1312－3

　　　地域サポートセンターを核に、子供から障

　　　害のある方・お年寄りの方まで利用できる

　　　デイサービスセンター、住まい2棟（認知

　　　症の人用9部屋、障害のある方用9部屋、

　　　内それぞれ2部屋は緊急対応用）、隼活支

　　　援毎日型配食サービスも実施。通って、泊

　　　まれて、住むこともできるホーム。支援費

　　　対象の方も利用できる。

・「きなつせ」の利用者は介護度が重度の方が多

く、他の施設では受け入れられない方が多いので

利用者の住まいが広域になりあまり地域との関

わりがない。それに対して「いつでんどこでん」

は地域密着型である。二つの施設のスタンスが違

う。

・「いっでんどこでん」は新築の改修型。はじめ

は、利用者のプライバシーが守られずスタッフに

とって管理しやすいようなつくりだったが、改修

によって落ち着く空間、好きな空間ができた。利

用者は管理されると逃げたくなるもので、家の中

に隠れ家のような好きな場所が必要。

・GHについて。　GHは「住む」．しかないのが問

題。地域などから切り離して移り住むことになっ

てしまう。規模が小さいというだけで地域には役

立たない。

建物に関す．るフォLマット（表7－5　表7－6）

施設名称小規摂多椴跡一ムきねっせ

表7－5

　　粧能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者．利用者）

@自立支援性

（入居者、利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

霞け，　　こししいり．　　　通 ・●に1コ可子、必　． 13，　逆　”」の、危
のものがひとつだけ．靴を置くとこ 険．25¢mくらいあれば9雪織でき

うが斜めになっていて、藁崎子の る。（写真③〕

方にIJ介助が必嚢．（写真⑦）

ゑ閲

手すりを付けられるように13して 特愛の基犀と同じ幅で270Qある．

あるが、廊下に面」・て居室がある 広いのでリビングやダイニングと

ため連続して手すりを付けること しても使っている．たんすやソ

ができす、付けても中遂半端に フ7．ベンチ心ども置いている（贈

廊下

一

なってしまう。 入したもの）．

中に置いてあるものほ自分のも 玉働・ら居§が見え唯いようにし 元々和冨の居室が1つある，老化

の．鍵を中から開めることがで ている．居室1コ畳が良い．布団も の高さより30㎝【ヨど上がうてい

き、2人くらいが使用しτいる． ペットでもどちらにも対応できるか る．（写冥①）

ら．コンクリートに比べて骨折にも
居室（個室〕 つながりにくい．洋間に畳を入れ

ている六もいる．

キッチン、ダイニング、リビングが

すべて一つの空問で、明確な区
切り1コねい．キッチン1コ日当りが

よく明るい．

キッチン

施設名称’1囎裡多欄躰一ムき伽せ

表7－6

　　柱能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支擾性

（入居者、利用者）

@自立支援性

（入居者、利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

荏肋13つあり．3ヵ所で食べる・利

用者の好きなところで食べるが、

大体決まうている．

ダイニング

畳の上がりをつくった．薯らし．ヒし

ての空間として，畳がないとごろ

んとできねい．

リビング

2入入れるが．もっと小さくても良

かった．

浴室

2つある．1つは家庭用、1つは車

椅子用で広い．現在庫椅子の人
はいない．

トイレ

引き戸が墨本．押すの1コ危ない．

建具

エアコン【き個室に個別にある。

換気’空調

写真④

建物外査貝

利用者にとって1コ口建物の中に随 壁を日つぼくしたくなかったが．許

れ家・好きね場所があることが必 可されなかった．膿窓の筒さまで
要．「きなつせ」でに、目室以外に 1コ木にすることを許された．他に

好きな場所が7～8蘭所ある． も．屋根裏部屋を作ることが許可
その他 されなかうたり、防火壁でないと

だめだうたりした．
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きなつせの図面（図7－2）

医務室 事務室

便所
浴室

洗面 便所 脱衣

洋間 洋間 洋間 洋間

相談室

玄関

ヒ　ロ　ロ　ロ
：

3
2
；

L

洋間 洋間 洋間 和室

　　　　　　3
　　　　　　；

　　台所　1
　　　　　　6
　　　　　　：

　　　　　　｝

　　　　　　；

　　　　　　5
一＿鯛。＿＿＿＿＿＿一」

畳の上がりがあり、

寝転ぷことができる。

他の居室より30cmほど
高くなっている。 キッチン・リビング・ダイニングの

境界はなく、幅2700mmの廊
下がリビングダイニングとなっている。

図7－2
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2　宅老所ながせ

見笠L2004年11月26日頃金）

所在地〒840－0853佐賀県佐賀市長瀬町10－37

塾　宅老所ながせ
運賞主倥　特定非営利活動法人たすけあい佐賀

．二品旦旦1999年5月16日

施設までのアクセス　JR佐賀駅から車で10分

ヒアリング天象　　西田京子代表

王在のサービス内容

　通い（介護保険）

定員10名、365日9：00～17：00、延長可能

　通い（自主事業）

定員若干名、365日9：00～17：001延長可能

　泊まり（自主事業）

定員5～7名、365日17：00～翌朝9：00、延長

可能

　自宅に出向く　（介護保険、自主事業）

月～日

　住む（自主事業）

定員3名

　ケアマネジメント（介護保険）

月～土

　その他のサービス

・障害者支援費制度　　身体障害者居宅介護

・在宅福祉サービス　　家事支援

　　　・障害者生活支援事業　移送サービス

　　　・子育て支援事業　一時託児・出張託

　　　　　児・学童保育・病児託児・障害者年三

　形態　　民家改修型。古い家は、認知症のお年

　　　　　寄りに大変なじみやすく、落ち着きや

　　　　　すい。家の中のバリアはわざと残して

　　　　　いる。

その他　　　高齢者以外に、障害者が7人利用し

ている。

スタッフ

　人数　　日中は5人いる（11月26日置。送迎

　　　　　はその5人以外のスタッフが担当し、

　　　　　手厚くやっている。「たすけあい佐賀」

　　　　　のスタッフは非常勤も含め100名。内、

　　　　　常勤は44名。知的障害の方も働くこ

　　　　　とができる。

　「宅老所ながせ」は元々、一人暮らしのお年寄

　りの家だった。子供さんが6人みえたので大き

　な家だった。改築はせず100万円でトイレだけ

　作った。お風呂は元々広かった。最初は一部屋

　だけを使ってサロン的に始まった。
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ながせの図面（図7－3）

1階

燵□

玄関 物置
トイレ

脱衣所　　　－

ペツト

デイルーム
□

ベット □

デツキ

2階

トイレ

○

事務室

図7－3
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3　小規模多機能施設まりやの家

見学日　　　2004年12月16日（木）

亘鯉也．　　〒989－5181　宮城県栗原郡金成町

津久毛字小迫高見山7－1

；茎塾　　小規模多機能施設まりやの家

運謎　　社会福祉法人まりやの家

1阻三三1999年6月
施設までのアクセス　　くりはら田園鉄道「沢辺

駅」から車で5分

ヒアリング天象者　築茂三郎代表

王在のサービス内容

デイサービスまりやの家

定員　月～金25人、土・日10人、365日8：30

～1マ：30

グループホームまりやの家

定員9人

居宅介護支援事業所まりやの家

定員50人

宅老所まりやの家

居住3人、お泊まり4人、お出かけ6人

　設計者　基本設計：井上博文（東北工業大学大

　　　　　学院）

　　　　　実施設計：高橋三門一級建築士事務所

　形態　　新築。自宅の隣に建てた。

　規模　　建物140坪

　その他　良い素材を使い、良い空間をつくるこ

　　　　　とにこだわった。基本設計を大学院生

　　　　　の方にお願いレ、実施設計は知り合い

　　　　　の建築業者にお願いした。床などには

　　　　　軟らかくて消臭作用のあるヒバを用

　　　　　い、壁には珪藻土を用いた。

　　　・事務室の戸は開けっ放しにしている。

　　　　　機械などは見えないように木の扉の

　　　　　中に閉まっている。

　　　・和室6畳が相談室。名目でつくったの

　　　　　で、開けっ放しにして休憩室になって

　　　　　いる。

　　　・和室8畳が静養室。居間より30cmほ

　　　　　ど上がっていて、ちょうどいい高さ。

　　　　　座れて、そのまま上がれる。

2階のホールが事務所。吹き抜けのた

め、2階にいて1階の音が聞こえ、気

配が感じられる。

2階の西の倉庫が収納、東の倉庫が女

性更衣室・休憩室。機械室の南側が男

性更衣室。現在、塾生室とリラックス

ルームをつくり中。

収納がないので外につくる予定。鉄パ

イプの骨組みはできた。

家の中にいろいろな逃げ場をつくっ

ている。

　全部で50～60人が利用

　通い　　25人登録

　住む　　9人

　利用者の居住地域　　地域を限定せず、どこの

人でも利用できる。横浜からきた人もいた。

スタッフ

　人数：　26人。日中は13～14人いる。

　その他　スタッフは、まりやの家で働きたい人

　　　　　を先着順で受け入れる。学歴、資格、

　　　　　年令は問わない。4日間のボランティ

　　　　　アや3ヶ月の実習などをしながら4

　　　　　回ほど話し合いをして決める。就職を

　　　　　したらヘルパー2級、介護福祉士、ケ

　　　　　アマネージャーなどの資格をとって

　　　　　もらう。

地域との関わり

　野菜を提供してくれる方などがいるが、意図的

　に関わったりはせず、行事などもしない。

　近所に買い物に行ったりする。

盤
　まりやの家グループとしては、有限会社経営の

小規模多機能施設が、小牛田町・若柳町（平成16

年4月開所）・築館町・栗駒町（平成16年6，月開

所）にあり、計画では金成町を中心に20ヵ所程

度の地域密着型・小規模多機能施設を考えている。
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第7章 地域密着型小規模多機能施設の動向に関する考察

建物に関するフォーマット（表7－7 表7－8）

表7－7

施設名称まりやの累

　　性能

蝿ﾊ
介助者（ヌタップ）支擾牲

（入居者．利用者）

@自立実援惟

（入居者．利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

エ　は　通こ、の　　o．

間に入るまでにもう1っドア
がある．玄問のドア隠断熱仕
様の一般用．

玄閲

廊下

戸に小　な無透明の憲のよう 和室も洋室もあり．それぞれ 居室1・2・4が宅老用．居室
なものがあり，質気が点いて トイレと洗面がある．鍵もあ 3・5とGH①～⑤がGH用，
いるかどうか分かるので．部 る。便器の色や郁屋のヵーテ GH③と④‘32人部屋。各部屋
屋に人がいるかどうか分か ンの色など隠部屋ごとに違 の地下に電気温オニ器がある．

居室（個室1 る． う．

6畳のキッチン．がスコンロか
2台．シンクが2ヶ所，レン
ジ、オーブンを設置。全て蒙
庭用の物．

キッチン．

ダイ＝ング

堀二たつのある居間は．今隠 デイ用とGH用の居問がある 床に使われている木材は骨折 玄闇を闇けると居間になって

リビング

畳を敷いてシ百一トステイに
gっている．泊れ縁から人が
?て薬まれるような燭所にし
ｽく、ミニキッチンも置いた

が．ごはんの時はみんな分か
黷ﾄ6っの机にそれぞれ座る
ｪ．日溜コヂイの居問の方に
Wまっている．

しξ二くく消具作用もある． レ、る．　玄聞を開‘ナると事務

ｺ。というのでは家の雰囲気
ﾉならない．畳もあるので、

烽ｯない人が進っていてもお
が今脳使われτいない． かしくない．天井が喬いので

聞放感がある．

表7－8

施設名称まりやの家

　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者、利用者）

@自立支援性
（入居者．利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

洗濯堀が手狭になったので、 シャワー膿ひとつで．個別ケ 浴槽の中にワンステッ7あ お風呂13壁がヒノキで．床砲
ドアを聞けた外のとこるに納
ﾋを作りかけている．鉄パイ

アをする．一人一人に入って
烽轤｢たい．

り、可動式の手摺もある．小
＆x隠感染症などのためのも

擶れると繰に光る石を使用。
¢?｝コ大理石でできている．、

浴室
7の骨組みはすでにできてお
閨D全て酒作り．家の裏に作

のゆ家庭用より少し小さいく
轤｢．

浴室‘コr汚れ露としの場」で
ﾍなく「癒しの場」．

葉所もありたくさんの運具が
ある．

角階のトイレ3がスタッフ用． 各居箪のトイレの他に．トイ
レユ・2がある．どちもも共用
のトイレで軍構子に対応して
いる．トイレ2はお風呂かちも

トイレ
入れる．トイレ2かちお風呂に
隠入れないつくりになってい
驕D

階段前に木の枠のみのドアが
ある．階段を上って転倒する

階段

のを防ぐため．

冷房は利用考の希望制で．】0 全室尿暖房．

人中2人が付けている．

換気・窒調

ウッドデッキは憲向きで朝き

れい，寒いので憲を作って閉
めた、その後暇炉をウッド

鴨バルコニー
デッキに移した，今後．キッ
`ンストーブをウッドデッキ
に置く子定．〔写真④）

見た目では分からないくらい
僅かに傾けている．わざとら
しいスロープねっくらず．自

アツローチ
然に豊漁に・⊃ながるように。

i写真①）

かた流れの　りか　い○く写真
Φ写真③）

建物外韻
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大浴室からも
入ることができる。

駐車スペース

玄関

入れ

　　　□
　　　　　　トイレ2

　　　浴室

洗面・脱衣

UT

□聰

トイレ

居室2
□
　　　　　事務室　　居室3

トイレ　トイレ
デイサービスの居間

トイレ トイレ

厨房

グループホーム

　の居間

間

居室4

小浴至

居室5
トイレ1

和　8嵩

トイレ［コ

トイレ

グループホーム⑤

イレ

グループホーム4

トイレ

グループホー

二人部屋

和虐・臨轡

ウツドデツキ

トレイ

グルーブホーム②

現在はショートステイの部屋
として使われている。

図7－41階

洗面

トイし ホール

倉庫

機械室

吹抜
倉庫

図7－52階
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第7章地域密着型小規模多機能施設の動向に関する考察

4　生活リハビリクラブきらら

．見堂旦　　2004年12月17日（金）

麹也　　　〒981－0104　宮城県宮：城郡利府町

中央3－6－4

灘　　生活リハビリクラブきらら
運蛍ま亘杢　　特定非営利活動法人生活リハビリ

クラブきらら

闘亘i生息旦1995年11月1日

施設までのアクセス　　JR利府駅から徒歩5

分

ヒアリング天象者　内海静子代表

　通い（介護保険）

月～土9：30～16：00

　通い（自主事業）

名、月～土9：30～16・00

　泊まり（介護保険）

毎日24時間

　泊まり（自主事業）

16：00～翌9：30

　住む

　形態

定員10名、

定員1～2

定員2名、

定員3名、

定員2名

　　　　　築およそ100年経っている物置状態

　　　　　だった民家を改築した。建坪165㎡。

　　　　　水周りを10年くらい使っておらず、

　　　　　建物も傾いていた。県の補助によって

　　　　お風呂、トイレ、洗面を新たにつくっ

　　　　　た。

　人数通い　　登録24～25名（月によって違

　　　　　う）

　利用者の居住地域　2市2町の方が利用。

　その他　年令の枠を設けず、障害者の方も受け

入れている。

スタッフ

　人数　　管理者　　　　1名（兼務・生活相談

　　　　　員）

　　　　　看護婦　　　　2名（常勤2名）

　　　　　社会福祉士　　1名（常勤）

　　　　　介護福祉士　　2名（常勤1名、パー

　　　　　ト1名）

　　　　　介護員　　　　9名（うち2級ヘルパ

　　　　　一7名）

　　　　　調理担当　　　1名

　　　　　事務職員　　　1名

　　　1日6～6，5人が勤務。

地域とのかかわり

　近くに町役場、保育所、銀行、商店がある。

これまでの経緯

　平成7年11月、6畳2間のアパートを借りて

　開所。

　平成8年、アパートが狭くなり、一軒家の建物

　を借りた。60坪の総2階の建物で、1階の半分

　をデイサービスに、もう半分を居酒屋にし、2

．階はお泊まりの場所とした。

平成12年6月、それまでに借りていた建物で

はデイサービスで7人くらいしか使えないた

め、もっと広いところを県と町がさがしてくれ

て、今の利府の家に移った。

建物が移動するたびに、利用者さんも移ってこ

られた。
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第7章 地域密着型小規模多機能施設の動向に関する考察

建物に関するフォーマット（表7－9 表7－10）

表7－9

施設名称生活リハビリクラブきらら

　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者、利用者）

@自立支援性

（入居者、利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

激職にO　　のステッ　ζ　巳蹄
けている．糾度の関係でスローツ
にはできなかった．（写異②）

鰍

居室は2部屋だが、静猛室と相謙

室も居室として使うている．元々

あうた窃い蒙異などが置かれて

いる．2人部屋で．1部屋に2つず
居室〔個動 つペットが置いてある．

脱双場から浴室までの段差がな 土間だうたところに浴室をつくっ
くねるように板を取り付けられるよ た。

うになっているeまた，浴室内に

つかまるところがたくさんある．（写

浴室 勲）

便器は糾めに誰置してあり．介助 トイレの便器にあわせて、手描を 元々倉庫だうたところをトイレにし

・やすい．ただ、窪際に使用して 六工さんにつくってもらった。収納 た．2つあるが足りねいくらい．

みるとトイレットペーパーまでが違 することができる。（写罵③）

て使いづらかうた．洗面所に
トイレ

・・一 ^ツルトイレがあり、お風呂

場でしたいときに持っていったり

する．（写真③）

表7－10

施設名称生活リハビリクラブきらら

　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者、利用者）

@自立支援性

（入居者、利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

バルコニー

鰍脚　⇔．　†、　、し　．
Oを眺められる．また．縛側の半

ｪを事稿室として使っている．

建物外鰻

写夏Φ．

恵狢室

緑個弦）半分を使うている、

医務室

相談室

居室としτ使っτいる．

騨養室

居至として使っている．
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生活リハビリクラブきららの図面（図7－6）

　　の　　　　　　ののヨ
l　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　i
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l　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　l
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脱衣所

洗面所

トイレ トイレ 台所
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便器が斜めに設置されている。 居室として使われている。

図7－6
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5　ことぶき骨

盤旦　　2004年12，月20日（，月）

1五在地　　　〒693－0023　島根県出雲市塩冶有

原町1－50

茎遡　　ことぶき園

運鐡　　社会福祉法人ごとぶき福祉会

一旦旦1987年4月1日
施設までのアクセス　　JR出雲市駅から車で

約5分

ヒアリング天象者　槻谷和夫理事長

王子のサービス内容

　通い（介護保険、認知症単独）

名、ノ目～金9：30～16：30

　泊まり（自主事業）

名

　住む（介護保険）

　人数　　　通い

　　　　　　住む

定員10

定員1～2

定員8名

　　　　　　　　　　　　　登録10人

　　　　　　　　　　　　　入居8人（8人中
　　　　　7人が「通い」に登録している）

受付方法　　定員が超えた場合は、待機してもら

う。実際に、待っている方は多い。

利用者の居住地域・交通手段

　　近くの方ばかりで、地域密着型。自宅が近所

　にあり、歩いて来る方もいる。その他の方は送

　迎。

その他

　認知症による混乱を避けるため、「通い」では

月～金まで毎日来てもらうことが基本。そのため、

10人定員で10人登録としている。介護保険の日

数限度を越えても、出雲市の制度により介護度3

以上の人は保険が出る。

塑
　人数

その他

　「通い」と「泊まり」を合わせて

13人。うち、常勤11人、パート2人。

　原則として、介護は職員がやり、ボ

ランティアの人はしない。

　ボランティアは全部で15人。月～

金まで毎日2人ずつ来て21～22食

　の昼食を作る。火・金のみ夕食：も作

　る。

地垣とのかかわり

　利用者の家族がよく訪れる。その他、近所の子

　ども達などが訪れる。

　昼間、向かいの焼肉屋さんの駐車場を借りてい

　る。夜はことぶき園の駐車場を焼肉屋さんに貸

　している。

これまでの経緯

　1987年　小規模多機能型老人ホームことぶき

　　　　　園開設

　　　　　　（民間の非営利団体としてぼけ老人

　　　　　をかかえる島根家族の会及び島根老

　　　　　人福祉問題研究会の後援を受け設

　　　　　立。）

　　　　　当初の利用者は、通いが5人、泊ま

　　　　　りが1～2人、入所が8人だった。

　1990年　日本生命財団老人福祉助成事業開始

　　　　　　（3年間プ

　1991年　島根県高齢者介護ホーム事業受託経

　　　　　営

　1992年　社会福祉法人ごとぶき福祉会設立

　1994年　全国グループホームモデル事業の指

　　　　定を受ける（3年間）

　　　　　老人ホームヘルプ事業受託経営

　1995年　老人サービスD型事業乙立里家セン

　　　　ター受託経営

　1997年　認知症老人グループホーム受託経営

　1998年　第二ことぶき園開設

　　　　　老人デイサービスA型事業受託経営

　　　　　在宅介護支援センター受託経営

盤
　社会福祉法人ごとぶき福祉会は、「ことぶき園」

の他に2つの事業所がある。

・乙立里家センター

　　出雲市乙立町。1995年開所。土地も

　建物も出雲市が用意し、運営だけを任

　された。診療所が併設している。市内

　で最も高齢化率が高く人口の少ない乙

　立地区において、地域密着の小規模デ

　イサービスを実施し、地域で支える福

　祉社会の実現を目的としている。

227



第7章　地域密着型小規模多機能施設の動向に関する考察

　　　　　　・第二ことぶき園

　　　　　　　　出雲市古志町。1998年開所。デイサ

　　　　　　　ービス、ホームヘルプ、居宅介護支援

　　　　　　　事業所の機能を持つ。職員で話し合っ

　　　　　　　て設計をし、設計者’も選んだ。その．際

　　　　　　　に考慮したことは、

　　　　　　　　　　・．トイレは左右反転のものを2つ

　　　　　　（身体障害者のため）

　　　　　　　　　　・プライバシー確保のため、トイ

　　　　　レはカーテンではなく戸で仕切ること。．

　　　　　　　　　　・お風呂は二人が入れる大きさ

　　　　　　　であった。実際にはお風呂は個浴以外

　　　　．｝に特殊浴槽を入れなければならなかっ

　　　　　　　た。特殊浴槽は今でもやはりなくてい

　　　　　　　いと思うが、職員は楽だからあると使

　　　　　　　ってしまうというのが現状である。

設計者

・形態

規模

その他

槻谷理事長

新築（1987年築）。一部2階建て。

土地：100坪、建物：80坪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

現在の建物が古くなってものも増え、

また、個室にしたいという希望’もある

ので、1～2年後に近くに新築・移転

をしょうと考えている。現在300坪く

らいの土地を探し中。

建物に関するフォーマット（表7－11、表7－12）

施設名材こζぶき黒

表7－11

　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（λ居者．利用者）

@自立支援性
（入居者、利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

掘至Lワdや》8　，⇔． 、ローF　、　　．ての　　　　σ」

判用脅の出入り口と陵り含ってい つ落がっている。居間の歪謝利用
る． 省の玄閲1斌）り．

玄閲

c魅切うたぜいで不便に4わ． 戸‘3引き戸．（写興④， 4人郡屋を型で2つに区切り、さら

も にカーテノτ1人すつ口匿切うて

いる．

居到個到

司b戸開けしキッチンに
る．

キッチン

大き競肋、2＝あ夙こ．飯葱食べ 運銘偲3主面カラス窓で、甲から
たり何か妊作うたり丁る． 遣路の様子か分かり．また道路

ねちも中の様子が分かる。南に

面しているので光が入って明凱、
リヒンク （写頁③1．潮司の居間の横に30

㎝組どよカ、つた冠＠があって旦

嚇どをする．戸を開肌洋間と
仕切試ともできる．

入りロかカーテン。甲に入うて． り～3〈用の沼種．1人で入れるく

脱衣場と浴室の間もガーテンの は終に1翫ノているアパートのお風
1士切リ．（写冥（D｝ に入りに行く．（写真⑪

浴室

トイレの入りロがカーテン．男往 7ライハシーを守るため刀一テン

用便器1つ、洋式便器2つも戸で では奄く戸にし・たいが、広さの閲

1コなくカーデンの仕切り．春匠く便 係で無理．（写真②）

器1つだけ13戸がついでいる．（写
トイレ 真②）

施設名称ことぶ誰1

表7－12

　　騰
介助者（スタゥフ）実援性

Gk居者．利用者）

@自立支援性
（入居老、利用者）

@　安全牲
建築・インテリアのねらい

5　　　　職三　，　フ　し
るい．その窓の一部から出入嘘｝
している。

勧口

居軍の戸口引き戸にか．沿蚕とト

イレはカーデンで仕切っている．

でのイメージか書友けねかうた

たそう．

具

照明

事鴨動、ら書斎●応播冨に「簿
がる階群剣コあるが．利用者は使

わない．

旨段

碗のドアを開けるとTぐ居問
iある．

事稿室

博年前にことふ醐の損に輝，
こ7レハツか職員の休慾冨。緋
徊の｝瓢λ、方か1ヲ，る場所として

建てたが．居間よりもっと狭く馨る

，フルーム この喀ち看かす．矢旦歎1つた．そ

のたの、スタッフの休憩冨と1まつ

こ．

一とぶき図の霞のアパート｛6畳2 トイレの刀｝テンや4人部屋など・

司）魏部屋惜りている．半分は物 特養で働いていたときの各懸が

に使っているが．一人で入浴で 設計に出ている．

きる塑朔者がお風呂に入りに行
その他 以前1コ異婦か入居していた．
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ことぶき　の図面（図7－7）

　　後に造られたプレハブ。

　　現在は事務室。

床の間押入れ

ケア付きアパート（2室） 洋室

入れ

ｰの階

　　　旨

@　　3
a室i　　　I　　　2

和室

夫婦入居可

　　　　　　L

zール兼食堂

入ロー　鞠　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　噛

@　駐車場

@　　　　全面ガラスの戸
@　　　　道路が見える。

渡り廊下

洋室

便所　i　　　　1
玄関

夫婦入居可
仕切りがカーテン。

事務室

醐洗面所 台所

1

事務室

2階

図7－7
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6　靹の浦・さくらホーム

552番地

2004年12，月23日（木）

〒720－0201　広島県福山市靹町靹

施設までのアクセス

靹の浦・さくらホーム

有限会社　親和会

2004年4月1日

　　　　　福山駅から車で約40分

ヒアリング対象者　羽田富美江施設長

下平のサービス内容

　通い

　泊まり

　住む

　設計者

　形態

定員10名

定員5名

定員9名

　　　　　企画・デザインWatanabe

　　　　　江戸時代に建造された約300年の歴

史をもつ商家（醸造酢店）を改築した。木造2階

建て。

　規模　　建物：延べ約480㎡

　その他　梁や土壁などを可能な限り残すよう

　　　　　に改築を進めた。また、利用者が監視

　　　　　されないような空間をつくり、さらに

　　　　　近所の人が入りやすく、入ったらほっ

　　　　　とするところにした。

　人数　　　　　デイサービス・　登録15人

　　　　　　　　グループホーム　入居9人

　受付方法

　近くの施設が、その施設の利用者にさくらホー

ムを紹介してくれたりする。現在デイサービの待

ちが50人いるが、15人以上は受け付けない方針。

　利用者の居住地域・交通手段

グループホーム：靹の人のみ。一番遠い人で徒歩

10分。

　その他

　高齢者以外に、障害者の方も利用している。

スタッフ

人数 23～24人。そのうち、靹に住むスタ

ッフは4人のみ。守秘義務を徹底する

ため、リーダーも靹の

住人ではないようにしている。また、

　　　　　地域の人がボランティアをしている。

地域との関わり

　歩いて5分以内に肉屋、八百屋、散髪屋、病院、

　歯医者などがある。利用者が散歩に出ると、近，

　所の人が寄ってきて声を掛けてくれる。「家に

　寄ってき一。」と言われ縁側に座らせてもらう

　とお茶を出してくれたりもする。街並みを歩く

　と昔の友人に会ったりして、普段話さない利用

』者から会話が出てくる。また、駄菓子屋を愁い

　ているので子供達が来る。月に1回、利用者が

　地域の「いきいきサロン」に参加している。ま

　た、地域の若い人たちを集めてスタッフと共に

　話し合いをし、情報交換をしたりお願いをした

　りする。この話し合いは台風時などに効果を発

　揮した。

これまでの経糸

　理学療法士とケアマネージャーの資格を持つ

　「さくらホーム」の代表者は、長年、隣近所に

　住む人同士が助け合うコミュニティ社会と、温

　もりが感じられる歴史ある木造建築が数多く

　残っている兜町で福祉施設を一という構想を

　描いていたところ、今の物件が見つかった。そ

　して、2004年4月1日開所。これまでに、2人

　を自宅にかえした。

盤
　靹町には、隣近所に住む人同士が声を掛け合い、

助け合う人情が残っている。この人情は「地域の

カ」である。靹町では祭りが年に70日もあり、

この祭りが町全体の連帯感を高めていると言え

る。靹町は10年後には高齢化率が70％になる

（2004年9月1日現在で35．9％）、と予想されて

いるが、社会保障が希薄になる中、「地域の力」

はますます重要になってきている。この力をさら

に強めていくための活動の拠点にし、地域全体で

カを合わせながら、安心して老いることのできる

「住民流福祉の町・靹」を実現していきたい、と

いう思いでこの施設が立ち上げられた。
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建物に関するフォーーマット（表7－137－14）

表7－13
施設名称さくらホーム

　　註能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者，利用者）

@自立支援性

（入居者．利用考）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

’　ベンチ」　、て’る．‘与． ，　　1コ　　　O　　、、　手　　．　、つし、　　し　、

③） る．（写真③）

玄関

GHの居富は．6つが洋室3つが
和室．（写真⑨）

居室〔個室1

デイサービスの居間にはソファ

ペットがいくつか置いてあり、寂た

ぎりの人がソファペットにいτ周り

の人の気配を感じられるよう1こし

リビング ている．（写真⑤）

表7－14

施設名称さくらホ鞠ム

　　性能

蝿ﾊ
介助者（ズタッフ）支援性

（入居者、利用者）

@自立支援性

（入居者、利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

臼内障の人のたぬ．浴室内の日 GHは引幕、場が1つ、家匡畠山浴19

い手摺に赤いテープを巻きつけて （写真⑦）．デイサービス13洗い場

目立たせている． が3つ、楊の浴槽。利用者はみん

な鱒の浴檀を好み．現在はGHの
浴室 浴室13使われてい唯い．柳の浴

惣3混かい．

臼内障の人のたぬトイレ内の日 跳ね上げ武のトイレ．（写真（巳1｝

い手掴に赤いテ』ツを巻きつけて
目立たせている．（写真⑧）

トイレ

古い物をもらってきた．

建具

庭にはバリアフリーは一切黒、．

庭

（写真④）

玄閲は道路に面している．正式ね

玄閲と、子ども遼が入ってくる土

問の入ロがある．《写轟Φ）

アツ0一チ

醸造酢店の八が寝5ために使っ
ていた空間を、0フトとして残レ

ｽの

その他
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さくらホームの図面（図7－8　図7－9）

押λ

あまり使われておらず、デイサービスの

お風呂に入りに行く。

事務室

所4
押入 和自45思 和室6畳 和室4．5畳 便所1 脱衣室1

浴室1

玄関
　　玄関ホール

静養室

スロープ ホール

EV

グルーブホーム出入り口

土間

納戸 便所3　デイサービス入ロ

　　　ダイニングキッチン

　　　　　　　　層込

ヴンドデツキ

和　8畳

甥ダイニング備

キッチン

　　0

　　團

脱衣室2 便所2

浴室2

人気の高い樽のお風呂。

ここで子供たちにお菓子の販売をしている。
子供たちはここから家に上がる。

　　　　　　　　　　図7－8一階

便所6

個室7 個室8 個室9
便所5

個室1

個室6
洗面

廊下
廊下

ベランダ

ホール 縁側ホ恥 EV 個室2

吹き抜け 入れ

個室5 個室4 個　3

ロフト

物入れ

小屋裏物置 吹　　け
ベランダ

図7－9　二階
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7　のぞみホーム・なんちゃってのぞみホーム

。見堂一旦　　2004年11．月8日（月）

逝在地　　　〒321－0216栃木県下都賀郡壬生

町壬生丁145－10

弓隠　　のぞみホーム

運鎧杢　　特定非営利活動法人のぞみの会

闘1五生旦旦1993年7，月1日

施設までのアクセス　　東武宇都宮線「国谷」駅

下車徒歩7分

雌心置　奥山久美子代表
王在のサービス内容

　通い（介護保険）

定員15入、月～金9：00～18：00

　通い（自主事業）

　毎日、8：30～17：30

　泊まり（自主事業）

定員3人、毎日

　自宅に出向く（介護保険、自主事業）

365日24時間

　住む（自主事業）

定員10名

　ケアマネジメント

9：00～13＝00

　配食

ご近所さんに1軒、1日3食届けている。

形態

規模

建物の使い分け

「のぞみホーム」も「なんちゃっての

ぞみホーム」も民家改修型。「のぞみ

ホーム」は3DKと2DKの2軒の民家を

繋げて増改築し、「なんちゃってのぞ

みホーム」は前理事長が書斎として使

っていた建物を増改築。2軒はすぐ隣

り合っており、デッキによってつない

でいる。

土地：300坪、「のぞみホーム」：170

㎡、「なんちゃってのぞみホーム」：150

㎡

　　　　　「のぞみホーム」に5人、

　　　　　「なんちゃってのぞみホ

　　　　　ーム」に4人住んでいる。

　　　　　昼間はみんな「のぞみボー

　　　　　　　　　　ム」の広いスペースに隼ま

　　　　　　　　　　ってくる。

　人数　　　グループホーム　入居9人

　利用者の居住地域　　デイサービスはほとん

　　　　　　　　　　　　　　　どが町内の人。

　　　　　　　　　　　　　　宇都宮から来

　　　　　　　　　　　　　　ている人もい

　　　　　　　　　　　　　　る。

スタッフ

　人数　　16人．（1人は事務スタッフで、週に1

　　　　　回）。介護福祉士、看護師、など。

　その他　月に一度、お年寄りの接し方を検討す

　　　　　る。スタッフー人一人に係が決められ

　　　　　ている。ほぼ5人のスタッフが毎日日

　　　　　勤で勤務。

地域とのかかわり

　他のデイサービスとの情報交換。マッサージ師。

　診療所。他のケアマネージャー。
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7－17 表7一18）

表7－15
施設名称なんちゃってΦぞみホーム

表7－17

施設名称のモみホーム

　　償能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支傾柱

（入居者、利用者）

@自立支擾性

（入居者，利用者）

@　安全柱
建築インテリアのねらい

口

逸具

広いリビングそ、たんすや本瑚を

ﾖ，て仕切っている．

賂明

特に煮し。

段

煮し．

換気・空胴

孤　は、　・　こめ　8レて
v置している．

匠　　を　　．琴でエアコンを
ﾖbなくτいい．

パルコ二噛

rなんちゃってのぞみホーム」の

oルコニーとつながっていて行響
nがで甘る．（写翼④）

咽　　　彊の認むしもをする． 六　な亦を切らねいよつに改露し

ｽ．また、庭で犬を飼っている。

アプ0一チ

スロープが玄聞まで慨く．（写翼

C｝

　　騰
蝿ﾊ

ブ勒看〔スタッフ｝支抜性
（入居者、刺用者｝

@目立刻雄
｛入居宿．荊用者，

ﾘ
建舞…・インチ，ノアのねらい

、工嚇　に　　　　うっこ　　　5

が臨、てある．モれ13ペンチ4
て耐琵医る．

訓

愛を駁いた刷財τ隠，翠むしりの

休憩をしたり茄脚傾…たたん増リ

旦齋をしたりする．㊤真⑨

研

リビング横の佃室1謬引轡戸を引け 1階1こ4つ．臼階に2つ02階α）2

ば開放で容てリビングからすぐに つ13死ケ叛の問だったが．要望

見ることがて皆る． で公を勲いた。モの分、登曜の入

0灯旦がで訳しま，た．

居冨〔個コ

・面式で広い． 衆を上げて天井を喬くしたので広
く剛る．〔リビングも「の．）

キ・ンチン

，鎚のでF悼いまま．キッチン ホのにおいがする。（写冥②

・らも玄働一」1からも入ること

、で冒る．（写真②）

浴空

3つとモ貌ね上lf諒D手摺。 1隙：2つ．2階に一つ窃る，寺禰

者2人1ζつき1つフ，た。

トイレ

塵萄力「術北に長くて光が入りにく

いたのキッチン・。だング1ζ天馨を

つく，た．朝隠されい．夏13暑い．

また玄琳一ル13溜気力珍く柿

陶 渋力物かたので階段下に聞ロ瓠
を蘭，て風通リを艮くした．

租紙を貼うたり柿渋そ塗ったりす 弓1炉に和紙を貼った．また、締

るのはみんなで悔た． 渋を蜘た．

顧

表7－16 表7－18

施設名称なんち物てのぞみホーム

施設名称のぞみホーム

　　性能

Y位
介助者（スタッフ｝刻雅

（入居者．利用者）

@自立支掻柱

（入居者、利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

鮒

三．に覇Kスロープうの　　が
ｳい．

”一テソで廊下を仕切り．闘覇の
トイレを置いている。

下

45蜷の租至力、2つ，6鮪の雫曜

が3笥12帖の洋雷が1つある．
モのうち。鋸5屋が改障して新し

居室（倒．

い．

貨面式理嗣がン．（写真Φ） 今1澱晒てい聡いキ・ンチンがそ・う

一つあり、夫婦で性むような鳩合

に便λるようにする予定．

キヅチン

キッチ訊ダイニング．リビング13

つなカ㌔ており、広くオーツンにし

て見纏せるようにしている．また，

嗣途もその時与で変りる．

ダイニング

．降のた6軌収鋤、撫いのが不 穫々な揃子が颪、てあり．一つ 改峰した時に抜けなかった彊が

．また．リビンヴの一角の天井 一つが和用者の姿9らなどにあっ 残っている．テレビの台壁ど1こ利

ζ加一テンレールを取り付1ナ、い たモのを選んでいる． 用している献Dもある．

とい…闘に1暖を作れるよヨ：

リビンヴ ている．（写冥③）

船憲が穴ε〈て買いの㍗罐乾 木のお風8．

3賦，o轟

焔磯を怖ナた．

薗所Dうち，1つロスタガ尋 3面所圭てのトイレが阻ね上げ式

トイレ

．まし広い． 手摺．引3戸．（写真②）

　　控能

蝿ﾊ
介助者似タッ7）支順性

杁居者．利用者〕

@自立支擾性

（入居者、利用者）

@　安全性
建築●インデリアのねらい

9　｝　　　　　　　　1

”
つ　　　．・‘　tい u　　　．　、　二

者蜘る。c写翼⑨ ｛据る程の幅．像真③）

段

命塾のた戯床晦朋1ま分8レて 原晒房ξ到，ている．

受節ている．

換鼠・窓胴

人によ，てLエレベーターを便っ 累鴨用の3人乗リ・ホ製の戸聡の

たり階段を便7たりする． で漣聡13焦い。

エレペ噛ター

「なんちゃ，てのぞみホーム」の 陥のrのぞみホームjのパルコ
入居著13バルコニーを瓶って「の ；一につなが7ている，

ぞみホーム」のリビングに集まつ
てくる．

，バルコニー

軍むしりをする．

スロープの両脇に手擢がついて
いる．餓は冷たいので手摺の手

で鞭つ郁分13ホ製．述甲にペン
チが一つ置いてある．

アプローチ

費主力訣まっているのでL遡択肢

が少なか7た．｛写翼Φ）

建物外覗
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のぞみホームの図面（図7－10）

現在は使っていないが、夫婦の利用者
が使えるようにしている。

トイレ

□洗面［砕 トイレ

事務室

□
洗面

和出45畳 トイレ

洗濯
□

キッチン

和室6呂 和　6昌

リビンクダイニング

r一一■一一1

和室45畳

洋室12畳

和室6畳

廊下

1

7晒一

デッキ

スロープ

　　天井にレールをつけて
　　居室になるようにしている。

　カーテンをつけてポータブルトイレ

／を置いている。

図7－10

なんちゃってのぞみホームの図面（図7－11）

洗面　トイレ

ホール

部屋

EV
物入

物入

部屋

2階

両側からの　入りが可能。

トイレ キツチン 浴室 □ 部屋洗濯スペース

□ トイレ物入
物入

部屋

床の間

和室

　　　　　　　　　　　　　　　ホール
Iープンルーム

EV
物入

玄関
広縁 部屋

デッキ

天井が高く、大きな梁が見えている。

スロープ

1階

図7－11
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8　デイホーム手のひら・グループホーム手のひ

　　　　　ら

見学旦　　 2004年11月8日（月）

1五在地　　　〒321－1261栃木県今市市今市322

皇鎚　　デイホーム手のひら（近くに「グル

ープホーム手のひら」と共同住宅2棟がある）

運蟄杢　　特定非営利活動法人　手のひら会

避旦旦1996年10．月1日
施設までのアクセス　　東武日光線「上今市」駅

下車、徒歩5分

ヒアリング・象　　沼尾栄子代表

王在のサービス内容

　通い（介護保険）

定員8人、毎日9：00～17：00

　通い（自主事業）

　泊まり（自主事業）

定員1人、

　住む（自主事業）

定員4名

形態 4軒とも民家を借りている。「デイホ

ーム手のひら」は築20年、「グループ

ホーム手のひら」は築80年、共同住

宅2は築20～30年くらい。「デイホーー

ム手のひら」と「グループホーム手の

ひら」は民家を一軒挟んだところにあ

る。そこから車で約5分のところに共

同住宅が一軒、約20分のところにも

う一軒がある。

建物の使い分け 介護度の高い高齢者6人

が「グループホーム手のひ

ら」に住み、日中は「デイ

ホーム手のひら」に通って

くる。夜は気ままに過ごし

たいという介護度の低い

高齢者が共同住宅に住み、

その中には「デイホーム手

のひら」に通う人も他のデ

イサービスに通う人もい

る。共同住宅ではサポート

はするが管理はしない。

　その他　　どんなに重度の認知症の人でも「人

　　　　　　　　　　に家に住んでいる」という

　　　　　　　　　　感覚がある。それをいかに

　　　　　　　　　　家にいる感

　　　　　　　覚に近づけるかということを大

　　　　　　　　　　切にするため、民家を利

　　　　　　　　　　用し、一切改修はしてい

　　　　　　　　　　ない。

利用者

　人数　グループホーム：6人

　　　　デイホーム：6人（デイサービスのみの

　　　　　　人はいない）

　　　　共同住宅1：不明

　　　　共同住宅2：2人

　受付方法　相談で決める。最初は100％通いの

　　　　　　み。徐々にショートステイ→グルー

　　　　　　プホームというふうにその人に合

　　　　　　わせていく。

　利用者の居住地域　　ほとんどが近くの住人。

　　　　　　隣町の人もいる。

スタッフ

　人数　　7人（事務を含む）。

　その他　考え方の統一が難しい。見守りが大事

　　　　　だと頭では分かっていても「やってあ

　　　　　げたい」という自分の思いが先行して

　　　　　しまうスタッフもいる。

地域とのかかわり

他のデイホームに通っている人がいる。りんご

をくれる農園がある。地域の人がバザーのため

に品物を奉仕してくれる。
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表7－19

施設名称グルーブホーム手のひら

　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者、利用者）

@自立支援性

（入居者、利用者）

@　安全牲
建築・インテリアのねらい

曜鯛　噛つ　し．リヒン　に　L、て

、る方の玄閲は車椅子専用．

錨

廊下から外に出ることができ．外 リビングと個室2つの周りをぐるり

には畑がある， と團みキッチンにつながってい
るじ

廊下

8畳の和室が2部屋。一部屋に二
人が霜る．。布団かペットかはその

人に合わせる．

居室q團

キッチンだけ他の部屋より一段下

がっている．その段差の認織が
脳への勅触になって良いらし↓、．

（写真②〕

キッチン

一一uルと椅子がある．広いので キッチンとダイニングをつねぐ戸

易ペットも置ける．（写具③） は2つあり．その2つの戸の問の

柱を右手で支えたり左手で支え
たりできる．（写真③〕

ダイニング

交動の人が居る場所．（写真④） 和室6畳．こたつがある．（写真
④）

リビング

二人用の浴室．

浴室

「トイレ」と願いた張り紙をトイレの

前に貼っている．

トイレ　　噛
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デイホーム手のひらの図面（図7－12）

玄関 廊下

ホール

和室6畳
和室8畳

縁側

ダイニング

物入 物入　　　床の間 トイレ

キッチン

浴室

図7－12

グループホーム手のひら図面（図7－13）

車椅子用の玄関。

ダイニングへの入口
が二つある。

廊下

玄関

リビング（和室6畳） 和室8畳 和室8畳

押入
’押入

押入 床の間

ダイニング

トイレ

キッチンが一段下がって

　　　　　　…玄関　　　1　　　　キッチン　　　　　　1

洗面
5鐸

…

□ □
図7－13
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9　心血所よりあい

見学日　　2004年11月26日（金）

塑　　　福岡県福岡市中央区地行1－15－14

奎鎚　　宅老所よりあい

運蛍主倥　　社会福祉法人　福岡ひかり福祉会

閨亘i生旦旦1991年11月

施設までのアクセス　　地下鉄「唐人四駅」より

徒歩3分

二z⊥とグ対象養　下村恵美子施設長

王在のサービス内容

　通い（介護保険）

定員10名、毎日9：00～17：00

　泊まり（自主事業）

毎日

　住む（介護保険）

定員5名

　ケアマネジメント（介護保険）

月～土9：00～17：00

　形態　　民家改築型。二つの民家をつなげた。

　空間の使い分け　二つの民家のうち、一つを住

　　　　　む用、一つを通い用として使っている。

　その他　大通り近くはにぎやかでよい。どこに

　　　　　行くのも近く、交通の便がよい。その

　　　　　分、地価は高い。

利用者

　人数　　　デイサービス　　10人

　　　　　　グループホーム　入居5人

　利用者の居住地域・交通手段　　遠い人で、車

　　　　　　　　　　　　　　で20分。

　その他　　　現在にいたるまでに、12人の方

が亡くなった。

スタッフ

いるからこそ今日のことが分かるの

がスタッフ。ボランティアの人は個人

の情報を知らなくてよいし、ケアはや

らせない。ボランティアとスタッフの

やることを区別しなければならない。

12人（うち、通いのスタッフが7人、

住まいのスタッフが5人）20代から

50代まで。「第二宅老所よりあい」は

スタッフが9人。看護婦さんもスタッ

フと同じように介護をする。

医療職がいると家族も安心する。

ボランティアが6グループ40人いる。

月に1～2，3回来てもらう。毎日見て

これまでの経緯　次項の表7－20参照。

人数

職種

その他
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表7－20

これまでの経緯 運営方法 建物 サービス内容 利用者 スタッフ

1991年6月 下村恵美子、永末里美、中島真
由美の3人娘（！）．大場ノブヲさん

と出会う。

11月 伝照寺の茶室を借りる。 週一回の宅老所スタート。 2人。・ 3人。

1992年3月 伝照寺の広間を借りる。 週三回実施に。 利用者が増えた。

7月～11月 改築資金作りのためにバ 伝照寺の借家を借り．改築
ザー、募金、行商に奔走。 することになる。

11月 ．r宅老所よりあい」と名づ 一軒家改築完成。 入所、宿泊事業を始める。

け、新たな出発。

1994年8月 増簗資金400万円をつく 増墾完成。 宿泊者が増え手狭になった。

9月 チャリティシンポジウム「家

庭のような小規模ホーム
の実践と計画から」開催。

1995年4月 社会福祉法人福岡ひかり 西長住3丁目の一軒家を
福祉会の高齢者部門とし 借りて、2か所目の「よりあ

て、ひかりグループに仲間 い」を開所する（無認可）。

入りする。通所事業が福岡
市より認可、デイサービス

センターE型として委託さ

6月 長住公民館にて「第2宅老
所よりあい」の開所を祝う

会を開催。

10月 第1回「第2宅老所よりあ
いバザー」を開催。改築資
金をつくる。

11月 「第2宅老所よりあい」改築

完成（スロープ、風呂、トイ
レ）。

1996年4月 「宅老所よりあい」と名づ

け、新たな出発。第2宅老

所よりあい」がデイサービ

ス事業の基準弾力型で福
岡市より運営委託される。

6月 杷木町でセミナー「オムツ外し学
会」を開催。

7月 「第2宅老所よりあい」がデイサー

ビスのみから泊まりを始める。

11月 「第2宅老所よりあいを支え
る会」が結成される。

1997年3月 ひかりの20週置・よりあい5

週年記念シンポジウムが
開催される、800人の参

4月 「宅老所よりあい」の入所

事粟がグループホーム事
業と厚生省のモ’デル事粟

として認可される。

9月 「宅老所よりあいとともに新

しい老人ホームを作る会」

が結成される。長尾下水

処理場跡地に特別養霞老
人ホームをつくるための取
リ組みが始まる。

1998年2月 「第2宅老所よりあい」増築

完成（6畳間・トイレ・サン

デッキ）。

4月 「第2野老所よりあい」がデ

イサービスセンターとして

正式に紐可される。

11月 8周年目を祝う「共に楽しく

長生きしよう会」。

1999年1月 全国宅老所グループホー
ムネットワーク結成。

5月 宅老所よりあい8周年記念
セミナーを開催。

7月 福岡県宅老所（小規模
ホーム）連絡会結成。

20DO年4月 介護保険スタート。地域住 「よりあい」の隣にあった大

民が安心して暮らすため 家さんの家を使い始める。
の拠点づくりとして、特定

非営利活動法人『NPO笑
顔』が長住にオープン。

10月 「第2宅老所よりあい」増築

完成（6畳間・トイレ・サン

デッキ）。5畳の和室・洋室

が増え、台所を改築）。

2001年11月 元気に10周年を迎える。

2003年12月 「よりあい」の二つの民家

の全面改修を始める。

2004年8月 全面改修が終わる。
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建物に関するフォーマット（表7－21、表7r22）

表7－22

施設名称宅老所よりあい

　　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者、利用者）

@自立支援性

（入居者，利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

催にGHのエ鷺，＿．．1にテイ

サービスの玄閲がある．GHの玄
閲は天井が”ラス張りで空が見

える．またデイサービスとGHをつ

玄閲
ないでいる．デイサービスの玄閲．

ﾉほざら三品1日置そこで靴を脱

ぐ。ホールによりあい招介ねどの

張り紙があり、Tシャツなどが夷ら

れている。．1写真②、写真⑧）

GHは対面叉デイサービスは背
面式キッチン．どちらにも2．3人が

座れるホ製のカウンターがある．

（写誕⑥）

キッチン

ダイニング

リビング

デイサービスの脱衣嶋から直搬 GHもデイサービスもシャワーが1

GHのデッキにつねがるドアがあ つで個浴．｛写真⑦）

り．中庭に洗沼物を干しに檸ナ
一

o．

浴室

改築前はトイレが居間の近くに GHのトイレはオ：屋につくったので

あうたため、音と」鳳・が気にねっ 風惰が残うている．

こ．改桀でトイレは居間から離れ

たところにつくうた．

トイレ

表7－23

施設名称天工所よりあい

　　性能

蝿ﾊ

介助者（スタッフ）支援性　　　　　　L
（入居者、利用者）

@自立支擾性

（入居者．利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

GHの具　3恨　　⇔、．　翼 6H13　噛R3ので，，
のため小さねライト13すっとコナ めに、デイサービスはみんなが集
ておく。 まる所ねので照明ほ明るめにして

いる．

照明

濡n緯に近所のお年寄りや子ど
も遵吃どが寄づていく．（写凋匡＠）

バルコニー

GHの甲庭を流醒物弔し場にして

庭

・る．（写真⑤）

GHの玄関へのアツローチ1コ2つ GHのベンチは木製で座るところ

あり．1つは濡れ緑から続（段の が畳になっている．そのペンチの

あるもので．もう量つにスローフで 下に靴を収納する．（写具③）

ある．そのスローツの片働にペン

アプローチ チが、もう片側に手摺がある．デ

イサービスの二軍に続くス二一ツ

は両頂りに手掴がある．〔写真②．

写真③）

写真Φ

建物外韻

パソコン台がたくさんある．ヶアマ

ネージャーなども事移富を使う．

事稽室
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宅老一よりあいの図面（図7－14）
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スロヒZ＞玄

ホー，
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ホール

和室8畳

坪庭

居室 居室

［コ台所

□

仮眠室2 庭

L＿＿＿一＿
　　　一一一1

洗面
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洗濯；
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1

薗一顧鴫　　一一一1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　のロ　　ロロココ　ロロロコロ　コココロロ　ロロココロコロロロココココしコココロロコロココ　　ロコロ　コロココロロロコ　ロロロ　ののロココココ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

デイサービス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループホーム

　　　　　　　　　　　　　　　　図7－14
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10　デイサービスセンター憩・グループホーム憩

．見堂旦　2004年12月21日（火）

ヒアリング対象　　森本宏美主任

匪在地　　　〒720－0082　広島県福山市木之庄

町5丁目18－22

皇麺　　デイサービスセンター憩

運鎧杢　　学校法人朝日専修学園グループ株

式会社アサヒライフコーポレーション

闘」五生旦旦2002年2月

施設までのアクセス　　JR福山駅から徒歩約

20分

匪㊤也，　　〒720－0092広島県福山市山手町

1385－1

奎纏　　グループホーム憩

運脚杢　　学校法人朝日専修学園グループ株

式会社アサヒライフコーポレーション

閨所生旦旦2003年11月
施設までのアクセス　　「デイサービセセンター

憩」から車で約20分

野在のサービス内容

　通い（介護保険、自主事業）

定員16名（許可は21人だが、21人に対して空

間が狭いため16人を定員としている）、月～土

9：00～16：00、自主事業は要介護を認定されて

いない人を対象としている

　泊まり（自主事業）

定員1名

　自宅に出向く　（介護保険）

　住む

定員9名×2ユニット＝18名

　ケアマネジメント

，月～土9：00～18：00

　移送

要介護度1以上の方で、通院などヘルパーの付き

添いが必要な際、要望に応じる

現在の建物

　設計者　誠和建設

　形態　　デイサービスセンター憩：新築。1部

　　　　　2階建て。

　　　　　グループホーム憩：新築。総2階建て。

建物の使い分け

利用者

　人数

その他

スタッフ

人数

その他

「デイサービスセンター憩」

で通い・ホームヘルプ・ケ

アマネジメント・移送のサ

ービスを行い、「グループ

ホーム憩」で泊まり・住む

のサービスを行う。泊まり

はグループホームの空い

ている部屋を使用する。

デイサービス

登録54人、1日平均13．8人、週1

回の方や月に2回の方もいるが、一

番多い人は週に5回の利用。

泊まり

1年間で延べ4～5人（最初の頃は

GHの入居者が少なく、部屋がいく

つも空いたので泊まりの定員は多

かった）。

訪問介護　　　　登録83人

グループホーム　入居17人

デイサービスの利用者は、要介護度

4や5の方もいるが1の方が一番多

い。要介護度が高い方は病院や施設

を利用する傾向がある。

また、デイサービスの利用者は曜日

を決めて通う方もいるが、毎日決ま

っているリクリエーションの内容

を見て通う日を決める方もいる。

GH　　　　　16名
デイサービス　　7名

ヘルパー　　　　20名（うち、常勤

は2名）

ケアプランナー　2名

（兼任しているスタッフもいる）

ボランティア　　リクリエーション

　　　　　　　の絵手紙やフラワ

　　　　　　　ーアレンジメント、

　　　　　　　　フラダンスなどを

　　　　　　　教えに来てくれる。

常にデイサービスでいられるスタッ

フは5人くらいだが、足りないと感じ
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　　　　　ている。常に7人いたい。

　　　　　ヘルパーがリク．リエーションの美容

　　　　　院や折り紙などをしている。

地域とのかかわり　　　　　　　・

　美術館や公園、買い物に出かける。

　2000年　　　　学校法人朝日専修学園グループ

　　　　がケアプラン・ホームヘルプの事業を

　　　　始める。

　2002年2月　木之庄町でデイサービスセンタ

　　　　　　　　一が始まり、同時にケアプラ

　　　　　　　　ン・ホームヘルプのサービスも

　　　　　　　　木之庄町に移した。

　2003年11，月　山手町でグループホニムの1ユ

　　　　　．．　　ニットが始まる。この時、．木之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　庄町のサービスも山手町に移

　　　　　　　　す計画があったが、デイサービ

　　　　　　　　スの利用者が通うところが遠．

　　　　　　　　くなってしまうなどの理由で

　　　　　　　　なくなった。

2004年4月　グループホームで．もう1っのユ

　　　　　　　　ニットが始まる．。

建物に関　るフォーマット（表7－23、表7－24表

施設名称デ仰一ビスセンターり

表7－23

　　　1室慶

PΩ
介助者（スタッフ｝支権性

（入居適．科用唐）

@巳立刻慶性

（入居者、糾用者）

@　　究主性
建漿’インテリアのねらい

三　．り剛の戸のレールによる 虫　りのたのΣ　’剛りρに
，肝L

，貸び危匹Ω．外撒り戸である臼肋 旧戸覧つけた．

ドア13閉翻のタイ竃ンツが分から

ゴ亀験ねたの電驚切っていも．

工蘭 臼哨3愉，鮫し．また、冨衝内か

点写ブロックはかえ7て危験．．

厨下

居蜜（冊冨）

111用讐郁お耳子を作ったり7う。 軍鴨置内こキッチンが函るがお

渇葛勅・したりお累子を1靭たり

するために硬い．薦本醐：ご13

キッチン
ん13作ら馨い．お舜当麓さん勘喝

p」寄セてい昏．

ダイニンジ

リビング

否櫛：ヨミを出すたのの裏ロ跡

Uが12っておらず、ドアの仰こ

^ツフ麻り聴置いてい翫古
冝h強いのでドアに鱒をmけてい

｡

六2鄭帆が3つあり、門用朝3脇
R億とこらに旧るが蠣昂13大偉決

潤Cている。門用尉13禍子よリソ

t7壱好七がリビンジの跡」が全
ﾄドアで坦が國」辱ため．ソファを

uくスペース炉無い．

3鵬mほどよか，てい5和薗轟け
ｱみが目いため立ちよ跡りにく

｢．また、居膓こ手擢があるがあ

ﾜり提，てい揺い．何も黙1より

ﾍ景いが9

天窓顔あり，騨闘い。フロnこ

�ｭ7，5畳の和竃があり．30剛議
ﾇ上炉っていも．ごはんの量雌珊

ｽり丁る．和竃の押入れに布匠隠
茁福ﾄいる．室た響曜力、ら響幽1用

Qやス9ッフが玄閃にr〒く婁が昆
える．

言6窟

脱置昂の上1：鵬切砺リ書霊晦

s置くの1：優砿ただ、お且呂を

P朗沁τいる縢ζ行けないのが
s便．

天樗向闘に2人が入り、ス57，

ｪ一人ずつ付（．油9が広爬．

､慰で1騨うu用噂執、るが．
Z1のを，袖’岡用暫もいう．

3刈含ど入れも渇粗でリ7卜言㌫洗

｢加32つ．商さが便いづらい。

fイルームからドア蟹撤，ると版

ｾ励：なつτいもがカーテンがあ

v弔3見え艇覧．

団子トイレ小1つ穴1，、二子トィ

レ2つ．厘穏子用トィいつ、脱表

所揖に1つ、軍霧竃に1つ．過趣

トイレ
の膠にトイレが湿むため．このくら

｢13必中．

表7－24．

施設名称デイサービスセン国内

　　　性縫

P匝
介助考（スタッフ）支媛性

（入居者、科用考）

@目立支掻性
（入居奢、利用者）

@　　費生償
建第・インテリアのねらい

坐竃俸・資溺．スリッパ萱層（Aも

腰加砲いくもいる。

慎鼠・臣埆

点軍ゴロツク錘ある。

アヲロ噛チ

弓務竃の入0とトイレの入ロ郷

β2台，ているの跡弧に哲る．

那駕置

匡腐竃

朗酬3箏覇励弔懐窟で飾， 眞ん中にバ軸ティシ5ンがあり帽
ヅ■ 量艦とスタッフルームとして半分

ずつ便う予定だ，たが．スタア，

帽除置
ル｝ムになうていら．

’むつ旧訳の剛こ便鳳、荷物置

ﾉもなっていう．

パズル琶し悔い人が齢かなとこう

ﾅ晟中したいと重，て焼う二とも南
凹用響の1掴が臥1剛こ伸むた
ﾌに便うが、凹駈●，た111用むが

リピン，ゆらドア判セの励＝ある．

漏 「みん昭のμを聞いていたい」と

師震整
概日差て齢黄斎こいたこともあ，

ｽ．

瞭こヘル，｛一ステーシ団ンがあ

が．モの部厘以州こヘルパーさ

もの偉むとこうが猷しい．

z9，，ルーム

リビンジのフ0アに13講り‘D少砲

いコルク羽蛋12用．

モの廼
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表7－25

施設名称グル噸ツホ｝ム憩

　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者．利用者）

@自立支援性

（入居者．利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

調

廊下

タッフが見えるようにドァに窓が 居室の入ロで立ち上がる際に縦 居室内に収納．洗面がある．基
るが．大きくて中が丸見えなの 手掴が必要，戸の手摺を待つと 本的には家から馴染みの三具を

’もう少し小さくても良かうた。 動くので危険． 待うてきてもらう。鍵がついてい

て締めたい人13締める．居室丙
居到個室） の手椙1コ家具を置く際に邪魔に

なる場合がある．また．ペットから

起き上がる際に手摺があって危
険。居室前の番号をつけた札を
●●嚇
@　一　、
シンクの高さが．軍椅子の利用者
や背の低い利用煮には高く、ス
タッフに1コ抵い6

キッチン

ダイニングの机・椅子の高さが均

一で、合わねい人もいる．

ダイニング

30cm億ど上がった茶の間があり
掘りごたつがあるが．深すきて足

が届かないので危険．あまり利用

されていない．本当1まごはん後に
リビング 寝るために使いたいのだが．

脱衣所丙に新たに手娼を設け 家庭用浴槽．

た．立ったり座うたりするのに必
要．

浴室

イレ内の棚が筒すぎる． トイレのドアについていた窓が大 手拭樹けが筒すぎる． 利用者用が3つ、スタッフルーム

きくて中が丸見えだったのでプラ に1つある．個室にポータブルトイ

イバシーを守るためすリガラスに レを置く方もいる．トイレ内に洗面

習えた． があるが使うていねい，トイレの
トイレ 外の洗面を使うが利用者は自動

の蛇ロに慣れておらす、最初ほ
戸惑っていた．

表7－26

施設名称グルーブホーム憩

　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ）支援性

（入居者．利用者）

@自立支援性

（入居者，利用者）

@　安全性
建築・インテリアのねらい

1L　　に　　．

エレベーター

2階のバルコニーに洗濯物を干す

が日が当たらねい．

顧バルコニー

Bが当たらない．

庭

握り型の手摺ではなく手を置く型

の手榴だが、賃否両請がある．ワ

た目にほ良いが使いづらく信とん

ど利用されてい唱い．居室内の手
その他 摺に至ってほ物置になっている．
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デイサービスセンター憩の図面（図7－15）
スタッフルームとなっている。

　　　　。椅子利鵬1

q庫　　トイレ
女子トイレ

男子トイレ

掃除道具 相談室

浴室

洗面脱衣所 洗面○
静養室

トイレ

　　　　　　　　機能訓練室

u’一一噌一一一一一一一

トイレ
2階のヘーション1

屋根裏に収納がある。

@　　机があり、スタッフが

@　　事務作業をする。

押入 カウンター

キッチン

@事務室

押入
和室

玄関

押入 縁側

スロープ

ポーチ

2階のヘルパーステ
ーションに続く階段。

図7－15

グループホーム憩の図面（図7－16）

1F

制

2F・

留跨・黛、』撚

P梶咋贈一薪 図7－16
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11　ケイジングループ

ヒアリング対象者：小林亜貴（宅老所露風庵世

帯主）

ケイジングループ（長野県）

・特別医療法人　恵仁会　　（保健・医療・福祉）

・社会福祉法人　恵仁福祉協会　　（福祉）

・メディコケイジン　株式会社　　（医療介護用品

販売・レンタル）

・有限会社　けいじん　　　　　（住まいの提供）
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〈ケイジングループの事業内容（表7－27）〉

表7－27

地区 医療部門 介護部門 保健部門

中込地区 くろさわ病院 ・介護老人保健施設　安寿苑 ・保健医学センター

（佐久市） ・老健通所リハビリ ・健康運動センター

・病院通所リハビリテーション

○中込在宅サービスセンター

・佐久市中込在宅介護支援センター

・訪問看護ステーション中込

・ヘルパーステーション中込

・中込デイサービスセンター

・宅老所露風庵

・宅幼老所　のざわ

・ケアホーム（ケア付き住宅・マンション）

ひだまり　ふれんず　あおそら

そよかぜせせらぎ　さざなみ

複合型1F　ハートリッチぬくもり

2F　ハートリッチなごみ

3F　ハートリッチふれあい

○小規模多機能：長土呂在宅サービスセン

ター

1F・地域ケアセンター長土呂（居宅介護支
援）

・宅幼老所ながとろ

・訪問介護ステーション長土呂

・ヘルパーステーション長土呂

2F・ケアホームどんぐり

3F・ケア付きマンションまほろば

塚原地区 つかばらクリ ・介護老人保健施設シルバーポートつかば

（佐久市） ニッタ ら

・佐久市塚原在宅介護支援センター

・訪問看護ステーション塚原

・ヘルパーステーション塚原

・グループホーム　シルバーハウス塚原

・ケアホーム　りんご畑

・ケア付き住宅　アトゥレ優　A棟・B棟

・宅幼魚所　つかばら

真田地区 さなだクリニ ・通所リハビリテーション

（真田町） ック

菅平高原クリ

ニッタ
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＜小規模ケア施設への経緯＞

1998年1，月　長野県佐久市に定員9人のケア付

　　　　　　き住宅「シルバーハウスひだまり」

　　　　　　が誕生。当時、高齢者が病院から退

　　　　　　絶しても、在宅で支えるのは不可

　　　　　　能・特養は空き待ち・老健は期間限

　　　　　　定で高齢者とその家族の行き場が

　　　　　　ない、というケースがたくさんあっ

　　　　　　た。そんな時、当時の恵仁会理事長

　　　　　　故黒澤正憲先生が思いついたのは、

　　　　　　10人未満のケア付き住宅（高齢者

　　　　　　共同住宅）だった。

1998年10，月　長野県内初の認知症高齢者グルー

　　　　　　プホーム「シルバーハウス塚原」を

　　　　　　新築型で設置。

　　　12月　重度の高齢者（障害者）対応の民

　　　　　　家改修型ケアホーム「ケアホームふ

　　　　　　れんず」を設置。

小規模多機能（都市型）「Serena

　lF長土呂在宅サービスセンター

　　・宅幼老所ながとろ

　・地域ケアセンター長土呂（居宅介護支援事業）

　・訪問看護ステーション長土呂・ヘルパーステ

・一 Vョン長土呂

　2Fケアホームどんぐり

　3Fケア付きマンションまほろば

　アトゥレ優　A棟・B棟　開設

2004年3，月　　宅幼老所　つかばら　開設

2000年8月　　ケアホームあおそら開設。

　　　11月　ケアホームりんご畑　開設

2001年4，月　　小規模複合型ホーム　ハートリ

　　　　　　　　ッチ　開設

2002年5月　　老健　安寿苑の入所定員・通所

　　　　　　　　定員を縮小

　　　　11月　宅老所　露風庵　開設

　　　　12月　ケアホームせせちぎ　開設

2003年1月　　中込デイサービスの定員を縮小

　　　　　　　　ケアホームさざなみ　開設

　　　　4月　　ケアホームそよかぜ　開設

　　　　10月　宅幼老所のざわ　開設

　　　　12月　小規模多機能（都市型）「Serena

　　　　　　　Vita浅間」　開設

　　　　　　　　　　　　　　　Vita浅間」

〈恵仁会が提案する小規模多機能ホームについ

て＞

1．農村型、地域型

宅老所の通所系サービスにショートステイと住

　　　みつく機能を加えたもの。建物は新築型と

　　　民家の増改修型を想定

している。

2．都市型

±：地を取得しにくい都会では、平屋ではなく、階

　　　を積み上げる形。建物は新築型と空きビル

　　　等の増改修型を想定

している。

3．街かど福祉：ながの版

長野で本当に目指したいのがこのパターン。土地

も豊かにあるので、真中に中核施設としての多機

能の宅老所をつくり、その周囲に戸建の高齢者住

宅をつくる。農業に親しんできた方も多いので、

野菜作りなど骨仕事もできるスペースも設ける6

そして、高齢者・障害者に限らず、ファミリー世

帯などいろんな人たちが暮らせればいいとする。，

〈中込地区の小規模ケア施設〉

　病院・老健の周囲半径500メートル内に小規模

施設を点在させている。

　まちなかの倒産した銀行を改修して、病院や老

健の中にあった在宅サービス部門（デイサービス、

在宅介護支援センター、訪問看護ステーション、

訪問介護ステーション）を移し、老健本体のデイ

部門の定員を減らした。また、宅老所やケア付き

住宅、認可外のグループホームが、新築や民家改

修、空きビルの活用などで計10ヶ所、整備され

ている。
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込地区の小規模ケア施設（図7－17）
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12せんだんの杜

場所　：宮城県仙台市青葉区国見ヶ丘

運営主体：社会福祉法人東北福祉会

ヒアリング対象者：澤田光子（生活支援部実習

教育課）

〈せんだんの杜の事業概要〉

圃
［高齢者］

①ホームヘルプ

②デイサービス

③ショートステイ

④特別養護老人ホーム（ユニットケア、逆デイサ

ービス）

［児童］

①保育園

②児童自立援助ホーム

［他］

①実習教育センター

川平小学校区

［地域福祉］

①在宅介護支援センター

②居宅介護支援事業所

③子育て支援センター

④障害児・者相談支援センター

⑤市民・ボランティア活動応援センター

［高齢者］

①ホームヘルプ

②デイサービス

③お泊り

［児童］

①自主保育

［障害者］

①自主通い

中山小学校区

［地域福祉］

①在宅介護支援センター

②居宅介護支援事業所

③子育て支援センター

④障害児・者相談支援センター

⑤市民・ボランティア活動応援センター

［高齢者］．

①ホームヘルプ

②デイサービス

③お泊り

④居住

［障害児・者］

①障害児放課後ケア

②障害児・者レスバイトケア

③障害者就労支援

④デイサービス

吉成小学校区

［地域福祉］

①在宅介護支援センター

②居宅介護支援事業所

③子育て支援センター

④障害児・者相談支援センター

⑤市民・ボランティア活動応援センター

［高齢者］

①ケアハウス　　ρ

国見小学校区＋貝ヶ森小学校区

［地域福祉］

①在宅介護支援センター的機能

②居宅介護支援事業所

③子育て支援センター

④障害児・者相談支援センター

⑤市民・ボランティア活動応援センター

［高齢者］

①ホームヘルプ

②デイサービス

③お泊り

④居住

［児童］

①無認可保育園
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くせんだんの杜
（図7－18）〉
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〈せんだんの杜の実践の流れ（表7－28）〉

表7－28

中山中学校区 第1中学校区 吉成中学校区
年号 本体

川平小学校区 中山小学校区 吉成小学校区
　国見小学校三
ﾚ　　　ノ、産当幽　A　・

1996年 せんだんの杜開所。開設
当初、・デイ、特養、ケア1

ハウス、ショート、在

介、VCで開始。
7月：デイホームを設置
9月：柏木の家設置（特養
の逆デイサービス）

1997年 4月：すだれの間設置 ＊柏木から中山へ移転

6月：ミニデイホーム1設 12月：旧中山の家設置
置 （特養の逆デイサービ

ス）

1998年 6月：ミニデイホーム2設
置

10月：ひまわりの設置

1999年

2000年 3月：さくら設置 ＊旧中山の家終了
6月：せんだんの家設置 9月：：中山の家設置（本
（児童自立援助ホーム） 体デイの逆デイサービ

2001年 せんだんの杜全体のユ 7月：ひまわりの家設置
ニットケア開始 （特養の逆デイサービ

7月1道草の間、響きの間 ス）

設置 9月：中山2丁目の家設置
（障害児・者の放課後ケ

ア、レスバイトケア）

2002年 9月：よりみちの家設置 ＊中山の家の名称と機能 ＊本体総合相談から分離
’（ショート逆デイサービ 変更 5月：国見の家設置

ス） 5月：中山の家1設置
5月：中山の家2設置
（小規模多機能ホーム）

＊本体総合相談から分離
9月：街角サロンもうもう
亭設置

2003年 各中学校区単位に、地域 6月：川平の家設置 5月：市民：ボランティア
サービス部を設置し、相 活動応援センター、フェ
談支援課と在宅支援課の リコ館所管を吉成地域
それぞれに、各小学校区 サービス部へ移行
担当を配置。

5月：せんだんの間設置

2004年 5月：中山5丁目の家設置
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〈せんだんの杜の理念と機能〉

理念　ご本人の思いや願いに寄り添う

　　　く利用者主体〉

機能　その人らしい暮らしを継続する支援

　　　く介護付住宅群〉

　　　地域住民と共に住み残るための支援

　　　くまちのサービスセンター〉

〈中山小学校区における小規模ケア（図7－19）〉
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①中山の家1

［地域共生型小規模多機能ホーム］

開所　2002年5月

サービス内容　デイサービス

　　　　　　　お泊り

　　　　　　　ホームヘルプ

　　　　　　　障害児・者レスパイトケアサービ

ス

建物　民家改修。1階建て。　築40年の民家で、

　　　本体の特養iの利用者の家だった。2004年

春　　には新たに増築を行い、居間・テラス・居

　　　室をつくった。

②中山の家2

［地域共生型小規模多機能ホーム］

開所　2002年5月

サービス内容　デイサービス

　　　　　　　お泊り，

　　　　　　　居住’

　　　　　　　ホームヘルプ

　　　　　　　障害児・者レスパイトケアサービ

ス

建物　民家改修。一部2階建て。

　　　「中山の家1」に住んでいた方の息子さん

　　　の家で、「中山の家1」」とは道路を挟んで

　　　向かい合っている。もともとバリアフリー

　　　の家だったのであまり改修はしておらず、

　　　「中山の家1」の重度の利用者がお風呂を

　　　利用しに来たりする。

③中山2丁目の家

［地域共生型小規模多機能ホーム］

開所　2001年9月

サービス内容　障害児の放課後ケア

　　　　　　　障害児・者レスバイトサービス

　　　　　　　近所のお年寄りの見守り

　　　　　　　生きがいサロン

建物　民家改修。一部2階建て。

　　　　　　　障害児の放課後ケア

　　　　　　　障害児・者レスバイトサービス

　　　　　　　近所のお年寄りの見守り

　　　　　　　生きがいサロン

　　　　　　　託児

建物　民家改修。一部2階建て。

　　　改修では内装と縁側の改修を行った。内装

といっても手摺をつけ、絨毯を敷いたくらい。

　　　サービスはほぼ1階のみで収まるが、一人

でいたい子どもや逃げたい子どもが2階やベラ

ンダに行く。

⑤ひまわりの家

［特養の逆デイサービス］

開所　2001年7月

サービス内容　特養の逆デイサービス

建物　民家改修。一部2階建て。

⑥街角サロンもうもう亭

［街角サロン＆総合相談センター］

開所　2001年9月

サービス内容　居宅介護支援事業所

　　　　　　　在宅介護支援センター

　　　　　　　子育て支援センター

　　　　　　　障害児・者相談支援センター

　　　　　　　ボランティアセンター

　　　　　　　サロン

建物　焼肉屋を改修。1階建て。

④中山5丁目ゐ家

［地域共生型小規模多機能ホーム］

開所　2004年5月

サービス内容　外部障害者入所施設入所者逆デ

イ
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13せんだんの杜ものう

　　場所　：宮城県桃生郡桃生町中津山字八木

　　運営主体：社会福祉法人東北福祉会

　　ヒアリング対象者：柿沼利弘施設長

くせんだんの杜ものうの事業概要〉

桃生地域

園
［地域福祉］

①居宅介護支援事業所

②実習教育センター

③市民・ボランティア活動応援センター

［高齢者］

①ホームヘルプ

②デイサービス

③ショートステイ

④特別養護老人ホーム（ユニットケア、逆デイサ

ービス）

中津：山第一小学校区

［地域福祉］

①居宅介護支援事業所

②総合相談センター

［高齢者］

①ホームヘルプ

②デイサービス

③お泊り

④グループホーム

［児童］

①学童保育

石巻地域

山下小学校区

［地域福祉］

①居宅介護支援事業所

②市民・ボランティア活動応援センター

［高齢者］

①デイサービス

②お泊り
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〈せんだんの杜ものう展開図（図7－20）〉

卿｝蝋一榊鞠脚ト劇艸榔號h幽轍μ騨ヒや麻恥ゆ｛日　脚凸噛勅“瀞翼酬四脚一w贈覇攣・購　脚帽脚榊w脚晒》岬4w甲～μ“》帥蹴脚v麟Y

　　　　　や　　　　　　　’」・黛鳩　・

　　　’　隅…一帆・礎攣醐w彰酬伽脚繭継舳　蝋論糊榊

くせんだんの杜ものうの歩み（表7－29）〉

　　　　　　　　　　　　　　　纏

態餐羅瀦講灘
滋鞭獲ジ’難麟灘灘　鑓・絶、’

◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　七　　　　　　’

　　　　　図7－20

　　　　　表7－29

縦1
鍵撫．・’

き

葦

せんだんの杜ものう せんだんの杜中津山 」！Vに1Vノ仙覧しU

1999年 4月：開設
特別養護老人ホーム「ファミリオ」

デイサービスB型
デイサービスE型
ショートステイ
ヘルパー派遣事業
9月：開設
ケアハウス「フェリカ」

2000年4月　介護保険制度施行により介護保険事業所へ移行
特別養護老人ホーム「ファミリオ」→介護老人福祉施設「ファミリオ」
デイサービスB型　　　　　　　　→せんだんの杜ものう地域福祉センター通所介護事業所
デイサービスE型　　　　　　　　→せんだんの杜ものう通所介護事業所
ショートステイ　　　　　　　　→せんだんの杜ものう短期入所生活介護事業所
ヘルパー派遣事

2000年

2001年

2002年

2003年

4月：居宅介護支援事業開始

7月：第1回高齢者の住まいと地域生
活支援を考えるセミナー開催

4月：逆デイ事業開始

7月：第2回高齢者の住まいと地域生
活支援を考えるセミナー開催

6月：町との協議開始
12月：整備事業着手

4月：国・県との協議開始

4月：工事着工

4月：開設
痴呆性高齢者生活共同介護通
所介護事業所
居宅介護支援事業所
訪問介護事業所
ナイトケア事業所
学童保育事業

6月：開設
通所介護事業所

居宅介護支援事業所
8月：全日本8時間耐久三輪車
レース共催

5月：ナイトケァ事業開始
8月～10月：全日本8時間耐久
三輪車レース共催（宮城県北
部地震のため延期）
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　本体である「せんだんの杜ものう」が1999年

に開設し、その後、地域生活支援構想として桃生

町内の3つの小学校区に多機能なサービスを持

つ拠点（サブセンター）を整備する計画が立てら

れた。地域の人が、介護が必要な状態になったり

家族の介護力が低下したりしても、住み慣れた地

域で馴染みの人間関係から切り離されることな

く生活を継続することができる「地域分散型」の

高齢者福祉サービスの確立をめざし、2003年4

月に「せんだんの杜ものうなかっやま」が、2005

年4月に「せんだんの杜ものううした」がオー

プンした。

　地域に暮らす高齢者に限らず、子どもを対象と

した「学童保育」を行うことにより、子どもやそ

の親など、地域に暮らす多世代の人たちとの関わ

りを多く持つようになった。

14－1　せんだんの杜もめうなかつやま

1近在地　宮城県桃生郡桃生町給人町字東町96－2

サービス内容

　通い（介護保険）

月～日（祝日も開設）

　泊まり（基準該当）

　住む（介護保険）

　ケアマネジメント（介護保険）

　ナイトケァ（自主事業）

定員10名、

利用者

スペースが道路から見えるように、ま

た、GHというプライベートな空間を

道路から奥まったところに配置する

ためである。さらに、農業地域である

この土地では「山を見て季節を判断し

ていた」と言われているが、その山を

建物の中から見ることができるよう

’にするためでもある。

人数　　　通い

　　　　い日は7名くらい。

　　　　　学童保育

　　　　平均15名。

　利用者の居住地域

名が町内、5名が町外の方。

その他

1日平均4名。多

ノ」、　1～ノJ、　30　1　日

GHの9名中、4

2003年1．月から

徐々にGHへの
入所に向けて準

備をはじめ、その

1年後から入所が

始まった。

定員2名

定員9名

定員2～3

地域とのかかわり

　すぐ隣に小学校があり、校庭との境界には何も

　ないので小学生が自由に入って来ることがで

きる。

名、要支援もしくは要介護1～5の方

　学童保育（高齢者と放課後児童との交流事業、

自主事業）　定員15名、学校終了後から午後6

時

　形態　　新築。木造一部2階建て。全国で初め．

　　　　　て、厚生労働省の補助を使った。

　規模　　550㎡

　その他　2001年に合併のためになくなった幼

　　　　　稚園の跡地に建てた。当時からある木

　　　　　やフジはそのまま残している。

　　　　　道路に対して30度の角度をつけて建

　　　　　物を建てているのは、地域に公開する
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7－32） 表7－31

施設名称・せんだんの仕なかつやま

施設名称せんだんの書よなかつやま

表7－30

　　惟能

処ﾊ
介助者（スタッフ）支掻性

（入居者．利用者｝

@目立支掻性

｛入居者．利用者｝

@　安全柱
廻築’インテリアのねらい

一，．1、テイワーヒス　．一、

がシ目一ステイと掌童保篇用、玄
聞3が臼H用邑、． ､8恒iだったが、

寡際13玄聞，がデイワービスと字

量保盲で便われ、玄関213使用さ

れす，玄闇3が9Hで便われでい
る．（写冥⑦）

廊下の酉側に手を匿く翌の手摺 幅13100）たが．900でも艮かった

がついている．取り舛しが可能。 と思う．〔写翼⑧）

床1コ絨廼．1写寡⑪） 渚室の広さが予竃より小さくてよ

いと挙2行し．洛室を弓くさくした鈴、

研 ＠下に4畳半の窒問がでさ、居聞

のような椴能を県たしている。

酬．シ日一トステイ共に咽冨。G
Hの北億β部屋のみ矛曖で残りB3

蝕毯．（写翼③）

居冨（個室）

6

キッチン．

デイサ辱ビスのリビングダイニン

グには希望に応λτ畳を敷いた

‘写算⑤，．デイサ陶ビスとGHの

どちらのリビング●ダイニングにも

口程」；がつた畳のところがあ
る．6Hでは耀廼のところカら畳

のとこるに朗，て天井が傾斜しτ

上がっている．　　シg一トス予イ
リビングダイ の人とeHの3人が居間1，臼→の

ニング 6人が居間2を潟締する8f画にし

たが．実題に13みんな酬のリビ
ングを利用する．居聞113泊まり

のたのの居室として便われ、居間

213GHの一人がもう一つの居窒
して利用している．

一イワービス、信Hのどちらも治 厭晒房の変わり1：ヒーターをつけ

剛3価葦だが．洗い鳩はかなり τいる。

い，　　　　　（写興⑦）

朝憲

デイツービスに，つ，GHに1つあ

トイレ

　　粧能

蝿ﾊ
介助者〔スタッフ）支擾柱

（入居者，利用者）

@自立支爆性

（入居者．利用者）

@　安金粧
建築’インデリアのねらい

司ロ

　．1・　くこ　，　＾1ピロr．置1．

i」13大8なガラスの開ロで、

fッキにつながうている．

建具

膿明

段

ヘルパーステーションにつながる

K段がある．

換気・軍姻

エレベータ

パルコ＝一

観能回二二囑＆3Hのリビング
_イ三ング1こウツドデツ串がある．

建物の真『】に甲庭がある．

施設名称せん臥の社なかつやま
表7－32

　　性能

蝿ﾊ
介助者（スタッフ｝支擾性

〔入居者．利用者）

@自立亥傾性
〔入居者、利用者）

@　蜜全性
建築●インテリアのねらい

スロー　こし「，し、・アイサー
ビスの玄関13避2肋・ら見λるが、

GHのコ＝聞協少し異ま，たとこる

にある．

アプローチ

デイサ句ビスの練と6Hの裸閣区
別するため．外観の色を少し漣わ
セ凧、る．（写翼Φ．写寓②，写

翼③）

1勿外観

アイツーヒス　6Hにモ義で　1
つずつある．

恥辱室

霧室

悩憂室

琳擬室

2　1こヘル’鴨ステ曽シ9ンかあ
る．

ス9，7ルーム

リビングの一部が畳で、微翻廻度
6111博三がフ0一リングであること

を瞼けは．床13全て絃毯である。

（写翼⑥
モの他
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せんだんの士なかっやまの図面（図7－21）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　3
　　　3
　　　；

　　　3
　　　3
　　　3
　　　旨

道路側1
　　　き

　　　1
　　　3
　　　；

　　　3
　　　5
　　　2
　　　1

　　　1
　　　3
　　　3
　　　3
　　　；

　　　3

小学校側

1人の人が2部屋を
居室として使用している。

間2 ’居室
居室 居室

セミパブリック空司となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　1

廊下

居室 居室 居室

「………………一……レ中庭　i

食堂

厨房
食品三門

倉庫

事務室

浴室

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

r一一一一一一一一一一一一ロー鱒トー

　　　　　　　　　1

脱衣室

和室

便所
物置

事務室
　　聖

↑

玄関1

廊下

　　　3

　　　コ
休養室一

脱衣室
坪庭

1ヌロープ

嶺鯉復
浴室

廊下

享関2
居間1 宿泊室

らコロコのコ

　　．1

宿灘

居間兼食堂

1

台所

デッキ

　　デッキ

デイサービス

廊下

らロロココ　　　コココ

3
；　　　　ショートステイ
；

3
1ショートステイの居室
｝として使われている。

3
：

3

3
1
；

1

　　　　　　図7－21

「…一……1一玄関3
居室 居室 居室

鴨一一一庸鼎一 s…一一一一鱒一一一一一一騨一一日

　　　　　　　　　＿＿＿一＿＿＿＿■．＿＿＿．騨＿＿＿＿1一一一一一鳳一一一一一暉駒u　　　　　　グループホーム
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14－H　せんだんの杜ものううした

見学日

2

2005年5月14日（土）

宮城県桃生郡桃生町牛田字雷50醸

せんだんの杜ものううした

社会福祉法人東北福祉会

2005年4，月

王覇のサービス内容

通い（介護保険）

泊まり

住む（介護保険）

定員10名

定員9名

第一小学校区

小規模多機能ホーム

「せんだんの杜ものうなかっやま」

第二小学校区

　特別養護老人ホーム

「せんだんの杜ものう」

桃生小学校区

小規模多機能ホーム

「せんだんゐ杜ものううした」

建物に関　るフォーマット（表7－33）

表7－33

i施設名称i・ん・ん…砺・・

形態

規模

　人数

以前設計事務所だった建物を改築し

た（増築は無し）。

敷地面積：1，516㎡

建物構造：デイサービスセンター　木

造平屋建て　180．53㎡

　　　　　　　　　　　　予備室

木造平屋建て（一部2階）、12．69㎡

　　　　　　　　グループホーム

木造平屋建て（一部2階）320．20㎡

デイサービス

グループホーム　入居8人

利用者の居住地域　　桃生小学校区の住民。

墨
　桃生町を「第一小学校区」「第二小学校区」「桃

生小学校区」の3つの小学校区に分け、1「第一小

学校区」には小規模多機能ホーム「せんだんの杜

ものうなかつやま」を、「第二小学校区」には特

別養護老人ホーム「せんだん杜ものう」を、「桃

生小学校区」には小規模多機能ホーム「せんだん

の杜ものううした」をそれぞれ配置している。

訣 介助者〔スタッフ）支梱性
（入居者、利用者）

@自立支援性

（入居者、利用者）

@　安全性
建築インテリアのねらい

和室がない．現在．側室が一つ窒

いていて洗濯物干し場などに使用

している．

居室個室）

OHのキッチンが狭い〔スタッフ意
見）．

キッチン

デイサービスのダイニングに畳

コーナーが陶接している．畳コー

ナーは中展に面している

ダイニング

GHの昭間1は中庭に面している．

居間2は居室の閏にあり．セミフラ

イベート空間になっている．

リビング

デイサービスに一つ、OHに一つあ

る。どちらとも浴柵は棚浴でシャ

ワーも一つ．洗い場．脱衣室は少し

広い．

浴室

デイサービスに二つ．OHに三つあ
る．

トイレ

中庭をはさんでデイサービスとOH

がある．

庭

デイサービスの静畏童とGHの台

所が戸一枚で仕切られていて．ス

タップはそこで行き来ができる．

静養蜜
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．せんだんの士ものううしたの図面（図7－22）

面

居室1

押入

　　L面

居室2

押入

便所4 居室3

面

押入

洗面

押入
居室4 居間2 居室5

洗面

押入

洗面

岬入
居室6

浴室2

脱衣所2

便所3

居間1

廊下

事務室
押入

洗面

予備室

□

台所

居室フ
甲入

洗面

押入

洗面

居霊8 居室9
縛入

溌面

便所5

中庭
瀞養室2

玄閲

箭養室1

申入

1甲入

畳コーナー 事務宝・柵訟霊

食品庫

検収室

便所2

便所1

機肯諺剖ll条栗室

食堂
口

目

厨房

脱衣窒1 浴室1

風除室

図7－22
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7－4　地域密着型小規模多機能施設の空間につ

　　　いての考察

　小規模多機能サービス拠点の空間を、下記の4

っの視点において分析した。対象施設は11軒で、

うち6軒が一軒型、4軒が複数軒型、1軒がサテ

ライト型における小規模多機能施設である。「1

増改築の経緯：」については経緯が特徴的である2

軒のみとしたが、「2　新築と民家改築型の違い

～4　空間構成について」については11軒すべ

てを対象とした。

1

2

3

4

増改築の経緯

新築と民家改修型の違い

サービス機能と空間の対応について

空間構成について

7－4－1増改築の経緯

　開所年月が早く、民家の増改築の経緯が顕著で

ある「のぞみホーム・なんちゃってのぞみホーム」

と「宅老所よりあい」を取り上げる。増改築の

経緯を知ることにより、空間に対する要求がどの

ようなものであったか、また、その要求に対して

．どのように応答していったのか、を理解する。
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〈のぞみホーム・なんちゃってのぞみホームの経緯（図7－23）〉

1993年7月1日　のぞみホーム誕生

　利用者の一人が所有していた家から始まった。

トイレ

口洗面

口　□
ｨ風呂　　台所

玄関
和室45畳

和室6畳
押入

I

和室6畳

デッキ

1994年1月　　　スロープの設置

　車椅子の方の利用が始まることになったが狭い玄関か

　ら車椅子が入るのは無理だったため、6畳間の濡縁を切

　り取ってスロープを造り、そこから出入りすることにした。

トイレ

口洗面 ［⊇　□
ｨ風呂　　台所

閥
和　4．5畳

和室6畳
押入

和室6畳

r　一
アツllll＿

　　1

@　8

Q」

旦

1994年8月 物置の設置

「お泊まり」などの利用も始まっていたため3DKでは手

狭になっていた。そのため、展示品の物置を安く買っての

ぞみホームの東側に置き、バザーの品物を収納していた。

　　　ロ
gイレ洗面 ロ　ロ

ｨ風呂　　台所

玄閏
和室4．5畳

和室6畳
押入

和室6畳

棚

テツキ

［葺1
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1994年12月～1995年2月　スロープ、6畳間、トイレ、浴室の改修
一　　一　　幽　　一　　幽

トイレ

需に 1　ロ
P　台所

和自45畳

1

全労済の助成金によりホームの一部分を改修した。　　　　　　　1・スロープをより丈夫なものにした。　　　　　　　　　　　　　1・出入り口になっていた和室の6畳間をフローリングにした。　　1・もともとの玄関をつぶしてトイレを広げた。　　　　　　　　　1・お風呂場に段差がなくなるようなすのこを敷いた。　　　　　1

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

・・一・・グ＼

1

和室6畳

「・繭　　　欄 ツキ
一5i

口■■　圃」

1　　押入，撒去

1997年5月～7月　隣の空き家とのぞみホームをつなぐ
1997年5月から栃木県の単独補助事業である「高齢者デイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

zーム事業」を受託した。初年度の設備費200万円と「のぞ

ﾝ会」の会費を使って改修を行った。

E隣の家が空き家になったので借りてのぞみホームとつなげた。

E4．5畳の部屋を増築した（この部屋はすぐに住人が現れた）。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新しくできた45畳

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■　・一　●■昌　6■「「齢一’隔一’幽一幽一一一’一一幽

□ トイレ
□ □

台所
お風呂 2

和室6畳 和室6畳 2

　　　　　　　　　　　　　　　　1L＿＿＿コ■一＿銅■畠一臨■隔＿■馳＿■一■■■一＿＿

1998年1月　事務室とひのきのお風呂が完成

　社会福祉・医療事業団の助成金により、改修を行う。

　・浴室を改修。浴槽はひのき（と言っているけどさわら）。

　・変形3．5畳くらいの部屋を増築（物置部屋として建てたが現在は

　　事務室として使用している）。
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旦

2001年1月　のぞみホームの大改修が始まる

栃木県の「デイサービスセンター整備促進事業」として

1526万7千円の補助金でのぞみホームの大改修が始まる。

・和室を増築して台所を広げた。

・スロープをつけた。
P蘭一畠 P

・リビングが広くなり洗面もつけ永

・トイレが一つ増えた。 1

1

，イレ四洗面［塾・・イレ 事務室

「隔一一一一一1

和室45畳 トイレ

洗濯

平面1
　　リビングダイニング

　　　　　・一←■

口

愚。
和塾畳

　キツチし

＿1
　　I
　　l
　　l

和室45畳

和郵畳

L＿一＿＿＿．一＿＿

一橘

L一一一3鼈黶B」
スロづ　　　　1

1＿一＿一＿＿一1

旦

2000年6月　一部屋増築

「のぞみホームにどうしても住みたい」という人が現れた

ため。一部屋増築した。

トイレ

ロ洗面国風・・イレ 事務室

口
洗面

和　45畳トイレ

洗濯
口

キッチン

和室β呂
和郵愚

「隔一一’

リビングダイニング

和室4、5畳

洋室12畳

和郵畳

廊下

知一プ

一　一　■■瞳　鯛■鱒　コ　■■匿　4■■　一

旦
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2002年10月～2003年3月 「なんちゃってのぞみホーム」の増改築

敷地内に6人の人が住むことのできる建物を造るため、前理事長が書斎として使っていた建

物を増改築した。

　　8畳2間、6畳4間、一部2階建ての家が完成した。 「0一一一…急一一画一1

トイレ

洗面お風呂．トイレ
事務室

¶面

和室45畳トイレ

編罷

矛0室6畳
和室6畳

呪ンリダイニンづ

ご

；

6

1

即　交l

　　　l
2階　　　l

　　　l
和室45畳’

和室6畳

部屋

物

　　　キツヂン　　　　
洗勘受一ス

m≡エコ

，問
和室

オーツンルーム

広縛

9

玄関

ホール

部屋

スロープ

EV

洋室12畳

毅

廊下

スロー

部屋

L＿＿一＿一＿一＿＿＿＿」
1階

図7－23

〈宅老所よりあいの経緯（図7－24）〉

1991年11月 伝照寺の茶室を借りてスタート

利用者2人とスタッフ3人で週1回の宅老所がスタートする。

↓

1992年3月　伝照寺の広間を借りる

　利用者が増え、サービスも週3回になった。

267



第7章　地域密着型小規模多機能施設の動向に関する考察

1992年7月～11月　伝照寺の借家を借り改築する

11月に完成し、「宅老所よりあい」と名づけて新たに

スタートする。入所、宿泊事業も始める。

浴室
トレ

脱衣

務室

玄関

広間

繍

トイレ

台所
□

肉

詰

1994年8月　一部屋増築

　一人の利用者のための部屋をつくる。

浴室
トレ

脱衣

務室

玄関

広間

繍

トイ

台所

［］

庭 居室

L一．●一■一■一

　

9

1

0

8

8

1994年11月　和室、テラスを増築し、台所をリニューアル
、・ ?の一部をつぶして和室（仮眠室）を増築する。

・テラスをつくる。

・和室の増築に伴って台所の流しの位置を変えて

　リニューアルする。

浴室
トレ

脱衣

「

8

8

3

1

務室

玄関

広間

繍

トイ

　　　　　　　　　　　　ロロロロロ
　　　　　　　　　　　1　庭
　□＿＿．＿＿一一一＿一一」

台所 仮眠室

テラス　　I

　　　l居室
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1996年2月　和室とトイレを増築

　ある利用者が病院から帰ってくるために和室と

　その横にトイレを増築する。

トイレ
6

居室

・収納 1浴室
トレ

E衣 繍
1－

P 広間

0口■D　　欄■■D　　一 ■■．■の

ｺ関

トイレ

仮眠室

一＿

台所

庭

居室

□

1998年6月　洗濯場を増築

洗面所の裏に洗濯場を増築する。

一　　一　　鯛■■9　　■■■ 1

トイレ
1

洗濯

居室

一収納
　　一
℃ｺ

ア脱衣

繍

広間

玄関

トイ

仮眠室

楠　　＿

台所

庭

居室

2Qoo年4月　裏の家を借りる

介護保険制度で、裏の家（「宅老所よりあい」の大家さんの家）をグループホームとして借りる。

コ　　コ　　コ　　ロコ　　ロ　　コ　　ロ　　　コ　　コ　　ロ

I　　　　　　　　　　l
8　　　　　　　　　　1
巳　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　8

1　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　1
」＿中出＿一一一一一」

増築間

浴室 台所

納戸 　　　　　　和室8畳
a室4．5畳

トイレ

ホール

廊下

水屋

洋間
中庭 茶室
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旦

2001年8月　お風呂を改修

　「宅老所よりあい」の浴槽、すのこをリニューアルし、ひのきのお風呂に改修する。

2003年12月～2004年8月、2軒の家を全面改修

　2軒の家を全面改修し、つなげた。

　改修前に出た意克と解決策

　・トイレの音と臭いが気になる。→トイレの位置を広間から離した。

　・光がない→天窓のあるサンルームをつくった。　　　　・縁側が欲しい。→濡縁をつくっ

　た。

　・台所を使いやすくしたい。→流しを2つにした。　　　・土間が欲しい。→土間をつくっ

　た。

・風が通らない。
土間

ス

ポーチ

・居場所がない。等

浴室

便所 濡縁

書甲λ 仮眠室1

納戸

玄関

サンルーム

台所

居室

事務室

スロープ

　　→
玄

ボー」

広間

廊下

和室45畳

ホール

和室8畳

坪庭

居室

濡縁

居室

野草台所

□

仮眠室2 庭

デッキ

中庭

洗面

便所

洗濯

脱衣

便所

浴室
　　　物置

居室

図7－24
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7－4－2　新築と民家改修型の違い

　「小規模多機能サービス拠点」には、新築と民

家改修型がある。施設長自らが設計に加わって新

築したもの、高齢者介護は民家で行うのが良いと

いう考えのもと、最初から民家を借りて始めたも

の、新築したかったが資金の関係で民家を借りる

ことになったもの、借りた民家を何度も増改築し

理想に近づけていったもの、など、様々なケース

が見られる。

　そこで、新築と民家改修型の間にはどのような

違いが見られるのか、また、それは高齢者介護に

どのような影響があるのかを考察する。ただし、

それぞれの特徴を挙げたが、その特徴にはあては

まらず、例外となるものも

ある。

〈新築の特徴〉 （例）

居室が整然と並んでいる…

　居室の広さがそれぞれ同じで、整然と並ぶよう

な配置になっている（図7－25、図7－26）。

居室と共用空間が直接つながっている…

居室の戸を開けるとすぐに共用空間となってい

る（図7－25、図7－26）。「認知症高齢者が居室を出

たときに廊下などがあると混乱してしまう」とい

う話しもあった。しかし、共用空間から居室の中

が見えてしまうなど、プライバシーの確保が難し

いど考えられる。

図7－25小規模多機能ホームきなつせ

床α澗押入れ

ケア付無アパート〔2室）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賦，

腹
和室

夫婦入居可

入ロ

疲D廊下
罫　　　　　’、｝」蕉

夫婦入居可
厨

亥閲

　　1
＊ｨi緬所　　　。
@　1

冨鵬室

翻居室

髭柵ダ仁・一どの共用空間

図7－26　ことぶき園

2階
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〈民家改修型の特徴〉

　民家改修型は、増改築が繰り返し行われたもの

とほとんど改築が行われていないものとに分類

され、それぞれに特徴が見られる。

「あまり改築されていない民家改修型」

　　田の字型プラン…

　あまり改修が行われていないところでは昔な

がらの田の字型プランが残されており、その一部

が居間や居室として使われている（図7－27、図

7－28）。

（例）

庭

図7－27　生活リハビリクラブきらら

「増改築された民家改修型」

　居室が点在している…

　増改築の度に新たに居室がっくられるなどし

て、居室が点在された配置になっている（図

7－29）。そのため、共用空間に直接つながる居室

もあれば、離れたところにある居室もあり、様々

である。そのため、病気のため目が離せない利

用者などは共用空間の近くの居室にするなど、

用途に応じて選ぶことができる。

図7－28　グループホーム手のひら

測阿レ

…　印li

2階

ム

煎粉

鮒λ哩。Z’ ｽゴ

　　ノ

図7－29　のぞみホーム・なんちゃってのぞみボー

7－4－3サービズ機能と空間の対応について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　デイサービス、ショートステイ、グループホ

ームなどのサービス機能が空間とどのように

対応しているのかを考察した。ただし、ショー

トステイについては、ショートステイの空間と

して確定されているケースが少ないため、デイ

サービスとグループホームの空間について考

察した。
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＜．デイサービスとグループホームの空間につい

て（図7－30）〉

建物が同じ 玄関が同じ 共用空間が同じ 小規模多機能ホームきなつせ

宅老所ながせ

生活リハビリクラブきらら

ことぶき園

　　　　　コロロコロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロ　も

〒鶉一 l≠…藁」
浴室

脱衣再

洗面戸

l

l

トイレトイ唱

食堂兼機能言

1

台所

　ギロ　
練蚕リ酬）

和室

静養室 相談室

共用空間が別

　　⊂■■　一　　一

小規模多機能施設まりやの家

駐車スペース 　弐．洗掘
蜀

　　　厨房

イレ2UT

居室　事務室

　　　一
グループホーム

　の居間

グルづホー⑤

　居室1

トイレ

居室2

トイレ＿トイレ

間

ト　　グルづホーム④

居室4

1・浴

居室5

　　　デイサービスの居間

コイレ＝コ

　トイレ1　　愚b

和室8畳

一 トイレ
イ

グルづホーム③

・6愚ルーｻ｝協づ幾②

ウンドデツキ．

玄関が別 共用空間が別

建物が別

靹の浦・さくらホーム

のぞみホーム・なんちゃってのぞみホーム

宅老所よりあい

せんだんの杜なかつやま

曳占巧

浴

納

ξ　　◎

厄眠醒
週日 ホール

一
台所

劉

和室45

事務室
押

和室8畳

スロー． ウ1
，、一

ノ

［コ台所

広間

■D

ソ

巳

坪

一ム

居室 居室

仮眠室2

デッキ

中庭

　　洗面
．庭

　　所

洗濯

脱衣 浴室

便再

霊

居室

デイホーム手のひら・グループホーム手のひら

デイサービスセンター憩・グループホーム憩

図7－30
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7－4－4空間構成について

　小規模多機能サービス拠点の空間構成につい

て考察するため、建物の内部のうち、

①居室

②キッチン、リビング、ダイニングなどの共

　用空間

③トイレ、浴室、脱衣所、洗面など

の3つの空間について取り上げ、それらの空間構

成を分析した。

〈①居室と②共用空間のつながりについて〉

・居室と共用空間が直接つながっている（新築に

見られる、図7－31）。

図7－31

・居室が点在しているため、共用空間と直接つな

がる居室も共用空間から離れている居室もあ

る（増改築された民家改修型に見られる、図

7－32）。

細阿

…　即ll

　2階

　　闇澱4．z’ソゴZl

繊笏
図7－32

・田の字型プランの中に共用空間と居室がある

（あまり改修されていない民家改修型に見られ

る、図7－33）。

の3つの特徴が見られた。

庭

図7－33

　居室

脇柵・イ・ン・・燃…用・間
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　〈②共用空間について〉

・共用空間から、ウッドデッキ、濡縁などに続い

ている場合が多い。

という特徴が見られた。

〈③トイレ、浴室、脱衣所、洗面などについて〉

・各居室内にトイレがある（図7－34）。

図7－34

・トイレが点在している（図7－35）。

Il 一
スー

zーチ

iii蘂

鋤
納戸

渉1匪45畳
ネ［屋8畳

’便所：・　　　　覧㍊

・　朋　　1
ii顯：i

職室

■関　　　ホール

葛ｦロム

@　　居軍
@晦腿ホ噛ル

鵬
甲庭

「乙→郵

厨

　　居軍

@テツキ

焔[㌃

　　　　　　　　澱曇

?鰍　応目・　庭
i：便所：i：

ii籔i　iiii

鐡鐡掘
口

図7－35

・トイレ、浴室、脱衣所、洗面が一箇所に固まっ

ている（図7－36）。

の3っの特徴が見られた。

図7－36

灘居室

圏・イレ濾脱衣臓面など
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7－5　まとめ

7－5－1施設実態のまとめ（表7－34）

表7－34

事業所名 建物の形態
増改築の経

@　　8

居室と共用空間

@のつながり

通いと住まい
@　のワ廿日

半外部空間 トイレの配置

新箋。木造平屋建て。 利用者の希望で洋間 居室が整然と並び、共 建物も玄関も共用空間 特になし。 トイレが一箇所に固

小規模多機能ホームきなつせ に畳を敷いた個室があ 用空間と直接つながっ も同じ。 まっている。

る。 ている。

民家改修型。一部2階 増改集はほとんど行わ 居室と共用空間は隣り 建物も玄関も共用空間 共用空間からウッド 1階に一つ、2階に一つ

宅老直ながせ
建て。 ず、トイレをつくり、ウッ

hデッキをつけたくら

合っているが、直接つ

ﾈがっていない。

も同じ。 デッキにつながる。 ある。

い。

新築。一部2階建て。 現在2階をスタッフルー 居室は整然と並んでい 建物と玄関は同じだ 共用空間からウッド 各居室内にトイレがあ

ムにするため改築中。 るが、共用空間に直接 が、共用空間が別。 デッキにつながる。 る・

小規模多機能施設まりやの家 また、外に納屋をつくり

?。

つながっている個室も

ﾂながっていない個室

一軒型
もある。

民家改修型。一部2階 お風呂、洗面、トイレを あまり改築されておら 建物も玄関も共用空間 共用空間から濡縁に トイレが一箇所に固

生活リハビリクラブ1きらら
建て。木造平屋建て。 新たにつくった。 ず、田の字型プランの一部が居室や共用空 も同じ。 つながる。 まっている。

間になっている。

新築。一部2階建て。 開設7年目の頃、利用’ 居室が整然と並び、共 建物も玄関も共用空間 特になし。 トイレが一箇所に固

ことぶき園
者のためにことぶき園

ﾌ横にプレハブをつ

用空間と直接つながっ

ﾄいる。

も同じ。∫ まっている。

くった。今は職員の休 甲

民家改修型。木造2階 元醸造酢店を改築。梁 共用空間が1階、居室 建物は同じだが、玄関 共用空間からウッド トイレが点在している。

さくらホーム　　　　　　、 建て。 や土壁などを可能な限 が2階にある。 と共用空間は別。 デッキにつながる。

り残した。

3軒の民家改修型。2 利用者に合わせて個 居室が点在している。 建物は同じだが、玄関 共用空聞から濡縁に トイレが点在している。

つの民家をつなげて一 室を増築したり、トイレ と共用空間は別。 つながる。

のぞみホーム・なんちゃってのぞ

ﾝホーム

つの家にし、もう1つの

ｯ家とデッキでつなげ

ﾄいる。

やお風呂を増築を行い

ﾈがら2軒をつなげた。

烽､一軒を借り、大掴
築した後デッキでつな

●

2軒の民家改修型。家 改修はほとんど行って あまり改築されておら 建物が別。 廊下から濡縁につなが トイレは1箇所しかな

デイホーム手のひら・グループ を一軒挟んで建ってい いない。 ず、田の字型プランの る。 い。

ホーム手のひら
る。 一部が居室や共用空

ﾔになっている。

複数軒型
2軒の民家改修型。2 一軒の時に部屋やトイ 居室が点在している。 建物は同じだが、玄関 共用空間から濡縁に トイレが点在している。

丁丁所よりあい
軒をつなげている。 レを増築し、裏にもう一

ｬ借りた後に2軒の大

と共用空間は別。 つながる。

改簗を行った。

一部2階建ての新築が グループホームにおい 居室は整然と並んでい 建物が別。 廊下から濡縁につなが デイサービスでは共用

1軒、総2階建ての新 て、脱衣所に手摺をつ るが、共用空間に直接 る。 空間に面してトイレが

デイサービスセンター憩・グルー

vホーム憩

築が1軒。2軒は車で

Q0分ほど離れたところ
ﾉ建っている。

けたり個室に畳を敷い

ｽりトイレのドアの窓を

Cりガラスに替えたりし

つながっている個室も

ﾂながっていない個室
烽?る。

並んでいる。グループ

zームでは1階につきト

Cレが3箇所点在して
た。 いる。

新築。木造一部2階建 建築の途中で浴室を 居室は整然と並んでい 建物は同じだが、玄関 共用空間からウッド デイサービスで一箇

サテライト型 せんだんの杜なかつやま
て。 小さくすることにし、そ

ﾌ分廊下に居間のよう

るが、共用空間には直

ﾚつながっていない。

と共用空間は別。 デッキにつながる。 所、グループホームで

皷ﾓ所に固まってい

な空間ができた。 る。
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7－5－2結論

　以上により、全国にある「小規模多機能サービ

ス拠点」には、様々なサービス内容、運営方法、

活動経緯、建物内部の空間構成などがあることが

分かった。しかし、それらはそれぞれの施設にお

いて介護に対する熱い思いを持った人が一人一

人の利用者に合わせてつくり上げてきたもので

あり、一概に良し悪しの判断はできない。現在制

度化されようとしている「小規模多機能サービス

拠点」であるが、既存の「小規模多機能サービス

拠点」の活動が制限されることのないよう、包括

的で融通の利く制度が期待される。また、制度化

された後につくられる場合には、建物やサービス

機能といった「枠組み」のみを提供するのではな

く、「高齢者が、同じ建物で、同じ職員によっ

　て、その時の状況に合ったサービスが受けられ

る」ことの重要性を、職員全員が十分に理解した

上で介護サービスを提供することが必要になる

だろう。

　このようにして「小規模多機能サービス拠点」

が小学校区単位で全国に広がれば、高齢者が可能

な限り在宅で暮らしていける環境が整うのでは

ないかと考える。
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第8章　施設外小規模リビングの試みからの考察

8－1　研究の目的と方法

8－1－1　研究の目的

　本研究では施設居住者が日中の大半を過ごし

ているとされる共有空間（リビング）を地域に設

けることで、外出行動のみならず、彼らが日常生

活をする上での自然な地域との関わりについて

調査することにより、今後の特養の地域への展開、

施設居住者の生活のあり方について考察する。

8－1－2　研究の方法

施設外小規模リビングの利用実態のケーススタ

ディ

　施設外小規模リビングを利用する在宅高齢者

（介護なし、介護あり）、施設居住者（認知症、

認知症なし）9名を対象とし、地域や施設の居住

環境の違いを探りつつ、その空間の利用のされ方、

そこでの人間関係の形成の実態を行動観察、ヒア

リング等によってケーススタディを行った。また、

全体的な利用の実態を通じ、今後の地域環境への

関わりについても考察する。

・施設外小規模リビング利用実態調査

　開設直後の2005年11月一2006年1
　月（10時一ユ7時）にかけて小規模リビング

　での1日の利用実態調査を行い、その中で対象

　者に対し、行動観察・ヒアリング等を行った。

　・施設居住者に対する調査

①2005年10月3日一8日（10時一17
　時）

　ユニットを構成する全員による1日の流れや、

　人間関係、それぞれの特徴をつかむことを目的

　とする。（行動観察調査、ヒアリング調査）

②2005年12月14日一16日（14時一1
　6時）

　　①での記録をもとに特定の人物を選定し、小

　規模リビング利用の際対象者に付き添い、行動

　観察を行った。
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第8章施設外小規模リビングの試みからの考察

8－2　調査対象施設・環境の概要

8－2－1　立地条件と周辺環境

（1）立地

　この施設外小規模リビングは最寄り駅よりバ

スで20分ほどの住宅街に位置し、調査対象施設

により徒歩5分ほどの場所にある、この地域に4

0年ほど前からある店舗である。周りには公団の

H団地や、隣接して公園がある。また、商店もス

ーパー、薬局、飲食店（ケーキ屋・寿司屋・お好

み焼・イタリアン）、洋品店と様々。昔から地域

の住民に親しまれ、信頼もあつい。

1’

℃　“

郷
灘灘’

、麟、、

磯 ♂　　◆

図4－1　周辺地図（星印が小規模リビ

・周辺環境

　A：隣…接する公園　　　B：スーバ山

　C：洋品店辺　　　　　D：公団の団地

　E，F：商店

（2）地域社会との関わり方の実情

①開設前の施設との関係

　施設が開設する以前からこの地域で店を経営

しており、施設居住者の多くも昔から利用してい

るため主人との顔見知りが多い。奥さんも施設で

パートとして勤務しており、施設居住者や介護職

員とのなじみがある。開設以前は外出の帰りに立

ち寄ってコーヒーを飲んだり、主人と話をしたり

して過ごしていた。入居前から利用していた方は、

来ると昔の話をしたり、冗談を言い合ったり、帰

りに店で商品を買って行く。また、職員から食事

の依頼を受け施設に届けている。今回の計画以前

から職員が入居者と一緒に来て、過ごすといった

ことはされていた。しかし、施設の入居者が来た

場合「トイレが車いす対応になっていない」「段

差がある」などの理由で利用者が限られていた。

また、スペースも狭かったため、一度に少人数し

か利用できず、車いすの方も2人が限度であった。

②開設前の地域との関係

昔からこの地にあるため、人々に親しまれてお

り、地域からのなじみも深い。食事提供も行っ

ており、施設に面会へ来た家族の方や、一人暮

らしの方を中心に行っていた。

A　　　　　　　　　　B

C
謙1》
　　D

E

’購濾

賎　難聴蹴｝

　　　　　　講麟鐡灘
周辺の写真
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8－2－2　小規模リビングの概要と開設までの

　　　　経緯

開設までの経緯

①この計画に至るまでの経緯

　老人ホーム（調査対象のS施設）の裏に昔か

らある小さなたばこ屋。日頃より施設で生活して

いる入居者の方々が、時折買い物に来ており、2

004年12月に店舗の一部の総菜コーナーを

やめたのを機会に、お年寄りが訪れてゆったりと

くつろいで頂ける場をと、計画がはじまる。問題

は資金。少しでも安い値段で出来る方法はないか

と区へ相談するが、ご主人69歳、奥さんは60

歳。まだ介護保険の利用は必要はなく、NPOで

もないので区からの補助も難しいとのこと。そこ

で奥さんが勤務するホームで以前見た、社団法人

日本医療福祉建築協会JIHA出版「木はこころ」

を見て、そして横浜国大の先生はじめ、学生とプ

ロジェクトを組み、計画が始まった。

②過程

過程は右の表のとおりである。2005年の実

測からはじまり、工務店や主人との数回の打ち

合わせや検討し、2005年10月着工。保健

所の申請を経て2005年11月に開設した。

1　渦口

20056 上 衣頁 ける

8 1 』と2 』　　　ξ1 ’一 ｩ鴨
8 ρ》　　、 工 窯●　一 △ ’一 I、鴨

9 上 配
プーン 言・

10 工
11 一

11 22日 竣工

●

280



第8章施設外小規模リビングの試みからの考察

8－2－3改修前プラン

灘蕪，

7「誉

　　　　　　㌔＝ひ　　R

灘　　　、　　　慧
　憩　　　　　　　 ．．

A

㊨“1含
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‘

8－2－4改修後プラン

　食品を取り扱うため、調理場とトイレの間に扉

を設ける必要がある。＊

　トイレの位置を検討し、北側に移動することに

なったが、本来の車いす用トイレの寸法（150

0×2000mm）のスペースを取る事ができな
くなる。

　車いすを用いて使用に困難がないかを実証し、

支障がなかったため、現在の位置に移動した。

　結果的に畳のスペースを広く取ることができ、

窓際にあるため、i換気の問題も解消された

保健所申請前

　　　　　ゴ
　　…一輪ミ亨…一一■「＿’「　；　　・／め撒一
　　　　：謹

’

保健所申請後

　　　　　　　　　じ　し　　　　　　　　　　　　　ユ　

、「丁琉耀∵蟹
レ．卜
　、

ヒ

レ
δ

L＿」；

④も
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8－2－5　各部の概要と場の様子

　特に配慮した点は以前の問題であった「段差」

「トイレ」の改善である。

　Aの店舗の雰囲気を壊さずに木の温もりのあ

る空間にした。また、施設のような雰囲気になる

ことを避けるため、手すりはトイレだけの必要最

低限にした。また、一般家庭のリビングで使われ

ているテーブルや食器棚を配置するなど、家具に

も配慮をする。今回特に「トイレ」について一番

に配慮をした。スペースの関係から規定の車いす

トイレよりも少し狭いが、実際に車いすを入れ実

証を行い、使い易いものになった。また、基本設

計の段階ではGとHの間の扉は設けておらず、

トイレもH側に配置していたが、保健所の申請

の関係でこの配置になった。結果的にCのスペ

ースを広く取ることができ、窓際にあるため、換

気の問題も解消された。

A：店舗

　昔から地域にあるたばこ屋兼総菜屋。ホームか

ら来る方も以前この店を利用していた方がほと

んどで、主人ともなじみが深い。地域からの小規

模リビング利用者もほとんどが店のなじみ客。リ

ビングでくつろいだ後、店でたばこや総菜を買っ

て帰る方もいる。買った商品をリビングで食べた

りする場合もある。

B：リビングへの通路

　店舗からリビングへの通路。小さなテーブルと

椅子が設けてあり、利用者はあまりいないが、主

人がここへ座り、リビングに来た方とコミュニケ

ーションをとりながら店番をしている。ドアがな

いため冬場は少し寒い。

C：いろり、畳

　いろりは既製品。3畳分の小上がりの畳スペ

ースでテレビが配置されている。マイクをつな

げばカラオケもできる。棚には、沢山の置物が

飾ってあり、民家に来たよう。ホームの入居者

はほとんどが車いすで来るため、利用者は限ら

れているが、「畳を見ていると自分の家に帰っ

て来たよう。」と雰囲気だけでも存在感がある

人気の空間である。

第8章　施設外小規模リビングの試みからの考察

無、，．§　　　　　　　　　　　・
ヒソ　ハ　　　　　　　　　ぷ
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第8章施設外小規模リビングの試みからの考察

D：テーブル①

　ホームからの利用者はほとんどの方がここを

利用。付き添いがいる場合や、調査員が加わる場

合は、座敷の小上がり部分を椅子の様に使用して

いる。このテーブルの壁側には食器棚が配置され

ている。

E：テーブル②

　上部に換気扇があるため、喫煙者が良く利用す

る。調査期間（2005／11－2006／1）は風が通り、

寒いためあまり利用する人がいなかった。大勢の

方が来た場合は、Dテーブルと付けて利用してい

た。

　　　’　　・・∴、い轟織鮮隅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　へ

　　　　　　　　　叢＿

叢藻、．蜜騰蕪

甑贈

品晶晶

F：カウンターテーブル

　一人で来た方がよく利用する。ホームからの利

用者はあまり利用していなかった。奥さんと一番

近い場所でコミュニケーションがとれる。

G：対面キッチン

リビングの利用者はここには入らない。奥さん

が主にいる場所。オープンカウンター式であり、

常にC、D、　E、　Fと視線的にもつながりがあ

る。奥さんは調理などをしながら、利用者とコ

ミュニケーションをとることができる。また、

キッチンから漂う香りは視覚だけでなく嗅覚

の刺激にもなる。
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H：洗面、自宅への通路

　手洗い場がある。

1：トイレ

　車いす対応のトイレである。一般の車いすトイ

レより少し狭いが、施工の際、実際に車いすを入

れての実証済み。介助なしでの利用の方からもと

くに狭いとの話はない。介助者からも「ちょうど

良い広さ」ということであった。あまり広すぎて

も介助なしの利用者（車いすを使用していない

方）が使いづらいという話があったため、規定の

寸法にはしなかった。

＊この他、平面上には表れていないが、BGM（主にクラシック、

希望により利用者のリクエストに答える）や観葉植物が多数
配置されている。来る人が口々に言うのが「木の香りがする」
ということ。

藁，。．護・血温

　樽　無ミミ藝
　モ　　　　　　　　ヨ　　セ

　　　燥膨’

賦・㎡

“景’応、廼風弐．◎’

鉢　、1

　　点、

　　蕊、w、＿、

　iへや巡’♂》りこ♂嫁

　　じ●榊wミ懸

A’ト｝ミビ七、華羨し｝ミ・、冒

蝋

　　黛’・・’．冷’；

讐“

　’・・ご1’．9》ご、｝く●’、’乏

し蹴滋

ある日の利用の様子
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8－2－6　隣接する介護施設の概要

足立区S施設

　40年ほど前からこの地域にある施設である。

地域との積極的な交流や、入居者個人個人の個性

をし、ゆっくり寄り添える介護を実現するため、

2000年2月にユニットケアを導入している。

定員が576名、ユニット数が19と大規模な施

設である。

与えるのかを明らかにすることを目的とする。

8－3司　調査概要

■在宅高齢者に関する利用実態調査

　開設直後の2005年11，月一2006年1
月（10時一17時）にかけて調査員が小規模リ

ビングでの1日の利用実態調査を行い、その中で

対象者に対し、行動観察・ヒアリング等を行った。

■外出の取り組み

　決まった外出の設定はない。スタッフが誘導す

るか、本人の任意で、主に周辺にある商店、飲食：

店の外出。また、初詣や駅周辺の大型スーパーな

ど、車を使っての外出も行っている。

■地域との交流

　非日常的な交流としては、地域の高校生、保育

園児の訪問や、お祭りなどがある。日常的な交流

としては、施設の一部を喫茶店として開放し、地

域の住民も利用できるようになっている。また、

施設の入居者が参加する陶芸や華道等の趣味の

クラブにも希望者は参加することが出来、積極的

に地域との交流をはかっている。

また、散髪などを地域のさまざまな美容院の方

にお願いしている。

8－3　施設外小規模リビングにおける利用実態か

　　　らの考察

　ここでは施設外小規模リビングを利用する高

齢者（介護なし、介護あり）、施設居住者（認知

症、認知症なし）を対象とて調査を行う。在宅高

齢者においては、全体の利用者の利用経緯や、そ

こでの人間関係の形成のされ方を把握した上で、

個人に焦点を当て、ケースヌタディを行った。ま

た、施設居住者においても同様に個人に焦点をお

き、地域や施設の居住環境の違いを探りつつその

空間の利用のされ方、人間関係の形成の実態を行

動観察、ヒアリング等によってケーススタディを

行った。一人一人の個性や生活歴に着目すること

で、この場が生活のなかでどのように位置づけら

れているのか、また、今後の生活にどんな影響を

・在宅高齢者調査対象者

CASE　l

CASE　2

CASE　3

CASE　4

CASE　5

CASE　6

Aさん　介護なし

Bさん　介護あり

Cさん　介護なし

Dさん’介護なし

Eさん　介護なし

Fさん介護あり

男性

男性

男性

女性

女性

男性

80代

60代

70代

60代

80代

70代

■施設居住者に関する利用実態調査

　2005年10月3日一8日（10時一17
時）　2005年12．月14日一16日（14時

“一 P6時）まず、調査員が施設居住者とともに一

日を過ごし、居室、風呂、トイレを除く共用空間

における行動、会話を随時、調査シートに記録し

た。言動の自発性や誘導性、対象に注目し、その

内容や時間を把握した。このような調査を①の期

間においては、ある特定の人物にしぼって追跡す

るのではなく、ユニットを構成する全員による1

日の流れや、人間関係、それぞれの特徴をつかむ

ことを目的とし、②の期間においては、①での記

録をもとに特定の人物を選定し、小規模リビング

利用の際対象者に付き添い、行動観察調査を行っ

た。

・調査対象者

CASE　7　Aさん

　　　認知症なし　男性　70代（介護度3）

CASE　8　Bさん

　　　認知症あり　女性　80代（介護度4）

CASE　g　Cさん

認知症あり　女性　70代（介護度3）
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第8章施設外小規模リビングの試みからの考察

8－3－2　利用実態の概要

・利用者の年齢

　利用者のほとんどが高齢者にあたる。ヒアリン

グを行った利用者21名のうち、11名が65歳

以上であった。

　また、同じ町内に住む利用者は21卑属11名、

それ以外も徒歩で10分ほどの地域に住んでい
る。
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系列1

・小規模リビングの存在を知った理由

半数以上が店舗に買物に来た際に主人から聞

いている。また、「昔から知っていた」という

意見も多い。
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・施設の認知度

　「良く知っている」という意見が多い。

　古くからこの地域にある施設なので、認知度も

高いようだ。

　しかし、長くこの地に住んでいる住民が多い中、

「名前や存在は知っているが良く知らない」や、

「全く知らない」といった意見も多い。

　「良く知っている」と答えた利用者のうち、7

名は家族が施設居住者であったり、以前勤務して

いたからといった方であった。（施設関係者）
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第8章施設外小規模リビングの試みからの考察

・施設と地域の関係について

　　『関わりは必要だと思うか』という質問に関し

て。

　施設関係者ρほぼ全員が地域との関係の必要

性を希望しているのに対し、その他の地域住民は

あまり関心がないように思えた。

懸設関撮懸繊懸獄

施設に対して地域は偏見がある。知る事が重要。相手が話してくれ
れば、遠慮なく話せる人を待っている。

ホームの事は全く知らない。

「閉鎖的になりがち。交流が薬になる」

「外の人との接触がないので地域との関わりは必要」

ホームと地域とのかかわりは必要。

地域と施設の関わりは必要。

月一回施設で行われる勉強会に参加している。自分もこれからお
世話になるから・・

自分も高齢なので必要である。

地域とのかかわりは必要であると思う。

ホームのことは全く知らない。無関心。

ホームとの関わりは、自分がお世話になることを考えると助け合い
などが必要だと思うが、今は何もしていない。

施設の事は名前や存在は知っているが良く知らない。関わりは必
要だとは思わない。関係ない。

施設のことはよく知っているが、閥わりは必要だとは思わない。

ホームへは見学には行ったが、興味はない。，
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第8章　施設外小規模リビングの試みからの考察

8－3－3　ケース別に見る利用の実態

①認知症がない高齢者の生活の変化

　在宅高齢者CASE　1－CASE　6、施設居住者であ

るCASE　7を対象にしている。

在宅高齢者に対しては小規模リビングの利用実

態やヒアリングなどから、施設居住者に対しては

施設での行動観察や、ヒアリングなどからケース

スタディを行った。

CASE　l　Aさん（在宅高齢者：介護なし　男性

　　　　　　　　80代）

1．生活歴

　同じ町内（徒歩10分ほどの場所）に40年以

上前から住んでいる。妻と2人暮らし。この店舗

も開店当時から利用しており、主人とも顔見知り

である。以前は車でファミリーレストランまでコ

ーヒーを飲みに行っていた。

2．利用経緯：

　店に買物をしに来た際に主人に教えられて、そ

れ以来毎日コーヒーを飲みに来るのが日課にな

った。たまに婦人との利用もある。

3．利用実態／他者との関係

　主にD、Eの席を利用する。コーヒーやたばこ

で一服しつつ、主人や奥さん、調査員と会話をす

る。（会話内容は、日常生活における内容や、そ

の時についていたテレビのことに関して。）他の

利用者と相席になった場合には、始めはそれぞれ

の顔なじみである主人を交えて相手と会話をす

るが、時間が経つにつれ、相席相手との会話に発

展する。車で来ているため、駐車の関係上滞在時

間は5分一10分であるが、外出時には外出前と

帰宅時の1日2回の利用がある。

CASE　2　Bさん（在宅高齢者：介護あり　男性

　　　　　　　　60代）・

1．生活歴

　右手足が不自由であるが、杖をついて自分で歩

く事ができる。1週間置きに施設のショートステ

イを利用している。耳も良く、仲良くなった人と

は沢山会話をする。ホームでは入居者との交流は

あまりなく、スタッフと会話をする方が多いよう

だ。ラジオを持って行って音楽を聞いたりして過

ごしている。たばことお酒が好き。

2．利用経緯

　この店を利用して3年になる。買物をしに来た

際に主人に教えられる。それ以来施設に来ている

時は毎日2回コーヒーを飲みに来るのが日課。時

には1日3回も利用するときもある。

3．利用実態

　　主にF、Dの席を利用する。コーヒーやたば

こで一服しつ似主人や奥さん、調査員と会話を

する。利用は午前中にコーヒーを飲みに、お昼は

昼食を食べに来る。主に奥さんと会話する場合が

ほとんどである。

4．他者との関係

　毎日の楽しみができた。

　このリビングを利用する前は施設で他の入居

者との交流は少なかった。会

　話は主にスタッフとする程度。同じユニットの

職員を通じてHさんと知り合い、友達になる。シ

ョートステイの利用時は主に午前中一人でコー

ヒーを飲みに、午後Hさんと一緒に利用する場合

もある。

4．小規模リビングに関するコメント

　毎日の楽しみができた。

　地域の方との交流も楽しみたい。

　普通の喫茶店などの店だと、引け目を感じてし

まう。同じような話題を持つ人がいるので、来や

すい。地域にこういつた場があることでまちが明

るくなる。
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第8章　施設外小規模リビングの試みからの考察

CASE　3　Cさん（在宅高齢者：介護なし　男性

　　　　　　　　70代）

1．生活歴

　奥さんが施設で生活をしている。現在一人暮ら

し。

2．利用経緯

　小規模リビング開設以前から、ホームで生活を

する奥さんの面会の際に食事をして帰る。以前食

事をするスペースは主に2階であったため、他者

との交流もなく、主人や奥さんと話すこともあま

りなく、静かに食事をして帰って行くというパタ

ーンであった。

3．利用実態

　主にCの席を利用する。食事をしながら主人や

奥さん、調査員と会話をする。よく食事をしに来

るDさんと同じ時間になった時は、一緒に世間話

をしていた。

4．他者との関係

　いつも利用する時間は他に利用者がいないた

め、他者との交流はない。主人や奥さんと会話を

することが多い。以前は2階で「人静かに食べて

いたが、開設後初めての利用の際、「木の香りが

すごくいいよ！」「あなたたちのような人がいる

と街が明るくなる」「ありがとう！ありがとう！」

と言って元気になって帰って行った。

CASE　4　Dさん（在宅高齢者：介護なし　女性

　　　　　　　　60代）

1．生活歴

　元気で話し好き。近くのH団地に住んでいる。

昔は施設で働いており、現在も床屋として月に何

度か施設の入居者の方々の散髪を行っている。主

人、奥さんと顔見知りであり、自分の担当してい
　　　　　　　　　ノ
るユニットの入居者のこともよく知っている。

2．利用経緯

店にたばこを買いに来た際に主人に教えられ

る。開設以前より店舗は利用していた。

3．利用実態

　座るところは決まっておらず、空いている席を

利用する。利用パターンはホームで仕事（散髪）

のある時、昼に食事をし、仕事が終わった後たば

ことコーヒーで一服して行くのがほとんど。とて

もおしゃべりなため、誰にでも話しかける。少な

くとも30分、多くて2時間滞在している。

4．他者との関係

　知っている人でも知らない人でも誰にでも話

しかけるため、Dさんがいる時はリビング全体に

会話の輪ができる。施設の入居者にも「私のこと

知ってる？ほら散髪してる！」と元気に挨拶。場

が明るくなる。笑いがたえない。主人や奥さん、

Dさんがいると地域の方と施設の方とがつながる。

食事の一例
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CASE　5　Eさん（在宅高齢者：介護なし　女性

　　　　　　　　80代）

1．生活歴

　団地に娘と暮らしている。この地域に昔から住

んでおり、店舗のことも主人のこともよく知って

いる。施設には年に何度かある勉強会に参加して

いるため、知っている。「自分もお世話になるか

もしれないから施設との関係は必要」と話してい

たが、その反面まだ一人でもやって行けるという

意識がありあまり深くは考えていないようであ

る。

2．利用経緯

　散歩をしていた際に主人に声をかけられた。以

前はよく利用していたが最近は久しぶりの来店

だったようである。

3．利用実態

Eに座る。たばこ、コーヒーで一服しっっ主人

との昔話をたのしんでいた。

4．他者との関係

　たまたま施設の方Hさんと同席になる。主人を

交えてふるさとの話など。主人が冗談を言うと

「いじわるじいさんだね！」「まったくしょうが

ないねこの旦那は！」と楽しそうに笑っている。

Hさんも「冗談言ってないとやっていられないか

らね1」と言う。帰り際「呼んでくれてありがと

う。うれしかたわ」とのこと。「道を歩いている

と一人暮らしの人は分かる。身の上話をする。話

相手がいないからなんだろうね。」施設の職員が

Hさんをむかえにくると、また3人で話が始まっ

た。昔話を聞かせてあげていた。

嚇鞭、

灘登
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CASE　6　Fさん（在宅高齢者：介護あり　男性

　　　　　　　　70代）

1．生活歴

　右手足が不自由であるが、杖をついて自分で歩

く事ができる。在宅介護を受けている。店舗のす

ぐそばに住んでいるので、主人と若い頃から顔な

じみであった。

2．利用経緯：

　ヘルパーさんと散歩をしている時に声をかけ

られる。それからいつも散歩の途中の休憩場とし

て利用するようになった。毎朝一番にやってくる。

3．利用実態

　ヘルパーさんと2人での利用が多いため、Eか

Dに座ることが多い。たまにFに座る。せっかち

な性格なのか、10分もたたずにいつも帰宅する。

4．他者との関係

　利用時間が朝早いため、他に利用しているひと

はおらず、また、本人も無口のため、主人や奥さ

んともあまり話さない。一緒に来るヘルパーさん

が主人や奥さんと世間話などをしている。
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CASE　7　Gさん（施設居住者：認知症なし　男

　　　　　　　　性　70代　介護度3）

1．生活歴

　右麻窺車椅子。食事は自分でとることができ

る。移動は動かすことがで

きる左足でこぐ。トイレ自分で済ますことができ

る。趣味は将棋、マージャン、クラシックギター、

音楽、旅行。性格は穏やか。失語症もあり、コミ

ュニケーションがスムーズにいかない時がある。

ワープロで自分史を作成、クロスワード、携帯で

メールをするなど、多趣味。

2．利用経緯

　小規模リビングについては、調査員が①の期間

の調査の際知る。12月には入居者を何人か招待

してのクリスマス会が行われた。また、家族と面

会の際にリビングを利用する。

3．利用実態

　主にD、Eの席を利用する。コーヒーやお菓子、

また音楽をリクエストして聞いたり、カラオケを

楽しんだりしている。おもに奥さんとの会話がい。

4．他者との関係

　・施設内での様子

リビング開設前の調査①の期間では、ユニット内

での交流はなく、食事とおやつの時間以外は自分

の部屋で過ごしていることが多かった。小規模リ

ビング開設の話しを聞くととても楽しみにして

いたようで、「私は外出許可が出るよう、リハビ

リに励みます」と意欲的になった。

　小規模リビングでの様子

　クリスマス会や新年会を企画するなど、毎日を

楽しんでいる様子である。以前はユニット内に話

す人がいないようであったが、ユニットで小規模

リビングの話題になった時、Bさんと友達になっ

たようである。また、新年会で同席した隣のユニ

ットの入居者とも仲良くなった様子。「この人が

こんなに喋る人だとは思わなかった」とのこと。

・在宅高齢者（CASE　1－CASE　6）についての考察

　リビングを利用する在宅高齢者に利用経緯を

ヒアリングしたところ、「コーヒーを飲みに来た」

「食事をしに来た」といった意見であったが、話

を進めて行くとその利用経緯が「散歩の途中の休

憩に」「店舗での買物のついでに」という意見だ

ということが伺えた。2次的な目的での利用が多

く、また、それに付随して「主人や奥さんと話を

しに」「ここに来れば誰かがいる。話し相手にな

る」といった、コミュニケーションを目的とした

意見が多かった。2次的な目的ながら、利用が毎

日の日課になっており、「楽しみができた」「外に

出るきっかけができた」「ここに来ると元気にな

る」といった日常生活における生きがいにつなが

る様な意見が見られた。

・施設居住者CASE7　Gさんの考察

　Gさんのように特養には認知症でない入居者も

生活している。だれでも生活するなかで、生きが

いや楽しみを見つけることは重要であり、施設で

生活している高齢者にとっても同じことが言え

る。このGさんはこの小規模リビングの空間やな

じみを利用することによって変化が起きたので

はなく、この小規模リビングの存在自体ができた

ことによって毎日の生活を楽しみ、またそれが施

設内での交流をつくるきっかけになっているよ

うに思えた。失言症のためあまり上手くコミュニ

ケーションを取ることができないが、メールでの

会話でその生活に楽しみが出来たのだという事

が伺えた。

Hさんとの小規模リビング開設以前のメールの

　　　　　　　　　　　　　　　　やりとり

④「私Hは新装開店する店舗に行くための外出許可が出るよ

う、毎日リハビリをがんばります」

⑤「こんにちは。紅葉がよい天候です。店舗の工事はいかが

ですか？

新装が楽しみです」

⑥「もう冬です。一昨日近くのお好み焼やさんに行ってきま

したよ。久しぶりのお出かけです。はやく開店できないかと

待ち遠しい。」
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②認知症高齢者の生活変化

　ここでは、調査期間①において把握した施

設内でのそれぞれの特徴、生活歴、人間関係

をもとに対象者を特定し、調査期間②におい

て行動観察を行い、ケーススタディを行った。

第8章　施設外小規模リビングの試みからの考察

CASE　8　Hさん　　（施設居住者：認知症あり

　　　　　　　　　女性　80代　介護度4）

ユ．生活歴

　車椅子。・たくさん会話をする。多くの時間は自

分の席でテレビを見ながら過ごす。食事もその席

でする。たまにおしぼりを丸めたりする仕事をす

る。同じユニットKさんの独り言が自分に対する

悪口だと思っていて怖がっている。人に気を遣い、

優しい性格。昔は踊りを踊っていた。
2’

D利用経緯

　リビング開設以前の入居当初から、よく利用し

ていた。主人とは長い付き合いがある。利用の際

は調査員が出向いて案内したので本人の意思で

はない。

3．利用実態

　主にD、Eの席を利用する。コーヒーを飲む。

主人と一緒に世間話をする。奥さんとは得意の歌

や踊りをおどったりしている。

4．他者との関係

　・施設内での様子

　昔師匠について踊りを習っていたせいか、上下

関係を気にしたり、周りの様子をうかがったりす

る発言や動作（ジェスチャー）が多く見られる。

他の入居者との交流といったものは特になく、食

事の際に向かいの席に座っている方にお茶をい

れてあげる程度。犬のぬいぐるみをかわいがって

いる。

　・小規模リビングでの様子

　一緒にリビングに来たSさん（施設内では席が

はなれているため、めったに交流はない）の髪型

や服装を気にしていた。「あなた、の髪は（白く）

そろっていてうらやましいわ。私もそうなりたい

んだけどね」など奥さんによると、昔はとてもお

しゃれだったそう。踊りの歌詞と振り付けば全部

覚えていた。
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CASE　g　Iさん　　（施設居住者：認知症あり

　　　　　　　　　女性　80代　介護度3）

1．生活歴

　ワゴンを使って一人で歩ける。食事、トイレも

介助なしで自立している。さみしがりやで話し好

き。芯が強い人。自営業で煎餅問屋をしていたそ

う　で、本人曰く、人を雇う仕事であったため、

とても周りの人に気をつかう。日中～夜間に不穏、

孤独だという訴え、夕方に帰宅願望がある。

2．利用経緯

　昔からのなじみというわけではない。開設前の

調査①の期間も一度訪れてはいるが「早く帰りた

い」と5分ほどしか滞在しなかった。

3．利用実態

　主にDの席を利用する。ゴーヒーやお菓子を一

緒に来たボランティアの方と一緒に食べたりし

ている。相席になった方には挨拶をきちんとする。

4．他者との関係

　・施設内での様子

　入居して2ヶ月（10月調査時）、いつもおや

つの準備やお茶のセット。洗濯物干しや洗物など

の家事を手伝ってくれる。時計を常に気にしてい

る（5分おきくらい）。一人になると淋しくなっ

て不穏になるため、付き添う人が必要。施設内で

同じユニットの同じテーブルの人とは会話をす

るが、他の席に座っている入居者にはめったに話

しかけない。

　小規模リど≧グでの様子

　以前からの利用はなかったため、主人との面識

はないが、奥さんの担当ユニットであるため、奥

さんは認識していた。施設にいる時よりも不穏で

はないが、やはり時間を気にして、すぐ帰ろうと

する。リビングで調査員がコーヒーを運んでいる

と、「ここはあなたのお店なの？立派なお店ね。」

と言い、話をしょうとすると、「お仕事中でしょ、

もどりなさい」と気にかけてくれた。他の利用者

と相席になった時「ご挨拶がまだだったわ。こん

にちは」と礼儀正しく挨拶をかわしていた。
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・各施設居住者についての考察

CASE8　Hさんの考察
　Hさんの場合、若い頃に師匠について修行

をしていたという生活歴が施設での他者と

の生活から影響を受けているのではないか

と思われる。①の会話に見るように、同じユ

ニット内での上下関係や、介護者との立場の

違いがその原因ではないだろうか。小規模リ

ビングにおいての行動や言動②では、まわり

を気にするといった行動は見られず、主人と

の昔話や、奥さんとの踊りや歌を楽しんでい

た。Hさんと同じリビングの利用者として本

人も認識していたようである。

　　　　　　　　　Hさんの施設でのある日の会話

①Hさんが話しかけてくれる。（会話の中でのHさん

　　　の言葉）

「私はお客さんだから仕事はしてないの。」

「あの人（スタッフ）は上の方の人だよ。」

　スタッフに向かって「この人（私）にもお昼ごはん

　　　用意し

　てあげて。」「ここでは席は決まっているからね。」

②Hさんが向かいの席の入居者に「その服の色いいわ

　ね。黄色

　と黒で。派手だけど派手じゃない。」と話しかける。

Hさんの小規模リビングでのある日の会話

③Hさん：「ビールが飲みたい」ジェスチャーでおちよこ

でお酒を注ぐしぐさをする。

向かいの方の髪型をうらやましがる。「私もそういう白い

頭にしたいの。私はまだそろっていないのよ。」「お酒が

飲みたい。一杯飲まないと、体が寒くてしょうがない」

奥さんと東京音頭を踊る。歌を歌う。



CASE　g　Iさんの考察

　他のCASEと違い、主人と面識がないため昔話

はしていない。調査期間①の際は入居してまだ2

ヶ月であったせいか、周りに人がいなくなると

「さびしい」と　不穏になってしまうことがしば

しばあった。その時に「私も一人暮らしをしてい

るから、さびしいです。いっしょですね。」とい

うと、とても穏やかな表情になった。自分も店を

やっていたせいか、調査員を主人の子どもだと思

ったらしく、しきりに「がんばりなさいね」など、

声をかけてくれた。いつもと違う場所にいるとや

はり不穏になるらしく、滞在時間はわずかであっ

たが、「店」やそこで働く　「店員」の存在を自分

が経営していた煎餅問屋と重ねあわせていたよ

うである。

1さんの施設でのある日の会話

⑩開設後初めての利用の際「どうして私ばかり連れ

　　　てくるの？」

「帰りましょうよ。怖いわ、淋しいわ」

⑪「ここはあなたのお店なの？お手伝いえらいわ

　　　ね。立派にな

　　りなさいよ。」

⑫何度目かの利用の際「私ここに来たのは3回目

よ。」一緒に来たスタッフに注文を聞かれて「あな

たと同じものを頼むわ」この日はいつも気にする時

間をあまり気にしなかった。

1さんの施設でのある日の会話

⑦1さんと、sさんでおしぼりを畳んでいる時のやり

　　　　とり。

　1さん「名前をこうしてね、こういうふうにして

　　　畳むのよ」

⑧「さみしい」「かえりたい」

⑨子どもの話になった時「親の背中を見て子どもは

育って行くものなのよ。だから何も言わない」「私

は沢山の人をつかっていたの。皆が気持ちよく働け

るように朝早く行って準備するのよ。」

第8章施設高小規模リビングの試みからの考察

8－4　考察とまとめ

8－4－1考察

　【認知症がない高齢者の生活の変化】

ヒアリングのなかで、「主人や奥さんは気さくで

好き。」「顔なじみかいるからいい。」「奥さんの事

が好き」というこの場にいる人物に安心感を抱い

ている方や、「今まで通り帰りに寄ってお茶でも

したい。」「仕事帰りに『今帰ったよ一』と寄りた

い」「あまり改まると来づらいので、そのままで

いて欲しい。」「気楽に入れてよい。」など、気軽

さを求めている意見が多かった。

　施設居住であっても在宅居住であっても、『楽

しみや生きがいを持って生活すること』『他者と

の交流の場を持つこと』は生活をする上で最も大

切なことである。彼らの場合、「なじみ」やその

　「リビングでの生活」というよりも、その存在自

体が楽しみや交流をつくるきっかけになったの

ではないだろうか。

　在宅者の場合は、これまで行って来た毎日の日

課である“：散歩”や“仕事”、“買物”という行為

、に2次的な目的である、この“小規模リビングへ

寄る”という行為を加えることで、単調になりが

ちな毎日の生活に変化を与えているように思え

る。

【認知症高齢者の生活の変化】

　施設居住者の場合、「外出の際の休憩に」とい

う利用もあったが、開設時に入居者を招待しての

食事会やGさんが主催して行われたクリスマス

会など、非日常的な利用や、調査員が施設へ出向

いた際の誘導的な利用になってしまった。

　しかし、利用経緯は非日常的ではあるものの、

昔からなじみのある主人との昔話や、その場にい

た地域の利用者との自然な交流は日常的なもの

であった。

　認知症高齢者にとって一番のケアは一緒に寄

り添い、不安を取り除くことである。そのために

は介護をする一されるといった固定的な関係性

ではなく、時には高齢者との水平的になるように

関係をゆるやかに変化させることが必要である。

過去の習慣や、感情に働きかけることで不穏な状
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態を緩和できる。

　面識が有るHさんの揚合、昔よくこの店に来店

していた際の出来事を話したり、一緒に歌を歌う

など、同じ話題を共有することが出来、顔なじ

み・昔ながらの知り合いといった『生活場面の共

有者』の存在が水平的な関係変化させることがで

きるのではないだろうか。、

　面識がない1さんは『生活場面の共有者』とな

る人物の存在はなく、施設内と同じ不穏な状態を

つくってしまっていた様であるが，時折1さんの

過去の記憶である「店を経営していた」というこ

とと、この小規模リビングでの場面とが重なり、

過去を思い出したかのような言動があった。面識

のある人物の存在はなくとも、『さまざまな場面

が展開される場』で過去の習慣や、感清に働きか

けることができたのではないだろうか。

　暮らしの場面が変わる経験が、古い昔を思い出

し、生活が豊かになるのではないだろうか。

8－4－2

　今後の特上の地域への展開、施設居住者の生活

において以下のことが明らかになった。

　施設外小規模リビングとは，言わば『地域の中

の縁側』である。その場所に行くといつも誰かが

いて、話をすることができて、安心できる場所。

地域の拠点的な存在である。

1．在宅や施設居住にかかわらず、生活をすると

　いうことにおいて大切なことは、，無．鉱『灘蕊

’交鏑劇1ハ攣，それをこれまでの日課に

プラスすることで単調になりがちな高齢者

の生活に変化をあたえているのではないか。

魚盤蕪が地域と施設をつなぐきっかけにな

る。この場合の”気軽さ”は以前から利用し

ている店舗の延長として利用できること。新

たに何かをつくった訳ではなく、昔から変化

がない事が、安心して立ち寄れる理由なので

はないだろうか。
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3．その場には「生活場面の共有者」であるなじ

　みが深い人、識＿＿＿＿＿＿＿乱丁＿急＿．

、民と施設居住者両者を理解、把握する者の存

　在が重要である。

8－4－3　今後の可能性

　この事例はきわめてユニークな特養の地域展

開の中の1つの解決策にすぎない。この“施設外

々規模リビング”がどこの地域にも当てはまる訳

ではなく、この地域にこのS施設があり、昔から

この地域に親しまれて来た場があったからこそ、

そしてこの主人と奥さんがいだからこそできた

ものなのである。10人の人がいれば10人それ

ぞれに個性があり、その人の生活歴によって暮ら

し方が違う。そして、その人が暮らす地域も施設

も1つ1つに違いがあるのである。

　だが、地域の状況や住む人、施設に居住する人

により形を変えることでそれぞれの地域で必要

とされる本質的なニーズであると思われる。地域

の中に上記した条件が備わっていれば、今後の特

質の地域展開への手がかりが得られるのではな

いカ〉と，思う。

　これらの環境が整ったとして、その状態を継続

的に維持する事・施設化、“小さな特養のリビン

グ”にならないようにすることがこれからの課題

である。

　今回取り扱った小規模リビングの場合ハード

的な面として、設計・計画をする際まず重要だっ

たのは『以前の店舗の雰囲気をなくさないこと』

である。いくらなじみの人物がそこにいても、慣

れない環境を作ってしまっては気軽に立ち寄る

ことはできない。この地域になくてはならない存

在であった店舗の延長として小規模リビングを

つくることで、これまでもこの場があったかのよ

うな存在となっているような気がする。

　また、ソフト的な面としてこの場に常駐する、

主人や奥さんが特に気をつけていることは、『利

益を目的とせず、場を提供すること』である。だ

れでも気軽に来る事ができる、「また来よう」と

思えるのも手頃な値段で利用できるからではな



第8章　施設外小規模リビングの試みからの考察

いだろうか。また、施設化しないようにするため

には本来の目的を継続して保つ必要がある。その

ためにもこの場の運営者である『cue，　anchor』

となる人物がしっかり施設居住者のことを理解、

把握していることが重要なのではないだろうか。

　以上のハード、ソフト面での運営方法や施設化

しないように心がけることが今後も継続的に地

域や施設居住者が“気軽に”来る事が出来る場に

・つながって行く要因なのではないだろうか。

　今回対象と施設自身がこれからどう変化して

行くか、施設居住者にどのような変化をもたらす

かは今後も見守って行きたい。

　在宅高齢者、施設居住者のみならず、施設の職

員も利用が広まり、職員にとっても“気軽に”“安

心できる”場になって欲しいと思っている。この

ような場があることで、介護を行う立場側からも

施設の環境整備となって行くのではないだろう

か。
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おわりに

　本研究の3年間には、様々な新たな試みが起こり、変わりつつある高齢者施設の動向の

一端を捉えることができたものと思われる。

　この間の研究に携わった研究室の学生の人々の共同作業として、本研究は成り立ってい

る。また、調査には調査の対象となった利用者の方々はじあ多様な方々からのご協力が得

られた。ここに各位に対してく深甚なる感謝の意をあらわしたい。

　とくに、本報告書の主要な部分は、以下の方々の修士論文や卒業論文としてまとめられ

たものを再編集したものである。

　佐藤真衣子氏（第2、3章）、後藤舞氏（第4～6章）、山下奈緒氏（第7章）、佐藤智美

氏（第8章）。また、この他にも1報告書の都合で掲載できなかったが、関連する様々な研

究を成された諸氏も含め、本研究は横浜国立大学建築計画研究室に所属する多くの方々の

協力の賜物である。

研究代表者　　小滝一正
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第4章のアンケート調査票　東京都23区グループホームへのアンケート

　　　　　　　　　　　痴呆性高齢者グループホームにおける

　　　　　　　　　利用者の外出に関するアンケート調査のお願い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜国立大学　建築計画研究室

■調査趣旨

　このアンケートは、東京都23区にある痴呆性高齢者グループホーム（以下グループホーム）

を対象として行います。

　「家庭的な環境」の下で生活するグループホームの入居者にとっても、外出はあたりまえ

のことであり、地域との関わりも入居者にとっても大切なことです。グループホームの入居

者のコミュニティをホーム内で完結させるのではなく、地域に広げていくためにどうしたら

よいのか、また、地域全体を良くするためにどうしたらよいのか、その前の段階として現状

を探る為、私たち横浜国立大学建築計画研究室では調査を行っております。東京都23区にあ

る、設立時期やユニット数、周辺の立地環境の違うグループホームを比較することが目的で

あり、貴グループホームにも以下のアンケートにご協力にいただきたく思います。

　今回のアンケートにご協力いただきました方のプライバシーについては、厳守いたします

とともに、お答えいただいた内容は研究の目的以外には一切使用いたしません。お忙しいと

は存じますが、ご理解の上、ぜひご協力下さいますよう、お願い申し上げます。

層質問事項の構成

　　1．グループホームでの外出に関するアンケート

　　よく利用する外出先をお聞きします。同封いたしました地図に、例にならってご記入を

　お願いします。

　　2．グループホーム周辺地域に対する認識についてのアンケート

　　グループホームスタッフの方々の、周辺地域に対する現在の認識や、今後のかかわりに

　ついてお尋ねします。

　　3．グループホームの基本属性に関するアンケート島

　　貴グループホームの基本的な属性についてお伺いします。差し支えない範囲でのご記入

　をお願いいたします。

■アンケートの回収方法

　ご記入済みのアンケートは、．月

　の際、切手はご不要です。

日までに、お近くのポストにご投函下さい。そ

■調査主体と照会先

　アンケートの内容、回答方法などについてのお問い合わせば、下記までお願いいたします。

　　　　横浜国立大学大学院　　建築計画研究室

　　　教授　小滝一正　　　　　助教授　大原一興

　　　神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台79番5号
TE：L；045（339）4069　（午前10：00～午後5：00）　（FAX兼）

　　調査担当責任者；修士課程2年　　　　後藤　舞

　　　連絡先e・mail；maimaiO1212355＠hotmail．com



一1．グループホームでの外出に関するアンケートー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　　グループホーム名

　以下の例にならって、同封いたしましたシールを使い、地図上に、貴グループホームが

買い物、散歩等で日常的によく外出する場所の名前、目的、所要時間、利用頻度、あれ

ば簡単なコメント（例えばお得意先の店であるなど）を10箇所程度ご記入下さい。そ

れ以下でも結構ですなお、外出先が同封いたしました地図の範囲外にある場合には、余白

に記入していただければ幸いです。
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釜台図書館
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あなたのグループホームの位置を示しています。

グループホーム周辺の、日常的によく利用する施設（商店街、スーパー、デパート、駅な

ど）10箇所程度に、印をつけて下さい。また、同封しましたシールを用いて、その施設

に関する情報（名煎一時上）ご記入下さい。
②の施設が、

ます。

地図上にない場合には、余．白を利用し、同じようにご記入をお願いいたし



　以下の回答は、当てはまる番号に○をおつけ下さい。また、空欄には数字または文字をご

記入下さい。回答がその他に当てはまる場合は、記入欄に具体的な内容をご記入下さい。

質問1．貴グループホームでは、普段、どのくらい外出しますか？日常的な、ホーム入居者

　の外出の人数を、頻度別にそれぞれ教えてください。

1ほとんど出かけない（　）人

3週2～3日程度　　　（　）人

5ほぼ毎日出かける　（　）人

2週に1回程度　　　（　）人

4週に4～5日程度　（　）人

質問2．

　の例にならって、（

　例；項目（　）　週に（）下位

　・項目（買い物）　　週に（）回

　・項目（散歩　）　　週に（）回

　・項目（　　）　週に（）回

　　具体的な内容（

　・項目（　　）　　週に（）回

　　具体的な内容（

　・項目（　　）

　　具体的な内容（

ホーム入居者の、買い物や散歩などの、日常的な外出についてお尋ねします。以下

）に当てはまる数字や文字を記入して下さい（おおよそで結構です）。

一度に（

一度に（

一度に（

一度に（

）人位ずつ　　平均所要時間

）人位ずつ　　平均所要時間

）人位ずつ　　平均所要時間

）人位ずつ　　平均所要時間

一度に（　）人位ずつ　　平均所要時間

週に（）回　　一度に（　）人位ずつ　　平均所要時間

　）分位

　）即位

　）分位

　）分位

　）

（）分位

　）

（）分位

　）

質問3．外出によく利用する交通手段を、Oをつけて下さい。

　よく利用する　　1．徒歩　2．バス（公共用）　3．バス（ホーム用）　4．電車　5．その他（

　たまに利用する　1．徒歩　2．バス（公共用）　3．バス（ホーム用）　4．電車　5．その他（

）

）

一21グループホームでの外出に関するアンケートー

質問1　貴グループホームは、地域に根ざしたホームだと思いますか？また、なぜそう思わ

　　　れますか？その理由をお聞かせ下さい。

　　　1　地域に根ざしたホームだと思う　　　2　地域に根ざしたホームだとは思わない

理由

質問2．貴グループホームは、どのくらい地域に認識されていると思いますか？また、そう

　　思う理由をお聞かせ下さい。以下の最も当てはまるもの1つに○　つけて下さい。

1　ホーム周辺の住民をはじめ、交流のある人が多いので、良く認識されていると思う

2　交流などは少ないが、名前くらいは知っている人が多いと思う

3　知っている人は知っていると思うが、地域全体にまでは知られていないと思う



　　　4　ほとんど知られていないと思う・

質問3．貴グループホームの立地環境としてはいいと思いますか？また、そう思う理由をお

聞かせ下さい。（例；スーパーや商店街が徒歩圏内あり買い物に便利でよい、など）

　　　1　立地環境はいい　　　　　　　　　　2　立地環境は良くない

理由

質問4』グループの職員として、これまでどう地域にかかわってきましたか？普段とくに気

をづけていることや、地域の方とのかかわりの中で何かエピソードがあれば、例にならって

お聞かせ下さい（いくつでも）。

　例；△□商店街の○×酒店をよく利用する。酒好きな入居者のXさんと買い物に行った時

　　にお店の人と話が盛り上がり、それ以来時々おまけもしてもらっている。また、月に一

　　度、地域にホームの様子をまとめたものを配っている。

質問5．グループホームと地域のかかわりは必要だと思いますか？また、なぜそう思われま

すか？理由もお聞かせ下さい。

　　　　1必要だと思う　　　　　　　　　2必要だとは思わない

理由

質問6．

グループホームおよび地域全体をよくするために、これから地域とどうかかわっていきたい

と思いますか？

質問7．GHおよび地域全体をよくするために、ホーム周辺の住民や商店の方に対して望む

ことはありますか？また、あるという方はその内容をお聞かせ下さい。

　　　　1　望むことがある　　　　　　　　2　特に望むことはない

　内容



一3．グループホームの基本属性に関するアンケートー

質問1このアンケートに答えていただいた方（記入者）の、基本属性についてお伺いします。

　　　以下の項目それぞれに当てはまるもの1つに丸をつけて下さい。

年齢は青鳩代ですか？

’性別はどちらですか？

10代　　20代　　30代　　40代　　50代　　それ以上

あなたがこのグループホームのスタッフになってどのくらいになりますか？

1　半年以下

3　1年～5年くらい

5　10年～20年くらい

2　半年～1年以内

4　5年から10年くらい
6　それ以上　（　　年くらい）

質問2，貴グループホームのユニット数、定員、経過年数をお聞かせ下さい。

　　　ユニット数　　　　ユニット　　　　　　　　　　定員　　　　　　人

経過年数
1　半年以下

3　1年～5年くらい

2　半年～1年以内

4　それ以上　（　　年くらい〉

質問3．貴グ
　　ループホームの、スタッフの自宅はどこですか？それぞれの（）内に、当てはまる人数

1．グループホームのある地区内　（）人　　2．グループホームのある区内　（）人

3．東京都内　　　　　　　　　　（）人　　4．東京都外　　　　　　　　　（）入

をご記入下さい。

質問4・貴グループホームの入居者の・ホームに入居する前のお住まいはどこでしたか？そ

　　れぞれの（）内に、当てはまる人数をご記入下さい。

1．グループホームのある地区内

3．東京都内

）人　　2．グループホームのある区内

）人　　4．東京都外

）人

）人

質問5．貴グループホームは、町内会に入会していますか？

　　　　　1　はい　　　　　　　　　　　　2　いいえ，

質問6　貴グル「プホームでは、何か行事的なものを行っていますか？以下の当てはまるも

　　　のに○をつけ、（）内にはその頻度（週1、月1、層3ヶ月に1回等）をご記入下さい。

　　1　小学生などをホームに呼んで、交流している　　　　　頻度　（　　）

　　2　小学校などに出かけ、子供たちと交流している　　　　頻度　（　　）

　　3　地域の祭りに参加している　　　　　　　　　　　　頻度　（　　）



4

5

6

地域の住民を呼んで、交流している　　　　　　　　頻度　（　　）

その他　具体的に（　　　　　　　　　　　　）　　頻度　（　　）

とくに行事的な活動は行っていない　　　　　　　　　頻度　（　　）

　　　　　　　　以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。



第5章のアンケート調査票　5っのグループホームスタッフへのアンケート

痴巣二二者グループホ・一ム⑳二二iに瀾するア：ンケー二二：蒼のお獺い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜国立大学大学院　建築計画研究室

■調査趣旨

　このアンケートは、○×ホームのスタッフの方々を対象として行います。グループホーム

の質をより高めていく上でグループホームと地域との関わりは、今後ますます重要になって

いくと思われ、私ども横浜国立大学建築計画研究室では調査を行っております。このホーム

の周辺住民の方に対するスタッフの方々のお考えを探るのが目的であり、アンケートにご協

力いただきたく思います。

　以下の項目について解答していただき、返信用封筒にてご返送いただければ幸いです。今

回のアンケートにご協力いただきました方のプライバシーについては、厳守いたしますとと

もに、お答えいただいた内容は研究の目的以外には一切使用いたしません。お忙しいとは存

じますが、ご理解の上、是非ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。

■質問事項の構成

　1，0×ホームの周辺住民（とくに商店街）に対する認識についてのアンケート

　　○×ホームスタッフの方々に対しての、グループホーム周辺地域に対する現在の認識や、

　今後の関わりなどについてお尋ねします。

　2．記入者の属性に関するアンケート

　　アンケートに記入していただく方の、基本的な属性についてお伺いします。差し支えな

　い範囲でご記入をお願いいたします。

■ご記入いただく上での注意点

　1．回答は、当てはまる番号に○をおつけ下さい。また、空欄には数字または文字をご記

　入下さい。

　2．回答がその他に当てはまる場合は、記入欄に具体的な内容をご記入下さい。

ゴアンケートの回収方法

　ご記入済みのアンケニトは、

出願います。

．月 日までに、・○×ホームのホーム長さんまでご提

■調査主体と照会先

　アンケートの内容、回答方法などについてのお問い合わせば、下記までお願いいたします。

　　　横浜国立大学大学院　　建築計画研究室

〒240・8501　神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台79番5号

　　TEL；045（339）4069　（午前10：00～午後5：00）

　　　e・mail；maimaiO1212355＠hotmai1．com

　　調査担当責任者；修士課程2年　　　　後藤　舞



一1．　Oxホーム周辺地域について一

質問1　0×ホームは、地域に根ざしたホームだと思いますか？また、なぜそう思われます

　か？その理由をお聞かせ下さい。

　1　地域に根ざしたホームだと思う

理由

2　地域に根ざしたホームだとは思わない

質問2　0×ホームは、どのくらい地域に認識されていると思いますか？また、そう思う理

由をお聞かせ下さい。

質問3　0×ホームの立地環境としてはいいと思いますか？また、そう思う理由をお聞かせ

下さい。とくに、他GH等の勤務経験のある方は、過去のGHと比較してみてのお考えを教

えて下さい。（例；スーパーや商店街が徒歩圏内あり買い物に便利でよい、など）

　　　　1　立地環境はいい　　　　　　　　2　立地環境は良くない

　　理由

質閤4　0×ホームの周辺で、普段よく利用する商店や施設を、利用する頻度が多い方から

3つ教えて下さい。また、その施設までの所要時間となぜその施設を利用するかを例になら

って簡単にお聞かせ下さい。

　例；施設名（Oxベーカリー）　所要時間（徒歩10分）

　　理由（店は近くで安くて美味しいパンがあり、利用者にも好評だから）

1．施設名（

　理由（

2．施設名（

　理由（

3．施設名（

　理由（

）　所要時間（

）　所要時間（

）　所要時間（

）

）

）

）

）

）



質問5　0xホームの職員として、これまでどう地域に関わってきましたか？普段とくに気

をつけていることや、地域の方とのかかわりの中で何かエピソードがあれば、例にならって

お聞かせ下さい（いくつでも）。

　例；△□商店街の○×酒店をよく利用する。酒好きな入居者のXさんと買い物に行った時

　にお店の人と話が盛り上がり、それ以来時々おまけもしてもらっている。商店街の人と

　は道で会ってもあいさつを交わす。

質問6　グループホームの仕事ではない、休日外に出た時や仕事が終わった後の、自分が高

齢者（○×ホームに限らず）に対する態度は、普段の仕事の時と比較してどうでしょうか？特

に意識はしていないと思いますが、例えば「知らない痴呆のお年寄りが困っていた時に声を

かけた経験がある」など、何かエピソードがあればお聞かせください。

質問7　グループホームと地域の関わりは必要だと思いますか？また、なぜそう思われます

か？理由もお聞かせ下さい。

　　　　1必要だと思う　　　　　　　2必要だとは思わない

理由

質問8　グループホームおよび地域全体をよくするために、これから地域とどう関わってい

きたいと思いますか？

質問9　グループホームおよび地域全体をよくするために、ホーム周辺の住民や商店の方に

対して望むことはありますか？また、あるという方はその内容をお聞かせ下さい。

　　　　1望むことがある　　　　　　　　2　特に望むことはない

　　内容



　一2．　記入者の属性について一

あなたの属性についてお伺いします。

・・年齢は何才代ですか？　・［才代］

2・性別はどちらですか？ @［男・2衣］
3・・×ホームに勤務してどのくらい1こなりますか？

4．現在、Oxホームではどの時間帯の勤務ですか？いろいろな時間帯で勤務されている方

　　もいらっしゃると思いますが、例にならって多いものから2つの時間をご記入下さい。

　例；1　（早番9：30～18：00　月15日くらい）　　2　（夜勤18：00～9：00　月5日くらい）

　　　1（　　　　月日くらい）　2（　　　　月日くらい）
5．この職業（グループホームの職員）になってどのくらいになりますか？当てはまるもの1つ

に○をつけて下さい。

1　半年以内

3　1年～5年くらい

5　10年目20年くらい

2　半年～1年以内

4　5年から10年くらい

6　それ以上　（，　年くらい）

6．お住まいはどちらですか？当てはまるもの1つに○をつけて下さい。

1　地域内

3　東京都内（ 区）

2　区内

4　東京都外（
）

7．お住まいからの、Oxホームまでの通勤時間と通勤手段手段を、例にならってお答え下

さい。　例；通勤時間（1時間くらい）　　通勤手段（西武新宿線＋徒歩）

合計通勤時間　（　時間　　分くらい）

脚手段（
）

8．なぜ、グループホームの介護スタッフになろうと思いましたか？何かきっかけがありま

したら、差し支えのない範囲で教えて下さい。

9．その他、全体を通して何かございましたら、ご自由にご記入願います。

アンケートは以上で終了です。ご協力ありがとうございました。



第6章のアンケート調査票　5っのグループホーム周辺住民へのアンケート

　　　　　　地i域繕1蔑の労の痛呆取高…齢者勢万一プ㌧ホームと⑳：かかわ…ゆ

　　　　　　　　　　　　にi蘭するアンケ脚部調査のお獺い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜国立大学大学院　建築計画研究室

■調査趣旨

　このアンケートは、グループホーム（痴呆対応型共同生活介護）である○×ホーム周辺にお住

まいの方々を対象として行います。この○×ホームでは、元気な入居者とスタッフが積極的

に外出を行い、ホーム周辺の方々との交流を深めており、これからの地域のグループホーム

設立に向けても、注目されるホームであると考え、私ども横浜国立大学建築計画研究室では

調査を行っております。このホームに対する周辺住民の方の認知度を探るため、アンケート

にご協力いただきたく思います。

　以下の項目にろいて回答していただき、返信用封筒にてご返送いただければ幸いです。今

回のアンケートにご協力いただきました方のプライバシーについては、厳守いたしますとと

もに、お答えいただいた内容は研究の目的以外には一切使用いたしません。お忙しいとは存

じますが、ご理解の上、是非ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。

■質問事項の構成

　1．痴呆性高齢者グループホームに対する認識についてのアンケート

　　○×ホームに対する現在の認識や、グループホーム全体の今後め関わりなどについてお

　尋ねします。

　2．記入者の属性に関するアンケート

　　アンケートに記入していただく方の、基本的な属性についてお伺いします。差し支えな

　い範囲でご記入をお願いいたします。

■ご記入いただく上での注意点

　1．このアンケートは、ご家族のうちで地域や自宅にもっとも長くいる方（例えば、主婦の

　方など）がお答えください。回答は、当てはまる番号に○をおつけ下さい。また、空欄には

　数宇または文字をご記入下さい。

　2．回答がその他に当てはまる場合は、記入欄に具体的な内容をご記入下さい。

■アンケートの回収方法

ご記入済みのアンケートは、同封の封筒に入れて、　，月

ストにご投函下さい。その際、一

日までに、お近くのポ

■調査主体と照会先

　アンケートの内：容、回答方法などについてのお問い合わせば、下記までお願いいたします。

　　　　横浜国立大学大学院　　建築計画研究室

　　　教授　小滝一正　　　　　助教授　大原一興

　　　神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台79番5号

TEL；045（339）4069　（午前10：00～午後5：00）　（FAX兼）

　　調査担当責任者；修士課程2年　　　’後藤　舞

　　　連絡先e・mai1；maimaiO1212355＠hotmail．com



一1．　痴呆性高齢者グループホームに対する認識についてのアンケートー

質問1

賑

あなたは○×ホームをご存知ですか？以下の当てはまるもの1つに○をつけて下さ

1　よく知っている

3　何となく聞いたことがある

2　名前や存在は知っているがよく知らない

4　全く知らない

質問2　質問1で「1　よく知っている」「2　名前や存在は知っているがよく知らない」と

答えた方にお伺いします。○×ホームの方が近隣の商店や公園等の施設を利用していること

をご存知ですか？また、どの程度までご存知か、当てはまるもの1つに○をつけて下さい。

　　　1　0×ホームかどうかは分からないが、どこかの施設の高齢者が利用していると知．

　　　　っている・

　　　2　0×ホームの人が利用していると知っている（名前は知らない）

　　　3　0×ホームの□△さんと、顔見知りで名前も知っている人がいる

　　　4　その他

質問3　0×ホームができたことをどう思いますか？以下の当てはまるもの全てに○　つけ

て下さい。

1

2

3

4

5

6

7

自分たちの老後のために心強い

高齢者の多いこの地域にあって当然だ

是非、O×ホームの方と交流を持ちたい

今はどういうものか分からないが、ちょっと興味がある

自分たちには関係ないので分からない

どんな人がいるのか心配だ

その他

質問4　痴呆性高齢者グループホームとは、痴呆性高齢者が小規模な生活の場で少人数（5

人から9人）を単位とした共同住居の形態で、食事の支度や掃除、洗濯などを利用者がスタ

ッフとともに共同で行うものです。一日中家庭的で落ち着いた雰囲気の中で生活を送ること

により、痴呆症状の進行を穏やかにし、少人数の中で「なじみの関係」をつくり上げること

によって生活上のつまづきや行動障害を軽減し、心身の状態を穏やかに保つことができます。

　あなたは、グループホームと特別養護老人ホームの違いをご存知ですか？

　　　　1　はい　　　　　　　　　　　　　2　いいえ



質問5　以下の写真は、痴呆高齢者グループホームや特別養護老人ホーム等で撮影されたも

のです。これらの写真を、あなたがグループホームだと思うものと、特別養護老人ホームだ

と思うも、またそれ以外と思うものに分類し、それぞれの（）内にその記号をご記入下さい。

その他のものは、その記号と理由を（）内にお書き下さい。

蟻、翻

．翻雛．

懸黙、’囎

痴呆高齢者グループホームと思われる写真（

特別養護老人ホームと思われる写真　　　（

その他　（

・漢

　辱’



質問6　将来、自分が高齢者になった場合に、どのようなところに住みたいですか？以下の

あてはまるもの全てに○をつけて下さい。

　　　　1　自宅にずっと住んでいたい

　　　　2　設備の整った老人ホームなどの施設に入りたい

3

4

5

引っ越すことはあっても、練馬区の中で住み続けたい

どこでも良いから、グループホームのような暮らしをしたい

その他

質問7　もし、あなた自身やあなたの家族が介護のための入居施設を利用するとしたら、何

を基準に選びますか？以下の　てはまるもの全てに丸　つけて下さい。

1

3

5

7

入居にかかる費用が安いところ

面倒を良く見てくれるところ

個室の部屋が利用できるととろ

その他

2

4

6

明るくて優しいスタッフがいるところ

建物が新しいところ

自宅から近いところ

質問8　グループホームと地域とのかかわりは必要だと思いますか？また、なぜそう思われ

ますか？その理由もお聞かせください。

　　　1　必要だと思う　　　　2　必要だとは思わない

　　理由

3　分からない

質問9　地域全体の高齢者の暮らしを良くするために、地域の中で今、何かしていることは

ありますか？些細なことでも構いません。以下の　てはまるもの全てに○　つけて下さい。

1

3

4

5

お年寄りにあいさつをする　　　　2　時々、おすそ分けをしている

道であったら声をかけている

食事作りや掃除を手伝うボランティアをしている

何もしていない　　　　　　　　　6　その他（以下に記入）

質問10
つけて下さい。

以下の施設で、（）内にあなたが知っているものには○　、知らないものにはx

1．西友　（）　　　2．武蔵関公園　　（）

4．こもれびホール　（）

7．島村記念病院　（）

9．京王ストア　（）

12．関町北小　　（）

　5．立野公園

　8．○×ホーム

10．善福寺公園

3．

（）

）

）　11．

関町老人ホーム　（）

　　　6．いなげや　（

吉祥寺教会　（）

）



質問11　グループホームおよび地域全体をよくするために、グループホームに対して望む

ことはありますか？また、あるという方はその内容をお聞かせ下さい。

　　　　1望むことがある　　　　　　　　2　特に望むことはない

　　内容

質問12　グループホームおよび地域全体を良くするために、自分たちが出来ることは何だ

と思いますか？あてはまるもの全てに○をつけて下さい。

1

2

3

4

5

あいさつをしっかりし、顔見知りの関係を気づいていくこと

積極的にホームへのボランティアや、高齢者の手伝いをすること

祭など町内会行事を企画し、高齢者にも参加してもらって楽しんでもらうこと

現状のままで十分（今のままでもとてもよい地域）なので、何もする必要はない

その他

質問13　0米ホームおよびこれからできるグループホームと、今後どのようにかかわわっ

ていきたいと思いますか？ご自由にお書き下さい。



一2．　記入者の属性について一

あなたの属性についてお伺いします。

1．年齢は三才代ですか？以下のあてはまるもの一つに○をつけて下さい。

10代　　20代　　30代　　40代　　50代　　60代　　70代　　80代以上

2・性別はどちらですか？

3．ご職業は何ですか？店舗や会社を経営している方は、差し支えなければお店の名前もご

　　記入下さい。

4．現在同居中の、ご家族の人数は何人ですか？　　　　　　（　　　　　人）

5．65歳以上の高齢者の方と同居していますか？
　　　1　はい　　　（　　　　人）　　　　　　2隔いいえ

6．あなたがこの地区に住み続けてどれくらいになりますか？当てはまるもの1つに○　つ

けて下さい。

1　半年以下

3　1年～5年くらい

5　10年～20年くらい

2　半年～1年以内

4　5年から10年くらい
6　それ以上　（　　年くらい）

7．あなたは自宅周辺での買い物は週にどれくらいしますか？また、その時間帯とよく利用す

る店を例になら？て3つお答えください。

（例；買い物頻度（週3回くらい　昼11時頃とタ方4時頃）よく利用する店舗（△□青果店））

　買い物頻度　凋　　・くらい　　　利用時間帯　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　よく利用する店舗

　　（　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　）

8．練馬区について、あなたはどのようにお考えですか？当てはまるものすべてに○　つけ

て下さい。

　1　緑が多い　　　　　　　　2　空気がきれい　　　　　3　騒音が少ない

　4　自然が多い　　　　　　　5　家賃が安い　　　　　　6　物価が安い

　7　交通の便がよい　　　　　8　車通りが少ない
　9　高齢者が多い　　　　　　10　若者が多い　　　　　1i　近所づきあいがいい

　12　治安がいい　　　　　　13　安心して暮らせる町だ

以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。
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